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男装の伯爵令嬢




　なにかの気配がして、ふと目覚めると、窓から差し込む月明かりが、キラリと刃やいばを光らせていた。

　ベッドで仰向けに寝ている私の鼻先に、剣先が突きつけられているのだ。

　汚く笑う声がして、暗がりの中にぼんやりと、髭ひげ面づらの見知らぬ男の顔が見えていた。

「フォーレル伯はく爵しゃくの娘、ステファニーだな？　ちょいと起きて、屋敷ん中案内してもらおうか。お宝、探したんだけどよ、これっぽっちしかねぇんだわ。どこに隠してあるんだい？」

　夜や盗とうに奇き襲しゅうされて驚いたのは一瞬のこと。室内に素早く視線を配り、この男の他に侵入者はいないと判断する。

　耳をそばだてても男の荒い鼻息しか聞こえず、屋敷の中は静かで、家族も使用人も皆、眠りの中にいるようだ。

　たったひとりなのね。つまんないの……。

　夜盗の右手には錆さびた剣。左手には麻袋。袋の膨らみ方が僅わずかなところを見ると、中身は少々のお金と、銀のナイフとフォークくらいだろう。

　伯爵家といっても、うちは落ちぶれた田舎貴族。盗れるものなど、もとからほとんど存在しなかった。

「早くしろ」と夜盗に急せかされ、私は「分かりました」とベッドに身を起こす。左手は毛布の中にあり、寝るときも離さない愛剣の鞘さやを握りしめていた。

　毛布からゆっくりと裸足はだしの足を抜いて、床につける。と同時に剣を抜き、鼻先の夜盗の剣を弾き返した。

「おわっ！」と驚きの声をあげた男は、二歩下がって剣を構え直す。

「お前、ステファンの方か!?　くそっ、騙しやがって……」

　ステファンは、私の双子の兄。臆おく病びょうな泣き虫で、花と小鳥を愛する女め々めしい男。

　それに対して妹の私は、趣味が剣術、ドレスを拒否して常に男装という、女らしさとはかけ離れた伯爵令嬢だ。

　今身につけている白い寝間着も、男物。豊かに波打つ金色の髪だけは、母に懇願されて切るに切れず、腰までの長さがあるが、それでも夜盗の目には男に映るらしい。剣で夜盗に立ち向かう貴族の令嬢など、私の他にはいないだろうし、兄と間違うのも無理はないけれど。

「私はステファニーよ！」と自己主張しつつ、愛剣を振り上げる。

　剣のぶつかる金属音が数回続いた後、バタバタと屋敷の中が騒がしくなり、「盗賊か!?」「お嬢様のお部屋の方で……」と話し声も聞こえた。平和な眠りの中にいた家族と使用人たちが、やっと事態に気づいたようだ。

　階段を上がる足音が聞こえたときには、男は盗品の入った麻袋を落とし、両手で剣の柄つかを握りしめ、私の剣をかろうじて防いでいるといった苦しい様子だった。

　全然、大したことない腕前ね……。

『私を襲うなら、もっと強くなって出直してきなさいよ』と文句を言いたい気分でいた。

　力の差は歴然で、開け放たれていたドアからランプの明かりが室内を照らしたときにはもう、勝負はついていた。

　男の剣は弾かれて床に落ち、壁に背をつけて逃げ場を失っている。髭面の強こわ面もてで「お、お助けを……」とブルブル震えるその様子は情けなく、私を呆あきれさせるだけだった。




　夜が明けて、新鮮な朝日が邸宅内を照らしている。

　白いテーブルクロスをかけた大きなテーブルには、パンとバターと野菜のスープ。貴族にしては質素な朝食を、家族四人で口にしながら、私は両親に叱られていた。

「夜盗を捕らえたのは、これで五度目だ。我が娘ながら、なんと情けない」

「ステファニーはもう十六歳なのよ？　そろそろ男の子ごっこをやめないと、変な噂が広まればお嫁にいけなくなってしまうわ」

　眉間に皺しわを寄せて頭を振る父に、レースのハンカチで目元を押さえて涙ぐむ母。

　せっかく夜盗を退治したのに、どうして誰も褒めてくれないのよ……。

　私がお縄にした夜盗は、あの後、村の自じ警けい団だんの青年たちにしょっぴかれていった。今頃はきっと、教会の地下牢で、神父様に懇こん々こんとお説教されているのだろうけど、誰も傷つけず、盗んだ品も私が取り返したので、すぐに釈放となりそう。重い罪を犯さずに済んだのも私のお陰で、夜盗にも感謝してもらいたいところなのに。

　パンを一枚食べ終え、「ニーナ、おかわりが欲しいの」と後ろに控えている古こ参さんのメイドに声をかけたら、「反省しとらんのか！」とまた父に叱られた。

　自分が悪いと思えば反省もするし謝るけれど、今は理不尽だと感じている。『男に生まれたかったわ』と、今までに幾度となく思った不満を心の中で呟くだけ。

　両親は女らしさを私に求める。嫁のもらい手がなくなると心配して。

　しかし、私が淑しゅく女じょであったとしても、求婚者が現れるのかは疑問。

　貴族の結婚なんて、所詮は家柄重視の政略結婚ばかり。これといった特産もない、小麦と芋畑からの収益が少々といった領地を持つ、落ちぶれた田舎貴族の娘など誰も欲しがらないだろう。

　父はまだガミガミと叱り続けていて、皿の上のパンは半分ほどしか減っていない。私はおかわりのパンを食べ終えて、「お嬢様、もう一枚召し上がりますか？」と笑顔を向けるニーナに、「もういいわ」と答えて席を立った。

「こら、ステファニー、どこへ行く！　まだ話は終わっておらん。座りなさい」

　同じ話を、まだ繰り返すつもりなの？　そんな暇があるなら、どうしたらこの領地が潤うるおうのかを考えればいいのに。

　父への呆れと、田舎貴族という身の上にうんざりしている私は、いい機会だからと、自分の考えをはっきりと口にする。

「お父様、私はどこにも嫁ぐ気はないので、女らしくする必要もないんです」

「な、なにを言う。お前がよい家柄に嫁いで、フォーレル家に援助しなければ、うちはこのままだぞ？　落ちぶれ貴族などと言われ続けてよいというのか？」

「まぁ、落ちぶれ貴族だなんて、お父様ったら。お兄様がいらっしゃるじゃありませんか。お父様とお兄様で、この地を豊かにすればいいと思いますわ」

　わざと淑しとやかに微笑んで見せると、父は釣られて表情の厳しさを解きかけたが、すぐに渋い顔に戻す。

　私は女だからフォーレル家を継ぐ資格はない。跡継ぎは双子の兄のステファンと、生まれたときから決まっている。私に任せてくれるなら全力でフォーレル家を盛り立てるというのに、それができないなら、いつかこの家を出ようと考えていた。

　私には夢がある。それは、国を守る騎士団に入ること。この国、モンテクレール大たい公こう国こくを統治するモンテクレール家には、青の騎士団という腕の立つ剣士を集めた護衛集団がある。私は、その騎士団に入りたい。

　毎日思う存分、剣を振り回せるなんて、考えただけでゾクゾクする。強つわ者ものたちと剣を交えて訓練できるなんて、ワクワクと胸が高鳴って仕方ない。

　その夢は、まだ誰にも話したことのない秘密。両親に知られたら叱られるだけでは済まず、腰に差しているこの愛剣まで没収されそうな気がするから。

　父と私の会話を、さっきから怯おびえた顔をして聞いているのは、兄のステファンだ。先ほど私が『お兄様がいらっしゃるじゃありませんか』と口にしたから、お説教の矛ほこ先さきが自分に向くのではと、怖がっているみたい。

　ステファンの右手のスプーンはスープ皿の縁に当たってカチカチと音を立て、それでは自分から、『僕にも注目してよ』と言っているようなものなのに……。

　私の危き惧ぐする通り、父の視線が兄に向き、「ステファン」と呼びかけた。その声には私を叱りつけたときと違って、懇願するような、祈るような、そんな響きが込められていた。

「十六歳の誕生日から半年が過ぎたぞ。そろそろ覚悟を決めてくれ。お前が行かなければ、この家はお終しまいだ。頼むから……」

　モンテクレール大公国の貴族には、納税の他にも守らねばならない義務があった。爵しゃく位いを継ぐ男子を、十一歳から十六歳の間に、城に預けるというもので、期間は三年間。それは表向きには教育のためと言われているが、本来の目的は洗脳だ。

　十五年ほど前に、この国は誕生した。それまでは長く内戦状態が続いていたそうで、モンテクレール家が君くん臨りん、統治することで、やっとこの国に平和が訪れた。しかし、貴族の中には不満を抱いている者もいるらしく、反乱が起きぬよう、大公家に逆らうなという教えを受けなければならないのだ。

　その義務を果たさないとどうなるか、というと……爵位剥はく奪だつ、領土没収。早い話がお取り潰しだ。

　父に諭すように言われたステファンは、いつものごとくガタガタと震え出す。椅子の上で膝を抱えて丸まって、かわいそうになるほどに怯えていた。たったひとりで三年も、大公殿下の城に行くのが怖いらしく、期限はあと半年だというのに、まだ頑かたくなに拒否し続けていた。

「ステファン、行かねばならんのだ」と父が静かな低い声で呼びかける。母も「大丈夫よ、ステファン。なにも怖いことはないわ」と優しい声で決意を促した。

　それでも彼は「やだ」と言って、丸まったまま。視線を合わせようともしない。

　父の関心が兄へ逸れたので、私はもう自室に引き上げてもよさそう。でも、椅子の後ろに立ち尽くし、考え込んでしまった。

　ここは朝食室と呼ばれる、家族の朝食のためだけに使用される部屋なのに、天井からはシャンデリアが吊るされ、舶はく来らい品の絨じゅう毯たんに、大きな絵画。精せい緻ちな彫刻が施された椅子やテーブルは、家具職人に特別注文した一級品だという。大広間や晩ばん餐さん室や応接室は、もっと豪華で……でも、どこを見てもオンボロだった。

　フォーレル家が栄えていたのは、曽祖父の代までで、その後は戦乱もあって衰退し、復活できぬまま今の貧乏生活に至る。訪れる客もほとんどなく、広い屋敷の修理保全に手も金も回らない。

　落ちぶれ貴族のフォーレル伯爵家。この家を早く出て、いつか騎士になりたいと夢見ているけれど、ここがなくなるのは寂しいわ……。

　生まれ育った家だから、どんなに見すぼらしくても、この先もずっと残っていてほしいと願う。でもステファンがあんな調子じゃ、大公の城には行けず、反乱分子と言われて、この家はお取り潰しとなりそうだ。

　どうして怖いと思うの？

　双子なのに、その気持ちがさっぱり理解できなかった。

　私ならワクワクして、きっと十一歳になった年に旅立っていたと思うのに。大公の城に行けば、憧れの青の騎士団を間近で見られるし、もしかすると訓練体験させてもらえるかもしれない。

　ステファンが羨ましい。私も男に生まれたかったわ……。

　椅子の上で体を丸めて怯えるステファンに、両親はふたりがかりで説得を続けている。

「頼むから、行っておくれ」

「お勉強しに行くだけよ？　大丈夫だから」

　情けない姿を見せて、首を横に振り続けていたステファンだったが、急に椅子を鳴らして立ち上がった。震える両拳を握りしめ、涙目でキッと父を睨み、珍しく強い口調で言い返している。

「い、嫌だって言ってるでしょ！　大公殿下は、怖い人だっていうじゃありませんか。僕みたいな田舎者はきっと、いじめられる……こんなこともできないのかと、ぶたれるかもしれない」

　それを聞いて私は、はたと考える。

　大公殿下って……怖いの？

　この国の王である大公殿下について、私はほとんど知らない。十五年前の戦乱を終わらせたのは先代で、その息子が今は政務を執り行っているというくらいの知識だ。

　確か、七年ほど前に即位式があり、両親が都に呼ばれて出向いていたけれど、私たち双子はまだ子供だからと連れていってもらえなかった。

　ステファンは大公殿下について、お父様から話を聞かされていたの？　ズルイ……私には都のことをなにも教えてくれないのに。

　頬を膨らませる私と、精一杯の強気な目を向けて両親に逆らうステファン。

　父は「落ち着きなさい」とステファンをなだめてから、説得を続ける。

「大公殿下は怖いお方ではない。堂々と威厳に満ちて、それはそれは立派なお姿だった。田舎者だからといって、粗末に扱ったりせんよ」

「う、嘘だ！」

「本当だよ。剣の腕前も見事だと聞いておる。青の騎士団長と、肩を並べるほどにな」

　父は褒め言葉として大公殿下の剣の腕前を口にしたようだが、それはステファンには逆効果。ますます怯えさせてしまったみたい。

　私はというと、完全に自室に戻る気をなくして父の話に目を輝かせ、「素敵」と呟いていた。

　青の騎士団長と肩を並べるほどの剣士とは……その言葉だけで、まだ見ぬ大公殿下に尊敬の念が湧いてくる。

　それほどまでに立派なお方なら、いつか私もお目にかかりたい。いいなぁ、ステファンは。

　私は胸元で指を組み合わせ、うっとりと大公殿下を想う。

　きっとガッシリとした雄々しい容姿をしているのだろう。歳はおいくつなの？　全貴族の尊敬を集めるお方だし、若者ではない気がする。三十代後半か四十代といったところか。

　いかにも王様といった風ふう貌ぼうで、豊かな口髭を蓄えた凛り々りしくて少々いかつい紳士が、悪人たちを相手に剣を振るう姿を想像していた。

　一方、ステファンは今にも泣きそうな顔をして、「ぶたれるんじゃなくて、斬られるかも……」と、華きゃ奢しゃな自分の体を抱きしめ震えている。

　真逆の反応を示す私たち双子の様子を見比べる父は、呆れた顔をしてテーブルクロスの上に深い溜め息を落とした。

「お前たちの性別が逆だったら、どんなによかったことか」

　その言葉で妄想世界から戻った私は、組んでいた指を外して目を瞬またたかせた。

　テーブルの向こう側にいるステファンに視線を振ると、視線が合わさり、私たちは声を重ねて呟く。

「そっか。取り替えればいいんだ……」

　怪け訝げんそうな顔をする父に、私たちは駆け寄り、左右から抱きついた。

「お父様ったら、天才！　そうよ、逆にすればいいのよ」と私が言えば、兄も「なんで今まで気づかなかったんだろう。僕の代わりにステファニーがお城に行けばいいんだ」と嬉しそうに賛成する。

　母は驚いてレースのハンカチを落とし、父は慌てて私たちを叱る。

「ステファニーを身代わりにするというのか!?　なにを馬鹿なことを言っておる。いくら顔が同じでも、女だとバレたら我が家はお終いだぞ」

　父から体を離した私は、三歩離れて腰に差している愛剣の柄に手をかけた。

　両親も兄も使用人たちも、みんなが注目する中で、ニッコリ笑って反論する。

「女だって、バレなきゃいいじゃない」

　そう言うや否や剣を引き抜き、自分の長い髪を掴むとバッサリと切り落とした。腰まであった豊かな金色の髪が、薄汚れた絨毯に舞い落ちる。

　剣を鞘に収めると、着ている男物のブラウスの棒タイをシュルリと解き、肩ほどまで短くなった髪をひとつに結わえた。これでステファンと変わらない。

　胸の膨らみは、後で布帯を巻いて潰してみよう。声は低めに出すよう気をつけて、身長はステファンの方が少しだけ高いから、厚底ブーツを履けばいいわね……。

「ス、ス、ステファニーの髪が……」

　そう言って椅子から滑り落ちたのは母で、床に倒れて気を失ってしまった。使用人たちが慌てて母に駆け寄って、介抱してくれている。

　私の髪に執着していた母だから、ショックを受けると予想してはいたけれど、まさか失神するほどとは。

　一方、父は、落ちぶれても伯爵だ。驚いた後は表情を引きしめて、なにかを決意したかのように深く頷いた。椅子から立ち上がってゆっくりと歩み寄り、私の両肩に手をのせて、太い声で言う。

「お前がそこまでするのなら、わしも覚悟を決めよう。ステファニー、大公の城に行ってくれ。くれぐれも女と気づかれぬようにな」

「はい、お父様」

　厳しい顔の父に合わせて、私も口元を引き結び、緊張した硬い表情を作った。

　でも心の中は浮かれている。

　ああ、男として都に行けるなんて嬉しいわ……。

　大公の城では、どんな刺激的な毎日が待っているの？

　そう考えたら、期待に胸が膨らんで、今すぐにでも出発したい気持ちになっていた。










圧倒的な王の品格




　兄の身代わりをすると宣言してから、十日ほど経った日のこと。

　フォーレル家の屋敷を出て、やっとモンテクレール家の直轄領に入ったときには陽も傾き始め、出発から半日ほどが経過していた。

　途中の村で馬を交換した以外、ほとんど休みなく馬車に揺られ続けるのは、結構つらい。お尻が痺しびれて、感覚が麻ま痺ひしてきている。

　自分で馬を走らせた方が早いし楽なのに、大公殿下がお迎えの馬車をわざわざよこすものだから、乗らないわけにはいかなかった。

　その御配慮に感謝するというよりは、まるで幽ゆう閉へいされに行くみたいだと感じている。使用人はひとりも連れていってはいけないと言われ、荷物も必要最低限の衣類の入った鞄かばんひとつだけ。愛剣を持っていきたいという希望も、却下されてしまった。

　私の隣に座るのは、きちんとした従者の身なりをした浅黒い肌の青年で、名前はジャコブ。大公家から遣わされてきた人で、執事の指示のもとで働いている、従じゅう僕ぼくという身分の使用人らしい。

　この人が、私の身の回りの世話もしてくれるということだが、不満に思う。

　ジャコブは、出発してからずっと無口で無愛想。こちらから話しかけてもひと言ふた言しか返ってこなくて、会話を続ける努力をしてくれない。

　私と必要最低限の会話しかしてはいけないと命じられているの？　なんてつまらない……。

　ジャコブを通して、大公の城での生活とは、厳しい規則でがんじがらめなのではないかと、嫌な予感がしていた。

　でも引き返そうとは思わない。僅かな嫌悪や不安など、潰れてしまうほどに大きく膨らんだ期待が胸にあるから。

　都とは、一体どんなところなのかな……。青の騎士団を間近で見て、できれば手合わせ願いたい。大公殿下の剣の腕前も、拝見する機会があればいいのに。

「ステファン様、モンテクレール大公国の城下街はもうすぐです」とジャコブが事務的に説明してから間もなく、馬車は開放されている石の門の内側に入っていった。

　窓ガラスに張り付いた私は、初めて見る街並みに、「わぁ、すごい！」と歓声をあげていた。

　広い大通りには、たくさんの馬車や人が行き交い、活気に満ちている。パン屋に肉屋、香辛料を売る店に、床屋と酒場と服の仕立屋など、店がズラリと軒を連ねていた。広場のように丸く開けた区画の中心には、立派な鐘しょう楼ろうが目を引く大きな教会が建っていて、大勢の人が出入りしている。

　こんなにも人で賑わう場所も、隙間もないほどに密集した家々も、私には珍しい。生まれ育ったフォーレル家の領地には、小っぽけな村が三つあるだけ。あとは収益の上がらない痩せた農地ばかりなのだから。

　大きな街を初めて目にした私は、右を見たり左を見たりと忙しい。ジャコブが座っている側の窓ガラスの外を指差して、「あそこのお屋敷はなに？」と興奮気味に聞いた。

　西の方角に、赤あか瓦がわらの屋根のひと際大きな邸宅が見えていた。三階建て……いや、四階建てかもしれない。

　大商人の屋敷か、それとも公的な機関なのかと思っていたら、「バルドン公こう爵しゃくのお屋敷でございます」とジャコブが簡素な説明を返してくれた。

　バルドン公爵……？

　私の社交界デビューは十二歳で、隣の領地の子し爵しゃく夫妻の結婚祝賀会にお呼ばれしたときだった。それ以降、田舎貴族の娘にパーティの招待状が届くことはなく、貴族の名前をほとんど知らないままに十六になってしまった。

「バルドン公爵って、どなた？」と振り向いて尋ねたら、それまで無表情を貫いていたジャコブが驚いた顔をする。

「ジャコブ、どうしたの？」

「い、いえ、申し訳ございません。バルドン公爵は大公殿下の叔父にあたる方で、モンテクレール家の次に力のある御家柄です」

「ふーん。偉い人なのね。じゃあ、わた……僕にはあまり関係ない人かもね」

　田舎者の自覚があるので、上級貴族への関心は薄い。相手にしてもらえないという思いがあるから。

　大公殿下に関しては、これから三年もお世話になるわけだし、凄腕の剣士だということで、ものすごく興味はあるけれど。

　活気のある街並みを抜け、馬車はなだらかな石畳の坂を上っていた。石積みのアーチ型の門には、重厚な鉄の扉を守る門番がふたりいて、御者が通行証のようなものを見せると、重く軋きしむ音を響かせて開城された。

「ここが、大公殿下のお城……」

　独り言を呟いた後は、溜め息しか出てこない。

　広大な敷地内は新緑の草木と花で溢れ、美しく手入れが行き届いていた。門からまっすぐに伸びる石畳の先に、大公殿下のお屋敷が見えていた。三階建ての白壁の建物で、屋根は藍色の瓦かわら。柱のような尖せん塔とうが四隅にそびえている。

　そこにモンテクレール大公国の旗が、はためいていた。青地の中央に三本の白いラインを横に引き、その上に雄々しい獅し子しが描かれている。

　門の内側に入っても建物までは遠いはずなのに、すぐ近くにあるのではと錯覚するほどの巨大なお屋敷だった。

　我が家の屋敷を、ボロくても大きくて広いと思っていたのが恥ずかしくなる。

　やっぱりうちは落ちぶれた田舎貴族だという自覚を新たにすると、自然と目線が自分の服にいく。

　襟元を緑色のリボンで結んだ白いブラウスに、若草色の上着。ズボンとブーツはダークブラウンで、家にあった一番上等な服を着てきたつもりでいた。

　しかし、この服装で失礼はないかと、自分の身なりを気にしてしまった。

　失礼だとしても、今さらどうにもできないけれど……。

　馬車は速度を落としてゆっくりと進んでいる。右側には美しい庭園が広がっていて、花壇や噴水、東あずま屋やに大きな池もあった。万が一に備えての消火用の池だと思われるが、鴨が水面に遊び、のどかな光景だった。

　左側は……。

　ジャコブを押し退のけるようにして左の窓にへばりつき、思わず「キャア！」と歓声をあげた。

「ジャコブ、あれが青の騎士団の詰所ね！」

「そうですが……ステファン様、どうかご自分の席にお座りください。膝に乗られては重たいです」

　石積みの要よう塞さいのような雰囲気のある建物が、ドンと構えていた。見張り台のような、ひと際高い塔がついていて、そこにはためく旗は、青地に盾とクロスした刀のマーク。本で見た青の騎士団のマークだ。

　残念ながら出入りしている騎士の姿は見えないが、旗と建物だけで充分に興奮させられた。できれば馬車を止めて、今すぐ見学に行きたい。

　そう思い、振り向いてジャコブの顔を見ると、少々呆れた顔で首を横に振られた。

　やっぱりダメよね……大公殿下に挨拶も済ませていないのだから。

　馬車が青の騎士団の詰所を通り過ぎ、諦めた私はやっと自分の席に戻った。

　屋敷の前まで来ると、改めてその巨大さに目を丸くする。玄関口には、来訪者のものと思われる立派な馬車が五台も停車していた。私の乗った馬車もその隣に止まり、御者が扉を開けてくれた。

　馬車を降り、広々とした玄関アプローチを上って屋敷の中に足を踏み入れる。外観に違たがわず中身も豪華絢けん爛らんで、一応貴族の私でも気後れするほどだ。

　大理石の床に、壁を飾る彫刻や絵画。天井は高く、明かりを灯す壁掛けランプひとつをとっても精緻な金細工が施されてなんと美しいことか。

「こちらでございます」とジャコブが先頭に立ち、私を案内してくれる。

　内部は回廊になっているようで、螺ら旋せん階段の裏の明かり取りの窓から、夕日を浴びる噴水と広い芝生の中庭が見えていた。

　人が十人並んで歩けるほどに幅のある、絨毯敷きの螺旋階段を上り、二階へ。

　謁えっ見けんの間は二階にあるということだけど……どこまで行くのだろう。

　長い長い廊下を、キョロキョロしながらジャコブについて歩く私。

　忙しく働く使用人たちが、私に気づくと足を止め、会釈してくれる。

　廊下の両サイドには、金色の鋲びょうを打った革張りの立派なドアが不規則にズラリと並び、この屋敷全体の部屋数は、軽く二百を超えそうな気がしていた。

　廊下の角を曲がる手前で、ジャコブはやっと足を止めた。ということは、この扉の先が謁見の間なのだろう。

　ジャコブがノックすると、すぐにドアが開けられ、黒い執事服姿で、焦げ茶色の髪を後ろでひとつに束ねた、見目麗うるわしい青年が顔を覗かせた。廊下に出て一旦扉を閉めた彼は、私を見るとニッコリと愛想のいい笑い方をして、お辞儀をする。

「フォーレル伯爵のご子息、ステファン様でいらっしゃいますね？　私は大公殿下付きの執事長、クロードと申します。以後、お見知り置きを」

　彼は二十五歳くらいに見えて、その若さで執事長を務めていることに驚いた。

　うちは貧乏なので、父の仕事の補佐から雑用までなんでもこなす執事がふたりだけ。一応執事長と肩書のついているエドモンは、六十歳を過ぎたおじいちゃんだ。

　この人は、さぞかし優秀なのだろうと尊敬の眼差しを向けつつ「クロード殿、よろしくお願いします」と挨拶を返したら、クスリと笑われた。

「クロードで結構ですよ」

「じゃあ、クロードさんと……」

　ジャコブは私の身の回りの世話もしてくれる従僕なので呼び捨てできても、クロードさんは無理だ。大公殿下の側付きの執事長なのだから、失礼は許されない気がしていた。

　クロードさんは私を隣のドアへと誘導する。

　今、他の貴族が謁見中ということで隣の控室に向かったのだが、そのドアを開けるより先に謁見の間の扉が開いたので、廊下の途中で思わず足を止めた。

　体半分を廊下に出しているのは、ずんぐりとした体形で口髭を蓄えた男性貴族。「よいですか、殿下。約束をお忘れになりませぬよう、頼みますぞ！」と強い口調で言い残し、手荒にドアを閉めていた。

　歳は四十代後半といったところか。コテコテの刺し繍しゅうの施された茶色の上着を着て、ブラウスの襟止めは派手な真紅のルビー。高級な服を身に纏まとっていても、趣味が悪いと言いたくなる。

　しかし、服装よりも腰に差した剣の方に私の目は向く。ここで帯剣を許されるということは、かなり高い地位の貴族に違いない。

　そう判断して、こっちに向かってきた男性貴族に道を開け、目を付けられないように私から頭を下げた。隣でジャコブも深々と頭を下げ、クロードさんだけは明るい口調で声をかけている。

「バルドン公爵、そのご様子ですと、大公殿下は渋っておいでなのですか？」

　バルドン公爵……？

　どこかで聞いた名前だと考えて、すぐに思い出した。城下街の西方に見えた大きな屋敷がバルドン公爵の邸宅だと、先ほどジャコブに教えてもらったばかりだ。大公殿下の叔父で、モンテクレール家に次ぐ権力者だとも言っていた覚えがある。かなり高い地位の人だと感じた第一印象は、間違えていないようだ。

　酒灼やけしたようなしゃがれた声で、バルドン公爵は忌いま々いましげに答える。

「今度はうんと言わせてやったわい。生返事だったがな……。一体、わしの娘のどこが気に入らんというのだ」

　なにがあったのか知らないが、大公殿下への怒りを滲にじませる公爵は、フンと鼻を鳴らしてから、やっと私に関心を向けた。

「はて、見かけん顔だな。名前は？」と尋ねられ、姿勢を正して口を開いた。

「ステファン・フォーレルと申します」

「フォーレル？　ああ、北の田舎の……。教育を受けに来たのか。せいぜい勉強に励んで、お前の代には納税額を上げてもらいたいところだな」

　公爵は蔑さげすむような目でジロリと私を見て、それから後ろで手を組むと、大股で廊下をドスドスと歩いて階段の方へと姿を消した。

　ものすごく、馬鹿にされた気がするわ……。

　クロードさんが、「申し訳ございません。バルドン公爵は、どなたにでもああいう物言いをされる方で……」とフォローしてくれたが、別に怒っているわけではない。田舎貴族だという自覚があるし、うちの領地は収益が低いから、大した税金を納めることができないのも事実だし。

　ただ、苦手意識は持った。できれば二度とお目にかかりたくない。

　公爵の去った廊下を渋い面持ちで眺めていたら、「クロード、次を呼べ」という声が、謁見の間の扉の隙間から聞こえた。

　いよいよ大公殿下と御対面だと思ったら、バルドン公爵のことは頭から吹っ飛ぶ。父から聞いた話に想像力を膨らませ、いかにも王様といった風貌のガッシリと逞たくましい中年の紳士を思い描き、緊張と期待に胸が高鳴っていた。

　クロードさんが開けてくれたドアから室内に足を踏み入れると……私は目を丸くした。

　謁見の間は眩しいほどに煌きらめくシャンデリアの明かりで、壁を装飾する金細工が輝いていた。どこもかしこも豪華絢爛。

　しかしそれが驚きの理由ではなく、赤絨毯の敷かれた先の壇上の玉ぎょく座ざに頬ほお杖づえをついて座るのが、予想に反して随分と若く、美しい青年であったからだ。

　二十五歳くらいに見えるけど、まさかこんなにお若い方なんて……。

　滑らかな生地の藍色の上着は、襟や袖口に金の刺繍が施されている。ブラウスの襟止めはシンプルな黒い絹の棒タイ。ズボンもブーツも黒で、引きしまった細身の体たい躯くにぴったりとフィットしたデザインだった。

　そしてなにより目を引くのは、銀色の髪。耳下あたりで切られた髪が、健康そうな肌色の頬に薄い影を落としている。そのような髪色の人に今まで出会ったことがない。

　なんて美しいの……。

　大公殿下が頬杖をやめて、頭の位置をまっすぐに戻すと、銀色の前髪がサラサラと額を撫でる。その下にあるサファイアのような青い瞳が狭められ、「遠すぎる。早くこっちに来い」と苛立ちを滲ませた低い声で命令された。

　ハッと我に返った私は、焦りの中で足を前に進める。一歩、二歩と大公殿下に近づくにつれ、ますます鼓動は速まり、振り切れんばかりだ。

　父の言った『堂々と威厳に満ちて』という説明は間違えていないが、このお方を表すには、それだけでは足りないだろう。

　圧倒的な美しさと、この迫力。大公殿下を前にすれば、誰もがごく自然な行動としてひれ伏すのではないかと思うほどに、絶対的な力を感じる……。

　赤絨毯の上を、玉座の前まで進む。ここまでというように、色の濃い朱色のラインが引かれていて、そこで足を止めた私は右足を軽く引き、右手を腹部に添えて、正式なお辞儀をする。

「ステファン・フォーレルと申します。本日より、御教育を賜たまわりに参りました。どうぞよろしくお願い申し上げます」

　頭はまだ下げたままで、いいと言われるのを待っているのだが、なかなか声をかけてもらえない。もしかして挨拶の言葉に不足があったのではないかと心配していたら、たっぷりと間を空けてから「面おもてを上げろ」と言ってもらえた。

　再び合わさった視線に心臓がまた跳ねて、美しい絶対君主に見据えられていると思うと、顔が勝手に熱くなる。

　そんな私に大公殿下は、観察するような視線を向けていたが、急にフッと表情を緩め、その口元には薄く笑みが広がった。

「なにを赤くなっている。まるで少女のようだな」

「えっ、あ、あの……」

　ギクリとして、早くも見破られたのではないかと動揺したが、そうではない様子。大公殿下は、私を兄のステファンとして話を続けていた。

「十六だと聞いていたが、それにしては随分と華奢な体格だな。健康なのか？」

「は、はい。病気はほとんどしたことがありません。ただ、食が細いもので……」

「そうか。だが、ここでは無理にでも食べるようにしろ。教育とは、座って学問するだけではない。体力を使う馬術や剣術も習うことになるからな」

　剣術と聞いて、私の顔はパッと明るくなる。もしかして、指導してくれるのは青の騎士では？と考えたら、興奮してきた。

　それまでの緊張はどこへやら。ムクムクと湧き上がる期待と喜びで、つい足元のラインを踏み越えて大公殿下に一歩近づいてしまう。

「剣術を教えてくださる方は、青の騎士団の――」

　そのとき、私の質問を遮るように、突然目の前に男がひとり飛び出してきた。

　恐らくその人は隠れていたわけではなく、ずっと壁際で私を見張っていたのだと思う。しかし、気配を消していたからか、それとも大公殿下の存在が大きすぎるからか、私は護衛の存在を認識できていなかった。

　彼は、私がラインを踏み越えたことで、職務を果たすために飛び出してきたのだろう。その服装は二本の黒い縦ラインの入った、目の覚めるような青の上衣。丈は膝下までと長く、動きやすいように横にスリットが入っている。腰には黒い革のベルトが締められ、ズボンとブーツは黒。胸元には青の騎士団の紋章、盾とクロスした剣のマークが金糸で刺繍されていた。

　鋭い眼光で、私を不審者として睨みつける青の騎士。その右手は剣の柄にかけられ、抜刀寸前の様子だが、私はそれに恐怖を抱くのではなく、喜びのあまりにその場で飛び跳ねた。

「青の騎士団の方ですよね！　うわ～すごい、本物だ！　本で見た通りの衣装で、なんて素敵で凛々しいの！」

　謁見の間がおかしな空気に包まれていることにも気づけず、私は憧れの騎士の腕にペタペタと触れて、はしゃいでいた。

　青の騎士は私より少し年上に見える若い男性で、困惑した表情で、剣の柄に手をかけたまま動きを止めている。

　すると騎士の後ろから、笑い声が響いた。それは大公殿下の声で、玉座から立ち上がり、ゆっくりとこっちに歩み寄りながら、「下がってろ」と騎士に命令した。

　青の騎士が壁際まで下がると、大公殿下は私のすぐ目の前まで近づき、一歩もない距離で足を止める。

　厚底ブーツを履いている私だが、大公殿下は長身で、握り拳ふたつ分も上から見下ろされた。サファイアのような瞳に見つめられると、またしても心臓が跳ねて、焦りと緊張で鼓動が加速する。

　そ、そうだったわ。謁見中だというのに、私ったらなんてことを……。

　大公殿下は笑ってくれたから、さっきの無礼を許してくれそうな気がする。それでも愚かで場違いな言動を恥じて後悔し、目を合わせていられずに、顔を下に向ける。

　すると長く美しい指先が私の顎あごをつまんで上に向け、視線を青い瞳に戻された。低く滑らかなバリトンボイスが、兄の名を呼ぶ。

「ステファン、その名をしかと覚えたぞ。おもしろい男だ。今度、俺の晩餐に招待しよう。ゆっくりとお前の話を聞いてみたい」

「あ、ありがたき幸せで……」

「もう日が落ちた。今日のところは引き上げて、ゆっくり休め。長旅ご苦労」

　私から手を離した大公殿下は、背を向けて玉座に戻り、豪華な椅子にドッカリと腰を下ろした。

「クロード、部屋へ案内して、ここでの生活を教えてやれ。ジャコブ、報告を聞こう」

　声をかけられたジャコブは「はっ」と返事をして玉座に歩み寄り、片膝をついて、フォーレル家の領地に広がる農地の状況から説明を始めた。

　私はその様子を見ながら、その場に立ち尽くしたまま。家族以外の男性に顔を触られたのは初めてで、頬の赤みは引きそうになく、動どう悸きも収まりそうになかった。

　するとクロードさんに、後ろから呼びかけられた。

「ステファン様、お部屋へご案内いたします」

「あ……はい。お願いします」

　一礼して廊下に出てドアを閉める。大公殿下のお姿が見えなくなると、私はやっと緊張を解いて、大きく息を吐き出した。

　挨拶しただけなのに、心の振れ幅が大きくて、なんだかすごく疲れたわ……。

　そんな私を見てクロードさんがクスクスと笑うから、恥ずかしさをごまかすために「色々と、申し訳ありませんでした」と謝り、私は苦笑いした。

「憧れの青の騎士に会えて、つい興奮してしまいました。大公殿下の御前だというのに……。田舎者ゆえ、お許しください」

「いいえ、あれでよろしいと思いますよ」

「え？」

「殿下の笑い声を聞いたのは、久しぶりのことでした。ステファン様、あなたは特別な空気を纏ったお方ですね。どうか、この城に明るい風を吹き込んでくださいませ」

　クロードさんは、こんな私に正しいお辞儀をして敬意を見せてくれてから、ニッコリと親しげに微笑みかけてくれた。

　好意的に受け入れてくれるような態度と言葉は嬉しいけれど、〝特別な空気〟と〝明るい風〟って？

　クロードさんと並んで広く長い廊下を歩き出しながら、首をかしげて考える。

　私に吹かせられるのは、田舎風くらいだけど、それでいいのかな……。










まさかの男色家疑惑




　翌日、慣れないベッドでも熟睡して昨日の疲労を完全に取り去った私は今、退屈な授業を受けている最中。

　ここでは教会の鐘が時刻を知らせてくれる。これから初夏を迎えようとしているこの季節は、日の出の時刻に一時課の鐘を聞き、今さっき三時課の鐘を聞いたところだ。食事と休憩を与えられる午ご餐さんまでには、次の六時課の鐘を待たねばならず、まだ先は長かった。

　それほど広くない部屋の中に、机と椅子が五つ、半円を描くように横並びにされている。

　私を含め、教育期間中の貴族の子息は五人いて、年齢は十三から十七まで様々。

　今は文法学の時間で、ラテン語の教師が私たちの机の前を行ったり来たりしながら、教本を読み上げている。

　昨日、クロードさんに渡された授業のスケジュール表では、文法学の他に、論理学、算術、幾何学、天文学、商学など、じっと座って教師の話を聞かねばならない時間が多い。楽しみにしている馬術と剣術の時間は少なく、今日はないとのこと。そうなると、初日の授業だといってもやる気が起きず、教師の話はまったくといっていいほど頭に入らなかった。

　私の席は窓際で、うららかな日の差し込む窓から外を眺め、ぼんやりしていた。

　ここは二階で、窓の外は城の裏側。下働きの使用人たちが多く行き来して、荷車から食材の入った木箱やカゴを城内に搬入している姿が見えた。

　私も荷物運びを手伝いたい。何時間も座って退屈しているより、どんなに気持ちがいいことか……。

　そう思っていたら、ラテン語の教師に、細長い棒で机をピシピシと叩かれた。

「ステファン殿、真面目に学んでくだされ。そのようなお調子では、初日から落ちこぼれますぞ？」

　学者然とした中年の教師は、丸眼鏡の向こうの小さな目を狭めて蔑むように私を見る。貴族という肩書はあっても、中身のない愚かな生き物だと言いたそうな目つきだ。

　だって、退屈なのよ……と心の中で反発しつつも、「すみません」と謝り、開いた教本を両手に持つ。すると馬鹿にしたような笑い声が、あちこちからあがった。

　私を笑うのは、同じように教育を受けに来た、お坊ちゃまたち四人。みんなプライドが高く、十六というギリギリの年齢でこの城に来た私を、最初から見くびっていた。

　特に十一歳から城に来て、もうすぐ二年半になるというビーンシュトック侯こう爵しゃく家のエドガーは、今朝の食事の席で挨拶した私を鼻で笑ってこう言った。

『フォーレル伯爵？　知りませんね。一体どんな、ど田舎から来たのでしょう？　読み書きはできますか？』

　田舎者だと馬鹿にされる分には、それほど気にならないが、それが理由で私の知性や能力が他の貴族に劣ると思われるのは、悔しくて腹が立つ。

　エドガーの席は、私のすぐ右隣。ニヤニヤした目でこっちを見て、肩までの赤茶の巻き毛を指先に絡ませながら、彼は『バーカ』と声に出さずに口を動かす。

　思わず睨み返したら、教師にまた机を叩かれた。

「ステファン殿、そんな目を私に向ける理由はなんですかな？」

「いえ、先生を睨んだわけじゃなく――」

「私の授業は聞くに足らんということですかな。よろしい。ならば、私の代わりにこのページを音読し、他の皆様に訳して差し上げなされ」

　マズイと思ったのは、教師のご機嫌を損ねたことについて。きっと私の授業態度や成績は、大公殿下に報告されるだろうから。教本を読んで訳せと言われたから焦っているわけではない。

　エドガーたちが笑いをこらえて見つめる中、教本を手に立ち上がった私は、ラテン語の文章を一ページ分スラスラと読み上げてから、一気に訳した。

「勇敢な騎士のヨハンは、敵の軍勢に怯ひるむことなく、馬を走らせ斬り込んでいく。自らの命よりも守りたいものがあるからだ。ヨハンの剣は……」

　さっきまで気を逸らしていたから気づかなかったけど、私の好きな騎士の話で、読み始めると止まらなくなった。それで、教師に指示されてもいないのに、二ページ、三ページと読んでは訳すを繰り返していたら、ついに五ページ目で止められた。

「ステファン殿、もう結構です！」

「あ、すみません。つい、続きが気になって……」

　肩を竦すくめて着席すると、叱られるのではなく、なぜか「素晴らしい！」と褒められた。

「なんと、見事なラテン語でしょう。発音まで完璧でした。ご実家では、一体どなたに教わっていたのですか？」

「ナマン・カンデラ先生です。フラッと我が家に来て、職を与えてほしいと父に頼んだそうで、僕と兄……いえ、妹の家庭教師を二年ほど」

　ナマン先生は白い顎髭を豊かに蓄えたおじいさんで、気さくで朗らかな人だった。じっと座っていることが嫌いな私でも、ナマン先生が聞かせてくれるラテン語の物語はおもしろく、楽しく勉強していた覚えがある。現れたときと同じく、ある日突然、書き置きを残してふらりと旅立ってしまったけれど。

　懐かしく思い出していたら、教師が盛大に驚いていることに気づいた。

「な、なんと、ナマン・カンデラ博士でしたとは……。この国のラテン語学の権威でいらっしゃいますぞ！」

「へぇー。あのおじいちゃん、すごい人だったんですか」

「ステファン殿、あなた様のラテン語は完璧です。私が教えることはなにもありません。これから私の授業時間は、自習に充あてた方がよろしいかと」

　急に恭うやうやしい態度を見せる丸眼鏡の教師。その態度の変化を気にするよりも、ラテン語の授業免除に、私は「やった！」と正直に喜んだ。

　ということは、三日に一度はあるこの時間は、自由時間のようなもの。この私が自習なんて退屈なことをするはずはなく、こっそり抜け出して、どこへ遊びに行こうかと心を躍らせる。

　教本を閉じ、早速出ていこうと立ち上がったら、隣の席のエドガーと目が合った。驚きを顔に浮かべる彼は、目を泳がせると「すごいな……」と呟く。他のお坊ちゃんたちも似たような顔をしていた。

　そんな反応をされると、逆に困るのに……。

　ラテン語ができても、他の授業についていけるかは分からない。なにしろ『幾何学ってなんですか？』と、昨日クロードさんに質問したくらいだから。

　ともあれ、教師の気が変わらないうちにと授業部屋を飛び出した私は、大きな螺旋階段のちょうど裏側に当たる、北側の階段を使って三階へと駆け上がった。自室がこの階の東側にあるからだ。

　自室のドアを開けると、中ではジャコブが掃除をしていて、窓拭きの手を止めて振り返り目を瞬かせた。

「随分と早いお戻りですね。ラテン語の授業は、どうされたんですか？」

「もう出なくていいんですって」

　部屋の中にはベッドと机、小さな書棚、丸テーブルと椅子のセット、それと洋服をしまっておくキャビネットひとつがあるだけで、実家の自分の部屋よりも狭い。それでも調度品は豪華で質が高く、さすが大公のお城といった内装だ。

　美しい装飾の施された机の上に教本を投げ置くと、ジャコブが整えてくれたベッドにドサリと腰を下ろす。それから、怪訝そうな彼に、授業中の出来事を話して聞かせた。

「ということで、自習に充てた方がいいって言われたの」

「そうでしたか。先生よりラテン語がお上手とは、素晴らしいですね」

　ジャコブは見直したといった顔をして頷いてから、バケツと雑巾を手にドアへ向かう。「お邪魔になりますので、掃除は後ほど」と出ていこうとしていた。

　どうやら彼は、私がこれから自習すると思って、気を利かせてくれたみたい。しかし、それは間違いというもの。せっかく自由になれた貴重な時間なのに、呑のん気きに勉強なんてしないわよ。

　廊下に片足を踏み出しているジャコブに駆け寄り、その腕を引っ張って室内に連れ戻す。バケツの水がこぼれそうになって慌てている彼に、私はある提案をした。

「これから街に遊びに行こうと思うんだけど、ついてきてくれない？」

「なにを言っておいでですか。あなたはここでお勉強しなければならないはずです」

「そんなの分かってる。でもちょっとだけ。午餐の鐘が鳴るまででいいから。ね？」

　この屋敷の中の立ち入り可能な場所は、すでにザッと探検済み。特におもしろいものは見つけられなくて、興味は早くも城下街へと向いていた。昨日、馬車から見た街はとても賑やかで、軒を連ねたたくさんの店の一軒一軒に入ってみたいと思っていた。

　ジャコブに案内してもらいながら、楽しく城下街探検を、と思って誘ったのだが、厳しい顔で叱られた。

「いけません。昨日ご説明申し上げたことを、もうお忘れですか？　こちらに来てひと月は、この屋敷から出てはいけないというのが規則です。塀の外へ出る許可が下りるのも、それ以降で、前日までに申し出る必要があるんです」

　そういえば、就寝前にそんなことを言われたような記憶が……。青の騎士団の詰所を、すぐには見学できない理由もそれだった。

　ひと月も屋敷外に出てはいけないなんて、そんなつまらない規則、守れないわよ、と思っていたから、その説明を記憶に留める努力をしなかったけれど。

　頬を膨らませて抗議して見せても、ジャコブは真顔で首を横に振るだけ。腕にかかる私の手をやんわりと外すと、「午餐の用意が整いましたら呼びに参りますので、それまでしっかりお勉強を」と言い残し、部屋を出ていってしまった。

　閉まったドアを見て、私は口を尖らせる。

　ジャコブは真面目すぎる。上から言われたことを忠実に守り実行するのは、使用人として優秀かもしれないが、たまには枠から外れて冒険しないと、つまらない人生で終わってしまうのに。

　彼とはこれから三年間もの長い付き合いになるから、カッチカチのあの石頭を、少しずつほぐしてあげようと思いつつ、私はキャビネットを開けて着替えを始める。

　ついてきてくれないのなら、ひとりで探検に行くまでよ。

　今着ている服は、いかにも貴族のお坊ちゃん風だから、もう少しラフな、平民にも見えるような服を……。

　若草色の上着と、胸元にヒラヒラと余計な生地のついたブラウスを脱ぎ捨てると、上半身は裸に白い布帯を巻いた姿になる。グルグル巻きにした帯で胸を潰しているのは苦しいけれど、女だとバレてはいけないから、これは我慢するしかない。

　でも、飾り気のないシンプルな綿の白いブラウスと、深緑色のベストという姿になれば、動きやすく涼しくもなり、胸の圧迫感もさっきよりはマシに感じられた。

　キャビネットの横にある鏡に顔を映して「完璧ね」と頷いた後は、ドアを開けて廊下の左右を確認する。数人のメイドが行き来していて、その姿が消えるのを待ってからこっそり抜け出した私は、北側の階段を使って一階まで駆け下りた。

　厨房横の通用口から難なく屋敷を出た後は、並木の間に続く土の道を歩いて裏門へ。そこには門番がふたり立っていて、歩きながら観察したところ、入る者のチェックは厳しくても、出ていく者にはチラリと横目で見る程度の関心の低さ。

　これなら抜け出すのは簡単ね……。

　斜め前には空の荷車を引いて歩く男がいて、その荷車の後ろに入った私は、押しているような振りをして裏門まで来た。門番の視線がチラリと私に向いたのを感じたが、止められることはなく、無事に城外へと脱出すると、心の中で『やったわ！』と喜びの声をあげた。

　城を出てしまえばすっかり緊張は解けて、景色を楽しみながら、なだらかな坂を下っていく。

　南側の正門から出た道ならば、綺麗で立派な店の連なるメインストリートに続いているけれど、この北側の景色は随分と違うものだった。密集して建ち並ぶ住宅は長屋風で、煤すすけた塗り壁はひび割れの補修の跡が目立つ。その家の前に木箱を並べて、野菜や麦や酒を売る店のようなものがあった。

　住人たちの服装も南側に比べると、かなり質が落ち、せっかく平民風の服に着替えてきたはずの私が、ここではやはり貴族的に見えてしまう。

　都ならばすべての民が裕福な生活をしていそうだと思っていたけれど、違うみたい。大きな街ならなおのこと、貧富の差が生まれるものかもしれないわね……。

　初めは南側の立派な店を、一軒一軒覗いて回るつもりでいたのに、気づけば庶民の生活振りに興味を持って散策していた。

　長屋の前にロッキングチェアを置いて日向ぼっこしながら、うつらうつらしている老人に、かくれんぼをして遊ぶ小さな男の子たち。井戸端にしゃがむ若い女性は、大量の芋を洗いながら赤ん坊に乳を与えていて、その器用さに驚かされた。

　家は簡素で古めかしく衣服は質素で汚れていても、子供たちは福々と丸く、なんだか平和で幸せそう。北側の住人たちは南に比べて貧しくても、不満はないように感じられる。それはとても大切なことだ。

　領民の生活を安定させることは、領主の重要な仕事のひとつ。民を見れば主の政治能力が分かるといっても過言ではなく、そうすると大公殿下は民を幸せにできる優れたお方だということになるのだろう。

　そんなことを考えながら土の道を歩いていると、「エディ、見ーっけ！」と子供が大きな声を出すから、そっちの方に振り向いた。気づかず通り過ぎようとしていたが、細い路地のような横道があり、蛇だ行こうしながら奥へと続いているようだった。その路地から、かくれんぼの友達がかわいい笑顔で出てくる。

　この路地はどこへ繋がっているの……？

　冒険心がくすぐられ、子供と入れ違いに私は路地に足を踏み入れる。

　人が体を斜めにしてすれ違うほどの幅しかなく、日差しが届かず薄暗い。地面は湿り気があってカビ臭く、お世辞にも気持ちがいいとは言えない道だった。

　家々の隙間を縫ってしばらく進むと、突然ぽっかりと明るい空き地のような場所に出た。前も横も薄汚れた民家の塗り壁に囲われて行き止まり、先に進めない。

　空き地の広さは馬車二台分ほどで、壁に大きなボロ板が立てかけられている。雑草だらけの地面には割れたワイン瓶やレンガ、片方だけのブーツ、底の抜けた木桶などのゴミが転がっていた。

　ゴミ捨て場なのかと思いつつ、なんの気なしに割れたワイン瓶を蹴飛ばしカチャンと音を立てたら、後ろからドアが軋んで開く音が聞こえ、驚いて振り向いた。ただボロ板が立てかけられているだけだと思ったのに、その裏にドアが隠されていたようだ。

　そこから出てきたのは鼠ねずみ色の汚れた上着を着た中年の男で、鍔つばのついた皺くちゃな帽子を被り、無精髭を生やしていた。

「客……じゃねぇよな？　迷い込んだのは、どこのお坊ちゃんだい？」

　男はそう言って私の頭から爪先までをジロジロと観察し、嫌な笑い方をしながら、ゆっくりと近づいてきた。

　客という言葉を口にしたということは、その隠されたドアの先には店があるのだろう。なにを売っているのか分からないが、表立って売れない品物であることは想像できた。もしや禁止されている薬物や武器の密売、もしくは暗殺依頼を受ける闇業者とか……。

　ひとつだけはっきりしているのは、危険な場所に踏み込んでしまったということだった。逃げなくてはと思ったが、ひとつしかない出口である路地は、私より男の側にあり、そう簡単には突破できそうにない。

　ジリジリと近づく男は薄笑いを浮かべていて、私は後ずさりながら、左の腰に右手を伸ばす。しかし剣の柄に触れることはできず、愛剣を実家に置いてきたことを思い出した。

　剣さえあれば、男ひとりくらい余裕でかわして逃げられるのに……。

　壁際に追い詰められたとき、私の右足がなにか硬いものに触れた。それはゴミとして転がっている火かき棒。先が曲がってしまったために捨てられたようだ。

　使える……と思った私は、ブーツの爪先を引っかけて蹴り上げ、右手でキャッチすると、それを男に突きつけた。

　男は反射的に飛び退いたが、怯んではいない様子。

「おっと、危ねぇ。かわいい顔した坊ちゃんが、この俺と戦おうっていうのかい？」

　男の腰には、使い込まれたような鈍にび色いろの片手剣の鞘が下げられていた。ニヤリと笑ったと思ったら、一気に引き抜き、私の火かき棒に強く交えてきた。

　金属のぶつかる高い音が、壁に囲われた空き地に反響する。二度三度と剣をぶつけてから、お互いに下がって間合いを取ると、男は高笑いした。

「こりゃ驚いた。大した腕前だ」

　そう言って私を褒めてから、ドアの方へ声を張り上げた。

「野郎ども、獲物だぞ！　さっさと起きて出てこい！」

　家の中に仲間がいるの!?

　マズイと思った直後に、ドアから男が三人も出てきた。皆、薄汚い身なりをして、髭面の悪人顔。四対一で、しかも私の剣はただの火かき棒とあれば、勝負にならないのは目に見えていた。

　捕まる予感に冷や汗がこめかみを流れても、睨みつける強気な表情だけは崩さない。後から加わった男たちは、そんな私を値踏みするように見て、ひとりが舌なめずりして言った。

「肌は真っ白で、髪は輝く黄金色。女みてぇに、綺麗な面つらしてやがんな。ボス、こいつは高値で売れそうですぜ。男色家の金持ちジジイに売っちまいましょう」

　じょ、冗談じゃないわ。そんな屈辱を受けるくらいなら、死ぬ気で戦ってやるわよ。

　男たちは私を囲うように配置につく。それぞれの手には剣が握られていた。

「坊ちゃんよ、商品に傷つけたくねぇから、諦めて大人しくしてくんねぇかな」

「絶対に嫌。そっちこそ大人しく道を開けなさい。さもないと、ひとり残らず頭をカチ割るから」

　私の精一杯の強がりを、男たちはギャハハと笑い飛ばし、「その火かき棒で？」と馬鹿にする。

　く、悔しいけど、確かにその通りね……。

　そのとき突然、ピーと甲高い笛の音がどこからか響いた。それと同時に路地からひとり、屋根の上からもひとりの男が飛び降りて、驚く私を挟むように囲むと、悪人たちに剣を向ける。

　その二本の黒いラインの入った青い衣と、盾と剣の紋章は、青の騎士団……。

　どうして助けに現れたのかと考える暇もなく、戦闘が始まった。騎士たちは私を背にして守りつつ、ひとりでふたりの敵を相手にしている。

　青の騎士団は選りすぐりのエリート剣士の集団で、やっぱり強い……と思ったら、こんな状況なのに、私は嬉しくなっていた。そして守られるばかりじゃなく、私だって戦えるのに！という気持ちにもなる。

　悪党たちの動きをよく見極めて、騎士の陰から飛び出すと、私は下っ端のひとりの肩を火かき棒で強く突いた。「グアッ！」と呻うめき声をあげて男がよろけると、すかさず青の騎士がとどめの一撃をお見舞いして、男は地面に転がった。

　他のふたりの下っ端もいつの間にか倒され、泡を吹いて気絶している。弱い奴からあっという間に片付けて、残すは親玉ひとり……。

　騎士を押し退けるようにして前に出た私が「覚悟しなさい！」と、火かき棒を鼻先に突きつけると、男は観念したように剣を落として、地面に両膝をついた。

　そこにバリトンボイスの響きのよい声が聞こえてきた。

「覚悟するのは、ステファン、お前もだ。まったく……跳ねっ返りの問題児め」

　薄暗い路地から光の差すこの空き地に現れたのは、濃紺のマントを羽織り、銀色の髪と青い瞳を持つ美しい青年……そう、大公殿下だった。

　その後ろには困ったように微笑む、クロードさんの品のよい顔も見える。

　四対一で悪人と対たい峙じしたときと同じくらいの焦りが広がる。

　どうして大公殿下がこのような場所に!?

　いや、そんなことより、規則を破って城を抜け出したのがバレてしまった。どうしよう。どんな厳しいお咎とがめがあることか……。

　さっきまでの威勢はどこへやら。手から火かき棒が滑り落ち、私は項うな垂だれて「申し訳ありません」と力なく呟いた。

　ジャコブの言うことを聞いて、大人しく自習していればよかったと後悔していたら、急に殿下の腕が伸びてきて、肩を押されて突き飛ばされた。そんなにも私に対する怒りが強いのかと驚き目を見開いたが、そうではないとすぐに分かる。

　後ろに倒れながら見た光景は、悪党の親玉が落とした剣を拾って、下から上へと振り上げ、斬りかかっている様子だった。大公殿下は私を右手で突き飛ばして守ると同時に、左手で腰の剣を鞘から半分引き出し、男の剣を受け止めていた。

　甲高い金属音が響いた後は、男は青の騎士ふたりに地面にねじ伏せられ、今度こそ観念した様子。

　すごい……。私は殺気に気づくこともできなかったのに、大公殿下は顔色ひとつ変えずに不意打ちの攻撃を受け止めた。それも、剣を半分しか抜かずに。

　青の騎士団長と肩を並べるほどの腕前というのは本当みたい。ふたりの青の騎士も相当に強いと思ったが、大公殿下はそれの遥か上を行く……そう感じると、全身に鳥肌が立っていた。

　地面に尻餅をついた格好の私の前で、殿下が騎士に命じる。

「ひとりは城に戻り、団長に報告して兵をここへ。アジトの中を徹底的に調査しろ。もうひとりは兵が来るまで、こいつらの見張りだ」

「はっ」と返事をして騎士のひとりが路地へと駆け出し、その姿はすぐに見えなくなった。もうひとりの騎士は親玉の男を縄で縛り上げてから、気絶している下っ端にも縄をかけていく。

　私はまだ地面にお尻をつけたまま、大公殿下の美しく威厳に満ちたお姿を眺め、色々な感情の中にいた。

　その強さに憧れる。この国を統すべる王が、この方でよかったという尊敬と、二度と過去の大戦の世に戻らないだろうという安心感。それと守ってくれたことに対する、感謝と感激。あとは……迷惑をかけたことに対する、申し訳なさ。

　指示を出し終えた殿下は、再び私と視線を交えた。宝石のような青い瞳に睨まれて、心臓が跳ねる。

　そうだった。規則破りの私は、これから処罰されるのね……。

　あからさまに目を逸らして下を向いたら、殿下の黒いブーツが一歩、二歩と、私との距離を詰めるのが見えた。

　どんなお咎めが……と怯える私の頬を、銀色の美しい髪が撫でる。急接近に驚いたときには、目線が上昇し、荷物のように殿下の肩に担がれていた。

「大公殿下！　ひとりで歩けますので、どうか――」

「ダメだ。勝手な行動を取られては敵わんからな。城に帰ったら、お仕置きだ」

　お仕置きという言葉からは、それほどの厳しさを感じないので、その点に関しては胸を撫で下ろす。

　でも、この格好は恥ずかしくて……。

　私の太ももを押さえているのは、大きな手。父や兄や、実家の年老いた執事たちとは明らかに違う、しなやかで逞しい殿下の手の感触に、異性であることを強く意識してしまう。

　嫁入り前に、こんな場所を触られては、鼓動は振り切れんばかりだ。

　さらには密着する場所から、殿下の肩や背中の引きしまった筋肉の質感が伝わってきて、顔が熱くてのぼせてしまいそう……。

　大公殿下は私を担いだまま、狭く薄暗い路地をズンズンと進んでいく。後ろについて歩くクロードさんはクスクスと笑うだけで、殿下を止めてくれなかった。

　路地を抜けると、また明るい日差しの中に出る。のどかだった街の中は、騎士や大公殿下までもがやってきたことで、野次馬が集まり騒ざわめいていた。

　どうやら乗ってきた馬を、平民の若い男に預けていたようで、「退どいてくれ」という、その男の声で野次馬たちが道を開けると、立派な馬が二頭、手綱を引かれて道の真ん中に姿を現した。

　そこでやっと私は肩から降ろされた。

　クロードさんは馬を預けていた男に銀貨を渡してから、茶色の馬の背に乗る。私は殿下に「乗れ」と命じられて、黒毛の馬の立派な鞍くらの上に跨またがった。

　すぐさま殿下も、私の後ろに乗ってきて……。

　手綱を握るのは大公殿下。私は殿下の胸に背中を抱かれるようにして、馬の背に揺られ、ゆっくりと城へと繋がる坂道を上っていく。

　近すぎる距離に緊張しながらも、「先ほどは助けていただき、ありがとうございました」と、言いそびれていた感謝を口にすると、呆れの溜め息が耳を掠かすめた。

「ジャコブの知らせがなければ、お前は奴らに捕まっていたぞ。帰ったら、ジャコブにも礼を言っとけ」

　大公殿下は私を助けるまでに至る経過を、説明してくれた。

　あの後、ジャコブは自習しているはずの私のために紅茶を持ってきてくれたそうだ。しかし部屋に私の姿はなく、ベッドには着ていた服が脱ぎ捨てられ、代わりにキャビネットの中にあった一番地味な服が消えている。これは勝手にひとりで城を抜け出したに違いないと、北側の門番に聞きに行けば、『そういえば、金色の髪のかわいい少年が出ていったような……』と言われたそうだ。

　その頃、殿下はまさに公務に出ようとしていたところ。屋敷の玄関でジャコブからの知らせを聞いて、すぐさま青の騎士を捜索に出し、自らも公務を中止して街に探しに出てくれたということだった。

　午餐の鐘が鳴るまで、ちょっとだけ城下街を探険するつもりでいたのに、まさかそんな大おお事ごとになっていたなんて……。

「申し訳ありませんでした」と力なく謝ると、耳元に「まったくだ」という不機嫌そうな声がする。

「ステファン、この城にいる間のお前の保護者は、この俺だ。お前を成長させて、三年後に立派な姿で返せなければ、フォーレル伯爵に申し訳が立たない。規則があるのは、お前を守るためなんだ。頼むから、勝手に行動してくれるな」

「はい……」

　規則って、教育を受けに来た貴族の子供を守るためにあったのね。つまらないと不満に思って、ごめんなさい……。

　思慮不足を反省して、肩を落として落ち込む私。

　すると、それまでと違った、いくらか機嫌のよさそうな声色で、大公殿下が言葉を付け足した。

「叱るばかりでなく、礼も言わねばならんな」

「礼、ですか？」

「お前のお陰で、ボゾネ一味の頭かしらを捕らえることができた。奴らは……」

　その話によると、私を捕まえて売り飛ばそうとした男たちは〝ボゾネ一味〟といい、麻薬の密売を主な生なり業わいに、窃盗、詐欺、人身売買など悪事の限りを尽くすゴロツキ集団だそうだ。今までボゾネ一味の犯罪人を幾度となく捕らえて牢にぶち込んではいるが、それは所詮トカゲの尻尾切り。親玉を捕らえぬ限り組織は消滅せず、新しい尻尾が次々生えてくるので、青の騎士団は手を焼いていたらしい。

　それが私のお陰で、やっと解決しそうだということで。

「まさか、城の近くに潜伏していたとはな。灯台下暗しということか」と、殿下は自じ嘲ちょう気味に笑った。

　話を聞き終えた私の心は、落ち込みから一転、急浮上。「そうだったんですか！　じゃあ、僕はお役に立てたんですね」と興奮気味に言ったら、「調子に乗るな」と叱られた。

「まったく、お前は……。ジャコブから、天てん真しん爛らん漫まんで無邪気で元気な少年だと報告を受けていたが、それに無鉄砲を加えた方がいいな」

　大公殿下の呆れの溜め息がうなじにかかり、くすぐったくて首を竦める。

　私は無鉄砲なのかな。さっきは丸腰だったから危なかったけれど、剣さえあれば、ひとりでも切り抜けられたのに……。

　心の中で反論していたら、馬は城に帰り着いていた。

　正面玄関前で馬から降ろされ、ホッと緊張を解こうとしたら、「さて、お仕置きしないとな」と言われてギクリとする。

　私の頭に、大きな手がのった。ポンと一度叩いてから、殿下は大きなストライドで屋敷の中へ入っていく。

　クロードさんは肩を竦めている私の背に手を当て、歩みを促しながら、「大丈夫ですよ。殿下は怒っておりません。むしろ楽しんでおいでです」と片目を瞑つむって微笑み、小声で教えてくれた。




　私は、二階の謁見の間の、斜め向かいにあるドアの中に通された。ここは大公殿下の執務室だという。謁見の間と違い、華美な装飾は施されず、椅子の座面の布地や絨毯、カーテンが藍色で統一された落ち着いた空間だ。

　部屋の中央に大きな執務机があり、壁際にはギッシリと本の詰め込まれた書棚。奥には足を伸ばしてくつろげるような長椅子が一脚と、普通の椅子が二脚のテーブルセットが置かれている。

　執務室は寝室の次にプライベートな空間であり、特別なものを見た気分で緊張し、背筋が伸びた。

　羽織っていたマントを執務机に投げ置いた殿下は、クロードさんに言った。

「腹が空いた。食事をここに運んでくれ。お前と俺とステファンの分をな」

　まだドア付近に突っ立っている私は、大公殿下と午餐の食事を共にする展開に目を瞬かせた。

　国を統べる大公殿下というお人は、雲の上の存在で、私ごときの田舎貴族が気軽に近づいてはいけない気がしていたのに、殿下の方から私を近くに寄せてくれるなんて。執事であるクロードさんにも一緒に食事を、と誘うとは、その気さくさに驚き、心惹かれていた。

　しかし、意外で驚くべきなのは、クロードさんの方だった。殿下の投げ置いたマントを手に取った彼が、その皺を伸ばしながら、「アミル、飲み物は？　ワインにする？」と聞いたからだ。

〝アミル〟とは、アミルカーレ・ド・モンテクレールという大公殿下の名前の愛称だろう。

　砕けた口調と、親しげな呼び方。クロードさんって、一体……。

「水でいい」と答えた殿下は、「ステファンはワインを飲むか？」と聞いてくれて、「い、いえ、僕も水でお願いします」と答える声が上ずった。

　殿下とクロードさんを交互に見て、戸惑っていたら、ふたりは同時に笑った。「ステファン様、失礼いたしました。つい、敬語を使うのを忘れておりまして」とクロードさんが言う。

　殿下は部屋の奥にある長椅子にドサリと腰を下ろして、「クロードは特別だ」と教えてくれた。

　その説明によると、クロードさんの母親が大公殿下の乳母だったそうで、ふたりは言わば乳兄弟ということだった。

「赤ん坊のときから一緒に育ったからな。こいつに敬語を使われるたびに、今でも背中がむず痒くなる。できれば人前でも口調は変えずにいてもらいたいが……」

「それは無理だよ。アミルには至高の存在でいてもらわないと。国の安定のためだから」

　そういう事情があるのね……。

　兄弟のような間柄だけど、そこには決定的な身分の隔たりがある。大公として下の者の尊敬と畏い怖ふを集めるためには、いくら親しくても、人前でクロードさんとの馴れ合いを見せるわけにはいかないということみたい。

　そう納得すると共に、不思議にも思う。

　私には、素のふたりの関係をどうして見せてくれるの……？

　マントを腕にかけて持つクロードさんは、ドア前に立ったままの私にゆっくりと近づいてきた。私の疑問は顔に表れていたのか、彼は微笑んで答えてくれる。

「ステファン様の前では隠す必要がないと思いまして。どうしてでしょうね？　あなたがいると、アミルが笑ってくれるからでしょうか。昔のように……」

「え？」

　そういえば昨日もクロードさんに、大公殿下が久しぶりに声をあげて笑ったというようなことを言われた気がする。

　都会慣れしてない田舎者が珍しくておもしろいから、殿下は笑うのかな？

　クロードさんの言いたいことが上手く理解できずにいたが、彼はそれ以上の説明を与えてくれず、「お食事の用意をして参ります」と出ていってしまった。

　閉められたドアを見つめていたら、「いつまでそこに突っ立っているつもりだ。こっちに来い」と殿下に呼ばれた。

　ふたりきりの執務室に、一度緩んだ緊張が戻ってくる。

　奥へと進み、「失礼します」とテーブルを挟んだ向かいの椅子に座ろうとすると、「違う、こっちだ」と言われて、殿下の座る長椅子の左隣の座面を叩かれた。

　どうして隣に……？

　田舎貴族の私の常識が正しいのか分からないが、ひとつの長椅子に座る男女というのは、夫婦のように親しい間柄だけだ。幼子なら関係ないのかもしれないが、十六の私は子供ではない。

　そう考え、間違いにも気づく。私は今は女ではなく、男だった。考えるべきは男女のことではなく、ひとつの長椅子に座る男と男の関係性。その意味するところは……。

　戸惑っていると「早くしろ」と命じられ、慌ててテーブルを回って隣に腰を下ろす。すると肩に腕を回され、もう一方の手で顎をつままれて、顔を殿下の方に向かされた。

　至近距離にある整った美しい顔に、心臓が飛び跳ねる。呼吸が止まるほどに驚く私に、青い視線が移動しながら注がれていた。

「昨日も思ったが、お前は随分とかわいい顔立ちをしているな。まるで女のようだ」

　容姿を褒められても、嬉しく思うどころか、強い焦りを感じてしまう。

　双子の兄とはそっくりで、幼いときにはよく間違えられた。成長してからも兄には男性的な逞しさはなかったので、それなら髪を切り、胸を潰せばごまかせると思っていたけれど……。やはり浅はかな計画だったというの？　大公殿下に女だとバレたら、一巻の終わりなのに……。

　焦りながらも「僕は男です」と否定すると、「それは分かっている」と殿下は少し笑った。

　私の肩を抱いている殿下の左手が、筋肉の付き具合を確かめるかのように、肩や腕に触れて上下する。右手をやっと顎から離してくれたと思ったら、突然拳で胸を軽く押してきた。叫びそうになるのをかろうじてこらえて、体を固くしていたら、「胸板は思ったより厚いな。それに比べて肩や腕の筋肉は細い。鍛え方に偏りがあるんじゃないのか？」と真面目に心配された。

　体をカチンコチンに強張らせて、私は返事をすることもできずにいた。

　教育に来るのは爵位を継ぐ男子だけだという先入観があるためか、女みたいな顔だと言われても、殿下の心にはそれを疑う気持ちはないようだ。

　それについては安堵したいところだが、私の鼓動は速まるばかり。布帯をギュウギュウに巻いて固めた胸だけど、触られたことには間違いない。

　初めてこの胸に触れた男性が、大公殿下だなんて……。

　自分の奥に潜んでいた女らしい恥じらいが、ひょっこりと顔を覗かせて、身み悶もだえしたくなるような心持ちだ。

　それに加えて、さっきとは違う焦りも湧いていた。ボゾネ一味の男にも『男色家の金持ちジジイに売っちまおう』と言われたように、世の中には女性に興味がなく、男を愛めでる男色家という男の人が存在する。もしかして、大公殿下もそんな趣向をお持ちなのでは……。

　おかしな方向に焦り始めた私は、逞しい腕から逃れるために立ち上がった。

「あ、あの、大変申し訳ありませんが、僕は女性にしか興味がないものですから……」

　私がなにを危惧したのかは、その言葉で伝わったみたい。

　殿下は形のよい眉を上げて驚いていたが、それは一瞬だけのこと。美しい顔に似合わない悪党のような笑みを口元に浮かべ、ククッとくぐもった声で笑った。

「へぇ、お前は女しか知らないのか。だったら俺が教えてやるよ。男の方が気持ちがいいということを」

「キャア！」と叫んでしまったのは、腕を強く引っ張られて、長椅子の上に押し倒されたからだ。銀色の髪が私の顔にかかり、視界を奪うと同時に、フワリとバラの香りがした。

　いい香りだと感じている余裕は当然なく、私の上に覆い被さる殿下の胸元を両手で押して抵抗していた。しかしビクともせず、逆に両手首を掴まれ、殿下の左手ひとつで、簡単に頭上にまとめられて拘束されてしまう。私の耳に唇が当たり、「抜け出したお仕置きだ」と甘く囁かれたら、食べられる恐怖に青ざめた。

　どうしたらいいの……男だと思っていても、脱がされたら女だとバレてしまう……。

　そのときボコンと鈍い音がして、「うっ」と呻いた殿下は、長椅子から滑り落ちるように、私から離れた。

　銀髪に隠されていた私の視界が明るさを取り戻すと、配膳用のトレーを片手に持ったクロードさんが、笑顔を引きつらせて立っているのが見えた。

　……まさか、そのトレーで殴ったの!?

　長椅子に寝転がったまま驚く私に、クロードさんは「ステファン様、申し訳ございません」と頭を下げた。それから殿下を叱る。

「アミル、なにやってんだよ。他の使用人に見られたら、どうするんだ」

「そう怒るな。冗談に決まってるだろ」

「冗談じゃ済まないよ。二十五にもなって結婚する気がないのは、なぜだと言われてるか知ってるよね？　引き合わせた御令嬢を無視したり、邪険に扱って泣かせたり。ただでさえアミルは女嫌いだと噂されてるのに、それに男色家疑惑が加わればどうなると思う？　後継問題で国中を動揺させたいのか？」

　怒りながらも笑顔を崩さないクロードさんが怖かった。

　大公殿下は不機嫌そうに眉間に皺を寄せているが、「悪かった」と素直に謝って立ち上がると、ひとり掛けの椅子に座り直した。

　私はやっと長椅子に起き上がり、目を瞬かせて考え中。

　本当は男色家じゃなくて、私をからかって遊んでいただけということで、いいのよね？　でも女嫌いというのは……。

　クロードさんがワゴンにのせてきていた食事を、すぐにテーブルに三人分セットしてくれる。メニューは、羊肉とジャガイモのニョッキをトマトソースで煮込んだものと、焼き立てのライ麦パン。それと魚の煮汁をゼラチンで固めたアスピック。デザートはカリンの甘かん露ろ煮だ。

　私はそのまま長椅子で。ひとり掛けの椅子には大公殿下とクロードさんが座り、三人での食事が始まった。

　食べながら「さっきのは冗談だ。真に受けるなよ」と殿下が念を押すように私に言い、クロードさんが私にも分かるように、殿下が女嫌いと噂される理由について教えてくれた。

「有力貴族たちが我が娘を花嫁候補にと、招待状をよこしたり、謁見を願い出て来城するのですが……」

　モンテクレール家の直轄領の隣には、ビーンシュトックという侯爵の領地がある。そのビーンシュトック家から晩餐会に招かれたとき、隣の席に侯爵家の令嬢が座ると、殿下はあからさまに嫌そうな顔をして立ち上がったそうだ。こういう場では男女が交互に座るのが決まりであるにもかかわらず、反対側に座る侯爵夫人に無理やり席を代わるよう要求。結局、侯爵家の令嬢とはひと言も言葉を交わすことなく晩餐会が終わったとか。

　またあるとき招待された舞踏会では、有力貴族たちが次々と『我が娘とダンスを一曲』と言って御前に足を運ぶも、殿下はことごとく拒否。しかし、バルドン公爵の娘、エリーヌ嬢だけは邪険に扱うわけにいかず、渋々一曲だけ踊った殿下だったが、その後は彼女を無視し続けて、ついには泣かせてしまったとか……。

　クロードさんの話を聞き終えた私は、噂じゃなくて、本当に女嫌いなのではないかという感想を持った。

　口の中で溶ける柔らかな羊肉を堪能しながら、私も女性としてこの城に現れたなら、こんなふうに話しかけてはくださらなかったのだろうと思って、殿下を見つめる。

　殿下は優雅な仕草でナイフとフォークを操り、「女が嫌いなわけではない」と否定した。

「女はくだらん長話をするから気に入らないだけだ」

　クロードさんに、おかわりのパンを給仕してもらいながら考える。

　貴族の令嬢が好みそうな話題といえば、お抱えの画家が描いた自分の肖像画の見事さや、サロンパーティで呼んだ楽団が曲を作ってくれた話や、新作ドレスや宝石についてだろう。レース編みの腕前自慢もありそうな気がする。つまりは、ほぼ百パーセント自慢話だ。

　落ちぶれ田舎貴族の我が家は、自慢できるようなお抱えの画家も、サロンパーティもない。だから私にはそういう、いかにも貴族の令嬢的な話はできない。いや、落ちぶれていなくても、そんな話はしないかも。

　レース編みなんて退屈なことはしたくないし、じっと動かない絵のモデルになるのも嫌。そんな暇があるなら庭に出て、剣の素振りをしたくなる。

　私も一応貴族の娘なのに、大公殿下の女性を嫌がる気持ちが理解できてしまった。

　フォークを休めずに、頷いて納得していたら、クロードさんが口を挟む。

「嫌でも我慢して話してよ。いい加減に結婚してくれないと、跡継ぎが……」

　皿の上に溜め息をこぼしたクロードさんは、ほとほと困ったといった顔をしている。

　それを見て、国家の安定のためには跡継ぎが必要だという執事長の心配も分かり、私は両者に同情を寄せることとなった。

　大公家って大変なのね。私は田舎貴族でよかったかも……。

　話が嫌な方向へ流れたためか、「そんなことより、ステファン」と、殿下が私に話を振ってきた。

　カリンの甘露煮の贅沢な甘さを楽しんでいる最中だったので、「はい、とても美味しいです」と答えたら、「料理の感想は聞いてない」と笑われた。

「お前、剣の腕が立つようだな。ボゾネ一味に食らわした一撃は、なかなかのものだった。剣術は誰に教わった？」

　私だって戦えるのにと、ふたりの騎士の陰から飛び出し、火かき棒で下っ端の肩をひと突きしたときの様子を、どうやら殿下は見ていたらしい。

　大公殿下ほどの剣の達人に、腕が立つと言われて私は喜んだ。

　実家では師匠となってくれる人はいなかった。私に女らしさを求める両親が雇ってくれるはずはないし、ひとりで稽古するしかなく、練習相手といえば夜盗くらい。

　だから「先生はいません。自己流です」と答えたら、かなり驚かれた。

「才能があるということか」

　青い瞳を細めてニッと笑った殿下は、おもむろに立ち上がると、腰の剣を鞘ごと引き抜いて、私に向けた。

「お前にやる。城内での帯剣を許す」

　声も出せずに驚く私の膝に、ポンと剣が放り込まれる。

　恐る恐る両手に持つと、ズッシリと重く、実家に置いてきた愛剣よりも刀身の長い片手剣。鞘には見事な金細工が施され、モンテクレールの紋章である獅子が彫り込まれていた。

　こんな立派な剣を、私に……。

　ゴクリと唾を飲み込み、「いただいても、よろしいのでしょうか？」と大公殿下ではなく、クロードさんに確認したのは、彼が渋い顔をしているからだ。

　家紋の入った最上級の品。一体このひと振りにどれほどの価値があるのか、想像もできない。非常に光栄なことだけど、素直に喜べない重みに恐れていた。

　クロードさんはなにも答えずに立ち上がって、壁際へ。模様に見えた壁の装飾に指をかけて引っ張ると隠し扉が開いて、武器が取り出しやすい形でしまわれているのが見えた。

　ひと振りの剣を手にしたクロードさんが戻ってきて、私の手の中の剣と、今持ってきた剣を取り替える。

「こちらの方が扱いやすいかと。アミルの剣は、ステファン様には重く長すぎます」

　さっきクロードさんが渋い顔をしていた理由は、剣を与えたことについてではなく、重量とサイズが合っていないことについてだったみたい。

　確かにこっちの軽くてほどよい長さの剣の方が、私には扱いやすそう。

　殿下も「そうだな」と納得して、クロードさんの手から受け取った剣を、腰に戻していた。

　与えられた剣の鞘には、同じように獅子の紋章が刻まれている。美しい装飾が施された剣を手にして、私の中には、戸惑いに代わって強烈な喜びが湧き出していた。立派な鞘よりも早く刀身を見てみたいと、ウズウズした気持ちになる。

　それはどうやら顔に表れていたようで、「いいぞ、抜いてみろ」とお許しをいただいた。

　お礼を述のべて立ち上がり、テーブルから離れた窓際で剣を抜く。窓から差し込む光に、磨き抜かれた刀身がキラリと輝き、その眩しさに目を細めた。

「わぁ……綺麗……」

　城での帯剣を許してもらえたことでもあるし、これで剣術の授業以外でも剣を振るうことができる。なんて、素晴らしいの!!

　振り切れんばかりにテンションの上がった私は、大公殿下の執務室で素振りを始めてしまう。剣が空くうを裂く音に興奮し、すぐに夢中になった。

　クロードさんがワゴンの上で紅茶を淹れながら、「アミル、本当によかったの？」と問いかける声が聞こえてきた。それに対して「いいだろ」と答える殿下の声は機嫌がよさそうで、「おい、ステファン、カーテンを切り刻んでくれるなよ」と注意する声には、笑いが混ざっていた。










黒の棒タイを締める意味は




　帯剣を許され、四日が経過した日の朝のこと。

　ぼんやりとした意識の中に、街の教会が鳴らす一時課の鐘の音が聞こえたと思ったら、ベッドサイドに「おはようございます」とジャコブの声がした。

　まだ眠い目をこすりながら身を起こし、あくびをする。毛布から出した左手には、大公殿下から賜った美しい剣が、しっかりと握られていた。

　それを見てジャコブは呆れた顔をする。

「屋敷内は安全です。寝るときくらいは剣を離してください」

「警戒してるわけじゃないよ。嬉しいから肌身離さず持ってたいの」

「そのお気持ちは、充分に伝わってきますが、はっきり申し上げますと変です」

　ジャコブは注意ばっかりの口うるさい男だが、それは私を思って言ってくれるのだと、最近になって分かってきた。

　ボゾネ一味に危うく捕まりそうになった一件では、私が城を抜け出したことにジャコブがいち早く気づいてくれたからこそ、こうして無事でいられる。今は私についてくれる従者が彼でよかったと思っていた。

　ベッドを整えてくれているジャコブに「いつもありがとう」とお礼を言うと、彼は手を止めて振り向く。その黒みがかった瞳には、なぜか驚きが。

「どうしたの？」

「い、いえ。使用人にお礼の言葉など不要です。これが仕事ですので」

「うん、でもありがとう。もっと手を抜いたって誰も怒らないのに、ジャコブって丁寧だよね。お陰で部屋はピッカピカ。気持ちよく過ごせるし、生活に困ることもない。感謝してるから、お礼くらい言わせてね」

　部屋の隅に置かれている銀色の洗面ボウルには、いつでも新鮮な水が満たされている。その水で気持ちよく手や顔を洗えるのもジャコブのお陰に他ならず、今も感謝しながらパシャパシャと顔を洗っていた。

　スッキリした顔をタオルで拭いて振り向くと、ジャコブがさっきと変わらぬ姿勢で私を見つめていて、その浅黒い頬が少しだけ赤みを帯びている。

　首をかしげる私に、彼は僅かに微笑みを浮かべて言う。

「ステファン様は、貴族らしくないお方ですね」

「うん。貴族といっても、落ちぶれた田舎貴族だから仕方ないよ」

「いえ、そういう意味ではございません。私はステファン様の付き人になりましたことを誇らしく思います。あなたは将来、他のどの貴族にも負けない、ご立派な伯爵になられることでしょう」

　私は、ジャコブの評価を上げるような出来事があっただろうかと考えていた。しかし、なにも思い当たらず、彼はなにを勘違いしているのだろうと不思議に思う。

　それでも、いつも必要なことしか口にしないジャコブが、今朝はたくさん話してくれるのが嬉しかったから、「これからもよろしく！」と満面の笑みで言葉を返した。

　身支度を整えた後は、三階の北側にある餐さんの間まへ。ここは教育中のお坊ちゃんたちが、三度の食事を一緒に取る部屋だ。

　豪華な調度品に囲まれて、天井には見事なシャンデリア。大きなテーブルは十人掛けで、他の四人の教育生が揃っている中で、新参者の私は一番端に着席しようとした。するとエドガーに、「ステファン殿は、どうか真ん中の席にお座りください」と無理やり席を替えられた。

　エドガーは十三歳のまだあどけなさの残る顔立ちをした少年だ。しかし、あと半年ほどで教育期間を終えようとしている先輩でもあり、侯爵家という高い身分も相まって、初めは生意気な印象だった。それが今ではすっかり懐かれて、少々困っていた。

　こんなふうに引き立てられることに慣れていないから、どう対応したらいいの……。

　一目置かれるようになった理由は、ラテン語の授業免除と、この腰に差している剣だ。

　噂というものはあっという間に広がるようで、脱走の副産物としてボゾネ一味が捕らえられただけなのに、なぜか私の功績のように伝わっているみたい。大公殿下から褒美として剣を授けられたと、エドガーたちは勘違いしていた。

　若干の居心地の悪さを感じつつも、四人のお坊ちゃんたちに囲まれての朝食が始まる。向かいからも左右からも「ステファン殿」と声をかけられ、会話に食事に忙しい。

　特にエドガーは、他の人を遮ってまで私との会話を独占しようとするから、困ったものだ。

「ステファン殿、聞いてください。このひよこ豆のスープは、我が家の食事でもよく出されるんです。姉の好物なので。僕の姉はですね……」

　なぜかお姉さんの話を始めたエドガー。

　その話を聞きつつ、四日前にクロードさんから聞いた話を思い出していた。それは殿下の女嫌いという噂について。確かビーンシュトック家の晩餐に招待されたとき、そこの令嬢が隣に座ると、殿下は不機嫌さを露わにしたとか。

　今、思い出したが、ビーンシュトック侯爵家はエドガーの家だ。ということは、晩餐会で殿下に振られた令嬢というのはエドガーのお姉さんなのだろう。

　私がその話を聞いていることを、もちろんエドガーは知らない。しかし、彼の方から話を振ってきた。

「実は姉が落ち込んでおりまして。なんとかして大公殿下のお側に近寄りたいとの思いが……。剣を賜るほど、殿下に気に入ってもらえるステファン殿なら……」

　とても回りくどいが、エドガーの話を簡単にまとめると、お姉さんが花嫁候補となれるよう、殿下お気に入りの私に、間に入ってもらえないかということだ。

　ゆで卵の殻をスプーンの背でコンコンと割って塩を振り、中のトロリとした黄身を味わいつつ、「無理だよ」と断った。

「ステファン殿、そんなこと言わずにお願いします」

「あのね、エドガー。なにかを勘違いしているようだけど、僕は大公殿下のお気に入りじゃないよ。城に来てまだ日も浅いのに、どうやったらお気に入りになれるのさ。四日前に会話して以降、今日までお会いしてもいないよ」

　はっきり言うと、「そうですか……」と意気消沈する、幼さの残る顔。フォークまで置いて食事が進まなくなるから、仕方なく「アドバイスならできるけど」と付け加えた。

　パッと顔を上げて私を見る彼の目には、期待が浮かんでいる。

　大公殿下は確か、『女はくだらん長話をするから気に入らない』と言っていた。だからその逆の女性像を教えてあげた。

「殿下の好みの女性は、口数の少ない人だよ。自慢話はきっとダメ。なにも話さずに黙っていればいいと思う」

「え？　そうなんですか？　しかし、なにも話さないで終われば、記憶に留めてさえもらえないかと……」

「ん？　んー、それもそうだね」

　確かにエドガーの言う通り。黙ったままでは嫌われずに済んでも、好かれて花嫁候補ともいかないだろう。

　ゆで卵を食べ終え、スモークされたソーセージにナイフを入れながら、私は殿下の笑顔を思い出す。笑ってくれたとき、自分がどんなことをして、どんな話をしていただろうと考えて、今度は別のアドバイスをしてあげた。

「花嫁候補になる方法は分からないけど、会話したいなら、女性らしくしなければいいと思うよ。男装して剣術を習ったり、悪党に一撃でも喰らわせたなら、笑って褒めてもらえるよ」

「どこの世界に、そのような女性がいるというのですか！」

　どこにって、ここにいるわよ……。

　私は至って真面目に考えてあげたのに、エドガーは冗談だと捉えたようで、顔を赤くして怒り出した。「もういいです。ステファン殿には頼りません！」と食事を残して席を立つ。

　うーん、やっぱりエドガーは扱いが難しい。初めは見下されて、その後に懐かれて、今は怒られた。どう接すれば彼は満足してくれるのか……でも今は、そんなことよりエドガーの皿に目が行く。

　もったいないから、その手付かずのソーセージ、もらってもいいよね。今日は待ちに待った剣術の授業があるので、たくさん食べて力をつけておかないと……。




　朝食が終わると、自室でのんびりしている暇はなく、すぐに剣術の授業が始まった。場所は広い中庭だ。噴水があって、手入れされた花と緑が美しい。

　レンガ敷きの広場のような丸く開けた場所に私たちは整列した。

　教師として現れたのは、青の衣を纏った体格のよい騎士団の青年で、ツンツンと立った短い茶色の髪とその顔に、見覚えがあった。ボゾネ一味に囲まれたとき、私を守って戦ってくれた騎士のひとりだ。

「あっ」と声をあげると、彼は茶色の瞳を細めて私を見た。

「私はジェフロアと申します。ステファン様とお会いするのは二度目になりますね。授業でもどうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします。それと、あのときは助けてくださってありがとうございました！」

　強面の顔で笑顔を作ってくれたジェフロアさん。そんな彼の授業は、最高におもしろかった。

　まずは広い中庭を十周走り、その後に腕立て伏せと腹筋背筋、三十回ずつを五セット。それから木刀を持ち、振り下ろし、振り上げ、薙なぎ払い、突きなどの基本の型を教わり、それらの素振りを百回ずつ。

　今まで自己流で剣を振るってきた私にとって、正しい型を教わる機会は貴重で、興味と好奇心は尽きることがない。

「ステファン様、それでは切れ味が鈍ります。グリップはこのように返してください」

「はい、こうですね！　ブロードソードではなく、レイピアのときはどうすればいいんですか？」

　なんて楽しい授業なの！

　夢中で木刀を振るう私の周囲では、「もう腕が上がりません」と弱音を吐いて、地面に膝をつくお坊ちゃんたち。本物の男なのに、だらしないの……。

　彼らはレンガに寝そべって荒い呼吸を繰り返しているが、私はまだまだ平気だった。最後はジェフロアさんが木刀を交えて、稽古をつけてくれる。

「お見事です。これほどに飲み込みの早い方に稽古をつけたのは初めてです」とお褒めの言葉をいただいたところで、六時課の鐘の音を聞き、剣術の授業は終了となった。

　エドガーたちは重たい体を引きずって中庭を出ていくが、私はその中に混ざらず、噴水の前でジェフロアさんを引き止めた。

「ボゾネ一味は、今、どうなっているんですか？」

「あまり詳しいことは申し上げられないのですが……」

　そう前置きした上で、ジェフロアさんは教えてくれた。

　あのときに捕らえた男たちは、まだ尋問の真っ最中。頭を捕らえても、まだ残党が都のあちこちに潜伏しているので、今は残党狩りをしているところだと。

　それから都の治安維持は難しいのだという話もしてくれた。

「これだけ大きな街となりますと、悪というものは内部からも発生し、外からも流入します。どんなに優れた政治が行われようとも、犯罪をなくすのは不可能なのです」

　優れた政治と聞いて、大公殿下の美しい顔を思い出していた。二十五歳という若さでこの都を統治する苦労を思った。各地の貴族たちを束ねて国としてまとめ上げるのも大変そう。それは私なんかの想像が及ばないほどに。

　なにかお手伝いできればいいのに……。

　教育を受けに来ただけの田舎貴族の私に、なにができるのかと考えて、難しい顔になっていたら、治安に関して不安に思っていると、ジェフロアさんに勘違いされた。「心配ありません」と彼は慌てたように言葉を付け足す。

「我々、青の騎士団がいる限り、この国の平和は保たれるでしょう。それに、殿下の即位目前の、あのときに比べれば、今は犯罪率がかなり低下して……」

　途中でハッとした顔をして口をつぐんだジェフロアさん。「少々、しゃべりすぎました。これで失礼します」と無理やり話を終わらせて、私に背を向けて歩き出した。

　中庭を出ていく、青い衣の大きな背中を見送りながら、私は首をかしげて考える。

　殿下の父君である前大公がご病気でご逝せい去きょされたのは、確か七、八年前のこと。その後、喪が明けてすぐに、今の大公殿下が即位された。

　ジェフロアさんは、まるでそのときの治安が特別に悪かったような言い方をしていたけれど、その理由は？

　気になるけれど、途中で話すのをやめたジェフロアさんの顔を思い出して、詮索してはいけないことなのだと考える。

　こんな私でも、子供じゃないから、それくらいは判断できる。

　治安の悪さについて口にするなんて、大公家に対する侮辱にも取られかねないし、他の人に聞くのもやめた方がよさそうね……。




　すべての授業が終わったのは、西の空に赤みが帯びる頃。晩餐にはまだ時間があるので、自室にて沐もく浴よくをする。

　屋敷の一階には、石造りの立派な沐浴場があり、いつでも湯が湛たたえられているけれど、貸切にできないので、私は部屋で沐浴している。ジャコブに大きな木桶と湯の張ったバケツを持ってきてもらい、それで体と髪を洗うのだ。

　貴族の沐浴は、使用人に全身を洗ってもらうのが当たり前で、私も実家にいるときはメイドに洗ってもらっていた。しかしここでは性別をごまかしているので、『お手伝いを』というジャコブの申し出も初日に断っている。

『うちは貧乏だから全部自分でやってたよ。それが当たり前で、恥ずかしいから、ひとりがいい』と言ったら、ジャコブは疑問に思わず、すんなりと引き下がってくれたので、それについては貧乏な田舎貴族でよかったと感じていた。

　綺麗さっぱり汗を流した後は、また布帯で胸をきつく巻いて、新しいブラウスとズボンを身に纏う。

　ベッドに腰かけて髪に櫛くしを通していたら、ノックの音がした。私の部屋を訪れるのはジャコブしかいないので、誰かと問うこともなく、立ち上がって鍵を開ける。

　入ってきたのはやっぱりジャコブで、その理由は沐浴の後片付けと、晩餐の準備が整ったという知らせだろうと予想していたが、彼は「アクシデントがありまして」と困った顔をして話し出す。

「本日のメイン料理は鴨肉の香草焼きなのですが、調理人が焦がしてしまいました。ただ今作り直しておりますので、晩餐が遅れるとのことです。ご迷惑をおかけします」

　それを聞いて、私は吹き出した。

　お城の調理人でもうっかりすることがあるのね。焦がしても別にいいのに。焦げた表面だけナイフで削ぎ落とせば、問題ないでしょう。

　ベッドに座り直し、笑いながらそう言うと、ジャコブは沐浴の後片付けを始めながら、「それで許してくださるのはステファン様だけかと思います」と苦笑いする。

　それから「晩餐が始まるまで、お勉強でも――」と言いかけたので、私は慌ててその言葉を遮って両手をパチンと合わせた。

「そうだ、中庭を散歩してこよっと！　髪も乾くだろうし、時間潰しにはそれが一番だよね！」

　ジャコブの返事を待たずに、剣だけを掴んで急いで部屋を飛び出す。

　午後はじっと座っての算術の授業だった。頭の中が数字で埋まるほどに勉強したのだから、今日はもう、勘弁してほしい。

　絨毯敷きの螺旋階段を駆け下りる。中庭に出られるドアは、廊下の東西南北に一カ所ずつあり、南側のドアを開けて外に出ると、夕暮れの涼しい風に肩までの金色の髪がなびいた。

　ああ、気持ちいいわ……。

　ひと月経たないと、屋敷の外に出てはならないと言われている。一度は破った約束も、大公殿下に迷惑をかけると分かった今は、守ろうという気持ちに変わっていた。なので、この中庭は外の空気を感じられる唯一の場所。ここに来ると、いくらか開放的な気分になれるので、時間を見つけては散歩していた。

　午前中にジェフロアさんと木刀を交えたレンガの広場も、今は誰もいなくてとても静か。聞こえるのは噴水の水音と、風にそよぐ草花の葉の擦れ合う音くらい。白大理石の噴水の縁や、それを飾る彫像が、夕日を浴びて橙だいだいに色づいて美しい。

　噴水の前に置かれたガーデンチェアに座って天を仰いだら、建物の壁に切り取られた四角い空に、雉きじが一羽飛んでいた。

　今日は鴨肉の香草焼きか……。脂の乗った鴨もいいけど、雉肉の野性味溢れた味も好きなのよね……。

　そう思っていたら、後ろにコツコツと靴音が聞こえて、なにげなく振り向く。すると、レンガの広場を横断し、まっすぐこっちに向かってくるバルドン公爵の姿を見つけて驚いた。ずんぐりとした体形の、顎髭と贅肉を蓄えたその顔は不愉快そうで、それまでののんびりした気分が吹き飛んだ私は、急いで立ち上がり挨拶した。

「バルドン公爵、ご機嫌よう。僕になにか、ご用でしょうか？」

　公爵も散歩を、という雰囲気ではない。私のすぐ目の前で立ち止まり、フンと鼻を鳴らして睨んでくる。

「お前はなにゆえ、腰に剣を差しておる。獅子の紋まで入っているではないか。まさか殿下が与えたというのか？」

「は、はい。大公殿下に賜りまして、帯剣も許されました」

　どうやら公爵は、廊下の窓から私の姿を見かけ、この剣に気づいたらしい。それで文句を言いにわざわざ中庭まで出てきたということだ。

　城内で帯剣を許されているのは、青の騎士団と限られた貴族だけ。バルドン公爵の腰には、宝石や金銀でこってりと装飾された豪華な剣の鞘が見えている。

　私ごときが自分と同じ特別な計らいをされたことに腹を立てているようだ。

　剣を持ち歩くなと言われたら、どうしようと危ぶんでいたら、それ以上の言葉を言われてしまった。

「お前のような田舎貴族が、モンテクレールの剣を持つなど許されんことだ。身分をわきまえよ。その剣は、わしから殿下に返しておこう」

　没収する気!?　それは嫌よ。

　寂しかったこの腰に、突然やってきてくれた新しい相棒には、すでに愛着が湧いている。殿下直々に、やっぱり返せと言われるなら従うけれど、他の人から言われるのは嫌。たとえバルドン公爵であっても、絶対にこの剣は渡せない。

「できません！」とはっきり断って、公爵と距離を取る。円形の噴水に添うように一歩二歩と後ずさると、公爵が「わしに逆らうのか」と恐い顔をして二歩詰める。

　私がまた下がると公爵も足を進めるから、同じ距離を保ちながら、噴水の周りをゆっくりと回って歩くという、おかしな状況になっていた。

「なにを逃げておる。早くその剣を渡すんだ」

「この剣だけはお渡しできません！」

　ふたりで噴水の周りを三周ほど歩いたとき、突然中庭に、素敵なバリトンボイスの笑い声が響いた。それは頭上からで、足を止めて見上げると、二階の謁見の間の窓を開けて、大公殿下が下を覗いていた。

「叔父上、なにを遊んでいる」

　笑いながらそう言われたバルドン公爵は、二階に向けて鼻息荒く言い返す。

「これが遊んでいるように見えるのですか!?」

「見えるぞ。童心に返って鬼ごっこをしているようにな」

「なっ……」

　殿下は本気でそう思ったのではなく、からかっているような口振りだった。涼しげな目元は弓なりに、口の端をニッと吊り上げている。

　それを見た公爵は、顔を真っ赤にして怒り出した。

「こやつの剣を、取り返そうとしているのですよ！」

「それは俺がステファンに与えたものだ」

「知っております。愚かな真似を……。こんな田舎貴族に剣をくれてやるなど、殿下の気まぐれには困ったものですな」

　ふたりのやり取りにハラハラしつつも、風に揺れる銀色の髪に、目が奪われる。

　この方は、いつどこで、なにをしていても美しいのね……。

　こんなときに見とれて警戒心を解く私。すると公爵の太い腕が伸びてきて、剣の鞘を握られた。強制的に取り上げる気のようだ。

「バルドン公爵、それだけはお許しを！」

　取られまいと慌てて剣を押さえる私と、「ええい、抵抗するな。渡さんか！」と力尽くで奪おうとする公爵。すると殿下が急に、声の調子を低く鋭く変えた。

「叔父上、やめろ。それ以上の蛮ばん行こうは許さんぞ」

「ば、蛮行ですと!?」

「ステファンは、フォーレル家から預かっている大事な客人だ。俺の客にこれ以上の無礼を働くなら、いくら叔父上といえども、処罰せねばならない。俺の臣下にいる身であることを忘れるな」

　厳しく叱責した殿下は、青い瞳を狭め、射るように公爵を見ていた。

「くっ」と悔しそうに呻いて、返す言葉を失った公爵は、私の剣の鞘からやっと手を離す。

「なぜ、こやつを特別扱いする……」

　そう言って私をジロリと睨みつけ、「弟の代わりのつもりか？」と、殿下まで届かないような小声で呟いた。

　弟……？

　大公殿下に弟君がいるとは初耳だ。この屋敷にお住まいなの？と興味を引かれたが、公爵はそれ以上なにも言わず足を踏みならして中庭から出ていった。

　ホッと胸を撫で下ろす。

　よかった……のかな？　大公殿下のお陰で剣を奪われずに済んだけど、これで完全に目をつけられたような気がする。気を緩めていられる状況じゃないのかも。

　バルドン公爵は殿下の政務を補佐しているのか、はたまた別の用事があるのか分からないけど、頻繁にこの屋敷に出入りしているようだし、次に顔を合わせるときが少し怖い。

　そんな不安を抱えて、公爵が出ていった東の扉を見つめていたら、「ステファン」と穏やかな声で呼びかけられた。

「叔父上が、すまなかったな」

「いえ、そんなことは……。助けてくださってありがとうございました」

「暇なら上がってこい。話をしよう。執務室で待っている」

「はい！」

　窓が閉められ、その姿が見えなくなると、私は走って中庭から出て、屋敷内の螺旋階段で二階へ上がる。

　四日振りに話ができる機会を喜び、胸を高鳴らせて執務室のドアをノックした。「入れ」と声がして、真しん鍮ちゅうのドアノブを回して扉を開ける。

「失礼します」

　扉を閉めて室内を見回したら、クロードさんの姿はなく、大公殿下がおひとりで、部屋の中央にドンと構える執務机で仕事をしていた。

　ドアの前に立ったまま声をかけられるのを待っていると、羽根ペンを置いた殿下が、「来い」と私を呼んだ。

　執務机の前まで進み、頭を下げる。すると「そうかしこまるな。この前のようにはしゃげばいい」と笑って無礼を許可してくれる。

　革張りの立派な椅子にゆったりと座る殿下は、肘掛けに両手をかけて、長い足を組み、涼しげな瞳を細めて私を見る。

「先ほど、ジェフロアから授業の報告を受けたぞ。華奢な体で人一倍の体力と根性があり、飲み込みが早いと。今すぐ見習い騎士として入団させたいくらいだとも言っていたな」

　ジェフロアさんが、そんなことを!?

　嬉しくなった私は興奮して、「僕も入団の意思があります！　どうすれば青の騎士になれますか？」とその場に飛び跳ねて言った。

　しかし「落ち着け」と言われ、「教育期間中は無理だ」と苦笑いされる。

「お前はフォーレル伯爵家の跡取りだろう。教育期間が終わっても、残って城のために働けば家はどうするんだ？」

　それは……。

　家を継ぐのは兄であって、私ではない。だからそれを理由に入団できないわけじゃないけど、説明できずに黙って頷くしかなかった。

　せっかくのチャンスを逃した気分で、ガッカリしてしまう。

　肩を落として項垂れていたら、革張りの椅子の軋む音がし、立ち上がった殿下が執務机を回って隣に立つ。俯いていた顔を上げると、大きな手の平で頬を包むように挟まれ、心臓が跳ねて目を丸くした。

　青い視線が私の顔を、髪を彷徨さまよう。

　こんな私でも一応年頃の娘なので、男性である大公殿下に顔を触られては、恥ずかしさに赤面した。

　しかし、照れている場合ではないと気づき、体を固くする。前に否定された男色家疑惑が再び頭をもたげ、ゴクリと唾を飲み込んだ後に、恐る恐る聞いてみた。

「あ、あの、今日はクロードさんは……」

　四日前、長椅子に押し倒されたとき、殿下を止めてくれたのはクロードさんだった。だから今日も、後から現れて、この冷や汗ものの展開を打開してくれるのではないかと期待したのに……。

　殿下は私の頬の感触を楽しむかのように撫でながら言う。

「クロードは書簡を持たせて隣国に使いに出している。三日は戻らない」

　止めてくれる人がいない、ということは……。

　力も体格も、なにもかもが私の遥か上を凌しのぐ殿下。なにかされたらと危ぶむ私の気持ちに気づいたのか、殿下は頬から手を離し、私の額を指先で弾いた。

「痛っ」

「この前のは冗談だと言ったろう。男を抱く趣味はない。ただ、今日のお前は一段と女のように見えるから、不思議に思っていただけだ。髪を結わえていないせいか？」

　先ほど、中庭に出ていたのは、髪を乾かす目的もあってのことだった。もうだいぶ乾いたから、結んでもよさそうだけど、結わえる紐を自室に置いてきてしまった。

　殿下は私から離れて、執務机の引き出しから青い紐を取り出す。それを手に戻ってくると、私の後ろに立った。

「殿下、なにを……」

「前を向いて、じっとしてろ」

　美しく長い指先が、私の髪を梳く。それからひとつに束ねて、どうやら紐で結わえてくれているようだ。

「書簡を結ぶ紐しかないが、結ばないよりはマシだろう」

　髪とうなじに触れられて、また頬を赤らめながら、マシと言われた意味を考える。

　髪を下ろしている姿は、おかしいの？

　実家では剣を振り回しているとき以外は、長い髪を下ろしていることが多かったので、そんな自分の姿に違和感を覚えたことはない。しかし、殿下の目にはみっともない姿に映っていたのかな……。

　そう解釈して心配したが、どうやら違うようだ。

　髪を結い終えた殿下は、私の肩を掴んでクルリと反転させる。再び近い距離で向かい合い、緊張しながらその顔を見上げると、形のよい口元に笑みが広がった。

「これでいいだろう。お前は随分とかわいい顔をしてるからな。女に間違われて、襲われては困る」

　殿下の話によると、過去に一度、この屋敷内で若いメイドが使用人の男に襲われる事件があったそうだ。犯人を追放したが、ここは何百人もの使用人が出入りしている屋敷なので、再び類似事件が起こらないとは限らない。それを心配した殿下は、私が女に見えないようにと髪を結んでくれたみたい。

　みっともないと思ってのことではないようで、ホッと胸を撫で下ろす。

　大公殿下にだけは悪い印象を持たれたくなかった。

　どうしてそんな気持ちになるのかな……。この国の最高権力者だから？　いや、なにか違う。そういう立場的なことじゃなくて、もっと人間的な……。

　髪を結わえてくれたことに対してお礼を述べると、殿下は優しく微笑んで頷き、頭を撫でてくれた。

　その心配りの仕方をまるで兄のようだと感じると、先ほどの疑問に答えが出た。

　大公殿下にだけは悪い印象を持たれたくないと思った理由は、親しくなりたいという欲が私の中に芽生えているせいだ。

　決定的な身分差があっても、もっと殿下に近い存在になりたい。もっと殿下のことが知りたい……そんな気持ちを自覚させられたとき、ふとバルドン公爵の『弟の代わりのつもりか？』という言葉を思い出した。

　殿下は変わらず口元に笑みを湛えて、私を見下ろしていた。考え込んでいた私に「どうした？」と声をかけてくれるから、遠慮なく質問を口にする。

「弟君がいらっしゃるのですか？」

　聞いた直後、殿下が急に眉をひそめた。優しい笑みも消して、「誰に聞いた？」と低い声で問いただす。

「先ほどの中庭で、バルドン公爵がそのようなことを……」

　説明しつつ、うろたえる。

　聞いてはいけないことだったの？　でもどうして？

　殿下は怒りを抑えようとするかのように目を閉じた。それからひと呼吸置いて、ゆっくりと瞼まぶたを開ける。その青い瞳にはもう私を映してくれず、背を向けて歩き出し、執務机の椅子に腰かけた。

　羽根ペンを手に取り、仕事に戻りながら、殿下は事務的な口調で言う。

「弟はいない。いるのは妹だ。今度、ステファンにも紹介しよう」

「は、はい。ありがとうございます……」

「とっくに晩餐の時間だな。もう下がっていいぞ」

　弟ではなく、いるのは妹君。

　その事実よりも、殿下の急な態度の変化に、まだ戸惑っていた。

　もしかして、嫌われてしまったの？　それはどうして？　身内のことを詮索するうるさい奴だと思われたの？　そんなつもりはなかったのに、どうしよう……。

　誤解を解きたくても、仕事に戻る姿を見せられ、下がれとまで言われては、ドアへと向かうしかなかった。「失礼しました」と頭を下げて扉を開け、廊下に出る。

　閉める前にもう一度室内に目を向けると、殿下は羽根ペンを置いて、襟元の黒い棒タイを握りしめていた。銀髪に隠されて表情は見えないが、なんとなく気を落としているような……。

　扉を閉めて、廊下に佇たたずみ、考える。

　そういえば、どうしていつも黒い棒タイを締めているのだろう。銀色の美しい髪と青い瞳に視線が奪われ、今まで気に留めていなかったが、多くの場合、黒の棒タイを締めるのは喪に服しているときだ。

　もしかして、『弟はいない』という意味は、亡くなられたということなの？

　急な態度の変化は、亡くなられた弟君を思い出してのことだったのでは……そう推測していた。

　それが正しいのかどうかを、尋ねることはできないけれど……。










ピンクのバラが咲き乱れ




　それから三日後のこと。

　授業を終えた私は、自室に戻ってきたところだった。ベッドにドサリと身を投げ出し、仰向けに寝そべる私を見て、ジャコブが心配そうにする。

「お疲れですか？　それとも、ご気分がすぐれないのですか？」

「ううん大丈夫。元気だよ。ちょっと考えごとしてたら、モヤモヤしちゃって……」

　この前の執務室で、黒い棒タイを握りしめていた殿下の姿が、脳裏に焼きついて離れない。

　もしや弟君は亡くなられているのでは？という疑問を抱えて自室に戻った三日前、すぐにジャコブに確認してみた。『殿下のお身内で、最近亡くなられた方っている？』と。彼の答えは『いませんが……どうかしましたか？』というものだった。

　それならば、私の推測は間違いだったということで、黒い棒タイの意味も喪に服しているからということではないのだろう。

　じゃあ、やっぱり殿下は、詮索するような発言をした私に対し、不愉快になったということで……。

　あの日から、大公殿下をお見かけしていない。

　広い屋敷なので、顔を合わせずとも不思議はないのに、嫌われてしまったと落ち込む心では、避けられているように感じていた。

　私らしくない溜め息を天井に向けて吐き出すと、ジャコブは机上を整理していた手を止めて、「今日の晩餐のデザートは、アップルパイですよ」と教えてくれた。

　アップルパイは少し……いや、かなり好きよ。でも、食べ物でこの心の痛みが治るほど、私は単純じゃないのに。

　そう思っても、私を心配して元気づけようとしてくれる彼の気持ちを考えて、「とっても楽しみ！」と笑って見せた。

　そのとき、ドアが三度ノックされた。

　城に来て八日が経つが、この部屋を訪れる人物はジャコブだけだったので、誰が訪ねてきたのだろうと私は首をかしげた。

　ドアを開けたジャコブは、廊下に一歩出て来訪者と話をしている。「かしこまりました。すぐにお支度をして向かいます」という彼の返事は聞き取れたが、相手の声は聞こえず、その姿も見えぬうちに帰っていったようだ。

　ベッドに身を起こした私は、ドアを閉めて戻ってきたジャコブに「誰？」と聞く。なぜか彼の口元には微かな笑みが広がっていた。

「大公殿下付きの執事でした」

「クロードさん？」

「いえ、クロード執事長の下の者です。大公殿下が本日の晩餐に、ステファン様をお呼びになられているそうです。急いでお支度を」

　殿下の晩餐に私を……え、どうして!?

　目を丸くする私に、ジャコブはキャビネットから出した見栄えのいいブラウスとズボン、若草色の上着を手渡す。

「お着替えを。襟留めは緑色のリボンでよろしいですか？」

「う、うん……」

　ジャコブは必要なものを手早く揃えると、「終わりましたらお声をかけてください」と言って廊下に出てくれた。

　私は着替えをしながら戸惑うばかり。

　殿下は、私のことをお怒りになっていたのではないの？　晩餐に招いてくださるということは、嫌われていなかったと思っていいの？

　期待と不安を感じつつ、支度を終えた私は廊下に出た。

　ジャコブが私の頭から爪先までを点検して、襟のリボンの傾きを直してくれる。それから私を案内して歩き出した。

　三階の西側は、大公殿下の寝室などの私室が集中しているため、立ち入らないようにと初日に説明されていた。

　回廊になっている長い廊下を半周し、その西の廊下の中ほどまで進み、ひとつのドア前で足を止めた。

「こちらが大公殿下がお食事を召し上がるお部屋となっております。私はここで失礼します」

「うん、ありがとう」

　ジャコブが立ち去り、私はドア前で深呼吸する。

　殿下は私を許してくれたのか、それとも……。

　緊張しながらノックすると、すぐに中からドアが開けられ、見知らぬ中年の執事が「どうぞお入りください」と私を招き入れてくれた。

　私の部屋の二倍もない大きさの部屋で、絨毯やカーテンは藍色と茶色の二色でまとめられている。調度類は装飾が控え目で落ち着いた印象だ。

　季節は初夏に入り、暖炉は使用されていないが、いつでも室内を暖められるように、新しい薪まきが用意されていた。シャンデリアは小振りで、天井からの光を補うように壁の四カ所にランプが灯されている。

　中央には六人掛けのダイニングテーブル。真っ白なテーブルクロスがかけられ、その上には燭しょく台だいがふたつ、蝋ろう燭そくの炎がテーブル上を明るく照らしていた。

　殿下は奥の椅子に座っていて、「ステファン」と呼んでくれる声は穏やかで温かみがあり、青い瞳も弓なりに弧を描いている。

　歓迎されているのを感じて、私は殿下に嫌われていなかったのだと、喜びがこみ上げる。

　室内に二歩入った場所で正式なお辞儀をし、「お招きくださり、光栄です」と挨拶すると、「堅苦しいぞ。もっと楽にしろ」と笑って言ってもらえた。

　ホッとした後は、テーブルのコーナーを挟んで殿下の隣に座る少女に目がいった。髪は私と同じ金色で、ゆったりと波打ち、腰までの長さがある。サイドを結い上げて、バラの花で飾っていた。透き通るような白い肌にピンク色の頬。瞳は殿下と同じ青い色をしていて、目の覚めるような美少女だ。

　初めて見るその少女は、もしかして……。

　目が合うと、少女はパッと顔を輝かせて立ち上がり、私の目の前まで駆けてきた。フリルのたくさんついたピンクのドレスのスカートを両手でつまみ、かわいらしいお辞儀を見せてくれる。

「リリアーヌ・ド・モンテクレールです。十二歳です」

　そう自己紹介されて、大公殿下の妹君だと知った後に、私は驚いた。妹君が私の右腕に両腕を絡ませて、ピョンピョンと飛び跳ねるからだ。

「あなたがステファンね？　アミルお兄様の言う通り、女の子みたいでかわいいわ！」

　私は男としてこの城に来ている。子供といえど、殿下の妹君にこのように親しげに触られては、どうしていいのか分からず戸惑うばかり。

　私たちの様子を笑いながら見ていた殿下は、妹君が両手を広げて私に抱きついたところで、やっと止めてくれた。

「リリィ、そのへんでやめておけ。ステファンはいずれフォーレル伯爵と呼ばれる男だ。はしゃいでまとわりついてはいけない」

「あら、お兄様だって同じじゃない。ステファンが来てから、ご機嫌ではしゃいでるって、クロードが言ってたわ」

「なに、クロードが？　あいつめ……帰ってきたら説教してやる」

　どうやら妹君は、口が達者な様子。たしなめても言い返されている殿下は、クロードさんへの文句を口にしつつも微笑んでいた。

　穏やかな青い視線は、妹君への慈じ愛あいに満ちている。以前、殿下は長話をする女性が苦手だというような話をしていたが、妹君だけは違うようだ。

　仲のよさそうな兄妹の様子に、私も双子の兄である、本物のステファンを想う。

　男のくせに臆病で情けないステファンだけど、いいところもある。お菓子はカットの大きな方を私にくれるし、私が初めて夜盗を捕まえた日、両親に叱られて拗すねていたら、『ステファニーは勇敢だね』と兄だけは褒めてくれた。性格は真逆だけど、私たちはとても仲がよかった。

　今頃、ステファンはなにしてるかな……。

　物思いに耽ふけりながら、私にじゃれつくかわいらしい顔を、ついじっと見つめてしまったら、彼女の頬がリンゴのように赤く染まった。それを見て、ハッと我に返った。

　私は今、男としてここにいるのに、女性に対して失礼な振る舞いを……。

　慌てて「リリアーヌ様、すみませんでした」と謝ると、彼女は頬を染めたまま、ニッコリ笑って言った。

「ステファンには、リリィと呼んでほしいの。だって、そうしないと、呼び捨てにしてる私だけが、礼儀知らずの子供みたいに思われるじゃない」

　私には礼儀知らずというより、無邪気といった印象を受ける。こうして好意を示されると妹ができた気分で嬉しくなり、彼女の提案を受け入れることにした。

「それでは、そう呼ばせてもらいます。リリィ、今日は晩餐に招待してくれて、ありがとうございます」

　リリィの希望で、私の席は彼女の隣となる。そして、和やかに楽しい晩餐が始まった。

　リリィが知りたがるので、私は実家での暮らし振りを話す。

「うちの領地は小さな村と畑ばかりなのですが、それでも家にこもるより外に出た方がおもしろいので、僕はよく馬に乗って……」

　なんのことはない、田舎貴族の遊び方なのだが、リリィはそれが珍しく貴重な話であるかのように聞いてくれた。「それから、どうなったの？」と目を輝かせ、ワクワクした顔をして続きをせがむから、調子に乗った私はつい余計な話もしてしまった。

「僕には双子の妹がおります。僕とは正反対の性格で、屋敷の中にいることを好みます。僕としては外の景色も見せてやりたいと、ある日、無理やり妹を馬に乗せて……」

　兄のステファンを馬に乗せたときの話だ。私が手綱を持ち、彼は私の背中にしがみついていた。馬に乗ると目線が高くなり、私は爽快に思うけれど、ステファンは怖かったみたい。『降ろして！』と泣いて私の体を揺するから、驚いた馬が暴れ出し、ふたり揃って落馬する羽目になった。

　馬は逃げ、ステファンは足首を捻ねん挫ざして泣いている。それで仕方なく、私より背が高く体重も重い彼をおぶって丘をひとつ越え、家まで歩いて帰ったのだ。

　笑い話として、その話をしたつもりでいた。しかしリリィは小首をかしげ、殿下は口に運ぼうとしていたワイングラスを宙に止めて、私を見た。

　自分の犯したミスに、まだ気づけぬ私。〝兄〟という言葉はちゃんと〝妹〟に変換して口にしたし、ふたりはなにに引っかかっているの……？

「なにかおかしな点がありましたか？」と聞いたら、殿下が不思議そうに感想を口にした。

「いや、おかしいとまで言えないが、珍しい兄妹だと思ってな。妹の方が背が高いとは」

　自分より重い者を背負っての丘越えの大変さを伝えたかったのだけれど……兄より体格のよい妹というのは確かに珍しく、疑問に思われて当然だった。

　やっとミスに気づいた私は肝を冷やし、慌てて作り笑顔を浮かべて言い訳する。

「その話は、僕たちが十二歳の、子供の頃の話なので……今はもちろん、僕の方が背が高く体重もあります」

　本当は十五歳の去年の話。この嘘の説明で納得してくれなかったらどうしようと冷や汗を流したが、リリィがパチンと手を合わせて嬉しそうに言った。

「十二歳は私と同じ歳ね！　ねぇ、アミルお兄様、私もステファンの妹のように、馬に乗せてもらいたいわ。遠乗りに連れていってよ」

　妹の頼みを「今度な」というひと言で片付け、殿下はグラスに半分ほど入っているワインをひと口で飲み干した。

　私たちの目の前の皿は空になっていて、それが下げられるとすぐに、メイン料理のウズラのソテーが運ばれてきた。

「今度って、いつ？　お兄様はいつもそう言って、私を屋敷に閉じ込めるのよ。つまらないわ」

　不満を口にするリリィが、ウズラ肉にナイフを入れたとき、ドアがノックされ、クロードさんが入ってきた。いつもの黒い執事服ではなく、深緑色の上着を着て、腕には脱いだマントを持っていた。

　そういえば、三日前の執務室で、クロードさんに書簡を持たせて隣国に使いに出しているという話を聞いた覚えがある。彼はその使いから、今帰ってきたということみたい。「ただ今戻りました」と、クロードさんはドア前で頭を下げる。それからリリィと私に目を向けた。

「リリィ様、ご機嫌よう。今宵はステファン様もご同席とは、楽しそうですね」

「ええ、とっても楽しいわ！」

「それは、ようございました。殿下、お邪魔でしたら、後ほど報告に参りますが」

　給仕のために出入りしている他の使用人もいるためか、クロードさんの口調はかしこまったものだった。

　殿下はナイフとフォークを置いて、席を立つ。

「いや、すぐに聞きたい。執務室に移動しよう。ステファン、すまないが、リリィの相手をしてやってくれ」

　殿下とクロードさんが出ていくと、リリィとふたりきりになる。正確にはふたりきりではなく、執事やメイドが後ろに控えているけれど、会話の相手はリリィだけだ。

　なんとなく落ち着かなくて室内に視線を配ると、ドア側の壁に肖像画が飾られていることに気づいた。描かれているのは、夫婦と思われる男女と少年がふたり。五歳と三歳くらいに見える背格好だ。

　リリィに「あの肖像画は？」と尋ねると、「家族よ」と言われる。

「私が生まれる前の絵なの。お母様は私をお産みになった後、しばらくして亡くなられたそうよ。みんな天に召されて、アミルお兄様とふたりになってしまったわ。アミルお兄様は、お父様の右横にいる、大きい方の男の子よ」

「え？」と驚いた理由は、少年の髪が金色で描かれていたからだ。子供の頃は金色で、大人になると銀色に変わるという、不思議な体質の家系なのかと考えた。しかし今は亡き前大公とお妃様は、ふたりとも金髪で、その考えを否定する。

　疑問はもうひとつあった。小さい方の少年は、弟君……？

　殿下の襟元にいつも締められている黒の棒タイ。その意味は、弟君の喪に服しているためなのではないかという疑問が、再燃していた。

　肖像画から目を離し、右隣に座るリリィに顔を向けた。疑問をモヤモヤと感じたままでは気分が悪いので、今ここで解決させたい思いでいた。

　殿下に弟君のことを尋ねたとき、急に不機嫌そうにされたことを思い出し、リリィには遠回しに、恐る恐る聞いてみた。

「小さい方の少年は、今どちらにいらっしゃるのですか？」

　すると、リリィの顔から笑みが消えた。しかしそれは、不機嫌になったからではなく、「あら、アミルお兄様に聞いてないの？」と意外そうな顔で見られただけ。そしてグラスの水をひと口飲んでから、彼女は私の知りたい答えを教えてくれた。

「小さい方の男の子は、アベルお兄様。アミルお兄様の二歳下の弟よ。アベルお兄様は十六歳のときに事故で亡くなられたの。私はその頃、幼かったから、詳しいことは知らないし、アベルお兄様のこともあまり記憶に残ってないのよ」

　リリィの声に、深刻そうな響きはなかった。記憶に残らない幼い日の出来事なので、心の傷は浅いのだろう。

　リリィに合わせて私も悲しげな顔はせず、平静を装って食事を口にしながら、頭の中で忙せわしく状況を整理する。

　殿下と弟君の歳の差は二歳。亡くなられたのが十六ということは、七年前ということになる。それは殿下が大公に即位された年だ。

　父君である前大公がご病気で亡くなられ、十八の若さで大公に即位するという大変なときに、さらに弟君まで事故で亡くなるなんて……。

　七年前の殿下に同情しながら、気になっているもうひとつの質問をする。

「殿下はいつから髪の色が変わられたんですか？」

　すると、それまでは明るい調子で答えてくれたリリィが、かわいい顔を曇らせ、しょんぼりと肩を落とした。慌てた私が「すみません、余計なことを言いました」と謝ったら、彼女は首を横に振って少しだけ微笑んでくれた。

「違うの。不思議に思って当然だから、ステファンは悪くないわ。でも銀色の髪は、お兄様の深い悲しみを表しているから、それを思うと私も悲しくて……」

　リリィは切なげな顔をしながらも、話してくれた。

　殿下にとって父親の死は、病を患わずらった末のことで覚悟はできていたが、弟の死は突然だった。弟を事故で失ったショックが大きすぎるあまり、殿下の金色の髪は、一夜にして銀色に変わったということだ。

　幼かったリリィは、七年前の出来事の記憶がほとんど残っていない。だから過去を悲しむというよりは、もとに戻らない兄の銀髪を見て、兄の心は今も深い悲しみの中にあるのではないかと心配し、心を痛めているようだった。

　その話を聞いた私は、やはり初めの推測が正しかったのだと判断する。

　黒の棒タイを締めている意味は、弟君の喪に服しているため。七年前からずっと弟君の死を悼いたみ、今後も黒の棒タイが外されることはないのだろうと……。

　私まで悲しい気持ちになり、それに気づいたリリィは無理やり笑顔を浮かべた。

「ステファン、あのね。私、アミルお兄様の前ではいつも笑顔でいることにしてるの。だって私まで悲しい顔をしていたら、お兄様はもっと悲しむでしょう？　だから、笑って、ときどき我わが儘ままを言って困らせることにしているの。きっと、そのくらいがちょうどいいのよ」

　リリィはそう言いながら、かわいい顔の目尻に皺が寄るほどの笑顔を作っていた。

　初めは、子供らしく無邪気だと思っていたけれど……騙された。このお姫様は年齢以上に思慮深く、なんて賢いのだろうと、感心していた。

　深く頷いた私は、リリィに負けじと笑顔を作る。そして、皿に残っていたウズラのソテーを大口で頬張った後に、ウズラの鳴き真似をして見せた。

　リリィが声をあげて笑い、私もお腹を抱えて大おお袈げ裟さなほどに笑って見せる。

　すると、ノックもなくドアが開き、「随分と楽しそうだな」と殿下が戻ってきた。

「お兄様、ステファンったらおもしろいのよ！　ウズラの鳴き真似が上手なの」

　殿下が席に座り、すっかり冷めてしまったウズラ肉にナイフを入れながら、口角を上げて私を見る。

「へぇ、それはぜひ、聞かせてもらいたいな」

　リリィが相手なら、おどけてふざけることができても、殿下の前では無理よ。

　銀髪と黒の棒タイにチクリと胸が痛んだからという理由ではなく、乙女の恥じらいに似たような、照れくささを感じていた。

　こんな男勝りな私が恥じらうなんてと、自分に疑問を投げつつ、場の雰囲気を壊さないような断り方をした。

「ウズラの鳴き真似は、鍛たん錬れんを積み重ねた末に会得したもので、そうそう簡単に披露するわけには参りません。リリィはとてもかわいらしいので、特別です」

　そう言うと殿下は吹き出して笑ってくれて、リリィは喜んだ。

「私とステファンの秘密ということね！」

「なんだお前ら、俺だけ除のけ者か？　そんな生意気なことを言ってたら、剣術大会への参加を認めてやらんぞ」

　ワイングラスを片手にニヤリと意地悪な笑みを浮かべる殿下。私は目を瞬かせて「剣術大会とは、なんでしょう？」と初めて聞く言葉の説明を求めた。

　メイン料理を食べ終えて皿が下げられると、すぐに温かいアップルパイが紅茶と共に出された。サクサクのパイ生地にデザートナイフを入れつつ、殿下から聞いたのはこんな話だった。

　ひと月後に、青の騎士団の詰所にて、トーナメント形式の剣術大会が行われる。それは入団テストも兼ねていて、今までの優勝者は青の騎士として国に仕えているそうだ。優勝せずとも、見所のある者にも、入団の声がかかるらしい。

　年に一度のこの大会に、国中の猛も者さたちが集ってくる。中には騎士になりたいわけじゃなく、単なる賞金稼ぎの剣士もいるそうだが、大半は騎士志願者だ。

　殿下はそんな説明をした後、挑戦的な笑みを浮かべて私の意思を確認する。

「お前を騎士にするわけにはいかないが、参加は可能だ。どうだ、腕試しに出てみるか？」

　私の返事はもちろん決まっている。

「ぜひ、出場させてください！」

　強者たちが、剣と闘志をぶつけ合う。その光景を想像しただけで、鳥肌が立つほどの興奮を味わっていた。

　大好物のアップルパイだけど、サクサクの食感や爽やかな甘みを楽しんでいる場合じゃない。口に詰め込んで紅茶で流し込み、たちまち完食すると、私は椅子を鳴らして立ち上がった。

「申し訳ありませんが、僕はこれで。今から、稽古しないと！」

　壁際に控えている執事とメイドは、私の無作法に驚いてから、微かに顔をしかめていた。リリィは「まぁ、こんな夜に？」と丸い目を瞬かせている。

　殿下は、私がそのような言動をすると予想していたかのように笑っていて、まっすぐに向けられる青い視線には兄のような温かさが感じられた。

「ジェフロアには、授業以外でも稽古をつけてやれと言っておく。いい成績が残せるといいな。期待してるぞ、ステファン」

「はい！」

　部屋を飛び出した私は、興奮と期待に胸を高鳴らせ、弾むように廊下を駆ける。

　剣術大会だって。すっごく楽しそう。

　絶対に優勝して見せるわ！




　ひと月後、いよいよ剣術大会の日を迎えた。

　早起きした私が着替えたのは、いつもとは違う戦いに向いた服。襟がＵの字に開いた、頭から被るタイプの上衣と、黒のピッタリしたズボン。ウエストは黒の細い帯で締めている。試合は木刀で行うので、愛剣は部屋に置いていく。

「行ってくるね」とジャコブに緊張した顔を向ければ、クスリと笑われた。

「行ってらっしゃいませ。勝たなくていいので、怪我だけはなさいませんように」

「勝つよ！　絶対に優勝するんだから！」

　ジャコブに見送られて部屋を出た私は、屋敷の外へ。

　昇ったばかりの朝日が、広大な前庭の緑や池の水面を輝かせている。季節は夏でも、この辺りは涼しい気候なので、早朝とあれば肌寒いくらい。

　辺りはバラの香りが漂っていた。赤、白、ピンクなど、手入れの行き届いたバラの花が、庭の一角を華やかに彩っている。

　バラの香りを嗅ぐと、反射的に殿下を思い出す。執務室に初めて入れてもらったとき、長椅子に冗談で押し倒され、驚きながら感じたのは殿下の髪から香るバラの香り。

　思い出したことで頬を染めてしまったが、バラから遠ざかり、青の騎士団の詰所前まで来ると、気持ちは完全に試合だけに戻される。

　石造りの要塞のような建物内の、細い通路を通って奥へと進むと、ポッカリと開けた場所に出た。そこは室内闘技場。天井は高く、五百人は入れるだろうと思うほどに広い。周囲を囲むように階段状の観客席まであった。

　その客席はすでに半分ほどが埋まっていて、人々の身なりのよさから推測するに、貴族や裕福な商人の家族たちなのだろう。

　年に一度の剣術大会が、この街の娯楽にもなっているのだと感じていた。

　教会の鐘の音が聞こえると、開会式が始まる。整列した私たち出場者の前に立つのは、青の騎士団を統べるクレマン団長で、その姿を見るのは、私は初めてだった。

　年の頃は四十くらいだろうか。短い黒髪と大きな鼻が特徴的。大柄ではないが、引きしまった筋肉質の体躯をして、鋭い眼光を放っている。気け圧おされそうな剣士の雰囲気を漂わせ、桁違いに強そうな印象を受けた。

　そのクレマン団長から、ルール説明を聞く。

　出場者には申し込み順に番号が与えられて、私は七番。試合は一対一のトーナメント形式だ。

　私たちの胸と背には、バラの花が一輪ずつつけられていて、相手のバラをより多く散らした方が勝ち。制限時間は砂時計が落ちるまでで、それは四人分の紅茶を淹れるためのポットを火にかけ、その水が沸騰するくらいの短い時間だ。バラを一輪散らすごとに加点一。時間が余っていても、二輪先に散らした時点でその者が勝者となる。

　石畳の床には白いチョークで大きな正方形の枠が引かれていて、その中で戦うというルールもあり、枠からはみ出すと減点一となり、二度はみ出すと失格となる。

　その枠が闘技場内に四つ。出場者は百人ほどもいたが、始まった一回戦は流れ作業のように進み、私の番もすぐにやってきた。

　初戦の相手は九十八番の男。私より拳三つ分も背が高く屈強そうに見えたのに……あっという間に、相手のバラを二輪散らした私が勝利した。

　二回戦からも、明らかな体格差がある男性相手に、私の圧勝。物足りなさを感じるくらいだ。

　強者たちが都中から集まると聞いていたのに、強者ってどこにいるのよ？　それとも、私が強すぎるというの？




「そこまで！　勝者七番！」

　太陽が西に傾く頃、準決勝を勝ち抜いたばかりの私に、たくさんの拍手が送られている。スタート時には半分しか埋まっていなかった観客席も、今は満員御礼で、立ち見の客まで出ていた。リンゴやワインを売る少年が、忙しそうに客席の間を動いている。

「美少年剣士、次も勝ってくれよー！」と、観客席のあちこちから声援が飛んでくる。小柄な少年が大柄な男たちを次々と倒していくから、どうやら私は観客たちを虜とりこにしてしまったようだ。

　健闘を称えて準決勝の敗者と握手をしようとしたとき、なぜか闘技場内が一瞬静かになり、その後にザワザワし始めた。

　今までの観客の反応とは明らかに違っていて、気になって周囲を確認したら、銀色の髪をした見目麗しい青年が闘技場に現れたところだった。それはもちろん大公殿下。その横にはリリィの姿もあった。

　御前試合だとは聞いていないのに、どうして……。

　殿下は観客席ではなく、試合が行われている、この石畳の上をまっすぐに奥へと歩いていた。

　ぐるりと巡らされた観客席は、奥の一カ所だけ途切れて壁になっていて、その壁に青の騎士団の旗が掲げられている。旗の手前には、いつの間にか赤絨毯が敷かれ、椅子が二脚並べられていた。

　優雅な足取りでそこへ向かう殿下が、私の横を通り過ぎる。公平を意識してか、話しかけてはくれないが、チラリと視線を私に向けて、口の端を上げて微笑んでくれた。リリィは無邪気に手を振り、「ステファン頑張ってね！」と声をかけてくれる。

　控え目に手を振り返し、私はゴクリと唾を飲み込んだ。

　大公殿下が私の決勝戦をご覧になる……これは今までの試合にはない緊張だ。

　でも悪い緊張ではない。むしろ嬉しくて、ますます気合いが入るというものだ。

　準決勝の相手と握手をして正方形の枠から出た後は、闘技場の端まで移動して石畳に腰を下ろし、決勝戦に備えて体を休める。

　赤絨毯の敷かれた上座を見ると、大公殿下が近くの騎士を呼び寄せていた。それはジェフロアさんで、殿下になにかを命じられた様子。頭を下げると、すぐにその場を離れていた。

　その後はリリィが楽しそうに大公殿下に話しかけていて、それに応じる殿下も笑みを浮かべている。

　その笑顔を崩させたくない……ぜひとも優勝して、ふたりを喜ばせたいという思いでいた。

　そうすると、次の対戦相手が気になった。

　さっきまで私が戦っていた枠の隣では、たった今、準決勝ふた組目の試合が終わったところ。その勝者を見て、私は少し驚いた。

　私とさほど歳が変わらないだろうと思われる、若い少年だったから。

　体格も華奢で、私より拳ひとつ分背が高い程度だ。自分の試合に集中していたため、相手の戦い方を見ていなかったが、私と似ていそうな気がする。小柄な私たちが体格のよい相手に勝つには、スピードと多種の技と作戦で勝負するしかないのだから。

　やりにくい相手だと思いつつ、少年の動きを目で追っていたら、駆け出した彼がある人物に抱きついたから驚いた。その人がクレマン団長だったからだ。

　あれ、このふたりって、もしかして……。

　親しげに会話をするクレマン団長と少年を遠くから見つめて考え込んでいたら、突然誰かが私の横に腰を下ろした。それはジェフロアさんで、決勝まで勝ち進んだことを褒めてくれてから、蜂蜜のたっぷり入った甘い紅茶も差し入れてくれた。

　疲労回復には甘いものが一番。ありがたく一気に紅茶を飲み干した私に、ジェフロアさんは決勝相手について教えてくれた。

「団長の息子さんですよ」

「やっぱり！」

　黒い髪色と、大きな鼻が似ていたし、抱きつくほどの親しい間柄を考えれば、親子と想像がつく。

　納得した後は、急に不安に襲われる。

　団長の息子なら、遺伝的に優れた剣士の素質を持っていることだろうし、常日頃から父親に稽古をつけてもらっているはず……。

　絶対に優勝するという強気な気持ちが、ぐらついていた。

　遠くの親子を、顔を引きつらせて見ている私に、ジェフロアさんは笑った。

「いつもの元気は、どこ行ったんですか？　相手が誰であっても、無鉄砲に突き進む。それがステファン様じゃないですか。いつものあなたらしくやれば、きっと、いい勝負になりますから」

　無鉄砲……その言葉は、以前、大公殿下にも言われた覚えがあった。誰の目にも、私は無鉄砲に映るんだと苦笑いしたら、急に不安は溶けてなくなった。

　女なのに性別を偽って、大公殿下の城にやってきた私は、確かに無鉄砲。今さら、なにを怖おじ気けづく必要があるというのよ。

　窓から差し込むオレンジ色の光が、闘技場に温かなラインを引く。少しの休憩の後、いよいよ決勝戦が始まろうとしていた。

　自分の頬を叩いて気合いを入れた私は、正方形の枠内の中央へと進む。対戦相手の団長の息子と向かい合い、一礼してから構えた木刀の先を触れ合わせた。

　きっと周囲は歓声でうるさいほどなのだろう。けれど、私の耳は審判の合図を待つだけで、他の声は聞こえない。目には対戦相手しか映らない。

　この緊張感が心地よくて、無意識に口元を綻ばせると、相手の眉間に皺が寄る。『僕を見くびっているのか』と不機嫌そうだ。

　そうじゃないのに。私はただ、楽しんでいるだけなのに。

「始め」の合図を聞いた直後に、胸のバラを狙いにいく私。相手の出方を探るのではなく、最初から全力で加点を取りにいった。

　その思い切りのよさは、相手にとって予想外だったようで、驚く彼の回避反応は僅かに遅れ、私の剣先が彼の胸のバラを掠めた。だけど残念ながら、花びらの一枚を散らしただけで、加点にはならず、彼が素早く飛び退いて距離が開く。

　今度は団長の息子が攻める番。早い動きで右に左に揺さぶりをかけられ、二度三度と斬りつけられた。

　かろうじて相手の剣を受け止めながら、実力差を感じていた。

　やっぱり強い。今までの力任せの対戦者たちとは明らかに違う。この人は、私より上だ。

　それを理解しても、私の笑みは崩れない。自分よりも強い者に挑戦できることが嬉しくて、ますます胸が踊るような気持ちでいた。

　そのことが、相手を不快にさせたようだ。彼の歯ぎしりが聞こえ、その後に「馬鹿にしやがって」と呟く声も。

　違うと言いたいけれど、防戦一方の私にはそんな余裕はなかった。激しく打ち込まれた私は、白線を踏んでしまい減点一。相手の剣の下を潜るようにしてなんとかライン際から離れるも、その隙に背中のバラを散らされ、彼に加点を与えてしまった。

　その後も、私は彼の剣を受け止めるのが精一杯で、劣勢のままに時間が流れていく。試合時間は恐らく四分の三を過ぎていることだろう。

　それでも不思議と焦りはなかった。勝敗よりも、自分より強い人と戦えることが嬉しくて、激しくぶつかり合う木刀から伝わる振動が、私の心も震わせる。

　ああ、楽しいな……この時間がずっと続けばいいのに。

　優勢のはずの団長の息子の方が、悔しげに顔を歪ませていた。このまま終了時間まで点差を守り切れば彼の勝ちなのに、なんとしても私の胸のバラも散らして、完全勝利してやるという気持ちが、苛立つ赤い顔に表れている。

　体重をのせた鋭い突きが、私を襲う。それを後ろに下がって避けようと思った、そのとき、「踏み込め！」という大きな声を聞いた。

　目の前の戦いに集中している私の耳には、うるさいほどの歓声もほとんど入ってこない。それなのに、その声だけははっきりと届いた。

　艶やかなバリトンボイス、それは紛れもなく大公殿下の声だったから……。

　その指示に、反射的に体が従っていた。一歩前に踏み込むと、突き出された木刀が私の脇の下を抜けて、肩と肩が激しくぶつかった。弾かれた私は尻餅をつき、体格差がほとんど変わらない彼も同じように後ろに弾かれて、石畳に背中を打ちつけていた。

　ちょうどそのとき、「そこまで！」と、試合終了の合図が聞こえる。

　勝者は団長の息子で、敗者は私。そう思っていたのに……。

　立ち上がった私たちの背中を確認した審判は、「勝者、七番！」と私に勝ち名乗りを上げた。

　えっ、どうして!?

　私も彼も驚いて、お互いのバラを確認し合うと、私の胸のバラだけが残っていて、彼のバラは二輪とも散り落ちていることが分かった。

　終了間際に強くぶつかりあったとき、きっと私の木刀の柄が、彼の胸のバラを散らしたのだろう。その後は彼が転んで背中を石畳に打ちつけていたから、背中のバラも潰れて散ってしまったみたい。

　実力では彼が上で、終始優勢だったはずなのに、土ど壇たん場ばの逆転劇が起きて、私が勝ってしまった……。

　割れんばかりの拍手と歓声に包まれる。彼は悔しそうに唇を噛みしめていて、私は幸運にも舞い込んだ優勝に、喜んでいいものか戸惑っていた。

　すると、クレマン団長が近づいてきて、私と彼の肩を同時に叩いた。

　息子が負けてしまっても、不愉快そうではなく、むしろ嬉しそうに見えた。

「決勝戦が若いふたりとは正直驚いた。いい勝負だった。これからも精進するように」

「ありがとうございます」とお礼を言う私に対し、彼は落ち込み、納得いかない気持ちを父親にぶつけていた。

「父上、僕はなぜ負けたのでしょう？」

　クレマン団長の答えは「冷静さを失った者と、心を乱さなかった者の違いだな」というものだった。

　私が心を乱さずに済んだのは、勝敗にこだわる気持ちが消えて、純粋に試合を楽しむことができたからだと思う。だとすると、優勝できたのは、試合前に私に話しかけて、不安から救い出してくれたジェフロアさんのお陰ということで……。

　そこまで考えて、ふと気づく。

　そうだ、ジェフロアさんは私のところに来る前に、大公殿下に呼ばれていたんだ。もしかして、ジェフロアさんが甘い飲み物を差し入れてくれたのも、私の気持ちをほぐしてくれたのも、殿下に指示されたからなの？

　じゃあ、真っ先にお礼を言うべき相手は、大公殿下なのかも……。

　なにより、最後の逆転劇は、殿下の『踏み込め！』という言葉を聞かなかったら、起こらなかったことだろう。どちらかに加担することは控えねばならない立場にあるのに、私のために声をかけてくれた事実をどのように解釈すればいいのか……。

　以前、エドガーに『大公殿下のお気に入り』と言われたことを思い出していた。晩餐に招待されたのは私だけのようだし、こうして試合でも私の味方をしてくれるし、私って……エドガーの言う通り、大公殿下のお気に入りなの？

　そう思った途端に、心の中が忙しくなる。甘酸っぱい思いがこみ上げて、なぜだか顔が熱くなる。

　脳裏に勝手に蘇るのは、長椅子に押し倒されたときの光景で、頭から湯気が出そうなほどに恥ずかしくなった。

「ステファン殿？」

　ひとり恥ずかしがるおかしな私に、クレマン団長が声をかけ、訝いぶかしげな目で見てくる。

　闘技場で私はなにを妄想しているのかと焦ったら、視界の端に銀色の髪が揺れた。ハッとして右横を見ると、いつの間にか大公殿下が私の隣に立っていた。

「なにを赤くなっている。優勝に興奮しているのか？」

　からかうようなことを言うその口元には、満足げな笑みが湛えられていた。

　優勝に興奮しているわけじゃないけれど、赤面の理由を口にすることはできず、私は頷く。

「興奮するのも無理はないか。いい線まで行くだろうとは思っていたが、まさか優勝するとはな。よく頑張った」

　殿下はそう言って私を褒めてくれてから、口の端をニヤリと吊り上げた。そして、なぜか団長の息子の手から木刀を取り上げ、一馬身の距離を開けて、私に剣先を向ける。

「お前の強さを、直じかに感じてみたくなった。ステファン、俺と剣を交えろ」

　驚いて言葉の出ない私に、「早くしろ」と殿下は催促する。

　観客たちは思わぬ余興に喜んでいる。クレマン団長はやれやれといった顔をして、自ら審判を務めるために、隣の正方形の枠の中央に移動した。

　これまでの試合とルールは同じで、私と殿下の胸と背に、新しいバラの花がつけられた。「始め」の合図で、殿下の構える木刀に、私の木刀をぶつけてみる。恐る恐るというように。

　心はまだ戸惑いの中にあり、全力で戦って、もし怪我をさせてしまったらと、それを心配していた。

　その気持ちが伝わったのか、殿下の眉間に皺が寄る。

「なんだ、その生っちょろい攻撃は。本気で来い」

「し、しかし……」

「安心しろ。俺はお前より遥かに強いぞ。お前の剣では、俺の髪の毛一本すら、傷つけることはできん」

　なんですって……？

　ニヤリと笑って私をからかう殿下に、ムッとしていた。

　団長と肩を並べるほどの剣の腕前だと聞かされているので、殿下が私より強いことは知っている。それでも髪の毛一本、傷つけられないと言われるのは心外だ。

　仮にも私は剣術大会の優勝者。百人の参加者の頂点に立つ者なのに。

　プライドを傷つけられて、私の闘志に火がついた。

　素早く動いて背中のバラを狙いにいくと、「おっと危ない」と殿下が身を翻ひるがえす。その足元を薙ぎ払い、ほんの少しバランスを崩した殿下の胸のバラに、鋭い突きを繰り出した。

　観客たちは大盛り上がりで、闘技場が揺れるほどの歓声に満ちている。

　私の渾こん身しんの一撃は残念ながら届かず、払い落とされてしまったが、殿下は満足そうに笑っていた。

「今の攻撃はなかなかだ。だが、詰めが甘い。連続で攻撃するなら、徹底的に斬り込め。こんなふうにな」

「え？」

　今まで私の好きなように攻めさせてくれた殿下が、今度は私を攻撃する。体重をのせた重たい木刀が振り下ろされ、それを受け止める私の腕は、ビリビリと痺れるようだ。

　一撃の重みが、他の人と全然違う……。これを何度も受け止めては、腕が持たない。

　慌てて後ずさり、距離を開けようとするも、「どうした？」という声を至近距離に聞く。一歩で間を詰められて、破壊力のある斬ざん撃げきを、私はまた正面から受け止める羽目になっていた。

　手が壊れそう……。

　殿下の木刀が私の木刀を上へと薙ぎ払い、構えを崩された私の胸元はガラ空きに。マズイと焦る暇もなく、あっという間に胸のバラが散らされていた。

　クレマン団長の「大公殿下に加点一！」という声を聞いた私は、唇を噛みしめる。

　悔しい……。ここまでの力の差があるということは、決勝戦のような奇跡の大逆転は起こらず、きっと私は負けるだろう。

　それを理解しても、このまま終わるのは嫌だった。なんとしてもひと太た刀ち、浴びせないと、優勝の喜びまで薄れてしまいそうだ。

　木刀を握り直した私は、がむしゃらに斬りかかる。振り払われても、弾かれても、何度も何度も休まずに。

　なんとか殿下の懐に飛び込もうと、身を低くして攻め込み、下から上へと飛び上がるようにして木刀を振り上げた。

　剣先はバラには当たらず、黒い棒タイを掠めただけ。

　惜しかった……そう思ったとき、自分の胸が揺れたのを感じた。

　女であることを隠すため、布帯でぐるぐる巻きにして、ギュウギュウに締めつけているはずなのに、どうして……。

　振り上げた剣は、かわされた後に払い落とされ、私は飛び退いて距離を開けた。

「もう終わりか？　もっと攻めてこいよ」と、殿下は口の端を上げて私を誘う。

　私も攻めたいけれど、これをどうすればいいの……。

　激しい動きのせいで布帯が緩んで胸から外れ、今はお腹まで下がっていた。

　薄い布地の服の下は、裸の胸。去年あたりから急に大きさを増して、動くたびに揺れて目立つこの胸を、どうするべきか。

　動きやすいようにと選んだこの服は、すっぽりと頭から被るタイプで襟ぐりが広く、上から覗き込めてしまえそうでもある。

　左腕で胸を押さえ、右手の剣を殿下に向ける。

　胸のバラはすでに散っているのだから、隠しても意味がないだろうと言いたげに、殿下が片眉を吊り上げた。

　ひと太刀、浴びせたいという気持ちは完全に消え失せる。

　これはもう試合どころじゃない。女だとバレたら身の破滅。大公殿下を謀はかった罪で罰せられるだろうし、父も加担していると見られて、家もお取り潰しになるかもしれない。

　小走りでライン際に移動する。自ら白線を踏んで失格となり、試合を終わらせようと思ったのだ。

　しかし、素早く反応した殿下に進路を塞がれて、木刀がぶつかり合う。

「どこへ行く？　俺はここだぞ。もっと斬りかかってこい」

　白線を踏ませてくれない……。それならばと背中を見せるも、「なにをしている？」とバラを散らすどころか怒られてしまう。

「俺をガッカリさせるな。真面目に攻めろ」

　不愉快そうな顔で命令されては仕方なく、私は胸を隠しながら、形ばかりの攻撃を繰り返していた。

　観客たちは騙せても、殿下には気持ちが入っていないことをすぐに見破られ、その眉間の皺はどんどん深くなっていく。

　怒ってる……。

　それがありありと伝わってくるけれど、私にはどうすることもできない事情がある。制限時間はまだなのかと、試合終了を願うばかりだ。

「つまらん」と、低く呟く殿下の声がした。そして簡単に木刀をいなされ、後ろに回り込まれると、やっと背中のバラを散らしてもらえた。

「大公殿下に加点二。そこまで！」とクレマン団長の声がして、観客のたくさんの拍手が殿下に送られる。

　その拍手に負けないくらいの大声で、私はすぐに退場を願い出た。

「すみませんが、もう限界です。用を足しに行かせてください！」

　大公殿下を讃える拍手はやんで、代わりにドッと笑いが起きた。それは道化師に向けられるような笑い声で、恥ずかしさに私の顔は真っ赤に染まる。

　私だって女だから、人前で用を足すなどと言いたくないのに、他になんと言って退場すれば不自然がないのか分からなかったのだ。

　木刀を床に置いて、逃げるように闘技場を後にする。

　この後は表彰式だと思うけれど、恥ずかしすぎて、ここへはもう戻れない。

　あとは勝手にやってよ、という思いで走り、屋敷内の自分の部屋まで帰ってきた。

　夕日は西の空の端を赤く染めるだけで、その光は私の部屋まで届かない。薄暗い部屋の中には、ジャコブが灯してくれたと思われる、壁掛けのランプの明かりがベッドの周囲を照らしてくれていた。

　ジャコブはいなかった。きっと晩餐の準備を始めているのだろう。

　ひとりきりの部屋の中で、ベッドに腰かけた私は、大きく息を吐き出した。胸に手を当て、唇を噛みしめる。

　なんで解けるのよ、と自分で巻いた布帯に文句を言いたい気分でいた。

　ベッドに座ったままで上衣を脱ぎ捨て、緩んでお腹のあたりに溜まっている布帯を、外しにかかる。

　実家を出るときには簡単に考えていたけれど、女であることを隠すのって大変で疲れるものだと、しみじみと感じていた。

　ふと視線を上げてドアを見たのは、廊下に誰かの靴音を聞いたからだ。

　部屋の鍵を閉めていないけれど……大丈夫よね。この時間、ジャコブは食事の準備に忙しいはずだし、ジャコブの他に訪れる人もいないから。

　胸元に視線を戻し、布帯を巻き取る作業の続きに戻る。

　私の胸、なんでこんなに大きく育ったのかな。重たくて邪魔なだけなのに……。

　布帯をすっかり巻き取った、そのとき、突然ノックもなくドアが開けられた。

「おい、なぜ部屋に戻っている。尿意があるというのは嘘だろう。途中から手を抜いた本当の理由は……」

　詰問するような口調で姿を現したのは、大公殿下だった。

　部屋に一歩足を踏み入れて、ベッドに座る私を見た直後に、青い瞳を見開く。

　文句の続きを言えないほどに盛大に驚かせてしまったようだけど、私の方がその何十倍も驚いていた。

　胸を隠すこともできず、息をすることも忘れて、ただ固まるだけ。裸の胸に青い視線が止められていても、それを恥ずかしいと感じられないほどの衝撃の中にいた。

　しかし、行動も思考も停止していたのは、ほんの少しの間だけで、「女……？」と呟く殿下の声を聞いた途端に、ハッと我に返る。

　短い悲鳴をあげた後は、胸を隠すように前屈みになり、巻き取った布帯がコロコロと床に転がり広がっていく様さまを、焦りの中で見つめていた。

　ど、ど、どうしよう……。よりによって、殿下にバレてしまうなんて……。

　青ざめて震える私。殿下の顔を見ることはできず、もうなにもかもお終いだという恐怖と絶望の中にいた。

　ドアの閉まる音が聞こえる。靴音がゆっくりとこっちに向かい、目の前で止まった。

　私が脱ぎ捨てた上衣を、長い腕が拾い上げ、裸の背中にかけられた。

「女だったのか。騙されたな」

　呆れたような声が上から降ってきて、私は体を丸めたまま、床に向けて謝る。

「申し訳ありません……」

「ジャコブは知っているのか？」

「いいえ、誰にも話しておりません。ジャコブもきっと気づいていないかと……」

「そうか」

　私は顔を上げることができず、踵を返す黒いブーツを見ていた。

　殿下は私から離れてドアへと向かい、立ち止まると、低く落とした声で言った。

「服を着たら、執務室に来い。説明はそこで聞こう。逃げるなよ」

「はい……」

　逃げたくても、逃げる場所など、この城の中にはない。実家に逃げ帰ったとしても、殿下がひと声かければ、すぐに追っ手が押し寄せてくることだろう。

　ドアの開閉の音がして、部屋の中は再び静寂に包まれた。

　やっと身を起こした私は、ドアに飛びつくように駆け寄り、急いで鍵を閉める。

　今さら閉めても遅いと、分かってはいるけれど……。

　その後は胸に布帯を巻き直し、ブラウスを着て、腰に剣を差す。

　身支度を整えた私は、仕方なく部屋を出た。

　命令に背くわけにいかないからと、怖気づく気持ちを叱りつけて、重たい足を前に進めた。長い廊下を歩き、螺旋階段を下りて執務室の前まで来たのに、なかなかドアをノックすることができない。

　少しでも軽いお沙汰をいただけるようにと、説明の仕方を考えていた。

　すべてを私ひとりの責任にできないかな……。

　私は牢に入れられてもいい。国外追放になっても構わない。その代わりに、フォーレル家の存続だけは、なんとか許してもらえないかな……。

　そんなことを考えながらも勇気を出せずにいたら、中からドアが開けられた。ビクリと肩を揺らす私の前に立つのは、クロードさん。

　彼にいつもの微笑みはなく、どう対応すべきかと迷っているような困り顔で、きっと私が女であることを、殿下から聞いたのだろうと判断する。

　それでも「お入りください」と、私を招く声だけは、変わらずに優しかった。

　殿下は執務机に向かって椅子に腰かけている。

　私が一歩入って立ち止まり、頭を下げると、まずは「遅い」と叱られた。

「早くこっちに来い。クロードは人払いをしてろ」

　人払いとは、立ち聞きする者のいないように、ドア前で見張りに立つということ。指示通りにクロードさんが部屋を出てドアが閉められると、ふたりきりの室内の緊張感に、私の両手は震え始めた。

　怖くても、逃げ場はないんだから……。

　そう自分に言い聞かせ、拳をギュッと握って執務机の前まで進み、そこでもう一度、深々と頭を下げた。

「面を上げろ」

「は、はい」

　殿下は黒い革張りの椅子に、ゆったりと腰かけていた。長い足を組み、肘掛けに両腕をのせて、頭を背もたれに預けている。一見くつろいでいるような姿勢だが、青い視線は鋭く、私の顔に、体に、刺さるようだった。

　思わず肩を竦めた私に、殿下は静かな声で問う。

「お前の本当の名は？」

「ス、ステファニーです。ステファンは双子の兄の名前で、私はステファニー・フォーレルと申します……」

「ステファニー、なぜ女のお前が教育を受けに来たのか説明しろ。正直にな」

　さっきまで、どう言い訳すれば両親や兄への被害を少なくできるだろうと考えていたのに、射るような青い視線を浴びせられては、少しの嘘も通用しないと感じていた。それで覚悟を決めて、すべてを正直に口にした。

　幼い頃から私たち双子は男女を逆にしたような性格で、両親を困らせていたこと。そこから始まり、夜盗を捕まえた日の朝食の場で、兄の代わりに私が城に行くと決まるまでの経過を。

　殿下は質問も相あい槌づちもなく、黙って私の話を聞いており、その間も鋭い視線を向け続けていた。

　長い話になったので、もしここに湯気立つ紅茶のカップがあったなら、すっかり冷めてしまったことだろう。

　話し終えた私は、藍色の絨毯に両膝をつき、頭を下げて許しを請う。

「私たち家族がしたことは、教育の義務に逆らうことでした。大変申し訳ありません。ですが、反逆の意思は微み塵じんもないのです。どうか、フォーレル家のお取り潰しだけは、お許しを。私はどうなっても構いませんので、どうか……」

　必死の思いでお願いしても、殿下はなにも答えてくれなかった。

　無言が続く間、私は頭を下げたままで、殿下の怒りの程度を考える。

　言葉が出ないほどに、お怒りなの？　やっぱり私だけの処分では、済ませてもらえないのかな。ああ、お父様、お母様、ステファン……。

　爵位剥奪、領地没収と言われる予感に、青ざめて震えていた。

　するとフッと笑ったような声が聞こえ、驚いて顔を上げた。

　椅子から立ち上がった殿下が、私の斜め前まで歩いてきて、そこにしゃがみ込む。軽く握った右拳を私の顎の下に添え、私の顔を殿下の方に向かせると、柔らかな声で言葉をかけた。

「大胆不敵なお転婆娘だな」

　予想外の反応に戸惑い、「あ、あの」と私は言葉に詰まる。

　お怒りではないの？　どうして……。

　青い瞳が眩しそうに私を見つめ、形のよい口元は綻んでいた。

「ステファニー、お前はこの城になにをしに来た？」

「え？　で、ですから、兄の代わりに……」

「それだけか？　他にお前の望みはないのか？」

　私の望みは……青の騎士になること。幼い頃に本を読んで知ってから、ずっと青の騎士団に憧れていた。

　もっとも教育を受けに来た身で入団できるとは思っていないが、実際に騎士を目にして興奮したし、ジェフロアさんに稽古をつけてもらえることは幸せだった。

　そんな青の騎士団への想いを説明すると、殿下は綺麗な顔を崩すように声をあげて笑い、大きな手の平で私の頭をワシワシと撫でた。

　なぜか機嫌のよさそうな殿下に、私は戸惑うばかり。

「あの、私と家族の処分は……」と恐る恐る尋ねると、殿下は笑うのをやめて口角をニヤリと吊り上げた。

「そうだな、フォーレル伯爵の処分として、感謝状でも贈るか。勇敢でおもしろい剣士を預けてくれたという感謝状をな」

「へ……？」

「ステファニーの処分は、入団だ。お前に騎士爵を授け、青の騎士団への入団を許可する。任務は俺の側付きの護衛だ」

「え……えええっ!?」

　口をあんぐりと開けて、すぐ側にある美しい顔をマジマジと見つめる。「分かったか」と笑いながら言われても、全然分からない。

　殿下を騙したというのに、私は牢に入れられるのではなく、実家に帰されるのでもない。青の騎士にしてくれて、殿下の側付きの護衛という花形任務まで与えられるとは……処分ではなくご褒美だろう。

　殿下は、まだ驚きの中にいる私の腕を引っ張って立たせると、そのまま私を腕の中にすっぽりと閉じ込めて、額に唇を落とした。

　これは一体、なにが起きているの……？

　状況を理解できないほどに、私は驚き固まってしまう。殿下の髪からバラのいい香りが漂ってきて、耳は艶めいた大人の男性の声を聞いていた。

「お前が女でよかった。最近の俺は、もしや男色なのかと、思い悩む日々だったからな」

　それはつまり、殿下が私を……？

　急に胸の中にピンクのバラが咲き乱れ、慌てて心の剣でそのバラを薙ぎ払った。

　大公殿下ともあろうお方が、こんな非常識な伯爵令嬢を見初めるわけがないじゃない。今の言葉には別の意味があるはず。今日は色々なことに疲れて頭が回らないから、それが分からないだけなのよ。

　そう考えて正気を保とうとするけれど、殿下は私を抱きしめる腕を離してくれない。その上、耳元でまた囁かれて、散らしたバラの花園が簡単に復活してしまう。

「こうして抱きしめると、体の柔らかさがよく分かる。なよやかな女の体で、今日はよく戦い抜いたな」

　頬をくすぐる銀色の髪、耳に当たる温かい吐息、私の力では解けない逞しい腕。頭がのぼせたようにぼんやりして、息苦しさを感じていた。

　もうダメ……。このままでは、ピンクのバラに埋もれて、窒息してしまう……。

　これまで恋愛というものを経験してこなかった私は、急な展開についていけず、ドアに向けて助けを呼んだ。

「クロードさん、助けてください！」

　すぐにドアが開いて、廊下で人払いをしていたクロードさんが飛び込んでくる。

「どうしまし……アミル!?　なにやってんだよ！」

　やっと私を解放してくれた殿下は、不服そうな顔をしながらも、大人しくクロードさんに叱られている。

　私は後ずさろうとしてよろけて、絨毯の上に尻餅をついた。

　女だとバレてもお咎めがなかったのは喜ばしいことだけど、これから私はどうなってしまうの……？










おかしな三角関係に




　剣術大会から十日ほど過ぎた朝のこと。

　朝食の焼き立てのパンに、実家ではたまにしか出してもらえなかった贅沢品のジャムをたっぷりのせて口に運ぶ。卵に生ハムに、あさりのチャウダー。

　食べながら考えていることは、『最高に美味しい！』という無邪気な感想でも、『朝からこんな贅沢を』という没落貴族らしい戸惑いでもない。『なぜ私は朝食を、大公家のプライベートルームで食べているの？』という疑問だった。

　今、私がいるのは、かつて一度晩餐に招かれた、大公一家の肖像画が飾られている部屋。女であることがバレてしまった後、『これからはこの部屋で、朝と晩の食事をするように』と殿下に命じられていた。

　近くに置いてくださる理由はなに……？　こんな私が、まるで家族のように朝食を共にしているなんて、使用人たちも明らかに戸惑いを顔に浮かべているのに。

　考えながらも、隣に座るリリィの話に、笑顔で相槌を打ち続ける。

　テーブルの角を挟んだリリィの隣に座る殿下は、優雅にナイフとフォークを操って、私たちの様子を目を細めて見守っていた。

　リリィが「もうお腹いっぱい」と言って、お皿に残った手付かずの生ハムを、フォークにのせて私の口元に持ってきた。

　生ハムは大好き。反射的にパクリとリリィのフォークから食べてしまい、その後に殿下を気にして顔色を窺うかがった。

　殿下は苦笑いして、妹をたしなめる。

「こら、リリィ、はしたないぞ。ステファンは男だ。節度を持って仲よくしてくれ」

　私が女であることを、リリィは知らない。知っているのは、殿下とクロードさんだけ。ジャコブにも言うなと命令されている。

　ふたりが秘密をバラすとは考えていないが、ふとした会話や行動から他者に気づかれる可能性は否定できない。秘密を守り続けるには、正体を知る者は最小にとどめておくべきだというのが、殿下の考えだ。

　殿下が許してくれても、私が女であることを公にできない理由がいくつかある。

　ひとつは、私とフォーレル家にお咎めなしで済ませば、他の貴族に示しがつかず、大公家の威信に関わるからだ。もうひとつは、女の私は教育を受ける資格がないのだから、本物のステファンをここへ呼ぶ必要が生じるということ。呼んでも来ないのは目に見えているから、それも困る。

　最後のひとつは、私を青の騎士にしてくれたことが関係している。

　入団規定に性別は書かれていないそうだが、女騎士の前例がないため、快く思わない者が出るかもしれない。他の騎士たちと上手くやっていくには、男の振りを続ける方が、都合がいいというわけだ。

　それで私の今の生活は、これまで通りの教育を受けながら、騎士業をこなすという多忙なもの。とはいっても、他の騎士たちのように街への見回りや、盗賊狩りに出るわけではない。時間があるときに、殿下の護衛を務め、側にいるだけといった感じだ。

　青の騎士にしてもらえたのは嬉しいけれど、平和な屋敷内で護衛をしても、なにも起こらないというのに……。

　今、私が身に纏っているのは、青の騎士団の紋章を胸につけた、目の覚めるような青の上衣。ズボンとブーツは黒で、革のベルトを締めた腰に剣を差している。

　憧れだったこの服を着ても、なにか物足りないと心が訴えていた。

　不満に思うのは、恵まれすぎているからなの……？

　リリィにもらった生ハムを味わいながら考えていると、ドアがノックされ、黒い執事服を着たクロードさんが入ってきた。

　殿下の側にいる時間が増えると、クロードさんの生活も少しだけ見えてくる。

　彼は妻帯者で、小さな子供もいるという。そして住まいは城の外。城下街の南側に屋敷を構え、そこで家族と暮らし、ここへは毎朝通っているそうだ。

「おはようございます」と笑顔で挨拶をするクロードさん。いつもなら挨拶だけして、あとは食事が終わるまで殿下の後ろに控えているのに、今日は違った。

「殿下、謁見の間にてバルドン公爵とエリーヌ嬢がお待ちでございます」

「叔父上が？　こんな朝っぱらから、なんだというんだ」

「お嬢様を伴われてのことですので、殿下にとってはおもしろくない話でしょうね。『急ぎの用だと伝えろ』とのご用件を伺いました」

　澄まして答えるクロードさんに対し、殿下は舌打ちをして眉間に皺を寄せている。それでも拒否することはなく、ナイフとフォークを置いてすぐに立ち上がった。

「ステファン、行くぞ」

「は、はい！」

　謁見の間での面会には、必ず護衛に青の騎士がつく決まりになっていて、授業中でない限り、その役目は私だと言われていた。

「行ってらっしゃい」と寂しそうにするリリィをかわいそうに思いながらも、席を立つ。殿下とクロードさんの背中を追うように部屋を出て、廊下に歩を進めた。

　二階に下りて煌びやかな謁見の間に入ると、入口付近の椅子に座って待っていたバルドン公爵が、『遅い』と言いたげな顔で立ち上がった。

　隣の椅子に座っていたのは、エリーヌ嬢。年の頃は十九か二十に見える。

　エリーヌ嬢の名前は、これまでに何度か聞いた覚えがある。公爵が娘を殿下の花嫁候補にしようと企んでいることも。

　実際にお目にかかるのはこれが初めてで、公爵に似た太めの体形の意地悪そうなお嬢様を想像していた私は、意外な人物像に驚いていた。彼女はほっそりとして、少し垂れ目の優しげな目元をした、かなりの美人だったのだ。

　波打つ腰までの艶やかな茶色の髪が、オレンジ色のドレスによく合っている。一つひとつの動作に品のよさが表れて、殿下を見る目は潤み、頬はピンクに色づいていた。

　こんなに美しい令嬢を、殿下は振り続けているなんて……。

　私は与えられた役目をこなすために配置に就く。玉座に近い壁際に立ち、もしなにか不測の事態があれば、殿下を守るために飛び出して、不届き者を捕らえるのだ。自らの判断での抜刀も許されているが、謁見の間での不測の事態は、過去に一度も起きたことがないそうだ。

　クロードさんはドア前に待機して、殿下は玉座に腰を下ろす。バルドン公爵は娘と並んで御前へ進み、さっきまでの待たされて不機嫌そうだった表情を消して、今は恭しい態度で作り笑顔を浮かべていた。

「殿下、今朝も顔色がよろしいようで、なによりですな。朝食はなにを召し上がられましたかな？」

「叔父上、早く用件を。俺は忙しい」

「そうですな、まずは用件ですな。では早速、これを」

　公爵は懐から、白い封筒を取り出した。赤い蝋ろうで封がしてあり、端に金装飾も施された見事な封筒だ。なにかの招待状のように見える。

「エリーヌに届けさせてもよろしいですな？」

「いいだろう」

　エリーヌ嬢はその封筒を手に、足元のラインを越えて殿下に近づく。

　殿下の許可があるので、私が飛び出していく必要はないのだが、その一挙手一投足に注目してしまう。

　貴族然とした気品溢れる美しいエリーヌ嬢が封筒を差し出し、殿下が受け取る。

　美しい者同士、その姿は一枚の絵のようで、ふたりはお似合いに見えた。

　思わず見惚れた後は、なぜかモヤモヤとした気持ちに襲われて……。

　私が不愉快に思う必要はないのに、どうしてこんな気分になるの……？

　エリーヌ嬢は殿下に封筒を渡し終えると、百合の花のように可憐な笑顔で会釈して、もとの位置まで下がる。

　殿下はエリーヌ嬢に極上の笑顔を向けられても、なんの反応も示さない。手の中の封筒にチラリと視線を落としただけで、開封せずに上着のポケットに突っ込むと、公爵に聞いた。

「毎年恒例の舞踏会か？」

「さようです。昨年よりも一層盛大に開くつもりで準備をしております。ぜひ、ご出席くださいますよう」

　バルドン家主催の舞踏会に、きっと殿下は毎年出席しているのだろう。公爵は余裕の笑顔で、断られる心配をまったく感じていない様子。

　殿下は『またアレか』と言いたげな、面倒くさそうな顔をして、口からは溜め息がひとつこぼれ落ちていた。

「分かった。都合をつけておく」

　その返事に公爵は満足そうに頷き、エリーヌ嬢は頬を綻ばせる。

　ひとりだけ明らかに迷惑そうにしている殿下を見て、『嫌なら断ればいいのに』と私は心の中で呟いた。簡単に断ることのできない事情があるのだろうと、分かってはいるけれど。

　殿下に同情を寄せていたら、公爵がエリーヌ嬢を肘で突き、せっつく様子が見えた。するとそれまで大人しかった彼女が、綺麗な声で話し出す。

「わたくしは先日、都で一番のデザイナーに舞踏会用のドレスを注文いたしました。デザイン画は出来上がったのですが、色で迷っておりますの。殿下のお好きな色を教えていただけますか？」

　つまり、殿下の好みの色のドレスを作って、舞踏会で着たいということを、エリーヌ嬢は頬を染めて話していた。

　殿下に気に入られたいというその気持ちは恋心で、エリーヌ嬢のような美女にこんなことを言われては、ほとんどの男性が舞い上がることだろう。しかし殿下はニコリともせず、彼女にとっては期待外れの返事をする。

「なぜ俺の好みを知る必要がある。自分の好きな色の服を着ればいいだろう」

「そう、ですわね。申し訳ありません……」

　小声で謝り、肩を落として俯いたエリーヌ嬢。公爵は鼻息荒く、殿下に不満をぶつける。

「殿下は、なにゆえエリーヌに冷たく当たられる！　色を答えるくらい、なんの不都合もないではありませんか。娘のいじらしい気持ちを汲んでくだされ！」

　私の中にエリーヌ嬢への同情心が芽生えていた。もし自分が彼女の立場だったら、好きな人に冷たくされて、さぞかし胸が痛いことだろう。

　その一方で、気が乗らなくても舞踏会に参加しなければならない殿下の気持ちも分かるから、どっちに味方していいのか分からなくなっていた。

　私は壁際に姿勢を正して立ちながら、三者の様子を見守る。

　それまでは面倒くさそうにしていただけの殿下だったが、公爵に文句を言われて、ムッとした顔つきに変わり、低い声で彼女の名を呼んだ。

「エリーヌ」

　俯いていた顔を上げて殿下と視線を合わせるエリーヌ嬢。その顔には期待がありありと浮かんでいる。今度こそ答えをもらえるだろうという喜びが見て取れる。

「はい、殿下」

「それほどまでに知りたいのなら、教えてやろう。俺の好きな色は、泥のように汚い茶色だ。きっとお前によく似合うぞ」

　エリーヌ嬢の顔が、たちまち青くなる。キラリと光ったのは、彼女の涙か……。

　スカートをつまんで、「すみません、わたくしはこれで失礼します」と挨拶すると、逃げるように謁見の間から出ていった。

　クロードさんも一緒に廊下に出たので、きっとエリーヌ嬢を上手く慰めてくれると思うけれど……私は彼女を心配し、つい殿下を睨んでしまう。

　か弱い女性に対して、あの言い方は、あまりにもひどい。私がそう思うくらいなのだから、当然、父親であるバルドン公爵は、顔を真っ赤にして怒り出した。

「エリーヌを傷つけて、なにが楽しいというのですか！」

「楽しくはないな。むしろ不愉快だ。叔父上が連れてこなければ傷つけることもないのだから、今後は屋敷に置いてこい」

「殿下は一体、エリーヌのどこがお気に召さないと？　国中の貴族の娘を集めても、エリーヌより優れた娘はおりませんぞ。エリーヌこそ大公妃に相応ふさわしい。いい加減に、妻を娶めとられよ！」

　一気にまくし立てた公爵は、肩で荒い呼吸を繰り返していた。

　大公家というのは、代々若くして妻を娶るもの。それは絶対に跡継ぎが必要だからだ。妻が男子を身ごもれないのなら、子を産むためだけに妾めかけを置かねばならない。

　殿下は二十五歳なので、早く結婚をと周囲が焦るのも分かる気がする。

　バルドン公爵に限っては、大公妃がエリーヌ嬢でなければ許さないという、腹黒さが見えるけれど……。

　公爵が息を整える間、殿下は黙っているだけだった。重たい沈黙が謁見の間を満たし、壁際に立っているだけの私まで居心地の悪さを感じてしまう。

　かなり時間を空けてから、殿下はおもむろに立ち上がり、公爵に近づいていくと目の前で足を止めた。

　公爵は私と大して身長が変わらない。殿下との身長差はリンゴふたつ分ほどもあり、上から威圧的に見下ろされて先ほどの勢いは消えてしまった。

　殿下は睨むようにして、冷たい声ではっきりと断りを入れる。

「エリーヌを妻にはしない。伴侶にしたい女が他にいる。時機を見て叔父上にも紹介しよう」

　伴侶にしたい女って、まさか……。

　私の顔が瞬時に熱くなり、動悸が始まった。

　正体がバレたあの日、殿下は私が女でよかったと驚くことを口にした。その理由は、自分が男色なのかと思い悩んでいたからと。

　そんな思わせ振りな言葉や額へのキスに、思わずピンクのバラの花園を見た私だったが、こんな私が見初められるはずがないと言い聞かせて、今日に至る。

　恐らく殿下は、愛玩犬か猫のように、私をかわいがってくださるだけだ。

　今もそのことを思い返し、勘違いの期待をしないようにと自分を戒め、速まる鼓動をどうにか落ち着かせていた。

　殿下に睨まれ、怯んだ様子を見せていた公爵は、自慢の娘よりも妻にしたい女性がいると聞かされると、再び勢いを取り戻して口撃を始めた。

「そんな見え透いた嘘を、よう仰いますな。殿下が女嫌いなのは有名ですぞ。それともアレですかな？　そこにいる青い衣を着た少年を妻に娶るとでも？　続き間に住まわせていることも、耳に入ってきましたぞ」

　赤くなった後は、ギクリとして焦り始める私。

　公爵にも知られているということは、屋敷内の使用人たちの間では、どんな噂にされていることやら……。

　女だとバレて以降、朝晩の食事だけではなく、寝起きする部屋も移されていた。殿下の寝室のすぐ隣にある続き間に。

　続き間なので、ドアは二カ所。廊下側の他に、殿下の寝室に出入りできるドアもついているのだ。

　ここは本来、殿下の身の回りの世話をする執事が、交代で泊まるための部屋なのに、私に与えられると言われたときは、目の玉が飛び出すほどに驚いた。

　なんの目的があって、殿下はそんなことを決めたのかと……。

　表向きには、警護のためと聞かされた。ボゾネ一味を捕らえたというのに、城下街では最近また物騒な事件が増えているらしく、青の騎士団は毎日忙しく活躍している。だから念のために続き間に護衛を寝泊まりさせるという理由をつけられ、私は部屋を移された。

　しかし本当の理由はというと……殿下の身の安全のためではなく、私自身のためだ。

　続き間も含め、殿下の寝室に出入りできる者はごく少数に限られているから、秘密を保持しやすいだろう。女であることを隠し通すために、屋敷の中で一番安全な部屋をあてがわれたということだった。

　バルドン公爵が忌々しげに私に視線を流した。公爵の前での私は男なのに、まるで『娘の邪魔をしおって』と言いたげな顔をしている。

　もしかして、私と殿下の間に男色の、いかがわしい関係があると思っているの？

　決してそのような関係ではないと、否定したい思いで私は焦る。

　一方、殿下は顔色ひとつ変えることなく、「ステファンは護衛だ」とひと言返しただけで、ドアの方へと歩き出した。

「ステファン、戻るぞ」

「は、はい！」

「まだ話は終わっていませんぞ！」という公爵の怒声を無視して、殿下は廊下に出ていき、私も慌てて後に続いた。




　その後、殿下はクロードさんと仕事のために執務室に向かい、私は授業があるので一旦自室に戻る。教本を手に廊下に出ると、ちょうど向かいのドアが開いて、リリィが若い侍女を伴って出てくるところに鉢合わせた。

　リリィは私を見るなり「ステファン！」と駆け寄って、無邪気に腕に絡みつく。

「これから授業なの？」

「はい。リリィもそろそろ、家庭教師の先生がおいでになる時間では？」

「今日はお休みなの。マチルダ先生、ギックリ腰で動けないんですって。おかわいそうね。でも私、ちょっとだけ喜んでしまったの。レース編みは性に合わないから」

　貴族の女性の嗜たしなみとして、レース編みは必須。普通は母親から娘へと技術が伝えられるものなのだが、リリィが生まれて間もなく、先代のお妃様が亡くなられたということで、レース編みにも家庭教師がついている。

　先生がお休みで喜ぶ彼女の気持ちはよく分かる。私も実家でレース編みをやらされたとき、あまりの退屈さに発狂しそうになったから。

　私ほどとはいかなくても、リリィもなかなかのお転婆娘だ。

　自分に少し似ている性格も含め、こうして懐かれるのが妹のようにかわいくて、つい頭を撫でてしまった。すると彼女が目を丸くして、その白い頬がピンクに色づき、恥ずかしそうな顔をした。

「あ、すみません！　失礼なことをしてしまいました」

　慌てて手を引っ込めて謝る私に、彼女は照れ笑いを浮かべて首を横に振る。

「ううん、ステファンの手は温かくて優しくて、嫌じゃないわ。アミルお兄様に撫でられるよりも嬉しかった。お兄様には内緒よ？」

　そう言って私の失礼を許してくれた彼女は、なにかを思いついたように両手をパチンと合わせて顔を輝かせた。

「そうだ、今日はお天気がいいから、お庭の池の前でお茶会を開こうかしら。ボートも出してもらうわ。ね、ステファンいいでしょう？」

「え、僕もですか？　僕はこれから授業が」

「午後の話よ。ラテン語なのでしょう？」

「時間割をよくご存知で……」

　私は教師から特別にラテン語の授業を免除されている。だから今日の午後は時間が自由に使えるので、剣の稽古に汗を流そうと思っていたのに……。

　困り顔になった私に、リリィの眉がハの字に傾く。

「ダメなの……？」

　そんな寂しそうな顔をされたら、ダメとは言えない。剣を振るえないのは残念だけど、リリィと話をするのは楽しくもあるし。

「いいですよ。では午前の授業が終わりましたら、庭に向かいますね」

　彼女の顔がパッと輝く。「ステファンありがとう！」と飛びついてきて、それまで側で黙っていた侍女が「リリィ様、ここは廊下ですよ」と困った顔で注意をした。




　六時課の鐘が鳴って、午前の授業が終わると、私は庭へと向かった。

　バラの垣根を越えて芝生を進むと大きな池があり、その脇にリリィのお茶会会場が設けられていた。

　さすがこの国のお姫様。普通の十二歳の女の子が思いつきで開く、ままごとみたいなお茶会とわけが違う。

　立てられた支柱に張られた、日除けの大きな布。その下にガーデンテーブルが六つ置かれていて、小花柄のテーブルクロスがかけられていた。

　レンガを積み上げた即席の焼き窯がまが用意され、調理人がなにかを料理している。メイドと執事が三人ずついて、お茶の準備に忙しそうだ。

　招待されたのは私だけではなく、リリィのお気に入りと思われる使用人たちが、今ばかりは客として椅子に座っていた。

　もっと簡単なピクニックのようなものだと思ってたのに……。

　リリィは侍女とのおしゃべりに夢中で、苦笑いしながら後ろから近づく私にまだ気づいていない。声が届く距離まで近づいて、「リリィ」と呼びかけると、パッと振り向いた彼女の顔に笑顔の花が咲いた。

「リリアーヌ嬢、本日は、お招きくださり光栄です」

　固い挨拶と共に、わざと正式なお辞儀を披露すると、リリィもツンと澄まして答える。

「よろしくってよ。存分に楽しむといいわ」

　お互いにプッと吹き出して笑った後は、早速お茶会が始まった。私はリリィの隣で、このテーブルには他にリリィ付きの侍女と庭師のおじいさんが座っている。

　庭師はリリィの正面に座ることに恐縮している様子だったが、彼女は「いつも綺麗なお花を届けてくれるお友達なの」と、私に紹介してくれた。

　サンドイッチやチーズをのせたビスケット、焼き立てのチェリーパイが出されて、紅茶を飲みながら会話を楽しむ。

　空は晴れ渡り、群れからはぐれたような綿雲がひとつ、ポツンと浮かんでいるだけ。眩しい夏の太陽に、緑や池が輝いていた。池には鴨が数羽浮かんでいて、水草を食べているのか、ときどき水面にくちばしをつけていた。

　気持ちがいいなと思っていたら、リリィに「お茶のおかわりは？」と聞かれた。「もう充分です」と断ると、リリィは立ち上がって私の腕を引っ張った。

「それなら、遊びましょう？　ボートを出してもらったの！」

　池を見ると、桟さん橋ばしの脇に白いボートが浮かんでいた。「早く、早く」と急かすリリィに引っ張られるようにして、池のほとりの桟橋に上る。私が先にボートに乗り込み、彼女は差し出した私の手に掴まるようにして乗り込んだ。

　向かい合って座り、オールを漕ぐのはもちろん私。広い池にゆっくりと漕ぎ出すと、リリィは大きな鍔のついた帽子の下で楽しそうな顔を見せる。

「ステファン見て、みんなが小人みたいだわ」

　ちょうど池の真ん中辺りで漕ぐ手を止め、リリィの指差す方を見ると、お茶会を楽しむ人たちが親指ほどの大きさだ。

　結構な距離が開いて、ふたりきりになった気分。リリィもそう思ったようで、「まるで恋人たちの逢おう瀬せのようね」とおませなことを言うから、私は苦笑いした。

　騎士と姫君のカップルに見えなくもないが……私は女で、リリィはまだ子供だ。私にはどうしても、姉妹の水遊びとしか思えない。

　おませな彼女が恋人ごっこを始めると困るから、私は思いついた別の話題を口にする。

「近々、バルドン公爵が舞踏会を開かれるそうですが、リリィも行くんですか？」

　盛大に開くようなことを言っていたから、きっとリリィも招待されているはずだと思って聞いていた。そして、殿下と同じように『行きたくないけど行くしかない』というような返事をされると予想して。

　しかし彼女の答えはその逆で、「行ってみたいけど、毎年、お兄様がダメって言うの」というものだった。

　意外そうな顔を見せた私に、リリィは口を尖らせて説明する。

「私に悪い虫がつかないようにって、お呼ばれされるパーティは、お兄様がすべて断ってるわ。私が参加を許されるのは、お兄様主催の晩餐会だけなの」

　過保護な兄と、外に出たいのにとむくれる妹の会話を想像し、私は笑った。

　なんて微笑ましい兄妹なのだろうと、心がほっこりさせられる。

「殿下はリリィを溺でき愛あいしておいでですから、仕方ありませんね」

　そう返して笑う私に、彼女は頬を膨らませて「大変なのに」と文句を言う。それから、急にニッコリ笑って反撃してきた。

「ステファンだって、アミルお兄様に愛されているじゃない」

「えっ!?」

「続き間のことよ。護衛のためって言ってるけど、本当はステファンともっと仲よくなりたいからだと思うわ。お兄様って、そういう人なのよ」

　もっと仲よくなりたいって……。

　続き間に移動してから、これといった甘い展開には至っていないというのに、なぜか焦り、顔が熱くなる。

　私を男だと思っているリリィなので、仲よくという言葉に深い意味はないのだろう。それでも恥ずかしくなり、目が泳ぐ。

　殿下にとって私は愛玩犬のようなものなのだからと言い聞かせ、なんとか心を落ち着かせて、話を戻した。

「リリィはどうしてバルドン家の舞踏会に参加したいのですか？」

　他の貴族の集まりなら分かるけど、私なら参加したいとは思わない。でも公爵はリリィにとっても叔父だから、もしかすると彼女は懐いているのかもしれないと思って聞いてみた。

　するとリリィはなぜか辺りを見回す。池の上にボートは一艘だけで、誰も聞いていないというのに、まるで内緒話をするように声を潜めて話し出した。

「叔父様のことは好きじゃないけど、バルドン家の催しなら、たくさんの貴族が集まるでしょう？　お友達ができるかもしれないじゃない。叔父様だけじゃなく、息子のロドリグも、娘のエリーヌも大嫌いだけど、我慢してでも行きたいわ」

　叔父といえども、やっぱりリリィもいい印象を持っていないのねと納得する。でも引っかかる点もあった。息子のロドリグという人には会ったことがないけれど、大人しそうなエリーヌ嬢のことまで嫌いとは、一体どうして……。

　リリィにつられて、私も小声で聞き返す。

「エリーヌ嬢も好きじゃないんですか？」

「そうよ。あの見た目に惑わされてはダメよ。私ね、会っただけで、その人がいい人か悪い人か分かるの。バルドン家の人たちのオーラは、みんな黒。自分の幸せしか考えられない人たちなのよ」

「オーラ？」

　初めて聞く言葉に首をかしげた私に、「あら、知らないの？」と、リリィは得意げに説明してくれた。

　オーラというのは、魂が発する光のようなもので、リリィは人の周りに光の靄もやが見えるというから驚かされる。そのオーラは人それぞれ色が違っていて、性格の悪い人は濁った色になるらしい。

　バルドン公爵の色が真っ黒だというのは頷けた。私にはオーラは見えないけれど、会うたびに嫌な気分にさせられるから。でもエリーヌ嬢も黒だというのは分からない。私の目には、恋する美しいお嬢様としか、映らなかったんだけど……。

　その答えは得られぬまま、バルドン家について説明するリリィの話を聞いていた。

　バルドン家は都で一番の貿易会社を営んでいて、アラブ地域からの物流は独占状態。もし公爵がアラブからの輸入を止めたら……薬や香辛料の価格が暴ぼう騰とうして大変なことになるそうだ。

　田舎者の私は、他の貴族の情報に乏しい。彼女の話を聞いて初めて、バルドン家の強みを知った。大きな権力を持つ理由は、血筋的に大公家に近いからだと思っていたけど、それだけじゃなかった。

「叔父様を怒らせれば、貴重な薬や香辛料が入ってこなくなる。だからお兄様も、あまり強く出られないのよ」と、リリィが教えてくれた。

　思い出していたのは、中庭で剣を取り上げられそうになったときのこと。窓から覗いていた殿下が、公爵を厳しく諌いさめてくれたから、この剣は今も私の腰にある。公爵の機嫌を損ねれば、大きな面倒ごとに発展するかもしれないのに……。

　今朝は私を続き間に住まわせたことで公爵から文句を言われていたし、知らず知らずのうちに私は殿下に迷惑をかけているのでは……。

　急に顔を暗くすると、リリィが身を乗り出すようにしてギュッと手を握ってきた。

「大丈夫よ。お兄様がいる限り、この国は平和だわ。なにも、心配いらないの」

　その言葉に、私はキョトンとしてしまう。

　考えていたのは国のことではなく、殿下に迷惑をかけたことについてだけど……。

　それを説明できずに「そうですね」と笑顔を作ったとき、突然強い風が吹き抜け、リリィの帽子が飛ばされた。ピンクのリボンのついた白い帽子は鳥のように風に乗り、池の奥の睡すい蓮れん群の中に落ちてしまった。

「ああ、帽子が……」

　泣きそうな顔を見ると、どうやらお気に入りの帽子だったみたい。

　私はオールを漕いで、睡蓮の花の咲く方へとボートを近づけていく。水面に広がる葉の中に分け入ろうとしたら、リリィに止められた。

「ステファン、やめて！　帽子は諦める。睡蓮を傷めたくないの」

　ここから奥まで、大きく平らな葉が、水面を埋めるかのように広がっている。葉や花を傷つけないようにボートで進むのは無理だった。

　お気に入りの帽子より、睡蓮を心配するリリィは優しい子。しかし、その目はやっぱり帽子に向いていて、殿下と同じ青い瞳が悲しそうだった。

「リリィ、この剣を預かっていてもらえますか？」

　腰の剣を鞘ごと外して、彼女に手渡す。受け取りながらも首をかしげる彼女の前で、私はボートを揺らさないように気をつけながら、ザブンと池に飛び込んだ。

「ステファン!?」

「泳いで取ってきます。待っていて」

　青の衣は水を吸って動きにくいけれど、なんとか体を前に進め、睡蓮群の中に分け入っていく。葉の上で鳴いていた青蛙が驚いて飛んでいき、葉の陰に隠れていた小魚も逃げ出した。小さな生き物たちに「ごめんね」と謝りながら、やっとのことで葉の上に落ちている帽子までたどり着いた。それを頭にのせて、ボートへと引き返す。

　リリィはハラハラした顔をしてこっちを見ていて、私がボートの縁に片手をかけると、ポロポロと涙をこぼした。

「わっ、泣かないでください！　ほら、帽子はちゃんと――」

「違うわよ！　ステファンが溺れちゃうと思って、私……」

　リリィの涙の意味は、私を心配してのことだった。

　びしょ濡れでボートに上がった私は、帽子を渡して笑顔を向ける。

「大丈夫ですよ。リリィを水の上に残しているのに、溺れることはできません」

　そう言った直後に、彼女の顔がなぜか真っ赤に染まる。涙に濡れる瞳が艶めいて、「ステファン」と熱っぽい声で名前を呼ばれた。

　あ、れ……？　リリィの様子が変わったように見えるのは気のせいか。十二歳はまだ子供だと思っていたのに、なんだが急に大人びた顔つきになったような……。

　リリィは涙を拭いてから、思い切ったように口を開く。

「ステファン、あのね、私はまだ子供だけど、あと四年もすれば大人になるわ」

「そ、そうですね」

「だから、あの……四年後に、私をステファンのお嫁さんにしてください！」

「え……えええっ!?」

　リリィのプロポーズに、私は目の玉が飛び出しそうなほどに驚いて、焦り始める。

　本当は女だから……とは言えないし、どうやって断れば傷つけずに済むのか。色々な断りの台詞せりふを頭の中に並べてみたけれど、どれも泣かせてしまいそうで使えない。

　困るばかりで答えられずにいたら、リリィの顔が曇り、「私のこと、嫌い？」と、泣きそうな声で問いかけられた。

「嫌いじゃないです！　リリィはかわいくて、明るくて、大好きです」

「よかった！　じゃあ、結婚してくれるのね？」

　どうしよう……断ることも、頷くこともできない。

　困り果てた私は、すべてを大公殿下に丸投げすることに決めた。

「まずは殿下のお許しをいただかないと。リリィには、僕のような田舎貴族は相応しくないと、反対される気が――」

　ボートが揺れたのは、リリィが飛びついてきたからだ。慌てて彼女の肩を掴んで引き剥がし、「ドレスが汚れます」と心配したが、「そんなのいいわよ」とまた抱きつかれた。

　遠くでお茶会をしている、使用人たちの目が気になった。

　これって、すごくマズイのでは……そう思っていると、やっと私から離れてくれたリリィが、はにかむような笑顔を見せた。

「お兄様のことなら、心配いらないわ。だってアミルお兄様も、ステファンが大好きだもの。きっと喜んでくださるわ！」

　それは絶対にない……とは、教えてあげられない。

　どうしよう、後で殿下に相談しないと。でも、なんと言えばいいのやら。

　こんな迷惑のかけ方をするなんて……と心に呟きながら、遠くに見える執務室の窓に目を遣やっていた。




　ボートから降りた後は、まだ続いているお茶会には戻らずに、リリィと別れて屋敷に戻った。

　夏の池には水草や藻がたくさん繁殖して、水にぬめりを感じた。当然、私の首から下もヌルヌルで気持ち悪い。

　早く洗い流したいと思いながら玄関を潜ると、ちょうどいいところで、ジャコブと鉢合わせた。

　ジャコブはかつての従僕の格好ではなく、今は黒い執事服を着ている。その理由は執事に昇格したからだ。

　部屋を移ることになったとき、私が世話係はジャコブがいいと頼んだので、今も身の回りの世話は彼がしてくれている。しかし、大公殿下の寝室の続き間に出入りする者が従僕では……ということで、試験もなしに執事に昇格となっていた。

「ステファン様、一体どうなさったんですか!?」

　ジャコブは黒みがかった目を見開いた。

「ちょっと池を泳いだら、こうなっちゃった。悪いけど、沐浴の用意をしてもらえる？」

「あの池で泳ぐ人はおりませんよ。しかも服のままで入るとは、なにをやっておいでですか」

　呆れ顔のジャコブと、苦笑いする私。

　そうだろうね。ドロドロでヌルヌルして、少々臭いから、泳ぐのに適さない池なのはよく分かったわ。

　ジャコブは沐浴の準備に走ってくれて、私は廊下にポタポタ垂れる雫を気にしつつ、自室へと戻ってきた。

　少し待っていると、ジャコブが大きな木桶を運び入れて、他の使用人たちも湯の入ったバケツを五つ持ってきてくれた。

　ジャコブ以外の者たちは不満顔。一階に沐浴場があるというのに、なぜ三階まで湯を運ばねばならないのだと言いたげだ。

　女であることを隠すためには、部屋で洗うしかないのよと、心の中で事情説明しつつ、「ありがとう」とお礼の言葉のみ口にした。

　廊下側のドアに鍵をかけ、ひとりになった後は、裸になって木桶の中に入った。

　石鹸を使って体を洗い、バケツのお湯で泡と汚れを流す。あとは髪の毛。池に頭はつけていないが、結わえている髪の下の方は濡れていて、ドロドロの藻も絡まりついているようだ。

　髪紐を解いていたら、殿下の部屋に繋がるドアの向こうに、急に話し声がした。一瞬、執事が掃除でもしているのかと思ったが、すぐに違うと気づく。

　この声は……殿下とリリィ？

　まだ日が高いというのに、なぜ殿下は寝室に戻ってきたのだろうと不思議に思っていた。しかもリリィまで連れて。

　いくら仲のいい兄妹でも、お互いの寝室に出入りすることはないと思うのに。

　つい耳をそばだてると、リリィがなにかをお願いしているようだった。

「お兄様、どうか許して。今すぐじゃなく、四年も先のことよ？」

「ステファンだけはダメだと言っているだろう。頼むから諦めてくれ」

「どうしてよ！　お兄様だってステファンのことを気に入ってるじゃない！」

　これは、もしや……。リリィからのプロポーズを、殿下にどう相談すべきかと悩んでいたのに、私より先に彼女が話してしまったようだ。

　許してもらえると思っていたリリィは、反対されて驚いたことだろう。それでも諦めずに、兄を追って寝室まで入ってきたということか。

　リリィが反対する理由を求めても、殿下は「とにかくダメだ」の一点張り。しばらく同じ会話が繰り返されていたが、ついにリリィの涙交じりの大声が響いた。

「お兄様の分からず屋！　もう、お兄様なんて大嫌いなんだから！」

　リリィがドアを開けて出ていく音がして、泣き声が廊下から小さく聞こえた。続いてリリィの寝室のドアが開いて閉じる音がして、彼女の声は完全に聞こえなくなった。

　止めていた手を動かし、髪を洗いながら、私はリリィを心配する。

　今頃、ベッドに突っ伏して泣いているのかな？　慰めに行きたいけれど、寝室に入るわけにはいかないし、どうしよう……。

　私はベッドの方を向いてしゃがんでいて、隣の部屋に繋がるドアは後ろにあった。

　木桶の中で、頭からバケツの湯をザブッと被る。

　その直後に背後から、殿下の声を聞いた。

「ステファニー、お前はリリィになにをした？」

　はっきりとしたその声は、ドア越しのものではない。

　心臓が大きく跳ね、勢いよく肩越しに振り向くと、いつの間にか部屋に入ってきていた殿下が、ドアに背を預け、腕組みして私を見ていた。

　殿下の寝室に繋がるドアには、鍵がついていない。それでも部屋を移ってからの十日ほど、ただの一度も開けられることがなかったから、安心していたのに……。

「キャア！」と短い悲鳴をあげて、体を隠すように丸くなる。

　コツコツとブーツの音が背後に近づき、再び悲鳴をあげたくなったところで、背中にタオルがかけられた。

「髪の汚れが、落ちてないぞ。これは、水草か？　なにをやってたんだ？」

　呆れたように言われた後、側にあった櫛を殿下が手に取り、私の髪を梳かし始めたから、また驚いた。

　どうやら髪にこびりついた藻を、こそげ落としてくれているようだけど……。

「どうか、おやめください。殿下がそのようなことをなさるのは……」

　大公殿下に使用人のような真似はさせられない。加えてこの恥ずかしさ。体をすっぽりと包む大きさのタオルがかけられていても、鼓動は爆音を響かせている。

　慌てて殿下の手から櫛を奪い取ろうとしたが、あっさりとかわされて、「じっとしてろ」と命じられた。

「後ろについている汚れは、ひとりでは洗えないだろ」

「し、しかし」

「俺の他に、お前の髪を洗ってやれる者がいるのか？」

　それは……いない。女だという秘密を守らねばならないのだから、メイドにも頼めない。

「申し訳ありません」と謝って、されるがままになる私。

　櫛で藻をこそいでは湯をかけることを繰り返す殿下が、「俺はリリィに嫌われたぞ」と文句を言うから、また謝らねばならなかった。

「実は、先ほど……」

　謝った後は、お茶会での出来事を話した。ふたりでボート遊びをしていたら、リリィの帽子が飛んで池に落ち、私が泳いで取りに行ったことを。ボート上での会話もすべて話したら、殿下に「女たらしめ」と笑われた。

「リリィがお前に惚れた理由がよく分かった」

「え？　私はなにも……」

「無自覚でリリィを虜にしたのか？　ますます困った奴だ」

　殿下の言いたいことがよく分からなかったが、困った奴と言われて、また謝ろうとしたら、バケツ半分の湯を頭から浴びせられた。湯を吸い込んでむせる私。

「よし、綺麗になったぞ」という声がした、その直後、体にかけていたタオルを取り上げられた。

　再び裸体を晒すこととなり、慌てふためいていたが、すぐに悲鳴さえあげられないほどの驚きの中に落とされる。

　殿下が長い腕を回して、後ろから私を抱きしめているのだ。

　片膝を木桶の中についているので、ズボンが水を吸っていることだろう。雫のついた私の体を抱いているのだから、ブラウスの胸元も袖も濡れているに違いない。

「なぜ、このようなことを……」

　震える声で問いかけると、「ふたりの人間を、虜にした罰だ」と言われた。

　ふたりの人間とは、リリィと、それから……。

　心臓が耳元で鳴っているかのように激しく波打ち、勝手に期待が湧いてくる。

　もしかして殿下は私をお好きなの？と考えたら、嬉しくなって、初めての恋に落ちてしまいそう。

　しかし、そうならないように、現実的な問題を考えて、落ち着こうとしていた。

　田舎の落ちぶれ貴族の私は、殿下に相応しい相手ではない。女らしさから遠く離れた、おかしな性格をしているし、髪を短くしてズボンを穿き、剣を振り回していては、殿下と釣り合う女性には到底見えない。

　殿下には、貴族然とした淑女が似合う。美しいエリーヌ嬢のような……。

　思い出したエリーヌ嬢の存在に、チクリと胸が痛んだ。

　その痛みの意味を考えている暇はない。

　体に回された殿下の腕が緩んだと思ったら、右肩になにか、柔らかな感触が……これは殿下の唇だ。

　肩にキスを受け、私は息をのむ。

　どうしよう、このままでは心臓が壊れてしまいそう……。

　殿下の唇は私の肌より温かい。その唇が、肌の感触を楽しむかのように、ゆっくりと移動していた。肩からうなじへ。首筋を上って耳へ達すると、艶めいた吐息交じりの声で囁かれる。

「ステファニーの肌は美しいな……。陶器のように白く滑らかで、焼き立てのパンのようにしっとりと柔らかい」

　褒められても喜べずにいるのは、パニックに落とされているせいだ。

　ドキドキしすぎて、もう限界。

　殿下の声が、腕が、唇が……このままでは、気を失ってしまいそう……。

　意識が遠退きそうになっていたら、殿下は急に私を離して立ち上がる。

　失神せずに済んだ私はハッとして、慌てて足元に落とされていたタオルを拾って、体にかけた。すると、真後ろにフッと笑う声が聞こえる。

「今日のところは、これで許してやろう。さて、リリィのことをどうするか……」

　そ、そうよ。リリィの恋心をどうするのかが、緊急課題。色々と意味深な言葉を言われた気がするけれど、それについて考えるのは後回しにしないと。

　なんとか気持ちを立て直し、後ろを見ずに意見する。

「事情を話したいです。このまま騙し続けるのは、心苦しいので」

　リリィは私への恋心を抱いたばかり。女であることを教えるのは、なるべく早い方がいいと思う。時間を置けば置くほど、大きく傷つけてしまいそうな気がしていた。

　殿下は少し考えてから「そうだな」と同意してくれた。

「秘密を知る者を増やしたくないが、仕方ない。リリィには俺から話そう」

　結論が出た後は、踵を返す気配がして、ブーツの音がドアへと移動する。続いてドアを開ける音も聞こえて、やっと羞恥から解放されると思ったら、からかうような調子で言われる。

「勇敢な騎士のお前でも、こういう場面では怖気づくんだな」

　パタンとドアが閉められ、隣の部屋から漏れる笑い声を聞いていた。

　そっと後ろを振り向いて、殿下がいないことを確かめてから、私は立ち上がり、大急ぎで新しい布帯を胸に巻く。まだ体が濡れているけれど、またドアが開くかもしれないと思うと、拭いている暇もない。

　身支度しながら考えていることは、最後に残した殿下の言葉。

　あれは、からかわれたという解釈で、いいのよね？　あんなふうに笑われたのだから、まるで私を想っているかのような言動は、すべて冗談だったということで……。

　ホッとしたような、残念に思うような、複雑な気持ちにさせられていた。

　ホッとする理由は分かる。分不相応の恋に陥れば、先は苦しみしかないからだ。

　でも、残念に思うのはどうして？　もしかして、私はすでに殿下に恋しているのかな……。

　行き着いた推測に、瞬時に顔が熱くなる。

　こんな私が恋なんて、そんなの嘘よ……。

　はっきりと形にならない想いは、まだ恋じゃないと思い込もうとする。

　ここで踏みとどまれば、なんの問題もないのだから、これ以上、心を揺らさないようにしないと。

　それでも、殿下の唇が触れた、この体を意識してしまう。

　右肩からうなじまでを指でたどり、ひとり迷いの中に落とされていた。










舞踏会に芽生える恋と不信




『本当に女の子なの？』と、涙目のリリィに聞かれたのは、ひと月ほど前のこと。

　やはり、かなりのショックを受けたようで、しばらく元気のない彼女だったが、今はもと通りの溌はつ剌らつとした笑顔を見せてくれている。

　夏が終わろうとしているこの季節、中庭に涼しい風が吹いていた。食事も終えて、午後の授業が始まるまでの休憩時間を、リリィと一緒に過ごしている。

　ガーデンテーブルで紅茶を飲みながら、他愛のないおしゃべりをしていると、「ねぇ、ステファニー」と本当の名前で呼ばれ、ギクリとした。

　リリィの侍女は、先ほどお茶のおかわりを用意しに出ていったので、周囲には誰もいない。それでも四方を囲む壁には窓がついており、誰かに聞かれる可能性はある。

　唇に人差し指を当て、「しー！」と注意してみたが、リリィは「あら、ごめんなさい」と笑うだけで、反省の様子は見られなかった。

　殿下が、最初からリリィに事情を話さなかった理由は、これなのね。積極的に秘密を暴露するような女の子ではないけれど、まだ子供だから注意が足りない。秘密がバレたら大変なことになるという認識も甘い気がしていた。

　冷や汗を流した私に、「だって紛らわしいんですもの」と言い訳する彼女は、一通の白い封筒を差し出した。

「お手紙を書いてきたの。これを本物のステファンに送ってね」

　そう、今のリリィが恋する相手は私ではなく、実家にいる双子の兄。

　どうしてこうなったのかというと、ひと月前、失恋に嘆くリリィがあまりにもかわいそうで、私はつい余計なことを言ってしまったからだ。

『実家には本物のステファンがいます。顔は私とそっくりで、背が少し高いです。ステファンは私よりも男らしい見た目ですよ』

　臆病で女々しい性格であることは伏せ、容姿のみを説明した結果、こうなってしまった。リリィは会ったこともない本物のステファンに恋をして、せっせと文通に励んでいるのだ。

　おかしな噂が立つと困るので、手紙のやり取りは、私を介してこっそりと行っている。

　大公殿下の妹君からの手紙に、兄は驚き、初めは困ったようだけど、今は楽しんでいるみたい。退屈なステファンの生活に刺激と彩りを与えているのではないかと、想像していた。

　リリィは頬を染めて、「いつか本物のステファンに会わせてね」と、小声で私にお願いしてくる。

　屋敷から出たがらない兄のことだから、呼んでもきっと来ないだろう。来る気になったとしても、ステファンがふたりいることになり、それはそれで困る。弱虫な実物を見て、リリィががっかりして落ち込むのも困るし……。

「そ、そうですね。殿下のお許しがあれば、いつの日にか……」

　答えに窮きゅうする私は、やっぱり殿下に丸投げするしかできなかった。

　侍女が新しい紅茶のポットを抱えて、中庭に戻ってきた。それと同時に、二階の謁見の間の窓が開いて、殿下が顔を覗かせた。

「ステファン、午後の授業は早目に切り上げろよ。支度に時間がかかるからな」

　その声かけに、首をかしげた私。ガーデンチェアから立ち上がり、南の壁際まで駆け寄って、真上を見上げて聞き返した。

「支度とは、なんのことでしょう？」

　すると殿下は片眉を吊り上げて、呆れ顔になる。

「バルドン家の舞踏会は、今日の夕方からだと教えただろう」

　確かに数日前の食事の席で、その話は聞いた。夕方から深夜まで、飲んで食べてしゃべって踊るという、面倒で退屈な宴なのだと、殿下は教えてくれた。

　でも、私は招待されていないのだから、支度の必要はないはずなのに……。

　まさかという思いで「僕も行くのでしょうか？」と尋ねたら、「当然だ。お前がいないと俺が退屈になる」と返され、私は慌てた。

「し、しかし、着ていく服がありません」

　青の衣のままでいいというなら問題ないけれど、まさか会場内に護衛の騎士を連れて入るとは思えない。フォーレル家の跡取りという立場で殿下についていくのなら、正装しなければいけないだろう。舞踏会といえば燕えん尾び服だけど、そんなもの持っていないし、急に言われても用意できない……。

　うろたえていたら、「心配いらない」という声が降ってきた。

「お前の燕尾服は作ってある。見せてやるから、執務室まで来い」

　リリィに挨拶してから中庭を出て、執務室まで行く。ドアをノックすると、クロードさんがいつもの笑顔で迎え入れてくれた。

「失礼します」と中に足を踏み入れた私は、驚いた。壁際に、仕立屋にあるような木目の人形が二体置かれ、殿下と私のものと思われる燕尾服が着せられていたのだ。

　大きい方の燕尾服は藍色で、胸元にはたくさんの勲章がつけられている。

　小さい方は若草色。同じ色の蝶ネクタイも用意されていた。

　クロードさんに促されて人形の前まで歩み寄ると、それが最高級の布地と一流の縫製技術によって仕立てられたものであることが見て取れた。

　こんな立派な燕尾服を私に……。

　溜め息をつき見惚れていたら、私の横に殿下が並んだ。「どうした。ドレスの方がよかったと思っているのか？」と、からかってくる。

「ご冗談を。ドレスを着るわけにはいきませんし、似合いもしません」

　笑って言葉を返しつつ、殿下と視線を合わせたら……青い瞳が甘く煌めいたように感じて、心臓が跳ねた。

　ひと月ほど前に沐浴中に踏み込まれて以降、あのドアが開けられることはなかった。特別に心を乱される展開もなく、あのときの殿下の甘い言動は、やっぱり冗談だったのだと思うことにしている。それなのに、こうして視線が合わさっただけで、なぜか私の胸は高鳴り、なにかを期待してしまう。

　まさか、これが恋というものなの……？

　消しても消しても浮かんでくる〝恋〟という言葉を、今日も殿下から視線を逸らして、やり過ごそうとしていた。

　すると、「なぜ目を逸らす」と不満げな声がして、顎先に長い指がかけられた。もう一方の殿下の手は、私の腰を引き寄せて、体が密着し……。

　恋のような気持ちに抗う私には、この冗談は厳しすぎるというものだ。

　両手で殿下の胸元を押して抵抗すると、「生意気な」と笑いを含んだ声で言われて、腰に回される腕にさらに力がこめられた。

「この俺を拒むのは許さん。諦めて身も心も俺に委ゆだねるんだ」

　女の私が、力で殿下に敵うわけがない。なす術すべのない私ができることといえば、心臓を激しく動かして、心の中で慌てることだけ。

　斜めに傾けて近づいてくる形のいい唇に、鼻び腔こうをくすぐるバラの香り。

　今にもくっつきそうな唇の距離に、瞬きもできぬほどに緊張して固まっていたけれど……私の唇に触れたのは殿下の唇ではなく、白い紙だった。クロードさんが書類のような紙を一枚手にしていて、それを私と殿下の顔の間に差し入れたのだ。

　チッと舌打ちした殿下は、腕を離してくれて、私はよろけるように三歩後ずさる。

　クロードさんは私たちの間に立って、笑顔のままに、殿下を叱った。

「アミル、結婚前のステファニー様を、傷ものにする気？」

「キスくらい、いいだろ」

「ダメ。ふたりとも庶民とは違うんだから、ちゃんと手順を踏んで。色々するのは、フォーレル伯爵に結婚の申し入れをしてからだよ」

　のぼせた頭では、ふたりの会話を理解することができなかった。

　紙越しとはいえ、唇が唇に……。

　たった紙一枚なので、殿下の唇の弾力や温もりがはっきりと感じられた。

　その感覚がまだ唇に残っていて、しばらく動揺の波は引きそうにない。

　ふたりが、まだなにかを言い争っていても、唇に意識のすべてを持っていかれた私の耳には届かなかった。

　紙一枚を挟んだキスは、私のファーストキスなのか、それとも未遂なのか……。

　考えれば考えるほどに動悸は激しくなるばかり。

　心臓が持ちそうにないから、こんな冗談は、勘弁してもらいたかった。




　空に晩夏の月が昇る頃、私はバルドン家の二階にある大ホールにいた。

　壁に飾られた何十枚もの有名画家の絵画や、金や宝石で装飾された柱や天井。飾りすぎで趣味が悪いのに、貴族たちは公爵に挨拶しながら、口々に豪華さを褒めそやしていた。

　今は公爵の長い挨拶と、乾杯が終わったところ。あとは自由に、飲んで食べて楽しんでくれということだ。

　食事は立食形式で、壁際の長テーブルにはご馳走がずらりと並んでいた。椅子も並べられているが、始まったばかりの今、座って食べている人はほとんどいない。皆、食べるよりも挨拶回りに忙しい。

　その挨拶回りの貴族たちが、我先にと押し寄せているのが殿下のもとで、何重もの人の輪ができていた。

「大公殿下、お久しぶりにございます。ますますご盛栄のこと、お慶び申し上げます」

「都はいつ来ても、豊かで賑わっておりますな。それというのも、ひとえに大公殿下の……」

　ご機嫌取りのような、お世辞合戦が繰り広げられ、殿下はきちんと受け答えしつつも、その眉間には微かに皺が寄っていた。

　ここに着いたとき、『俺から離れるなよ』と命じられていたので、私はずっと殿下の斜め後ろに立っている。こんなに近くにいるというのに、忙しそうな殿下と違って、私は挨拶合戦に巻き込まれていなかった。田舎の落ちぶれ貴族などに、興味を示す人は誰もいないからだ。

　離れるなと言われていたけれど、殿下に群がる人たちに押し出されるようにして、気づけば私は輪の外に。

　どうしようと考えたが、人をかき分けて殿下の側に戻ることはできそうにない。

　それで殿下の側を離れ、料理の並ぶテーブルの方へと歩き出す。お腹も空いているし、殿下の周囲が落ち着くまで、腹ごしらえでもしていようかと思った。

　ご馳走の並ぶテーブルの前で、給仕の者にローストビーフを切り分けてもらう。小皿を手に立って食べていたら、「ステファン殿！」と後ろから声をかけられた。振り向くと、そこにいるのはエドガー。

　そういえば、エドガーも午後の授業を早退していた。有力貴族であるビーンシュトック侯爵家の跡取りなのだから、彼は招待されていて当然だった。

「ステファン殿も招待されていたのですね。嬉しいです！」

　エドガーはくりくりとした丸い目を輝かせて、心からの喜びを見せてくれる。

　ローストビーフを飲み込んだ私は苦笑い。

　招待されたわけではない。ここに着いたとき、殿下の隣にいる私を見たバルドン公爵は、なんでお前まで来るのかと言いたげな目で睨んできた。殿下の考えで私を連れてきたことは、説明しなくても分かっただろうし、帰れとは言われなかったけれど。

　それを正直に説明したのに、なぜか彼に尊敬の眼差しを向けられた。

「ステファン殿は、大公殿下に認められているのですね。いいなー。僕も殿下に目をかけていただきたいものです」

　認められているというか……殿下は私で遊んでいるのではないかと、最近よく思う。

　殿下にとって私は愛玩犬。男か女かはっきりしない珍しい犬種だから、側に置いてかわいがったり、からかったりして、楽しんでいるんじゃないかな……。

　それは説明できないので、曖あい昧まいに笑ってやり過ごす。

　最初は生意気だったエドガーを、今はかわいく思っていた。彼の家の方が爵位が上なのに、こうして慕われると、弟ができた気分で嬉しい。

「そうだ、ステファン殿をぜひ、父上に紹介させてください！」

　エドガーが急に腕を引っ張り歩き出すから、私は慌てて空の皿とフォークを側にいた使用人に渡し、ついていく。しかし、ホールの真ん中まで来て、遠くに父親を見つけた様子のエドガーが足を止めた。

「すみません、今は取り込み中のようで……」

　彼の視線を追うと、その先には殿下を取り巻く貴族たちの姿があった。先ほどよりはだいぶ混雑が解消されているが、殿下はまだ十人ほどの貴族に囲まれていた。

　その中にエドガーと同じ、赤茶の髪をした紳士がいる。あの人がビーンシュトック侯爵なのだろう。侯爵は私と同じくらいの年頃の娘を連れていた。

　あの御令嬢が、エドガーのお姉さんね……。

　以前、エドガーが私に相談してきた。姉の名を花嫁候補に挙げたいので、殿下のお気に入りの私に手伝ってもらえないかと。

　それは無理だと断ったけれど、エドガーのお姉さん、諦めずに頑張っているみたい。

　遠目でも、かわいらしい容姿をしているのが見て取れた。エドガーと同じ、くりっと丸い目をして、赤茶の長い髪を縦に巻いている。黄色のドレスを身に纏い、同じ色のリボンで髪を飾っていた。ドレスのスカートを両手で品よくつまんで挨拶してから、彼女は赤い顔で殿下に話しかけた。

　それを見て、私の胸はチクリと痛む。私の目には愛らしく映るあの令嬢を、殿下はどのように見ているのか……それが気になって仕方ない。

「姉上、頑張って」とエドガーが小声で応援しているから、私はさりげなく「こっそり近くに寄ってみようか？」と提案してみた。

　邪魔するつもりはない。ただ、どんな会話をしているのか、聞きたいだけ。

　エドガーと顔を見合わせて頷き合うと、殿下の右横からこっそりと近づいていった。

　殿下の周囲には、まだ挨拶待ちの貴族が十名ほどいる。間にふたりの男性を置いて、その後ろから覗き見ると、エドガーのお姉さんの声が聞こえてきた。

「わたくし、今日のために教師を雇って、ダンスを練習しておりました。ワルツもタンゴも、上手に踊れます。大公殿下、どうか、わたくしと一曲、踊ってくださいませ」

　もうすぐ音楽が流れて、貴族たちが男女のペアを組み、踊り始める頃合いだった。

　真っ赤な顔でダンスに誘う彼女は、今、必死なのだろう。殿下と踊るために、ダンスの練習に励んでいたとは、健けな気げで男心をくすぐりそうな気がした。

　殿下はじっと見据えるだけで、返事をしようとしない。

　エドガーは指を組み合わせて祈っていて、私は……申し訳ないけど、応援できずにいた。

　殿下が女性と踊る姿を見たくない。舞踏会なのだから、そういうわけにはいかないと分かっている。それでも、断ってほしいと、勝手なことを考えていた。

　殿下が口を開きかけ、なんと答えるのかと、私の中に緊張が走り抜けたとき、聞き覚えのあるしゃがれた笑い声がして、周囲の貴族が騒ついた。

　挨拶待ちの貴族を蹴散らすように割って入ってきたのは、バルドン公爵とエリーヌ嬢。エドガーのお姉さんも、ビーンシュトック侯爵も、邪魔だとばかりに場所を空けさせられ、公爵は、殿下の真ん前にエリーヌ嬢を立たせた。

「殿下、どうですかな？　今宵のエリーヌは、格別に美しいと思いませんか」

　真紅のドレスに身を包んだエリーヌ嬢は、美しいだけではなく、情熱的に見えた。艶やかな茶色の髪はサイドを結い上げて、白いうなじを覗かせている。髪を飾るのはルビーのティアラ。大きく開いた胸元にも、大粒のルビーとダイアをあしらった、豪華なネックレスが輝いていた。

　ここが自分の屋敷であるためか、それとも着飾った自分の美しさに自信があるためか、彼女はかつて謁見の間で見たときよりも堂々としていた。スカートを両手でつまんで殿下に頭を下げ、戻した顔には誇らしげな笑みが浮かんでいる。

　周囲の視線を一身に浴びていることを、きっと彼女は意識しているのだろう。私こそが大公妃に相応しいという気持ちが、表情に透けて出ていた。

　大柄な男性の後ろからエリーヌ嬢を覗き見て、私はボート遊びをしたときの、リリィの言葉を思い出していた。エリーヌ嬢のオーラが真っ黒だと、リリィは言った。自分のことしか考えていない人だとも。

　初めて彼女を見たときにはなかった不快感が、胸の中に湧いていた。エドガーのお姉さんや他の令嬢よりも、彼女に、殿下に近づいてほしくないと感じていた。

　エリーヌ嬢が自信に満ちた笑みを浮かべて、殿下を誘う。

「今宵のダンスのお相手を、わたくしに務めさせてくださいませ」

　エドガーのお姉さんは一曲の相手を願い出ていたけれど、彼女は殿下を独占する気のようだ。

　この宴はバルドン家の主催で、主役はエリーヌ嬢。他の令嬢方は遠慮しなさいと言うように……。

　隣にいるエドガーが、「姉上、おかわいそうに」と呟く。

　エドガーの背中を撫でて慰めていると、公爵が高らかに声をあげた。

「さあ皆さん、ダンスを楽しみましょう。音楽を！」

　公爵の言葉を合図に、楽団がワルツを奏で始めた。ピアノと弦楽器が作り出す明るい曲に乗り、男女のペアになった貴族たちがホールの中ほどに進み出て踊り出した。

「殿下もどうぞ。エリーヌとダンスをお楽しみくだされ」

　公爵がそう言うと、エリーヌ嬢が殿下の腕に手を絡ませようとしている。

　殿下は顔をしかめているが、拒否を口にすることはなく、避けようともしていない。

　私はナイフで刺されたような鋭い痛みを胸に感じて、ふたりを視界に入れないように、急いで背を向けた。

　殿下とエリーヌ嬢が踊る姿は、きっと絵のように美しいことだろう。その絵の中に、私が入る隙間など微塵もない。

　家柄でも美しさでも、殿下に釣り合う女性はエリーヌ嬢しかいないのでは……。

　ふたりからなるべく遠くに離れようとして、私はトボトボと歩き出した。「ステファン殿？」と問いかけるエドガーの言葉も、耳に入らない。

　俯く私の目に映るのは、若草色の燕尾服。殿下が私のために仕立ててくれたこの服に、喜んで袖を通したはずだったのに……美しい令嬢たちが羨ましくて、複雑な気持ちになっていた。

　私もドレスを着てみたい。こんな私でも着飾れば、殿下の隣に立ってもおかしくないんじゃ……。

　いや、おかしいよね。髪は短いし、女らしくもできないし、ドレスを着たって似合うはずがないもの……。

　急にドレスを着たいと思うなんて、私は一体どうしてしまったのか。

　自分の心に問いかけると、浮かんできたのは〝恋〟という言葉。打ち消そうとしても、今度ばかりはしっかりと心にこびりついて、離れようとしない。

　もう認めるしかなかった。私は殿下に恋をしている。未来に繋がらない、苦しいだけの恋を……。

　背後が騒ついていた。きっと腕を組んだふたりが、ダンスを踊るためにフロアの中央へと歩き出したのだろう。それを見た貴族たちが、なんてお似合いなのかと、褒めそやしているのだと思っていた。しかし……。

　誰かに後ろから肩を掴まれ、私はビクリとして足を止めた。顔だけ振り向くと、そこにいたのは殿下で、驚いた私は「へ？」と間抜けた声をあげた。

　殿下は口の端を曲げ、「俺から離れるなと言っただろう」と文句を言う。それから私の手首を掴んで、ズンズンとフロアの中央へ。

　エリーヌ嬢と踊るものだと思っていた私は、この状況が理解できず、引っ張られて歩きながら、大きな背中に問いかけた。

「殿下、なにをなさるおつもりですか？」

「ダンスだ。舞踏会に来て、踊らずに帰るわけにもいかんだろう」

「で、ですから、エリーヌ嬢が先ほどお誘いになられたのでは……」

「相手は俺が決める。ステファン、お前と踊るぞ」

　驚き戸惑う私だったが、それ以上は問答無用で連れていかれ、すでに踊り始めている貴族たちの中に交ざった。

　向かい合わせに立つと、青い瞳がまっすぐに私を見下ろし、優しく微笑んだ。

「ワルツは踊れるか？」

「少しでしたら……」

　実家で、兄と共に両親に特訓されたときがあった。教えられたのはもちろん女性用のステップ。もう何年も前のことなので、ちゃんと覚えているかは自信がないけれど。

　殿下の左手が私の右手を取り、もう一方の手は背中に回された。殿下が一歩踏み出すと、それに合わせて私の足も勝手に動き、曲に乗って踊り出した。

　ちゃんと体がステップを覚えているみたい。よかった……いや、これはよくない。

　周囲の目が私たちに集中していることに気づき、ヒヤリとしていた。「殿下が男色という噂は本当なのか」というヒソヒソ声が耳に届くし、「あの少年は、なぜ女性のステップが踏めるんだ」という疑問の声も聞こえてくる。

　背中に冷や汗が流れ落ち、私は恐る恐る殿下に意見した。

「わた……いえ、僕と踊られるのは、色々と問題があるのでは……」

　ステップを踏みながら周囲を見渡し、そう言うと、私の背中に回された殿下の右手に力がこめられ、胸がくっつくほどに体の距離が縮まった。

「俺にエリーヌと踊れと言うのか？　お前はそれでいいのか？」

　いいのかと言われたら、よくないけど……。

　踊りながらフロアを移動していると、窓際にいるバルドン公爵とエリーヌ嬢の姿を視界に捉えた。公爵は目を吊り上げて怒りを露わにし、彼女は顔を歪めて悔しそうにこっちを睨んでいた。

　その表情は美しさから遠くかけ離れたもので……。正体を見てしまった気分になる。謁見の間で見た彼女の、控え目で淑やかな姿は作りものだったということなのか……。私にも真っ黒なオーラが見えるような気がしていた。

　殿下のリードでくるりとターンをさせられると、視界からバルドン父娘おやこの姿が消えて、視線を青い瞳だけに戻した。先ほどの問いに「嫌です」と正直に答える。「殿下が、他の女性と踊られるのは嫌です」と。

　すると青い瞳が弧を描き、口元には嬉しそうな笑みが広がる。

「ならば、余計なことを気に病むな。このときを楽しみ、俺に夢中になれ」

「はい！」

　殿下のリードは強引ではなく、優しく支えて自然に導いてくれる。まるで私がどう動きたいのかが、分かっているかのようだ。

　心を読まれていると思ったら、この淡い恋心も見透かされている気がして、急に恥ずかしくなり、顔が熱くなった。

　私は今、はっきりと自覚していた。

　殿下が愛しい……。

　サファイアのような瞳に見つめられると、鼓動が速まる。それは嫌なドキドキ感ではなく、もっと温かで甘いリズム。

　私ごときが殿下に恋をしたところで、実を結ぶことはないと分かっているのに、今ばかりは嬉しくて幸せで、不思議とこの先の不安は見えなかった。

　明るい曲調に合わせ、ふたりで三拍子のリズムを刻んでいると、楽しい気持ちにもなってくる。周囲が私たちをどう見ているのかも、気にならなくなっていた。

　クルクルと必要以上に回されて、私は笑い声をあげる。殿下も銀色の髪を揺らしながら、一緒に笑ってくれた。

　ああ、なんて楽しい宴なのだろう。この時間が永遠に続けばいいのに……。

　そんな願いが届くわけもなく、ワルツを二曲踊って殿下と手を離した。一応踊ったという格好がついたから、「これ以上は踊る必要がない」と殿下に言われたのだ。

　胸を高鳴らせていたのは、きっと私だけ。仕方ないよね……。




　ダンスを終えた私たちは、壁際に置かれた椅子に座り、豪華な食事を楽しんでいた。

　そこに私と同じ田舎者の雰囲気を漂わせた、中年の男性貴族がやってきた。

「あの、私はブヌトーと申します。このような場で申し訳ないと思うのですが、領地に発生しました疫えき病びょうについて、大公殿下にご相談が……」

　男性は断られるのではないかと怯えながらも、そう切り出した。

　殿下は観察するような目つきで彼を見てから話を遮り、「待て、それ以上は別室で聞こう」と立ち上がる。「ステファンは、ここで食べてろ」と言われたので、私は仰せの通りに、フォークを動かし続けていた。

　殿下がホールから姿を消すと、急に貴族たちがあちこちに小集団を作って、ヒソヒソと話し始める。

　また男色疑惑の話かな……。

　エリーヌ嬢を振って、私と踊ったせいで、噂が真実味を帯びてしまいそうな予感がしていた。殿下は気にするなと言ってくれたけど、私のせいだと思ったら、どうしても気にしてしまう。

　一馬身ほど離れた場所では、三人の男性がワインを飲みながら立ち話をしていて、漏れ聞こえる会話につい耳を傾けていた。

「最近の都は、治安が悪い。邪じゃ視しを持つ少年まで現れたと聞きましたぞ」

「邪視騒ぎは七年前にもありましたな。殿下の弟君が亡くなられた頃に」

「また凶事が立て続けに起こるのでは？　ああ、恐ろしや……」

　男色疑惑の話ではなかった。都の治安が悪化していることは、私も聞いている。しかし、邪視を持つ少年の話は初めて聞いた。

　邪視がどういうもので、どう恐ろしいかも分からず、説明が欲しいところ。七年前の話も気になる。

　興味がくすぐられて、立ち話をしている男性たちに話しかけたくなっていた。

　それで皿を置いて立ち上がる。しかし、一歩踏み出したところで、別の男性に声をかけられてしまった。

「大公殿下のお気に入りというのは、君？」

　グレーの燕尾服を着たキツネ目の男性で、歳は殿下と同じくらいに見えた。中背の細身の体形で、茶色の髪は顎下で直線的に切り揃えられていた。

　そう聞くということは、殿下と私が踊っていた姿を見ていないのだろう。遅れて舞踏会にやってきたということか。

　バルドン公爵主催の晩餐会に遅れるとは、なかなかの度胸だと思っていたら、私が返事をする前に彼が言葉を付け足した。

「へぇ、父上の言う通り、女みたいなかわいい顔をしているな。これじゃ殿下が骨抜きになるのも無理はないか」

　なんとなく棘とげを感じる言い方に加えて、私をジロジロ見る目つきがいやらしかった。

　表情を固くした私は「ステファン・フォーレルです」と名乗ってから、「あなたは？」と問いかけた。

　彼はフフンと笑うだけで、なぜか名乗らない。側を通る使用人を呼び止め、トレーからワイングラスふたつを手に取ると、ひとつを私に持たせてグラスを合わせた。

　一方的に乾杯させられた後に、やっと彼は名前を口にする。

「ロドリグ・バルドン。名を知られていないということは、俺もまだまだのようだね」

　バルドン公爵の息子……。

　舞踏会に遅刻してきても許されるわけだと、納得していた。

　母親似なのか、姿形は公爵に似ていないが、失礼で傲慢そうな雰囲気はそっくりだ。

　苦手意識を持った私は、すぐにでも他に移動したい気持ちになる。しかし、乾杯させられては、無下にするわけにはいかなかった。

　ロドリグはさっきまで殿下が座っていた椅子に腰を下ろし、私も仕方なく隣に座る。

　警戒心が顔に表れていたためか、ロドリグはまず、鼻で笑ってこう言った。

「安心しなよ。俺は殿下と違ってノーマルだから。男を食べたくはない」

　そういう意味での警戒ではないのにと思いながらも、「殿下は男色ではありません」と、それだけは否定しておいた。

「それはどういう意味？　君は、まだ殿下に食べられていないということかな？」

「僕と殿下の間にからかわれるような関係は一切ないという意味です。これ以上、殿下を侮辱するおつもりでしたら、僕はこれで失礼させていただきます」

　いずれ公爵家を継ぐこの男には、いい顔をしておいた方が得策だろう。しかし、私は我慢が難しいほどに腹を立てていた。

　自分だけが馬鹿にされる分には一向に構わないが、殿下への侮辱は許しがたい。

　今、腰に剣がなくて本当によかった。もし帯剣していたなら、引き抜きたくなっていたところだ。

　立ち上がろうとしたら、肩を押さえられ、引き止められた。

「そう怒るなよ。分かった。君と殿下の関係は健全なものとしておこう。弟のようにかわいがられているといった感じかな？」

　殿下は私が女であることを知っているので、弟のようには見られていないはず。説明するなら愛玩犬といったところだが、それは恥ずかしいので、頷いておいた。

　男色ではないと、分かってくれたなら、それでいい。

　怒りを収めて、座り直した私は、話の続きを聞く態勢に戻る。

　ロドリグはワインをひと口飲んでから、キツネ目を糸のように細め、からかうような口調で言った。

「弟のように思われているなら、別の意味で危ないなぁ。命を取られるかもしれないよ。せいぜい気をつけることだね」

「命？　なぜですか？」

「そうか、君は田舎者みたいだから、七年前の話を知らないのか。教えてあげるよ。大公殿下の弟殺しの話を」

　目を見開く私に、ロドリグはニヤリと笑う。

　それはこんな話だった。

　およそ七年前の春のこと。先代の大公が病床に伏してから一年ほどが経っていた。先は長くないという噂が広まると、貴族たちの関心事は大公の息子たちに移る。十八歳のアミルカーレと、十六歳のアベルだ。

　父親が病に伏してからの政務は、長男のアミルカーレが執り行い、弟はその補佐をしていた。まだ若い息子たちなので、近親であるバルドン家が手取り足取り、政治のイロハを教えたということだ。

　アミルカーレは優秀で、すぐに王の才覚を見せる。大公が病気でも、政治が滞とどこおることなくスムーズに進められる様を見て、誰もが彼の能力を認めるところだったが、一部には不満に思う貴族もいた。カリスマ性のある高い指揮力は、ともすれば独善的だと捉えられる。アミルカーレは、下の者の意見を聞かない独裁者になるのではないか……そんなふうに危惧する貴族が現れたのだ。

　一方、弟のアベルは、物の考え方が柔軟で人当たりがよい。悪く言えば人の意見に左右されやすい性格なのだが、弟が大公の爵位を継いだ方が意見を聞いてもらえるのではないかと、一部の貴族が期待を持つ。大公の爵位は必ずしも長男が継ぐとは決められていなかったのだ。

　ヒソヒソと話されていたことは、やがて大きな論争となり、大公家を支える貴族たちは兄派と弟派で二分することとなる。それまで仲のよかった兄弟も、周囲に対立を煽あおられると、次第に兄が弟を政務から遠ざけるようになり……。

　大公家が落ち着かないと、都も騒つく。城下街の治安は悪化して、青の騎士団が捕らえても、悪人が蛆うじのように湧いて出てくる。

　その中で都を最も不安に陥れたのは、邪視を持つ少年だった。毎夜、変死体が発見されるのは、その少年のせいだと噂され、人々は息を潜めて夜を過ごさねばならなかった。

　ロドリグの話の途中で、私は「邪視とは？」と疑問を挟む。彼はフンと鼻を鳴らして「君は無知だな」と馬鹿にしてから、教えてくれる。

「真っ黒な目の中に三重の輪がある、それが邪視だ。一秒目を合わせれば不運に見舞われ、二秒で病に冒される。五秒で即死。忌み嫌われ、恐れられる邪視は、三百年前の文献にも登場している」

　なんて恐ろしい目だろうかと、私はブルリと体を震わせた。そして、さっきまで近くでヒソヒソと話していた貴族たちの会話を思い出していた。

　七年前と同じように、また邪視を持つ少年が現れたと言っていたけど……。

　邪視を持つ少年はその後どうなったの？　青の騎士団は捕らえることができたの？

　その疑問を、身を乗り出してロドリグにぶつけたら、彼は薄い唇の端を吊り上げ、ニヤリと笑った。

「現大公殿下の命令で、青の騎士が捕らえたよ。いや、城に招いたと言った方が適切かな」

「招いた？」

「そうさ。殿下は、邪視を持つ少年を欲しがった。それは、大公の爵位をめぐる争いにピリオドを打つため。自らの手を汚すことなく、弟を殺すためにだよ」

　そんな……。

　目を見開く私は、ロドリグに向けてゆっくりと首を横に振る。

　殿下はそんなことをする人じゃない。髪色が一夜にして変わるほどに、弟の死にショックを受けたと聞いた。七年も経ったのに、まだ黒い棒タイを外さず喪に服し続けている。

　殿下の青い瞳から感じるのは、強さと優しさで、私の知っている殿下は、弟を殺すような人じゃない。

「それは間違いです！」とすぐに反論したが、「現に弟は、城内にて変死体で発見されてる」と言い返された。

「で、でも、銀の髪と黒い棒タイが……」

　納得いかないでいる私を彼は一笑に伏し、キツネ目にかかる前髪を指先で横に弾くと、声を落として言った。

「ああ、髪色が変わったことかい？　それこそ、弟殺しの証拠だよ。罪の証あかし……いや、呪いというべきかな。黒い棒タイは弟の死を悼んでいるのだと、周囲に思わせたいからさ。犯人は自分じゃないと言いたいのだろう。それが嘘なのは、誰もが知っているというのにね」

　言葉をなくした私に、『ほら、ご覧よ』というように、ロドリグは視線をホールに移した。つられて周囲を見回すと、十組ほどがダンスに興じる他は、あちこちに数人ずつの塊ができ、ヒソヒソと話している。

　眉をひそめて相手の言葉に頷く男性に、口元に羽根扇を当てて内緒話をする女性。

　彼の話を聞いた後では、ホールにいるみんなが、七年前の話をしているように思えてしまった。殿下が弟君を、殺したという話を……。

　殿下がそんなことをするはずがないと信じたいのに、ロドリグの言葉が頭から離れない。これ以上の反論の言葉も見つけられない。

　唇を噛みしめる私を、彼は薄笑いを浮かべて見ていた。

　流れる音楽が、快活な曲から哀愁漂うものに変わる。その変わり目にホールの両開きの扉が開いて、銀色の髪が見えた。別室で田舎貴族の陳情を聞いていた殿下が、戻ってきたのだ。

　それに気づいたロドリグが席を立つ。

「話して分かったけど、君って雰囲気が殿下の弟に似ているね。騙されやすそうな感じが特に。君も殺されないようにね」

　彼はニヤつきながら離れていき、入れ違いに戻ってきた殿下が、私の隣の椅子に腰を下ろした。

「ひとりにさせて、悪かったな」

　そう言うということは、どうやらロドリグと話していたところは見られていないのだろう。

「いえ、ひとりでも大丈夫です。ただ食べているだけでしたから……」

　ごまかしたのは、七年前の話を聞いたと気づかれたくなかったから。

　ロドリグの話を信じたわけではないけれど、殿下が邪視の少年を招き入れ、弟君が変死体で見つかったと聞いて、グラグラと心が揺れていた。

『本当に弟君を殺したんですか？』と、そんな恐ろしいことを聞いたら、殿下はなんて答えるのだろう。『本当だ』と言われてしまったら、どうすればいいのだろう。

　殿下に寄せるこの信頼を失いたくないのに……。

　思わず目を泳がせる私を、殿下は「どうした？」と訝しむ。「元気がないな。疲れたのか？」と、顔を覗き込まれて心配された。

「そ、そうかもしれません。こういう場は不慣れなもので……」

　大きな手が頭にのり、くしゃくしゃと撫でられた。

　温かく優しいこの手を信じたい……頭ではそう思うのに、心の中のモヤモヤとした不信感を払拭できずにいた。

　目を合わせることのできない私を、殿下はさらに心配する。

「お前はもう帰った方がよさそうだな。控室にクロードが待機しているから、馬車を出してもらえ」

「途中で抜けてもいいんですか？」

「ああ。俺はまだ帰るわけにいかないが、お前だけなら問題ない」

　そうかもしれない。招待されていない私が帰れば、むしろ公爵に喜ばれそう。

　私は立ち上がり、殿下に一礼すると背を向けた。

　その背に優しい声がかけられる。

「今夜は早く寝ろよ。具合が悪ければ、クロードかジャコブに言うんだぞ」

「はい……」

　私の知っている殿下は、こういう慈悲のある方だ。

　それだけを信じていたいのに……。




　城に帰ってきた私は、白い寝間着に着替えてベッドに入っていた。元気のない私を心配するジャコブに無理やり薬を飲まされ、その苦味がまだ口の中に残っている。

　今は静かな部屋にひとりきり。ランプも消して暗い中で、いつもならすぐに眠りが訪れるのに、今宵はなかなか眠れない。目を瞑れば、ロドリグから聞いた話の情景が、瞼の裏に勝手に描き出されてしまうからだ。

　銀髪になったのは、邪視の呪いのせいなの？

　弟の死を悼む振りをして、黒い棒タイを締めているの？

　殿下は自分が大公になるために、弟を殺したの？

　嫌だ、信じたくないよ……。

　寝返りを打ち、殿下の寝室の方を向く。ベッドからドアまでは十歩ほどの距離があり、鍵のないドアの下の隙間からは微かに明かりが漏れていた。

　あれは夕暮れ時に執事が灯したランプが、そのままになっているだけで、殿下はまだ帰ってきていない。

　早く帰ってきてほしいような、ほしくないような……。

　対立するふたつの感情と戦っていたら、隣の部屋の廊下と繋がるドアが開閉する音がした。声を低く落とした会話も聞こえる。

　なにを話しているのか分からないが、その声は殿下とクロードさん。小さく笑い声も聞こえて、その後にクロードさんだけが部屋を出ていく音が聞こえた。

　緊張が走ったのは、殿下の部屋に聞こえる足音が、こっちに向かってくるからだ。

　慌てて目を瞑り寝た振りをすると、この部屋に繋がるドアが静かに開けられた気配がして、隣の部屋の明かりを瞼越しに感じていた。

　鼓動が速まる中で、小さな足音はゆっくりと近づいてくる。

　その音がやんだと思ったら、ベッドが軋み、縁に殿下が腰かけた気配がした。

　なにをするつもりなのかと危ぶみ、私の緊張は増すばかり。それでも決して目を開けず、寝た振りに気づかれぬよう、規則正しい呼吸を繰り返していた。

　殿下に動く様子はない。寝ている私をただ見ているだけといった雰囲気だったが、しばらくしてから私の額に手が触れた。

「熱はないな……」

　その言葉で、どうやら私の体調を気遣ってくれているのだと知る。

　舞踏会を途中退席できずとも、ずっと心配していたのだろう。

　やっぱり殿下は優しい人だ。弟君を手にかけたなんて、信じられない。

　それでも、ロドリグの話を消せないのはどうしてなの……？

　私の意に反して脳が勝手に『君も殺されないようにね』という言葉を思い返す。

　すると、額に触れる手に、優しさ以外の意味があるのではないかと不安になった。もしかしたら……という恐ろしさの中で、殿下の手が額から離れる。

　その手は私の頬を撫で、指先で唇をそっとなぞった。

　これにはピクリと反応してしまい、「起きてるのか？」と問いかけられた。

　返事はしない。心臓が爆音を響かせても目を開けず、ひたすら寝た振りを続ける。

「寝てるな……。おやすみステファニー、よい夢を」

　頭が撫でられた後に、殿下が立ち上がった気配がして、足音が遠ざかっていく。

　瞼に感じる明るさが消え、ドアの閉まる音を聞いてから、私はやっと目を開けた。寝返りを打って、隣の部屋に背を向け、毛布の中で寝間着の胸元を握りしめる。

　落ち着こうと深呼吸を繰り返していた。

　ロドリグが恐ろしいことを言うから、ほんの少しだけ身の危険を感じてしまったじゃない。

　殿下は私を心配して、様子を見に来てくださっただけなのに……。










邪視騒ぎの終焉に、熟す恋心




　舞踏会から三日後のこと。

　その日は、午後から剣術の授業だった。

　他の教育生は素振りに励み、私だけはジェフロアさんと木刀を交えていた。

　たくさんのコスモスが風になびく中庭は、すっかり秋の風情が漂っている。城にやってきたのは春から夏に変わる頃だったと、過ぎた月日を思う。

　田舎暮らしでは決して味わえない貴重な経験を、私はさせてもらっている。大公殿下に……。

　殿下を想うと、心が急にかき乱される。それが腕にも影響し、ジェフロアさんの剣を受け止め切れず、レンガの地面に片膝をついた。

「ステファン、どうした？　実戦で気を抜けば、やられるぞ」

　ジェフロアさんは私の上官なので、今は敬語をやめている。

　授業中であっても青の衣を纏っている以上、上下関係を崩してはならないのだ。

「すみません、もう一本お願いします！」

　木刀を握り直し、私はジェフロアさんに激しく斬りかかる。

　私の猛もう攻こうを余裕で受け止める彼だったが、急に待ったをかけて、左を向いた。つられた私が目にしたのは、コスモスの花畑を抜けて、こっちに歩いてくる殿下の姿。

　途端に心臓が大きく跳ねて、強い緊張に襲われる。マズイと焦る私の手から木刀が滑り落ち、無意識に足を一歩、後ろに引いていた。

　殿下の顔はしかめられ、その不機嫌そうな理由に、私は心当たりがあった。

　舞踏会後の三日間、私は可能な限り、殿下を避け続けていた。体調がすぐれないと嘘をついて、朝晩の食事は自室で食べている。そのくせ、午餐は殿下が一緒じゃないからと、リリィとふたりでテーブルを囲んでいた。

　殿下の護衛の任務に当たる時間も意図的に減らしていた。補習と偽って、遅くまで授業部屋から出ないようにしていたのだ。

　昨日は少しも顔を合わせずに過ごしたし、そろそろ怒られそうな気はしていたけれど……。

　殿下に対する信頼と恋心は、不安定な足場に乗せられた状態で揺れていた。

　七年前のことが気になって仕方なく、それでも尋ねる勇気を持てないから、考え込むばかり。会いたいのに会いたくないという、複雑な気持ちをどうにもできなくて困った私は、殿下を避けるという行動を取ってしまったのだ。

　殿下は射るような目で私を見ながら近づいてくる。その距離は、あと一馬身ほど。

　ジェフロアさんは木刀を下ろして右腕を胸の前に、敬礼の姿勢を取っている。エドガーたちは、驚きを顔に浮かべて、軽く頭を下げていた。

　私は……目を泳がせ、さらに足を後ろに引き、どうやってこの場から逃げ出そうかと考えていた。

　急に気分が悪くなったと言って、走って自室に戻ろうかな……。

　しかし、逃げたいという気持ちを読まれたのか、素早く動いた殿下に距離を詰められ、左手首を握られた。

「で、殿下……」

　恐る恐る仰ぎ見たその顔には、明らかな苛立ちが滲んでいる。

「連日、具合が悪いと言っていた奴が、随分と元気そうじゃないか」

　そう言って私から逃げる口実を奪ってから、殿下はジェフロアさんに言った。

「授業を邪魔してすまないが、ステファンを連れていくぞ」

　ジェフロアさんは戸惑いながらも、殿下に言われたら頷くしかない。

　私は青くなりながら、慌てて口を開いた。

「僕は授業を受けなければなりません。教育は義務のはずです」

「剣術大会で優勝したお前に、剣術の授業は必要ない。するのなら、詰所で訓練だろう」

「で、でしたら、今から詰所に……」

　口答えしつつ、左手首から殿下の手を無理やり外したら、二本の長い腕が素早く腰に回されて視界が傾いた。あっと思ったときには肩の上に担がれていて、「つべこべ言うな」とお叱りの言葉が飛んできた。

　そのまま中庭を出た殿下は、驚く使用人たちに目もくれず、螺旋階段を上って執務室に私を連れていく。

　中にクロードさんがいることを期待したが、残念ながら誰もいなかった。殿下がなにかしようとしても、止めてくれる人はいないということだ。

　恋心は消えることなくこの胸にあるので、こんなに密着しては、顔が熱くなる。しかし恥ずかしがっている場合ではないと思えば、焦りが勝る。これから問い詰められることは予想できるから。

　ドアに鍵をかけた殿下は、部屋の奥まで歩いていき、長椅子の上でやっと私を下ろした。縮こまって座る私の正面に立ち、腕組みしてじっと見下ろしている。

　嫌な緊張感に冷や汗を流していたら、苛立ちを滲ませた低い声を聞いた。

「なぜ俺を避ける？」

　聞かれると予想していた言葉だが、上手い言い訳は思いつかない。具合が悪いという申告は、嘘だとバレているようでもあるし。

　答えられず俯くだけの私に、重たい溜め息が降ってきた。

「俺はお前に、嫌われたということか？」

「そ、そんなことは決してありません！」

　慌てて顔を上げて否定したら、目が合い、心臓が大きく跳ねた。

　哀愁漂う青い瞳……私は、そんなにも殿下を傷つけていたの……？

　罪悪感に堪らず目を逸らしたら、殿下の腕が伸びてきて、肩を強く押された。「あっ」と声をあげて、長椅子の上に倒される私。その上に殿下が覆い被さり、左腕を私の顔の横に突き立て、右手は顎先を固定した。

　顔を背けることもできず、驚きと恥じらいの中で視線を合わせていると、青い瞳が苦しそうに幅を狭める。

「嫌いではないと言うのなら、避ける理由を白状しろ。この三日間のお前は、明らかにおかしいだろ。舞踏会でなにかあったのか？」

「な、なにもありませんが……」

「嘘をつくな。言え。言わぬなら、唇を奪うぞ」

「ええっ!?」

　形のよい唇がゆっくりと近づいてきて、私はパニックに落とされる。

　殿下をお慕いしていても、色気のある展開を望むほどには、恋心が成熟していない。十六歳で初めて恋を知った遅咲きの私なので、唇へのキスを落ち着いて受け入れることなどできなかった。

「待ってください！」と両手で殿下の胸元を押し返そうとするも、ビクともしない。唇の距離はどんどん近づいて、ついに指二本分となり……慌てるあまりに言ってしまった。

「すべて白状しますから！」

　すぐに殿下は私の上から下りてくれて、私は大きく息を吐き出した。

　それでも速いリズムを刻む鼓動は、しばらく落ち着いてくれそうにない。ロドリグから聞いた弟殺しの話を、殿下にしなければならない展開になってしまったからだ。

　どうしよう、どう言ったらいいの……。

　長椅子の上に身を起こして、膝の上にのせた両手をギュッと握りしめる。

　殿下はテーブルを挟んだ向かいの、ひとり掛けの椅子にどっかりと腰を下ろし、肘掛けに両腕をのせた。

「早く言え。嘘をつくなよ」

「は、はい。舞踏会で、殿下が途中退席されたときに、私は……」

　ロドリグが声をかけてきたところから、ポツポツと話し出す。

　弟殺しという、恐ろしい言葉は使わなかったけれど、話したことの意味は同じだ。

　邪視の少年を手に入れた殿下は、その子を使って弟を手にかけた。大公の爵位を、弟に取られないようにするために……。

　殿下は眉間に深い皺を刻み、苦痛に耐えているような顔をして、黙って最後まで話を聞いていた。

　去り際のロドリグに、「君も殺されないようにねと言われました」と話して説明を終えたら、殿下はやっと口を開いた。

「俺に殺されると思って、避けていたのか？」

「そんなことは！　いえ……実は、ほんの少しだけ……申し訳ありません。信じたくないのに、否定できる根拠を見つけられなくて……」

　しどろもどろに返答してから、「あの、私が聞いた七年前の話は本当でしょうか？」と恐る恐る問いかけてみた。

　違うと言ってほしかった。弟を殺してはいないと。

　しかし……。

　殿下は鋭い視線を私に向けて言った。

「そうだ。アベルは俺が殺したようなものだ」

「そんな……」

　目を見開く私に、殿下は吐き捨てるように言う。

「軽蔑したければ、するがいい」

　それだけ言って話を終わらせ、立ち上がろうとするから、私は慌てた。

「待ってください！　なにか事情があったのですよね？　お願いです、どうかすべてを教えてください。私は殿下をお慕いしております。この気持ちを壊したくないのです！」

　真実を知りたい気持ちでいっぱいで、恋心を告白したことに恥ずかしさすら感じられずにいた。

　殿下は一瞬、驚いたように表情の厳しさを解くが、すぐに険しさを取り戻して、椅子に座り直した。

「そこまで言うなら、教えよう。すべてを知ったところで、俺への信頼は回復しないと思うが……」




　＊　＊　＊




　今から七年前の春のこと。

　モンテクレール大公の病床を、三人の子供たちが見舞っていた。十八歳のアミルカーレと、十六歳のアベル、もうすぐ五歳になるリリアーヌだ。

　大公は苦しい息の中で、子供たちの顔を見回して言う。

「選択に迷うことがあれば、どちらが国のためになるか考えよ。再び戦乱の世に戻らぬよう、力を合わせて、この国を守るんだ」

　アミルカーレは父の言葉を深く受け止めて頷いた。弟は「兄上を支えて、国の力となります」と決意を述べる。妹はまだ幼いため、父の言葉より腕に抱いている人形の方を気にしている。人形のリボンが解けてしまったようで、小さな手で結び直そうと一生懸命になっていた。

　三人の子供たちが父の寝室から廊下に出ると、アミルカーレは執務室のある南へと足を向ける。その足に妹がしがみついた。

「アミルお兄様、どこへ行くの？　リリィと遊びましょ？」

　彼は困り顔になる。遊んであげたくても、父の代わりに処理しなければならない仕事が山積みなのだ。

　妹の体をひょいと持ち上げ、腕に抱いたのはアベルだった。

「リリィ、僕が遊んであげるよ。兄上はお忙しい。仕事が終わるまで邪魔をしてはいけないよ」

「うん。アミルお兄様、お仕事頑張ってね」

　アミルカーレは頷いてふたりに背を向け、長い廊下を歩き出す。妹を泣かせずに済んだことを、弟に感謝しながら。

　明るい日の差し込む執務室にこもり、仕事をしていると、ドアがノックされ、執事のクロードが入ってきた。

「アミル様、バルドン公爵がお見えです」

「ちょうどよかった。聞きたいことがあったんだ。通してくれ」

　叔父のバルドン公爵は、アミルカーレに仕事を教える立場にあるので、よくこの執務室に出入りしている。病床の大公は長く話すことも難しく、政務の相談相手は、それまで大公の仕事を手伝ってきた、公爵しかいないのだ。

　ずかずかと執務室に入ってきた公爵は、執務机に向かう彼の横で立ち止まった。

「叔父上、どうされました？」

　彼がそう尋ねた理由は、公爵が困り顔をしているからだ。どことなく芝居がかっているような気はしたが、露骨に溜め息までつかれては尋ねないわけにはいかない。

「カブレラ公爵が貴族たちを招いて、なにやらヒソヒソとやっておるようだ」

「アベルを次の大公にするための密談ですか？」

「恐らく。余計な争いごとを作りおって、困った連中だ」

　大公の爵位を継ぐ資格は、アミルカーレとアベルのふたりにある。長子が継ぐとは決められていないから、弟を推す貴族たちもいるのだ。

　叔父の心配を、彼は笑い飛ばす。

「放っておけばいいんですよ。アベル自身に野心がないのだから、周囲が騒いだところでどうにもなりません」

　アベルは争いごとを好まない優しい性格をしている。朗らかな笑顔でいつも『兄上』と慕ってくれる、従順でかわいい弟だ。

　しかし、公爵に「それはどうかな？」と意味ありげに言われ、ムッとした。

「叔父上、言いたいことははっきりと仰ってください」

「情報を掴んだんだ。近頃のアベルは、カブレラの屋敷に通っているそうだ。知らなかっただろう？」

（アベルが大公の爵位を狙っているだと……？）

　アミルカーレは信じられない思いで、ドア前に控えているクロードに命じた。

「アベルをここへ。本人に聞けば、その情報が間違いだと分かるはずだ。リリィの部屋にいると思うから、連れてきてくれ」

　すぐにクロードは出ていったが、しばらくして顔を曇らせて戻ってきた。

「リリィ様はお昼寝をしておられました。アベル様は先ほど、行き先を告げぬまま外出されたそうで……」

　アミルカーレは表情を険しくし、公爵は『ほら見ろ』と言わんばかりだ。

「今日ここに来たのはアベルに気をつけろということと、もうひとつ。今、都を騒がせている邪視の少年についてだ」

「邪視の子供なら、青の騎士に探させています。じきに捕まるかと……」

「そう簡単には捕まらんよ。カブレラが匿かくまっておるからな」

　驚くアミルカーレの肩を公爵はポンと叩き、ニヤリと笑った。

「なぜ匿うと思う？　この騒ぎをアミルカーレが抑えられなければ、弟を大公に推す声が大きくなると企んでのことだ。アベルは優しいが頼りない。あの子が大公になれば、カブレラの意のままに操られるぞ」

　父が病に倒れてからというもの、アミルカーレは日々の政務をこなすことに必死だった。そのせいで貴族の権力争いや企みに疎いところがあり、弟の心まで見えていなかったということなのか……。




　その夜、アミルカーレは執務室で弟を問い詰めていた。

　弟は白状した。叔父の言う通り、カブレラ公爵の屋敷に通っていることを。しかし、それは大公の爵位を狙ってのことではないと訴える。

「邪視の子がカブレラ公爵に匿われていると聞き、会わせてくれるように頼みに行っていたんです。兄上、僕を信じてください！」

「信じたいから、こうして聞いている。邪視の子供の居所を掴んだなら、なぜ俺に言わなかった」

「兄上に報告すれば、その子は捕らえられる。処刑される可能性も……」

　アベルの言い分はこうだった。

　邪視は迷信であり、目を合わせただけで呪い殺されるなどと、到底信じられない。変死騒ぎは、その迷信を利用して暗あん躍やくしている悪しき輩やからがいるせいだ。やるべきことは、邪視の子を探し出して確かめること。目を合わせても殺されないと、自分が証明しようとしていた。青の騎士団に捕らえられ、無実の罪で処刑される前に……。

「カブレラ公爵は確かに、兄上ではなく僕を次の大公に望んでいると言っていました。そのために力を貸すとも。しかし僕は断りました」

　アベルは兄の目をまっすぐに見ていた。

「匿ってはいないと否定されますが、カブレラ公爵の屋敷から出てくるところを見た者がいるんです。僕はただ、不幸な子供を救いたかっただけなんです」

　弟の話を聞き終えたアミルカーレは、ホッとしたような息を吐き出して、執務机の椅子にゆっくりと腰かけた。そして「疑ってすまなかった」と謝った。

　誰もが恐れる邪視の少年を、かわいそうだと救おうとしたアベル。その優しさゆえの行動だと言われ、疑いの気持ちは消え失せた。弟がそういう性格だと知っているからだ。

「兄上、ありがとうございます！」

　アベルはパッと顔を輝かせたが、またすぐに曇らせる。

「それで、邪視の子をどうするおつもりでしょうか……」

「心配するな。処刑など考えていない。俺もその子の背後に悪事を働く者がいると考えているからな。ただ、民を不安から解放するためには、捕らえぬわけにはいかない。その後は、どうするか……」

　そのとき、執務室のドアが叩かれ、青の騎士団長、クレマンが駆け込んできた。

「邪視の少年を捕らえました」

「本当か!?」

「発見の一報がバルドン公爵家より入りまして」

「叔父上から？」

　屋敷を出た兄弟は、クレマンと共に青の騎士団詰所内にある地下牢に向かう。

　一番奥の牢の前には青の騎士ふたりと、バルドン公爵がいた。アミルカーレを見た公爵が上機嫌で言う。

「ついに捕らえたぞ！　わしの睨んだ通りだった」

　その説明によると、カブレラ公爵の屋敷を護衛兵に見張らせていたら、指名手配の悪党が、目に包帯を巻いた少年を連れて夜の街にこっそり出てきたというのだ。

「やはり黒幕はカブレラだった。邪視の少年を放って都を不安に陥れ、次期大公がアミルカーレでは不安だという声を増幅させようと企んでおったんだ」

　得意満面な叔父に対し、アミルカーレは、はたと考え込む。昼間にその話を聞かされ、夜には少年を捕まえたとは、随分と都合のよい話ではないか。

　ふたつの公爵家は権力も財力も同じくらい。たびたび意見を違たがえていたことだし、この一件を利用して、叔父がカブレラ家を排除しようとしているのでは……。

　しかし、疑うに足る証拠はなく、彼は政まつりごとで世話になっている叔父を信じたかった。先ほどは弟を疑い、反省したばかりでもある。

　心に湧いた不信感を押し込めたアミルカーレは、鉄格子の前に立った。隣にアベルも立ち、兄弟の視線は牢の中で怯える子供に向いていた。

　両目に汚れた包帯を巻かれた少年は、十歳くらいか。牢の隅に膝を抱えて座っていて、包帯が湿っているところを見ると声を出さずに泣いているようだった。

「かわいそうに」とアベルが呟く。

　アミルカーレは「名前はなんと言う？」と少年に問いかけた。

　しかし少年は肩を震わせ、声のする方に顔を向けただけでなにも答えない。

　代わりに青の騎士のひとりが説明した。

「耳は聞こえていますが、声が出せないようです。喉に古い刀傷がありました」

（誰がそんなひどいことを……）

　実際の少年を見て、アミルカーレにも同情心が湧いていた。ただ、アベルのように、迷信だとは言い切れない。目を合わせるべきではないと考えていた。

　並んで立つ兄弟の後ろに、バルドン公爵の声がする。

「早めに処刑することだな。恐ろしい目だ。生かしておく必要はない」

「この子は利用されただけで、悪くない。第一、人を呪い殺す目など、存在しない！」

　アベルは慌てて反論してから、鉄格子の向こうに語りかける。

「君を助けたい。包帯を取って僕を見るんだ。人を殺す力はないと、証明しなければ」

　アミルカーレも騎士たちも、口々に危険だと諭した。しかしアベルの意志は固く、鉄格子を両手で強く握りしめる。

「僕の言う通りにして。包帯を取って僕の目を見なさい。生きていたければ」

　牢の隅で怯えていた少年は、震える手で包帯を首元まで下ろした。

「やめろ、こっちを見るな！」と皆は叫び、アミルカーレは弟を牢の前から引き剥がそうと、その体に腕を回していた。

「早く、目を開けて！」

　叫ぶようなその声に応え、少年の目は開かれたが……アベルと視線が合わさっても、なにも起こらなかった。




　それから数日が経ち、少年は牢から出され、使用人の居室を与えられて屋敷内で生活していた。

　邪視は迷信で、人を呪い殺す力はないとアベルは証明して見せた。しかし、それでも使用人たちは不安げで、少年を恐れて避けている。

　執務机に向かうアミルカーレは、弟からの相談を聞いていた。

「このまま屋敷で面倒を見れば、他の者から苦情がきそうです。あの子自身も肩身が狭いことでしょう。それで、東の修道院に預けようと思うのですが」

　アミルカーレは賛成した。

「それがいい。その方が子供も穏やかに暮らせるだろう。早速手配を――」

「僕がやります。送っていこうと考えています」

「東の外れの修道院は遠いぞ？　そこまでしなくてもいいだろ」

　呆れるほどに優しい奴だと彼が思っていたら、アベルは「いえ、実はもうひとつ考えていることがありまして」と、なぜか緊張した面持ちで口にした。

「僕もしばらく都を離れようと思います。東に領地を持つ、大叔父上の屋敷にお世話になろうかと」

　驚くアミルカーレに、アベルは説明した。

　この一件でカブレラ公爵は失脚となったが、アベルを次期大公にと期待する貴族がいなくなったわけではない。邪視の少年の一件は、アミルカーレがバルドンと共に仕組んだことで、カブレラ公爵は無実だという噂まで流れているそうだ。だから、自分は都を離れた方がいい。担ぎ上げる対象が不在なら、兄に反対する者たちも諦めて大人しくなるだろう。

　兄を想う弟の決意に、アミルカーレは椅子を鳴らして立ち上がった。

「そこまでしなくてもいい。父上の命は長くないと城医が言っただろう。死に目に会えなくなるぞ」

「はい。それも覚悟しています。僕は父上が天に召されても、都へは戻りません。戻るときは、喪が明けた、兄上の大公就任式です」

　そんなことはさせられないと、首を横に振るアミルカーレに、弟は説得を続ける。

「兄上、思い出してください。『選択に迷うことがあれば、どちらが国のためになるか考えよ』と父上は仰いました。国のためになるのは、父上の死に目に会うことではなく、都を離れることです。今必要なのは、兄上を中心とした新しい国の地盤を作ることです」

　従順だった弟の、兄の反対を押し切る覚悟の決断。アミルカーレは弟に、そこまで考えさせるに至った自分の非力さを痛感していた。

　アベルが戻るときまでに、もっと力をつけよう。誰もが認める大公となれるように、これまで以上の努力をしよう……。

　そう決意して、彼は弟を腕に抱きしめた。




　アベルが出立したのは、それから二日後の早朝のことだった。もう包帯を巻かれることのない少年も一緒に馬車に乗り込み、アミルカーレはふたりを城門で見送った。

　その後は一日中政務に追われて、深夜になる。執務室の窓には、やけに白い月が見えていて、執務机に向かっていたアミルカーレはふと羽根ペンを止め、弟を想う。

（アベルは、大叔父上の屋敷のベッドで、眠りについた頃だろうか……）

　そこに、大叔父の屋敷から早馬が送られてきたとの知らせが入る。何事かと使者から渡された書簡を開いて、彼は目を見開いた。

　山間に架けられていた橋が落ちているとの知らせに、大叔父の家の者が確認に行ったところ、崖下には橋と共に馬車が一台落下していた。それはモンテクレールの家紋のついた馬車で、馬も御者も、中に乗っていた人も皆、亡くなっていたと書かれてあったのだ。

（アベルが……なにかの間違いでは……）

　この目で確かめるまでは信じられぬと、彼は少ない護衛の騎士を連れ、真夜中に馬を飛ばした。大叔父の屋敷にたどり着いたのは明け方のことで、そこで対面したのは、変わり果てた弟の姿だった……。
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　長い話だった。

　いつの間にか空には雨雲が広がり、執務室に差し込んでいた日の光は消え失せている。ポツポツと降り出した雨が、窓ガラスを濡らしていた。

　苦痛に耐えながら、弟君の亡なき骸がらと対面したところまで話してくれた殿下は、立ち上がって、ゆっくりと窓の方へ歩いていた。

　雨に濡れて歪む前庭の景色を眺め、殿下は続きを口にする。

「俺が未熟だったせいで、アベルは死んだんだ。守ってやれなかった。俺が殺したようなものだ」

「そんなことは……」

　私がロドリグから聞いた話とは違っていた。殿下が邪視の少年を使って、弟君を殺したわけではなかった。

　都を離れることにしたのは弟君の決断であり、殿下の命令ではない。亡くなった理由も不運な事故だというのに、その死に責任を感じるなんて……。

　窓辺に立つ殿下の横顔はひどく苦しげで、泣きたいのを我慢しているように見えた。

　慰めようとしたが、言葉が見つからない。どんな言葉も、殿下の苦しみを和らげるには足りないと感じていた。

　殿下は睨みつけるように窓の外を見ながら、静かな声で話を締めくくる。

「アベルが死んで、九日後に父上も亡くなった。モンテクレールの名を持つ者は、俺と妹だけになってしまった。後を追いたくても、リリィを残して逝くわけにはいかない。国を、民を守らなければならない。だからこうして生きている。弟を殺した罪を背負いながら」

　濡れているのは外の景色だけで、殿下の頬は乾いていた。

　それを見て、泣いたらいいのにと、私は思う。涙を流せば、少しは心が楽になるのではないかと。

　どんなにつらくても泣かない理由は、強い大公でいなければならないと、自分に言い聞かせているせいなの？　弟君を亡くしてから、ますます強くあろうと心に鎧を着せているの？

　威風堂々とした姿の裏に秘められた、悲しみの過去。

　銀色の髪をして、黒い棒タイを締める殿下を見ながら、私の目からは涙がポロポロとこぼれ落ちていた。

　堪らず駆け寄って、その体を横から抱きしめた。

　すると、私の頭に温かい手がのる。

「なぜ、お前が泣く。アベルの死を悲しんでくれるのか？」

「いいえ、違います。弟君を哀れに思いますが、私は殿下のために泣いています。泣くことのできない、殿下の代わりに……」

　殿下のために私ができることは、苦しみを理解して泣くことだけだった。

　役に立てない自分に嫌になりながら、殿下の腕に縋すがって涙を流す。

　すると殿下に回していた腕を解かれ、その後には正面から抱きしめられて、心臓が跳ねた。

「ステファニーは優しいな。こんな話を聞かせても、まだ俺を信じてくれるというのか」

「もちろんです。さっきまで、僅かなりとも疑った自分を恥じています。これからは、なにがあっても殿下を信じ、お守りすると誓います」

　私は青の騎士であり、殿下の護衛が任務。その自覚があるので、『お守りします』と至極真面目に誓ったわけだが、フッと笑われてしまった。

「お前に守られたくない」

「え!?　それは……」

　青の騎士、失格という意味なの？と驚いて、殿下の腕の中で顔を上げたら、直後に唇を奪われた。

　押し当てられた唇はすぐに離れていき、甘く煌めく青い瞳と至近距離で見つめ合う。

　今のは、キス……よね？

　突然で一瞬の出来事に、状況を把握するまで時間を要したが、確かにキスだったと理解した後は、涙も引っ込み、慌てふためく。

　鼓動が振り切れんばかりに速度を上げ、顔から湯気が出そうになる。

　殿下の腕の中で目を泳がせて、オロオロしていたら、「俺の目を見ろ」と命じられた。

　視線を戻すと、柔らかに微笑む殿下が私を見つめていた。

「お前に守られるのではなく、俺がお前を守る。二度と愛する者を失わぬように」

「愛する者……え？　わ、私のことですか!?」

「他に誰がいる。今までかなり意思表示をしてきたつもりでいたが、気づかなかったのか？　恐ろしく鈍い奴だな」

　呆れたように言われてしまったが、眼差しの優しさは変わらない。

　それでも私はまだ驚きの中にいて、喜ぶこともできずにいた。

　かわいがってもらっている自覚はあったけれど、愛玩犬のようなものだと思っていた。大公家と伯爵家では大きな身分差があるし、特にうちは落ちぶれた田舎貴族。殿下に見初められるはずがないと思い込んでいた。

　しかも私は、常に男装という、おかしな女なのに……。

　その気持ちは戸惑う顔に透けて表れていたのか、殿下が言葉を付け足してくれる。

「今まで出会ったどの娘よりも、ステファニーは魅力的だ。この真珠のような肌も、愛らしい瞳と唇も。勇敢で優しく、純真な心も。どんな服を着ていようとも、お前の女としての魅力が消されるわけではない。もっと自信を持っていい」

　肌の感触を楽しむかのように、殿下は私の頬を撫でていて、私は自分で反対の頬をつねってみた。夢をみているのかと思って。

　すると、殿下が吹き出した。

「夢じゃない。いずれ、お前を妃にするつもりだ」

「私を、大公妃に……ほ、本気ですか？」

「ああ。俺には妃が必要なんだ。その役目を与えたいと思った女は、お前だけだ。嫌だとは言わせないぞ。覚悟しておけ。とはいえ、フォーレル家に教育の義務を果たしてもらわねばならないから、二年半以上先のことになるが……我慢の月日は長そうだな」

　まさかそこまで考えてくれているとは思わなかった。

　冗談じゃなく、私なんかを大公妃に……。

　殿下に愛されているという現実がやっと心に染み込んで、じわじわと喜びが湧いていた。

　嬉し涙を滲ませて笑顔を向けようとしたそのとき、空を縦に裂くように稲光が走り、直後に屋敷を揺らすほどの落雷の音が轟とどろいた。

　思わず悲鳴をあげた私を、殿下は抱きしめて心配する。

「怖いのか？」

「いえ、驚いただけで、もう大丈夫です」

「そうか。近くに落ちたな……火災が起きているかもしれない。青の騎士を偵察に行かせよう」

　私を離した殿下は、ドアに向けて歩き出した。その後を追う私の中に、不安が広がっていく。落雷のお陰で、喜んでばかりじゃいられない問題に気づいたからだ。

　バルドン公爵は、エリーヌ嬢を妃にしたがっている。簡単に諦めるように思えないし、殿下がエリーヌ嬢を拒み続けていたら、なにをしてくることか……。

　それに加えて今、都には、七年前と同じように邪視を持つ少年が現れたという噂もある。

　それらが落ち着かぬうちには、恋の成就に浮かれていられない気がした。




　殿下と恋仲になった翌日、もうすぐ西の空が赤みを帯びるという頃。授業が終わった私は、教本を手に北側の階段を上っていた。

　いつもなら、やっと解放されたという思いで駆け上がるのに、今日は一段一段、踏みしめるように進んでいる。それは考えごとをしているためだ。

　今日は午餐の休憩時間に、青の騎士団の詰所に顔を出してきた。いつもは訓練中の騎士が五十名ほどいるというのに、やけに少なくて、クレマン団長もジェフロアさんも不在だった。

　残っていた騎士に事情を聞くと、邪視の件で都が騒ついているから、見回りの騎士の人数を増やすことにしたそうだ。それに加えて、変死事件の調査にも人員を割いている。

　昨夜は北の貧民街で、路上に倒れて息絶えている若い男性が発見された。外傷はないが、口から泡を吹いていたらしい。持病のない若者ということで病死は考えがたく、だとしたら、毒殺か、それとも……。

　その男性が倒れていた道沿いに住む老人が、真夜中に叫び声を聞いたと、騎士に申し出たそうだ。窓から覗くと、雨上がりの道を、ランプを手にした男の子がひとり、歩き去る後ろ姿が見えたとか。

　原因不明の死を遂げた者の近くで、不審な子供の姿が見かけられたという事件は、それが三例目。街の民は、邪視に呪い殺されると、すっかり怯えているそうだ。

　誰がなんのために、再び邪視騒ぎを作り出しているのか……。これでは七年前の、アベル様の努力が無駄になってしまうというのに。

　ゆっくりと階段を上りきり、三階に着くと、ジャコブと鉢合わせた。「今、お呼びしに行くところでした」と彼は言う。

「謁見の間に向かってください。バルドン公爵がお見えになったそうです」

　ふてぶてしい公爵の顔を思い出し、「げ」と正直な反応をしてしまったら、ジャコブが苦笑いする。

「ステファン様、くれぐれも謁見の間で嫌そうな顔をなさいませんように」

　そう注意されても頷けず、「努力するね」とだけ返事をした。

　これまでの経験上、バルドン公爵がいい話を持ってくるはずはないと知っている。殿下はまた不愉快な思いをするのだろうと気の毒に思いながら、ジャコブに教本を預け、上ったばかりの階段を駆け下りた。

　謁見の間の前に着くと、ちょうど殿下が執務室から出てきたところだった。

　早々と眉間に皺を寄せていた殿下だが、駆け寄る私に気づいて、微笑んでくれる。

「お前の顔が見られるなら、叔父上が来ても、嫌なことばかりではないな」

　そう言って、大きな手で頭を撫でてくれるから、私の頬はポッと火照る。

　殿下がそう思ってくださるなら、私だって……。

　さっきまでの憂ゆう鬱うつな気分はどこへやら。殿下のお側にいられるこの時間に、感謝の気持ちすら湧いてくる。

　クロードさんが開けてくれたドアから、揃って謁見の間に入ると、バルドン公爵はイライラした様子で椅子から立ち上がった。私が壁際に控え、殿下が玉座に腰かけると、開口一番、「わしは怒っておりますぞ」と苦情を口にした。

　どうやら、四日前の舞踏会のことをまだ根に持っているようだ。

「かわいそうなエリーヌは、殿下のせいで塞ぎ込んでおります。美しいエリーヌより、そこの騎士もどきの少年と踊るとは、なんと情けないお心ではありませんか。殿下は男色だと噂されていることを、ご存じないのですか？」

「知っているが、放っておけばよい。くだらない噂話だ」

「くだらなくありません！　殿下は男色ゆえ、いつまでも妻を娶らず、このままでは世継ぎが生まれないのではないかと、民は心配しておりますぞ」

　妻や世継ぎという言葉に反応して、私は思わず顔を赤らめる。

　殿下から昨日、私を妃に考えていると言われたことを思い出しているからだ。

　でもそれは教育期間が終わった後のことで、殿下が横目でチラリとこっちを見たのは、今すぐに私を妻に娶ることができない事情があるのだと、心の中で反論しているからなのか……。

「殿下、聞いておられるのですか！」

「さっきから同じことの繰り返しで、聞く気が失せる。跡継ぎのことは考えているが、今はまだ妻を娶る時機ではない。もう少し待て」

「そんな悠長なことを言っておりますと、都が混乱しますぞ？　七年前のように」

「なんだと？」

　急に過去の話を持ち出した公爵を、殿下は鋭い瞳で睨みつけ、それから両者は黙って火花を散らしている。

　ハラハラしていたら、先に口を開いたのは公爵で、また都に邪視の少年が現れ、変死騒ぎが相次いでいることを口にして、その理由を語り出す。

「殿下がいつまでも世継ぎを作らないからだと言われておりますぞ。大公家に不安があれば、都も落ち着かん。忌まわしいものまで呼び寄せる始末だ。邪視に呪い殺された者たちは、殿下の不ふ甲が斐いなさを恨んでおることでしょうな」

　ニヤリと笑う公爵に、なんてひどいことを言うのかと、私は目を吊り上げた。

　変死騒ぎを殿下のせいにするとは、無礼にもほどがある。そもそも邪視は迷信のはず。七年前、殿下の弟君が身を以もって証明し、その場には公爵もいたはずなのに。

　殿下は瞳の鋭さを増しただけで、反論せずに黙っている。それをいいことに、「殿下がしっかりしませんと……」と、公爵が調子に乗って説教を続けるから、我慢できなくなった私は壁際から声をあげてしまった。

「邪視は迷信で、人を殺す力はありません！　それはアベル様が証明されたはずです！」

　ジロリとこっちを睨んだ公爵は、「こやつに、わざわざ昔の話をしてやったんですか？」と殿下に文句を言う。それから「まぁいい」と、肥えた腹を私の方に向けた。

「迷信ではない。数秒、目を合わせただけでは死なないようだが、呪い殺す力はある。その証拠にアベルは変死しただろう」

「変死じゃありません！　アベル様は事故で――」

　すぐさま反論しようとしたが、「ステファン、やめろ」と低い声で殿下に止められた。

　私の役目は護衛であり、会話に口を挟むことを許されてはいない。

　ハッとして、申し訳なさに縮こまる。

　殿下は小さな溜め息をつくと、怒りを押し殺したような静かな声で公爵に言う。

「叔父上の心配は、よく分かった。邪視の件は青の騎士が調査中だ。近日中に捕らえることを約束しよう。話がそれだけなら、もう帰ってくれ」

「近日中ですな。捕らえられなければ、エリーヌとの婚姻の話を進めさせてもらいますぞ。これも天下泰平のため。民を不安から救うためですからな」

　どうしても邪視の話を、エリーヌ嬢との結婚に結びつけたいようなバルドン公爵。一方的に勝手な要求を突きつけると、クロードさんが開けたドアから、廊下へと出ていった。

　パタンとドアが閉められたら、謁見の間には、殿下と私とクロードさんの三人だけになった。

　クロードさんが、やれやれと言いたげな顔をして、殿下の側に歩み寄った。

「困ったことになったね。近日中に邪視の少年を見つけなくちゃいけなくなったけど、どうするの？」

　私も同じことを思っていた。近日中に見つけられなかったら、公爵のことだから、殿下が拒否しても強引にエリーヌ嬢を連れて押しかけてきそうな気がして。

　実ったばかりの私の恋は、熟す前に枝から落ちてしまうのかと不安になっていた。

　殿下は肘掛けに頬杖をつき、足元の一点を見つめてなにかを考えている様子だった。それからクロードさんの問いかけの答えではなく、別のことを口にする。

「邪視騒ぎと、早い跡継ぎをという話は、叔父上の中だけのこじつけか？　それとも本当に民の間で、そういう声があがっているのか？」

「うーん、どうだろう」と、クロードさんは腕組みして考える。

「アミルの結婚と跡継ぎを望む声が、強まっているのは確かだよ。それは邪視騒ぎというより、二十五という年齢のせいだけど。でも、公爵が強引な持論をあちこちで吹ふい聴ちょうすれば……邪視の変死騒ぎは本当に、アミルが結婚しないせいにされてしまうかもね」

　それを聞くと、さらに私の不安は増す。早く邪視騒ぎを収めなければ、公爵の思い通りの展開になりそうだ。

　殿下はまたなにかを考え始め、黙り込んでいた。その眉間には深い皺が刻まれて、「やはり……」と独り言を呟いている。

「アミル？」とクロードさんが呼びかけると、殿下は険しい顔をして立ち上がった。

「七年前と同じだな。邪視騒ぎで得をするのが、叔父上だということが。詰所に行ってくる。バルドン家を見張るよう指令を出す。お前たちはついてこなくていいぞ」

　言うや否や、殿下は早足で謁見の間から出ていき、私とクロードさんが残された。

　やっと壁際から離れた私は、玉座の横に立つクロードさんに歩み寄り、説明を求めた。

「あの、殿下はなにをお考えなのでしょう？　バルドン公爵の屋敷を見張るって、どういうことですか？」

　クロードさんは困ったように眉をハの字に傾けた。殿下の考えが分からないのではなく、それを私に伝えていいものかどうか、迷っているように見える。

「お願いします！　このままでは私は……」

　恋が破れる不安に押し潰されそうで、必死に頼み込むと、「分かりました」と優しい声で言ってもらえた。

「ステファニー様は、アミルから七年前の話を聞いたのですよね？　それなら、お教えしてもよろしいでしょう」

　クロードさんはまず、殿下とバルドン公爵の関係性から話し始めた。

　昔は叔父として公爵を慕っていた殿下だったが、今は距離を置くようにしている。かつてのように執務室に入れることはなく、なるべく重要な政務には関わらせないようにしているそうだ。その理由は……猜さい疑ぎ心しんを抱いているから。

　クロードさんはポケットから白いハンカチを取り出して、玉座の金細工についた微かな汚れを拭き取っていた。その仕事を終えると、視線をまた私に戻す。

　いつもの微笑みを浮かべながらも、クロードさんの顔はどこか悲しそうに見えた。

「猜疑心とは？」と話の続きを促す私に、彼が教えてくれたのは、アベル様の葬儀のときに、公爵が殿下にかけた言葉だった。

『死んだのは残念だが、国のためにはよかったと思えばいい。カブレラは失脚し、アベルを持ち上げていた雑ざ魚こどもも、これで諦めがつくだろう。アミルカーレとわしとで、強い国を作ろうじゃないか』

　私の中に、カッと怒りが湧く。最愛の弟を亡くしたばかりの殿下に、『よかったと思え』などと、どうしたらそんなにひどいことを言えるのか。

　怒りと同時に、殿下の猜疑心の理由を知る。

　次期大公に弟君を推していた貴族たちが急速に力を失い、誰が得をするのかといえば、バルドン公爵だ。甥おいであるアベル様の死によって、今まで以上に権力を握る結果となっている。

　もしかして、すべて仕組まれていたことだったりして……。

　ハッとしてクロードさんを見ると、彼はゆっくりと頷いた。

「もうひとつ、後に分かったことですが、カブレラ公爵の屋敷に、邪視の少年が匿われているという情報をアベル様に流したのは、バルドン家の執事でした」

「えっ!?　邪視の少年が、カブレラ公爵の屋敷から出てくるところを発見したのも、バルドン家の護衛兵でしたよね？」

「そうです。おかしいと思うでしょう？　もしや……と。しかし証拠がないのです」

　私はゴクリと唾を飲み込んで、クロードさんが濁した言葉を予想して口にする。

「邪視の少年を匿っていたのは、カブレラ公爵ではなく、バルドン公爵だったということですか。アベル様が亡くなられた事故も、バルドン公爵の企みですか？」

「さすがに、そこまでは違うと、思いたいものです。アベル様にとっても叔父でありますし、殿下も本当は信じたいのですよ。バルドン公爵を」

　殿下は公爵を疑っているが、本当は信じたい……。

　それを聞かされると、私の中の怒りは萎しぼんでしまい、後にはモヤモヤとした不快感が残された。

　前大公が病に伏している間の政務の相談相手は公爵だったと、殿下は言っていた。昔はよくしてくれた叔父だから、信じたいという気持ちも分かる気がする。

　殿下はふたつの気持ちの狭間で、苦しんでいるのかな……。

　同情して肩を落とした私に、クロードさんは「しかし」と語気を強めた。

「今のアミルの中には、不信感の方が大きいようです。公爵がしつこくエリーヌ嬢を勧めてくるのは、自分の孫を次期大公にしたいため。バルドン家の力をさらに高めたいのです。エリーヌ嬢は二十歳になられます。お年頃のうちに、早く殿下に結婚を決めさせようと、焦っているのかもしれません」

「そのために、邪視騒ぎを利用するなんて……」

「利用するというより、どこかから探し出して連れてきたのでしょうね。邪視の少年はきっと公爵が匿っている。アミルはそう考えているのだと思います。バルドン家を見張らせると言ってましたから」

　ということは、都で起きている変死騒ぎは、バルドン公爵の命令で、誰かが起こしているということだ。

　なんの罪もない人を殺してまで、娘を大公妃にしたいというの……。




　それから七日が過ぎ、邪視の少年を発見したという一報が、殿下のもとに届いた。

　日もとうに落ちて、ランプの明かりだけの薄暗い執務室で、長椅子には殿下と私、テーブルを挟んだひとり掛けの椅子にクロードさんが座っていた。

「やはりな。残念だが、叔父上は黒だった……」

　バルドン公爵を疑いつつも、信じたい気持ちを捨てられずにいた殿下。公爵が黒幕だったという事実は、かなり心に痛いようで、苦しげに顔をしかめている。

　邪視の子供を見つけるに至った経過は、こうだ。

　七日前に殿下は、公爵の屋敷を見張るようにと、青の騎士に指令を出した。邪視の子供が直接屋敷に出入りする様子は見られなかったが、バルドン家の執事が不審な動きをしていることに気づく。

　真夜中に、都の北側にある貧民街に足を運んでいるのは、どういうわけか……。

　気づかれぬように尾行した青の騎士が目にしたのは、闇の中で、髭面の男に金貨を渡している執事の姿。その後の調査で髭面の男は、一時期、都を騒がせていたボゾネ一味の残党だと判明した。

　その男を調査して、アジトを見つけると……そこには、両目に包帯を巻かれた少年が閉じ込められていたそうだ。

　邪視の少年は今、青の騎士に保護されて護送中。少年を利用して変死騒ぎを作り出していたボゾネの残党も、アジトに潜んでいた者は全員捕らえられたらしい。

　その捕獲劇の中に私が入れないのは、殿下が許可してくれなかったから。私だって一応、騎士なのに……と残念に思いつつも、これで邪視騒ぎが収まるだろうと、ホッとしていた。

　これでバルドン公爵は、無理やりエリーヌ嬢を殿下のもとに嫁がせることはできない。いや、もはや大公妃どころじゃない。邪視騒ぎの黒幕だとバレてしまったのだから、これから罪人としてお縄にかけられるのだろう。

　その姿を想像して、鼻息を荒くする私だったが、事態はそんな簡単には進まないみたい。

　クロードさんが難しい顔をして言う。

「バルドン公爵は、すべての罪を執事に被せて、終わりにするつもりだろうね」

「そうだろうな」と殿下は同意して、私は驚いて立ち上がった。

「そんなの、許せません！」

　声が大きすぎたのか、隣にいる殿下に「落ち着け」とたしなめられ、椅子に座り直す。それで、今度は控えめな声で意見した。

「邪視騒ぎの変死者は、五人に上っています。なんの罪もない人をそんなに殺しておきながら、執事のせいにして逃げるなんて……」

　やり切れない気持ちで首を振り、唇を噛みしめると、殿下は私の頭を撫でて慰めてくれた。

「確たる証拠もないのに、叔父上を問い詰めるわけにもいかないんだ。そんなことをすれば、叔父上の息のかかった貴族や豪商たちが抗議に押し寄せるだろう」

「バルドン公爵を慕う人が、そんなにいるのですか？」

「慕うというより、利害関係だな。バルドン家が営んでいる貿易会社との取引で、利益を得ている者が大勢いる。叔父上がいなくなれば、収入に困ることだろう。だが、調査は続ける。言い逃れのできない証拠でも、見つかればいいが……」

　執務室の窓から、丸に近い大きな月が見えていた。小さく聞こえてくる教会の鐘の音は、終課の鐘と呼ばれるもの。一日の終わりを知らせる鐘で、城下街の民は、そろそろベッドに入ろうとしている頃だろう。

　それを聞いた殿下は、話を終わらせようとする。

「今すぐに叔父上を罪に問うことはできないが、これで邪視騒ぎは落ち着くはずだ。明日の夕方、近隣の貴族たちを集めようと思う。クロード、朝一番に手紙を届けるよう手配してくれ」

　クロードさんは頷き、私は首をかしげた。

　こんな大変なときに急な晩餐会を開くわけはないし、貴族たちを集めてなにをするの……？

　不思議に思って殿下と目を合わせると、クスリと笑われた。

「意味が分からないといった顔をしているな。宴じゃないぞ。邪視の子供のお披露目だ」

「お披露目？　どうしてですか？」

「七年前、アベルは邪視の子供と目を合わせることで、呪い殺されることはないと、証明して見せた。不幸な子供を助けるために。今度は、俺が……」

　もし弟が生きていたなら、今回もきっと……そう考えて、殿下はアベル様の遺志を継ごうとしているのだろう。

　私を見つめる青い瞳の中に、弟君への強い想いが溢れていた。

　胸が熱くなり、私の目に涙が浮かぶ。

　弟君を守れなかったことを、今も悔いて苦しんでいる殿下。そうすることで、少しは罪の意識から解放されるの？　心の荷を、下ろしてくれたらいいのに……。

　すぐ横にいる殿下の姿が、涙に滲んでぼやけると、「ステファニー」と艶のある声で名前を呼ばれた。肩を抱き寄せられ、ポロリとこぼれた涙をすくうように、殿下の唇が頬に触れる。

　突然の甘い展開に、たちまち鼓動が速度を上げて、私は慌てていた。想いを通わせたのは、つい最近のことで、こういった展開にまだ心がついていけないでいる。

「見逃してくれ」と殿下が頼んだ相手は、私ではなくクロードさん。テーブルを挟んだ向こうから、「まったく、もう」と呆れた声がして、椅子の上で背を向けたような衣擦れの音もした。

　その後は、唇が重なって……。

　二度目のキスは、触れるだけでは終わらなかった。私を味わうように、深くゆっくりと唇を合わせてくる。

　背中と頬に触れる優しい手の温もりと、私を求めてくれる柔らかな唇。

　愛されていることを実感すると、戸惑いは薄らいで、身を任せようという気持ちになれる。

　殿下が、愛しくて堪らないの……。

　窓から月が覗く中で、甘くとろけるような幸せに、包まれていた。




　翌日の夕暮れ時。

　謁見の間には、都に屋敷を持つ貴族たち二十名ほどが集まっていた。彼らは、邪視が迷信であると確認させるための証人だ。

　七年前は証人が少なかったので、邪視を信じる者をほとんど減らせなかったが、今回は大勢の前で証明して見せる。目を合わせても、なにも起こらないのだと、口伝えに噂が広まることを期待していた。

　私は護衛の騎士として、玉座の右側の壁の隅に立っている。他の角にもそれぞれ三名の騎士が、姿勢を正して控えていた。

　集められた貴族は窓側に一列に並んで立ち、その先頭はバルドン公爵。隣には、息子のロドリグの姿もあった。

　昨日殿下が予想した通り、公爵はすべてを執事のせいにして終わらせるつもりのようだ。何食わぬ顔で謁見の間に入ってきたときに、そう感じた。

　許せない……。その怒りは、ロドリグにも向いている。

　舞踏会の日に聞かされた話は間違いだらけ。後継問題の末に殿下が弟を殺したとは、なんてひどい嘘をつくのか。

　殿下は皆が揃った後に、入ってきた。赤絨毯を進む殿下に、貴族たちは一斉に頭を下げる。

　玉座に座った殿下は、面を上げるように言ってから、この集まりの主旨を説明した。

「急な呼び出しへの対応、ご苦労だった。昨夜、都を騒がせている邪視の子供を保護した。子供を利用し、変死事件を起こしていた輩も捕らえている。安心されよ。あとは、手紙に書いた通りだ。邪視と言われる目には、人を呪い殺す力はないと、俺がこの身で証明する。皆はそれを見届けてくれ」

　口を挟む者はいないが、貴族たちの顔からは反対の意思が見て取れた。皆、邪視を恐れ、殿下の身を案じているのだ。殿下が話し終えるのを待って、貴族たちは隣同士でヒソヒソと相談し出す。

「お止めした方がよろしいか」

「御身に万が一のことがあれば……」

　それを見ていると、私にまで不安が伝染してしまった。アベル様の話を聞いて、邪視は迷信だと理解したはずなのに、〝万が一〟という言葉が心に張りついて剥がれてくれない。七年前の少年の目には人を呪い殺す力がなかったのかもしれないが、もしかして今回の少年の目は……そんな心配をしてしまった。

　彼らの顔を見回し、「心配無用だ」と殿下が言うと、ひとりだけ意見する者がいた。それはバルドン公爵だ。

「そのような危険な真似はやめなされ。死んでしまいますぞ。邪視の少年と悪党どもを、さっさと処刑すれば済む話ではないですか」

「その悪党の中に、叔父上の屋敷の執事が含まれているが、処刑してもいいのか？」

「我が屋敷の執事のことは申し訳ございません。わしを欺き、なんと恐ろしいことを企んでおったのかと震えております。どうぞご遠慮なく処刑してくだされ」

　すべてを執事のせいにして、やり過ごす気のバルドン公爵。自分の命令で動いた執事を、処刑しても構わないとは、血の通った人間なのかと疑いたくなる。

　一方、他の貴族たちは、まだ詳しい事情を知らないのか、「バルドン家の執事がなにかしたのか？」と、囁き合う声が聞こえてきた。ここにいる貴族たちに、すべてを暴露したい……そう思っても、発言権を与えられていない私は、我慢して唇を噛みしめるのみ。しかし、私なんかより、殿下の方が何十倍も悔しい思いでいることだろう。

　騒つく謁見の間で、殿下と公爵は睨み合っていたが、先に口を開いたのは殿下だった。

「いつまでもなにも気づかぬ若輩者だと思うなよ。この件は、徹底的に調べ上げる」

「はて、なんのことやら」

　ふてぶてしい公爵への怒りを、ぐっと押し込めるかのように、殿下は一度目を閉じる。大きく息を吐き出して目を開けると、ドア前に控えているクロードさんに言った。

「さっさと終わらせよう。子供をここへ」

　廊下に出ていったクロードさんは、すぐに邪視の少年を連れて戻ってきた。

　歳は七歳くらいだろうか。肩までの黒い髪はボサボサで、黄みがかった肌は薄汚れている。服だけは着替えさせられたのか、清潔な白いシャツに真新しい茶色のベストとズボンを身につけていた。

　両目を覆う包帯は、まだ解かれずにそのまま巻かれていて、クロードさんに手を引かれて、赤絨毯の上をゆっくりと進んでいた。

　邪視を信じる貴族たちは、恐れ慄おののいている。その姿さえも目に入れては毒だというように、下を向いたり、目を閉じたりしている者もいた。

　少年は赤絨毯を、接近限界のラインまで連れていかれて、そこにペタンと腰を下ろした。座るように言われたのではなく、足が震えて立っていられないみたい。クロードさんが大丈夫だから立つようにと声をかけても、怯えから足に力が入らないようだ。

「そのままでいい」と言った殿下は、自らが近づいていき、少年の目の前の絨毯に片膝をついた。

「怖がらなくていい。俺はお前を助けたいと思っている。名は、なんと言う？」

「ハミン……」

「響きのいい名だ。ハミン、包帯を取るんだ。その目を俺に見せてくれ」

　少年は隠された目を殿下に向けて、小さく首を横に振る。クロードさんが包帯に手をかけたが、彼はその手を払い除け、外されまいと、両腕で頭を抱え込んだ。

「だ、ダメ。僕の目を見たら、みんな死んじゃう……」

　邪視を肯定するようなことを、少年自らが言ったことに驚かされた。

　お前の目は呪いの目だと、誰かに言われ続けて、信じてしまったの？　それとも、目を合わせた人が倒れる姿を見たことがあるのでは……。

　貴族たちが慌てたように騒ぎ出した。

「殿下、おやめください！」

「本人が言ってるじゃありませんか。呪い殺されますぞ！」

　口々に叫ぶ貴族たちの言葉を聞いていると、私の中の不安も急激に増す。

　この子は、やっぱり七年前の少年と違うのかもしれない。目を合わせてしまえば、殿下のお命は……。

　どんなに周囲が反対しても、殿下はやめようとしなかった。弟君の遺志を継ぐという強い決意が、その背中に見て取れる。「じっとしてろ」と命令し、少年の腕を頭から外した殿下は、自らの手で包帯を取り去った。

　少年は自分の体を抱きしめ、震えている。両目はしっかりと閉じられたままで、目を合わせることを彼が一番恐れているようだった。

「ハミン、目を開けろ」

「た、大公様が、死んじゃう……」

「大丈夫だ。俺は死なない。信じるんだ、ハミン」

　私の中の不安はピークに達していた。激しい恐怖に突き動かされ、壁の隅から駆け出す。殿下と少年の間に飛び込むように割って入ると、少年の頬を両手で挟んで、額と額をくっつけた。そうすれば、殿下は少年の目を見ることができないからだ。

　驚いた少年は反射的に目を開けてしまい、私は至近距離で目を合わせることとなる。

　カラスの濡羽のように真っ黒で艶やかな瞳の中に、それよりもさらに黒い三重の輪が見えた。呪うなら、殿下ではなく私を……そう思って、これ以上ないほどにしっかりと覗き込んでいたら、「おい」と不機嫌そうな声を後ろに聞いた。

　ハッとして、少年を離して恐る恐る振り向くと、絨毯の上に尻餅をついたような格好で座る殿下を見た。

　しまった……。必死だったから、全力の体当たりを食らわせ、転ばせたんだ。

　護衛の騎士が、主を突き飛ばすなんて……。

「も、申し訳ありません！」と大慌てで謝り、そこに土下座をする私。赤絨毯に額を擦りつけ、無礼を働いた理由だけは伝えておこうと、気持ちを口にした。

「殿下にもしものことがあったらと、不安に思ったものですから……」

「なにも起こらないと教えたはずだぞ。余計な心配をするな」

「し、しかし……」

「もしものことがあるというなら、なおのこと、俺が目を合わせぬわけにいくまい。お前だけを危険に晒す気はないからな」

　その言葉にハッとして頭を上げると、殿下は片膝をついた姿勢で、私の斜め後ろをじっと見つめていた。邪視の少年と目を合わせているのだ。

　慌てそうになったが、先に目を合わせた私の身に、なんの異変も起きていないことに気づく。

　殿下の言った通り、邪視は迷信だった。よかった……。

　殿下はたっぷりと二十秒ほど視線を合わせてから、クロードさんに言う。

「お前も見るか？」

　クロードさんは、いつもの微笑みを湛えて「はい」と頷く。ポカンとして、なにが起きたのか分からないといった様子の少年の肩を掴み、自分の方に向かせると、しっかりとその目を覗き込んだ。

「これは美しい。まるで黒曜石のようです。宝石のような瞳が忌まわしいなどと、誰が言い出したのでしょうか」

　静まり返っていた謁見の間に、貴族たちのヒソヒソ声が戻ってくる。

「なんともないようだな……」

「一秒目を合わせれば、不運に見舞われ、二秒で病に冒され、五秒目を合わせたら、即死……という話はなんだったんだ？」

「長いこと迷信に踊らされていたとは、我々は随分と滑こっ稽けいではありませんか」

　殿下は立ち上がり、少年の腕を取って彼も立ち上がらせると、その両肩に手をのせて貴族たちの方へ顔を向けさせた。

「これで皆も分かっただろう。珍しい瞳をしているというだけで、この子は随分とひどい目に遭ってきた。なんと哀れなことか。二度と悪しき者たちに利用されぬよう、この話を都中に広めてほしい。邪視は迷信だということを」

　もう少年から顔を背ける者はいなかった。殿下の言葉にひとりが手を叩くと、周囲の貴族たちも拍手して、邪視騒ぎの終しゅう焉えんを喜んでいた。

　やっと事態を飲み込めた様子の少年の目からは、涙がこぼれ落ちている。

　よかった……。この子にとっても、殿下にとっても……。

　立ち上がった私の頭に殿下の手がのり、くしゃくしゃと撫でられた。

　視線を合わせると、青い瞳はニッコリと弓なりに弧を描き、私も笑みを返す。

　アベル様の遺志を継ぎ、少年を救った殿下。これで七年前からの心の傷は、少しは癒されたのではないかと、その胸の内を慮おもんばかっていた。




「ご苦労だった」

　殿下は螺旋階段の手前に立ち、貴族たち、一人ひとりに労ねぎらいの言葉をかけ、見送っていた。

　その側には青の騎士がひとり護衛についている。他のふたりの騎士は詰所に戻っていき、クロードさんは少年を連れて、廊下を東へと歩き去った。

「退け、邪魔だ」

　謁見の間を出てすぐの廊下で佇んでいた私に、遅れて出てきたバルドン公爵が肩をぶつけて通り過ぎる。

　ムッとしていると、今度は息子のロドリグが声をかけてきた。

「君は大公殿下のお気に入りじゃないか。どうして騎士の格好をしているんだい？」

　会ったのは半月ほど前の舞踏会以来。馴れ馴れしく私の肩に手をかけてくるから、その手を払い落としてキッと睨みつけた。

「僕が青の騎士をしている事情を、ロドリグ殿は知らなくて結構です。そんなことより、あなたに謝罪を求めたい。殿下が弟君を手にかけたなどと、なぜあんなひどい嘘を――」

「おっと、ストップ。廊下でその話はマズイと思うよ」

　ロドリグは周囲に目を配ってそう言うと、謁見の間に引き返していく。

　彼から詫びのひとつでももらわないと気の済まない私は、後について謁見の間に入り、ドアを閉めた。赤絨毯の上で向かい合い、彼を睨みつけて責め立てる。

「ロドリグ殿の嘘のせいで、僕は殿下を信じられなくなり、苦しみました。なぜあのような嘘を話すのです。アベル様は事故で亡くなられたというのに」

「ああ、そうだったね。橋が切れて、邪視の子もろとも崖下に落っこちたんだっけ。でも俺が話したことは、ある意味、事実なんだよ」

「ある意味、事実？」

「そう。殿下の弟殺しの噂は瞬く間に広まって、今でもそれを信じる者が多数いる。睨まれたくないから、殿下の前では皆、口を閉ざしているけどね。今回の件で、邪視が迷信だったという噂が広まれば、七年前の噂も変わるのか……どうだろうね。昔と今回は違うと言う人もいそうだね」

　ニヤニヤしながらロドリグが言ったことに、私は衝撃を受けていた。彼の嘘に騙されただけだと思っていたが、舞踏会の日に聞いた話は、都の多くの人が信じている噂話だった。

　ということは、殿下は七年も汚名を背負っているということなの……？

「みんなに真実を話さなければ」と独り言を呟いたら、「それはダメだよ」と止められた。

「弟君の死因は、城内で乗馬の練習中、落馬して石に頭を打ちつけた……ということにされている。大公殿下が出した公式な発表だよ」

「えっ、どういうことですか!?」

「橋が切れたと、言えなかったからだよ」

　ロドリグの説明によると、その橋の建設には、モンテクレール家と付き合いの深い、隣国の王家が関与しているらしい。

　隣国は鉄鋼業が盛んだ。百馬力で引いても切れないと評判の、鉄のワイヤーを贈られ、隣国の技師の協力のもとで、その橋は作られたということだ。つまり、その橋は隣国との友好の象徴。

　国同士の関係悪化を恐れ、ワイヤーが切れて橋が落ち、弟君が亡くなったと、発表できなかったという話だった。

「俺は父上から聞かされて真実を知っているけど、他の貴族は知らない情報だよ。君は殿下に聞いたのかな？　お気に入り以上の信頼関係だな。本当に殿下は男色だったりして……」

　男色疑惑を否定することも忘れ、私は考えの中に沈んでいた。

　十六歳だったアベル様が城内の安全な馬場で落馬して亡くなるというのは確かに信じがたい。後継争いという背景や、ちょうど邪視の少年が捕らえられた後だということもあって、殿下の弟殺しの噂が広まってしまったのかな。真実は違うのに……。

　殿下に着せられた汚名が悔しくて、私は唇を噛みしめて俯いた。するとロドリグの足が一歩、私との距離を詰めるのを目にする。

　ハッと顔を上げると、拳三つ分もない近距離に彼の顔があり、中腰で私と目の高さを合わせ、ジロジロと観察するように見てきた。

　慌てて飛び退くように後ずさり、「なにをするんですか！」と、その無礼な行為を非難した。

「舞踏会でも感じたけど、随分とかわいいね。歳はいくつ？　十三歳くらい？　青の衣を着ているのは、騎士ごっこかい？」

「僕は十六です。子供ではありません。騎士ごっこと言ったことを訂正してください！」

「十六？　それにしては随分と華奢だね。喉仏も出てないし声も高い。女の子なら、十六でも納得できるけど……」

　キツネ目がさらに瞳の幅を狭めて、怪しむように私を見ている。

　ギクリとした私は、彼の視線を避けて背を向けた。「華奢な体つきは家系です」と嘘をつき、「もう用はないので失礼します」と、無理やり話を終わらせる。

　これまで私は性別を疑われることなく過ごしてきた。それはきっと、貴族の娘が男装して教育を受けに来るはずはないという先入観のお陰だろう。

　でも最近、『マズイよね』と自分で感じるときがある。鏡を見るたび、城にやってきた晩春よりも、女っぽい顔や体つきになっている気がするのだ。

　これ以上怪しまれないようにと、私は男性のように大股で歩き、ドアノブに手をかけた。しかし、ドアは開けられない。ロドリグが真後ろから腕を伸ばし、ドアを押さえているからだ。さらには私を捕まえようと、もう一方の手を腰に回してこようとするから、慌ててサッと横にずれて体を反転させ、壁に背を当てた。

　身の危険を感じ、自然と手が剣の柄を握る。しかし、意外と俊敏に動くロドリグが片手で私の抜刀を阻止し、もう一方の腕を私の顔横に突き立てた。

「俺を斬っても得はないからやめときなよ。バルドン家の跡取りを傷つければ、いくらお気に入りといえども、殿下は庇いきれないと思うよ」

　剣の柄から手を離すしかない私を、キツネ目がニヤついて見ていた。まるでおもしろいおもちゃを見つけたというように。

　斬ることができないならと、拳を振り上げたが、難なく手首を掴まれ、壁に押さえつけられてしまった。

　剣術は得意でも、体術は苦手。男女の筋力の優位性がモロに表れるからだ。

　この前、ジェフロアさんに、剣にばかり頼らず、体術も稽古するようにと言われたことを思い出し、それをしなかったことを後悔していた。

　剣さえあれば私は強いと思っていたのは、間違いだったみたい……。

　冷や汗がこめかみを伝って流れ落ちるが、ここで負けるわけにはいかない。力で敵わないなら、言葉で彼を制しようとした。

「僕は男です。手を出せば、あなたが男色だという噂を広めます」

「それは困るな。俺に懐いてくれる女の子たちを泣かせてしまうよ。でも君が本当は男じゃなかったというなら……問題ないよね？」

「なにを馬鹿なことを！」

「ムキになると、ますます怪しい。女じゃないというなら、服を脱いで見せてよ」

　絶体絶命のピンチに陥り、青ざめた。返す言葉も見つけられぬ中で、ロドリグの左手が襟のボタンに伸びてくる。

　女だとバレる恐怖に「やめて!!」と声をあげたら、一拍おいて、すぐ横にあるドアが荒々しく開けられた。入ってきたのは、険しい顔をした殿下で……。

　ロドリグはすぐに私を離し、問われる前に言い訳をする。

「ちょっと、からかっただけですよ。なにもしておりません」

　殿下は表情の厳しさを解かず、私を背中に隠すように移動すると、彼と対峙する。それから「本当になにもされてないのか？」と、私に聞いた。

　大きな背中に守られてホッとしながら、これまでの状況を説明する。

「性別を怪しまれ、脱ぐように言われましたが、まだなにも……」

　されていないと、すべてを言い終える前に、「うっ」と苦しげに呻く声を聞いた。一歩、横にずれ、何事かと覗き込んで驚いた。

　殿下が彼の胸倉を掴み、右腕一本で宙に持ち上げているからだ。

　殿下よりもロドリグの方が小柄だが、それにしてもすごい力……と感心している場合ではない。私に被害がなかったのに、彼を傷つければ、バルドン公爵が怒鳴り込んできそうな予感がする。

　慌てて殿下の腕にしがみつくようにして、その怒りを鎮めようとした。

「おやめください！　僕は無事です。ボタンのひとつも外されていませんから！」

　私の必死の説得で、殿下はなんとか殺気をこらえて、ロドリグから手を離してくれた。

　ドサリと床に落ちて尻餅をついた彼は、もうニヤついていられなかった。色白の肌を青く染め、乱れた呼吸を整えながら殿下を見上げている。

　怯えて微かに震えるロドリグに、殿下は冷たい声で言った。

「ステファンは、偽りなくフォーレル家の跡取りだ。教育生の身元は、しかと確認して城に招き入れている。お前は俺の調べ方に、不備があったと言いたいのか？」

「いえ、決してそのようなことは……」

「ならば二度とこのような真似をするな。不愉快だ。しばらくの間、城内に入ることを禁ずる。さっさと出ていけ」

　そのとき廊下から、「ロドリグどこにいる？　帰るぞ！」と怒鳴る公爵の声が聞こえてきた。立ち上がって一礼した彼は、父親に助けを求めるかのように、走って謁見の間から出ていった。

　開けっ放しのドアを閉めたのは殿下で、鍵までかけてから、振り向いて私を胸に抱きしめた。

　たちまち心臓が忙しく働き始め、顔の火照る私。

　謁見の間でこんなことをしてもいいの？と戸惑う気持ちもあるけれど、それ以上に嬉しくて、私も殿下の背に腕を回してみた。

「ありがとうございました」と、助けてもらったことへのお礼を口にすると、「そんな言葉では足りないな」と言われてしまう。

　どう言えばよかったの……？

　返事に困る私を笑い、殿下は耳元で甘く囁いた。

「これからは片時も俺から離れないと誓え。沐浴も、寝るときもな」

「ええっ!?」

　冗談めかした口調だったので、本気ではないと分かる。それでも沐浴と言われて、殿下に髪を洗ってもらった、あのときを思い出してしまう。

　まだ入ったことのない殿下の寝室に呼ばれる自分も想像し、慌てふためいた。

　こんなふうに、いちいち慌てる私は子供みたい。殿下に釣り合う女性になりたいなら、こういう場合でも落ち着いて受け答えができないといけないのに……。

　心を落ち着かせるために、一旦、離れようと試みる。しかし、殿下はそれを許してくれず、さらに力をこめた腕で、苦しいほどに抱きしめられた。

「俺から離れるな。心配なんだ。ステファニーは時折、予測不能な行動をとるからな」

　自分では青の騎士としての規律を守り、教育生として勉強もして、真面目にやっているつもりでいた。殿下の指示にも従順に応じているつもりでいたのに……なにか困らせるようなことをしているのかな。

「あの、私はどうすればいいのでしょう？　どうしたら殿下に、ご心配をかけずに済むのでしょう？」

　逞しい腕の中から問いかけると、少しだけ身体を離され、青く美しい瞳に見つめられた。優しく微笑むその瞳に反比例して、口の端はニヤリと吊り上がっている。

「すぐにでもお前のすべてをもらい受けたいが……それができないのならば、今は愛してると言ってくれ。俺だけを愛していると」

　途端に耳まで熱くなる私。きっと今朝の食事に出されたトマトスープよりも、赤い顔をしていることだろう。

『お慕いしています』となら口にできても、それは、ちょっと……。

　恥ずかしさに言い淀んでいたら、額同士がコツンとぶつかり、至近距離で「言え」と命令された。

「私は、殿下を……あ、愛しております……」

　顔から火を噴きそうな思いだが、なんとか愛の言葉を口にしたら、直後に唇を奪われた。髪紐を解かれ、殿下の右手が私の髪に潜り込む。

　顔を逸らせないように鷲掴みにされ、もう一方の手で強く腰を引き寄せられた。腹部や太ももが、殿下の下半身と触れ合って……。

　強引なキスが嬉しいと思うのはなぜ……？

　それは、日を追うごとに、より強く殿下に惹かれていく自分に気づいているから。

　銀の髪から香るバラの香りにうっとりと包まれて、成熟していく恋心を感じていた。










ロザリオに刻まれた愛と絆




　邪視騒ぎを収束させてから、十日ほどが過ぎていた。

　都には木枯らしが吹き抜け、秋は深まりゆく。外出にはマントが必須な寒さだが、中庭はいくらか暖かい。それは四方を白壁に囲まれているせいだろう。

　午後の秋晴れの空の下、中庭にいるのは私とリリィとハミン。

　ハミンは邪視と呼ばれていた特殊な瞳を持つ少年だ。調査の結果、遠い田舎の貧しい家の出自で、その目を理由に人買いに売られたと分かった。そのため、親元には返せない。今後の身の振り方は未定で、今は客人として屋敷に仮住まいさせていた。

　なぜか懐かれた私は、こうして空き時間があるとハミンに剣術を教えてあげている。殿下にも『相手をしてやれ』と言われたことでもあるし、『いつかステファン様のような騎士になりたい』とハミンに言われては、悪い気はしない。まるで弟ができた気分でいた。

　水が止められている噴水前のレンガの広場で、木刀を手に、「えいやっ！」と向かってくるハミン。私が軽く受け止めて横にいなすと、彼はコロリと転がった。

「ハミン、もっと脇を締めて振り下ろさないと、力が分散されちゃうから」

「はい！」

　噴水横のベンチに座って眺めているのはリリィ。今日は侍女付きではなく、ひとりでやってきた。

　初めはニコニコしながら見ていた彼女だけど、そろそろ退屈してきたみたい。『私にも構ってよ』と言いたげに、ベンチで口を尖らせている。

　それに気づいた私は、ハミンを止める。

「今日はここまでにしよう。疲れたでしょ？」

「まだやれる。ステファン様、もう一回！」

「ダメだよ。ハミンは成長期の子供だから、やりすぎはよくない。筋力をつけすぎたら、背が伸びなくなっちゃうよ」

　適当な言い訳にも、ハミンは素直に頷いてくれて助かった。

　木刀を置いてリリィの側に寄り、私を真ん中にして、三人並んでベンチに座る。すると、待ってましたとばかりに、リリィが手紙を取り出し、顔の高さに広げて見せる。

「あの方からのお返事よ！　私に会いたいって書いてあったわ！」

〝あの方〟というのは兄のステファンだ。事情を知らないハミンがいるので、リリィはわざわざそういう呼び方をしてくれる。

　ふたりの文通は、もちろん知っているので、そこに驚きはないけれど、〝会いたい〟という言葉には目を瞬かせた。

　あれほど怖がっていたステファンなのに、リリィに恋して、教育を受けに来る決心がついたというの？

　その変化はいいことだと思うけど、途中交代は難しい。いくら顔が同じでも、雰囲気の違いに気づく者がいるかもしれないし、なにより青の騎士を務めるのは無理だろう。

「リリィ、その手紙を読ませてもらえませんか？」

　詳しいことが知りたくて、手紙に手を伸ばしたら、彼女にサッと隠された。頬をピンクに染めて、ウフフと笑って言われる。

「恥ずかしいから読んではダメよ。あの方は繊細なのね。私を賞賛する美しい言葉が、詩のように綴られていたわ。それだけ教えてあげる」

　あの兄が……へぇ……。

　そのとき、北側のドアが開き、ジャコブが中庭に現れた。トレーを手にしていて、紅茶のポットとカップが三つ、焼き菓子ものせられているのが見える。

　私たちの前まで歩いてきたジャコブは、リリィに対して軽く一礼してから言った。

「寒いのではないかと思いまして、温かいお茶を用意しました。あちらのガーデンテーブルで、どうぞ」

　みんなで花壇の横にある、ガーデンテーブルまで移動する。

　三人分の膝掛けまで用意してくれたジャコブは、よく気の利く執事だ。

　紅茶とブランケットの暖かさに、ホッとひと息つく思いでいたら、給仕の手を止めて南側の窓を見たジャコブが呟いた。

「バルドン公爵が、お帰りのようですね……」

　その言葉に反応して、私も振り向いたが、バルドン公爵は窓から見える廊下を、もう通り過ぎた後のようだった。

　公爵の姿を目にできなくても、どんな顔をして屋敷を出ていったのかは、容易に想像できる。きっと、苦虫を噛み潰したような顔だろう。

　謁見の間に貴族たちが集まったあの日以降、公爵は連日、殿下に呼び出されていた。公爵を騎士団の詰所に捕らえて尋問するわけにはいかないので、謁見の間で殿下自らが取り調べを行なっているのだ。公爵は『知らぬ、存ぜぬ。執事が勝手にやったこと』と言い逃れをしているようだが、疑いが晴れないことに相当苛立っているようだ。

　残念ながら、公爵が関わっていたとする直接的な証拠はまだ得られず、バルドン家の執事も口を割らないみたい。ハミンが公爵を知っていたならよかったけれど、囚われていた間はほとんど目に包帯を巻かれていたし、ボゾネの残党としか会話をしていなかったようだ。

　殿下は諦めないと仰っていたから、調査と取り調べは続くと思うけど……。

　紅茶のカップを置いて、私は立ち上がった。今日の取り調べで、なにか状況が変わっていないかと気になって。

　今までなら、謁見の間での護衛に私をつけてくれた殿下だけど、今はその任務にジェフロアさんが当たっている。公爵は帯剣を許されているから、逆上した場合、なにかあるかもしれないと考えてのことだ。

　私よりジェフロアさんが護衛についた方が安全なのは確かで、殿下のお側にいたくても、そう言われたら引き下がるしかない。その代わりに私に与えられた任務といえば……ハミンとリリィの相手といったところ。

　ふたりは懐いてくれてかわいいと思うけれど、弟と妹の世話を押しつけられた気分で、少しだけ不満。私も殿下のお役に立ちたいのに……。

　ジャコブに膝掛けを渡すと、リリィに言った。

「すみませんが、殿下のところへ行ってきます。どうしても、気になって……」

　私がいなくなることに頬を膨らませたリリィだが、すぐにニッコリとした笑みを取り戻し、すんなりと聞き入れてくれた。

「お兄様のことが気になるのは、仕方ないわよね。恋って、そういうものだもの」

「へっ!?」

　リリィに悪気はないと分かっていても、ときどきこうして焦らされるのは、どうにかならないかな……。

　まだ七歳と幼いハミンは、なにも気づかず焼き菓子に夢中になっている。ジャコブは、なぜか笑いをこらえているような顔をして、コホンと咳払いしてから言った。

「ステファン様、どうぞ行ってください。代わりに私が、おふたりのお相手を務めておきますから」

「う、うん。ありがとう」

　ジャコブが笑いそうになっていた理由は分からないが、感謝して、私は南のドアに向けて駆け出した。

　二階の廊下までたどり着くと、ちょうど謁見の間から出てきた殿下とクロードさんに出くわした。

「殿下、あの……」

　駆け寄る私を見て足を止めた殿下は、厳しい表情を緩めてくれた。

「取り調べが気になって仕方ないといった顔をしているな」

「すみません。僕が出しゃばる問題ではないと分かっているのですが、心配で……」

「いいだろう。教えてやる。ついてこい」

　クロードさんは紅茶を用意してくると言って、廊下の角を曲がり、私たちは執務室に入った。

　奥の長椅子にドサリと腰を下ろした殿下は、疲労が溜まっているのか、長い息を吐き出した。私は、殿下の隣にちょこんと腰かける。

　初めてこの長椅子に座ったとき、男性と、しかも大公殿下と並んで座ることに抵抗を感じたが、今はここが私の定位置のように思える。

　殿下の隣は心地よく、ホッとしつつも、ドキドキと胸は高鳴っていた。

　願わくば、これから先もずっと、殿下の隣は私の席であってほしい……。

　美しい殿下の横顔を見ながら、自分の中にある、独占欲のような思いに気づいて頬を赤らめる。

　すると視線が合い、フッと柔らかい微笑みをくれてから、殿下は私の顎先をつまんだ。

「なんだ、その顔は。まるで襲ってくれと言わんばかりだぞ」

〝襲う〟という言葉の意味は、斬りかかることじゃなく、男女の営みのことよね？

　こんな私でも、それくらいの知識は持ち合わせている。決してそんな破は廉れん恥ちな想像をしていたわけじゃないと、慌てて首を横に振って見せたが、正直に言うと、少しだけ期待もしている。

　押し倒されては困るけど、キスはしてほしい……。

　そんな私の気持ちを読んだかのように、殿下は顔を斜めに傾け、唇を近づけてくる。胸の高鳴りが増すのを感じつつ、そっと目を閉じると……ドアの開けられる音がして、その後に「こらっ！」と叱るクロードさんの声も聞こえた。

　殿下は私を離して舌打ちし、私は……真っ赤な顔で俯いた。キスを待つ顔を見られてしまったことよりも、残念だと思っている自分の心が恥ずかしくて……。

　婚約前の身で、しかも鍵も閉めずになにをしているのかと、ひと通り怒られてから、紅茶を飲みつつ真面目な話に移る。

　殿下は眉間に皺を寄せて、バルドン公爵のことを話してくれた。

「今日の取り調べでも、これといった成果は得られなかった。叔父上は、関与していないと言い張るだけで、口を割ろうとしない。すぐに話を逸らそうとするのも困りものだ。エリーヌや、ステファニーのことを……」

「私の話ですか？」

　エリーヌ嬢を勧めてくるのは、いつものことなので、別段の驚きはないが、私についてなにを話すというの？

　少し考えて思い当たったのは、ロドリグに性別を疑われたときのことだ。危機一髪のところを殿下に助けられ、あの話は終わったものとしていたのに……。

　不安になって「私の性別のことですか？」と尋ねると、殿下は頷いた。しかし深刻そうな様子はなく、「心配するな」と優しい声で言ってもらえる。

「くだらないことを言うなと、叱っておいた。誰がお前の正体を調べさせるものか。その点は安心していいが、この前のような目に遭わぬよう、バルドン家の者とふたりきりになるな。分かったな？」

「はい」

　殿下が力強く言ってくれたお陰で、不安はすぐに解消された。

　ロドリグは入城を禁じられたままだから、しばらく顔を合わせることはないだろうし、公爵に近づかないよう気をつければいいみたい。

　ホッとして紅茶のカップに口をつけ、ふと気づく。

　もしかして、私が謁見の間での護衛の任から外された理由は、私を公爵から遠ざける目的もあってのことでは……。

　殿下の思いやりに感謝しつつ、関わらせてもらえないと不満に思っていた浅慮を恥じていたら、ひとり掛けの椅子からクロードさんが立ち上がった。

　殿下のカップに二杯目の紅茶を注ぎながら、「その件だけど」と話し出す。

「ロドリグ殿の、城内立ち入り禁止の命令を解いた方がいい気がするんだ」

「なぜだ？」

「父より息子の方が、ボロを出しそうな気がして。ロドリグ殿はおしゃべりだから、公爵が隠したい情報でも、うっかり口にすることがあるかもしれないよ。取り調べに同席させてみたら、どうかな？」

　ロドリグとは二度しか会っていないが、彼がよくしゃべるという印象を私も持っているので、クロードさんの提案にすぐに賛成した。

「それはいい考えだと思います。私のことならご心配なく。顔を合わせぬよう、その時間は謁見の間に近づかないようにしますから」

　それでも殿下は私が心配なのか、難しい顔で考え込んでいる。

　紅茶を注ぎ終えて椅子に戻ったクロードさんは、今度は私に話しかけた。

「ステファニー様、ロドリグ殿とふたりきりになったとき、なにを話されましたか？　なにか疑わしいことを言っていたなら、今後も口を滑らせてくれると期待が持てるのですが」

　そう言われて、十日ほど前の記憶を手繰り寄せる。

　今回の邪視の件については、なにも話さなかった気がするけれど、七年前のことは話した。どうしてあんなひどい嘘をついたのかと、私が詰め寄ったら……。

「確か、こう言ってました。『ああ、そうだったね。橋が切れて、邪視の子もろとも崖下に落っこちたんだっけ』と。それから……」

　そこまで話した私は、肩をビクつかせた。

　クロードさんは目を見開き、殿下は紅茶のカップを滑り落としたからだ。

　一級品のカップは持ち手が折れてしまったが、それを気にする素振りは微塵もなく、殿下は私の両肩を強く掴み、低い声で詰問してきた。

「橋が切れたということを、お前が口にするより先に、ロドリグが言ったのか？」

「は、はい。そうです。隣国との関係により、橋が切れたとは発表できず、公には伏せられている死因だとも言ってました。『俺は父上から聞かされて真実を知っているけど、他の貴族は知らない情報だよ』と」

　険しい顔で見つめてくる殿下に、私の背には冷や汗が流れ落ちた。

　私はなにかマズイ話をしたの……？　殿下がなにに驚いて、そんなふうに顔をしかめるのか……さっぱり分からない私は戸惑うばかりだ。

　掴まれている両肩が少し痛いが、それよりも、殿下が噛みしめている下唇から、血が染み出しているのが気にかかる。

「あの、私はなにかおかしなことを言ったでしょうか……？」

　震える声で問いかけると、殿下はハッとしたように私を離して、唇の血を手の甲で拭った。それから落ちて割れた足元のカップを見つめて、険しい顔のままにくつくつと笑い出すから、気が触れたのかと心配になる。

　動揺してクロードさんを見ると、いつも笑顔の彼も苦悶の表情を浮かべていた。

　ひとりだけ事情の分からない私に、クロードさんは静かな怒りのこもる声で説明してくれる。

「隣国を気遣い、死因を伏せたのは、その通りです。ロドリグ殿はバルドン公爵より、その話を聞いたと言ったようですが、殿下は公爵にも、橋のことは教えておりません」

「えっ!?」

「知っているのは城内のほんのひと握りの者と、事故を知らせてくださった、大叔父にあたるシャバネル卿だけなのです。真実を知る者には、他言しないという旨の誓約書を書かせましたので、皆、心にしまっていることと思います。罰せられたくないでしょうから」

　と、いうことは……。

　私はゴクリと唾を飲み込んだ。

　クロードさんは一拍おいてから、はっきりとした口調で続きを話し出す。

「そうです。他に知る者がいるとすれば、橋を落とした犯人だけかと。橋を吊るしていた鉄のワイヤーは、隣国の最先端の技術で作られた頑丈なものです。それなのに、二年も持たずに切れるとは、怪しいとは思っていたのですが……」

　以前、謁見の間でクロードさんとふたりで話したときのことを思い出していた。

　アベル様の事故も公爵の企みなのかと聞いた私に、クロードさんは言った。

『さすがに、そこまでは違うと思いたいものです。アベル様にとっても叔父でありますし、殿下も本当は信じたいのですよ。バルドン公爵を』

　現在と過去、ふたつの邪視騒ぎの黒幕は公爵だと疑っている殿下だが、アベル様の死だけは不運な事故だと思っていた。

　いや、殿下は思いたかったんだ。最愛の弟を、叔父が殺すはずはないと……。

　その苦しい心を心配して隣を見ると、殿下はもう笑っていなかった。殺気に満ちた青い瞳が、割れたカップを睨みつけている。私に向けられたものでなくても、鳥肌が立つほどの冷たい視線だ。

　眉間に深い皺を刻んで立ち上がった殿下は、クロードさんに命令する。

「叔父上……いや、バルドンを今すぐ呼び戻せ。もう容赦しない！」




　日が落ちて、執務室にはランプが灯されていた。先ほど、晩餐の用意が整ったとジャコブが知らせに来てくれたが、今はそれどころじゃない。

　執務室にいるのは私ひとりきりで、ドアにへばりつくようにして聞き耳を立てていた。殿下とクロードさんは斜め向かいの謁見の間にいて、呼び戻したバルドン公爵を尋問中。ドアを二枚隔てていても、微かに聞こえてくる怒声にハラハラしていた。

　この部屋で大人しく待っているように命じられた私だが、気になって仕方なく、そっとドアを拳半分ほど開けてみた。すると、廊下にバタンと大きな音が響くから、肩をビクつかせる。

　公爵が蹴破りそうな勢いでドアを押し開け、廊下に出てきたのだ。足を踏み鳴らして歩く公爵を追うように、殿下も廊下に姿を現した。

　私は心臓を忙しく動かしながら、ふたりの後ろ姿を覗き見ていた。

「これで終わらせはしない。逃げ切れると思うなよ！」

　怒りに満ちた声で殿下が言うと、公爵は足を止めて振り向いた。赤ら顔をしているのは、公爵も、かなりの怒りの中にいるからだろう。

「わしは知らんと言っておるだろうが！　最近の殿下はおかしいぞ。一体、なにに毒された」

「毒されたのではなく、やっと解毒されたのだ。バルドンという毒からな。もう叔父とは思わん。必ず証拠を挙げて処罰を下してやる。覚悟しておけ」

　それは、甥から叔父に突きつけられた、決別宣言のように聞こえた。

　厳しい口調で敵意を露わにした殿下に、公爵は歯ぎしりしていたが、急に憤ふん怒ぬの表情を消して、低く静かに語りかけた。

「後ろ盾となり、今日まで支えてやったというのに、恩を仇あだで返すとは……。七年前、お前を選んだのは、わしの判断ミスだったようだ。操ることのできない駒はいらんのだよ、アミルカーレ……」

　ドアノブを掴んでいる私の右手が、微かに震えていた。

　怒りが限度を超えると、人間の顔は赤から青白く変わるものなの……？

　バルドン公爵から感じるのは、ふてぶてしさでも狡ずる賢さでもなく、冷酷さ。見たことのない公爵の表情に、背筋が凍るような恐ろしさを感じていた。

　公爵は氷よりも冷たい視線を殿下に浴びせると、ゆっくりと廊下を螺旋階段の方へと歩き出し、私の視界から消え去った。

　殿下は廊下に佇んでいて、その背中からは気持ちが読み取れず、私はその胸の内を心配して後悔もしていた。

　私が過去の話に首を突っ込まなければ、ふたりは敵対することにならず、殿下が苦しむこともなかったのに……。でも、それだと、公爵の思惑通りで、アベル様が浮かばれない。

　私が話したことは、余計なことだったのか、それとも殿下にとって利益となることなのか。その判断がつかずに苦しむ。

　私はただ、殿下の役に立ちたいだけなのに……。




　秋は終わり、雪がチラチラと舞い降りて、都を白く染めゆく。

　殿下がバルドン公爵に、決別宣言を突きつけてから二十日ほどが過ぎていた。

　今回の邪視騒ぎに加え、七年前のアベル様の事故まで再調査を始めたので、殿下も青の騎士団も大忙しだ。橋を修理した職人や事故現場に近い村々にも聞き込みをしているが、七年前の記憶は曖昧で、こちらの期待するような情報はまだ得られていない。

　邪視の件では、肝心のバルドン家の執事が、すべてを白状する前に牢の中で自害してしまい、頭を抱える状況だった。

　なかなか進展せぬ調査の中で、危惧していた事態も訪れる。バルドン公爵が、アラブ諸国からの薬や香辛料の輸入を止めてしまったのだ。

　今のところ倉庫にまだ充分な在庫があるので価格に大きな上昇はみられない。殿下は隣国にかけ合って、新たな流通ルートを模索しているところだが、それでも将来的には確実に品不足になるということだ。

　バルドン家と取引のある商人や、利益のおこぼれをもらっていた貴族たちも、殿下を煩わずらわせる。数日前は連名の嘆願書を携え、殿下に謁見を願い出てきた。

　その嘆願書には、公爵への取り調べを中止してほしいと書かれていたのだ。




　先ほど、終課の鐘を聞いたところだった。暖炉に小さな炎を残しただけの暗い自室で、私は窓辺に立って外を眺めている。

　薄雲を被る月の光が雪に反射して、辺りはぼんやりと明るく見える。雪が薄っすらと積もり、人が踏んだばかりの地面は、足跡の形に雪が溶けてなくなっていた。城下街の家々の窓辺に灯っていたランプの明かりが、ひとつ、またひとつと消えていく。

　この部屋の窓から見えるのは西側の景色で、バルドン公爵の大きな屋敷も遠くに確認できる。その窓辺に灯る光を見つめて心の中で呟いた。

　お願いだから、これ以上、殿下を苦しめないで……。

　小さな溜め息をついて、白い寝間着の胸元をギュッと握りしめた。

　私にできることは、殿下を心配することだけなんて、情けない。調査に参加させてもらえず、護衛の任務からも外されて、私の青の衣は、ただの飾り。

　私を危険に晒したくないという殿下の気持ちは嬉しいけれど、やっぱり私は殿下の側で役に立ちたい。たとえ危険な目に遭ったとしても……。

　カーテンを閉めて窓辺から離れた私は、さっき着たばかりの寝間着を脱いで、青の衣に袖を通した。それから、隣の部屋に繋がるドア前に立つ。

　自分からは開けたことのない、この扉。深呼吸をして決意を固めると、小さく三度ノックした。

　ドアの下の隙間から明かりが漏れているので、殿下がまだ起きていることは分かっている。

　すぐに「どうした？」と声がして、私は思い切ってドアを開け、一歩、足を踏み入れた。

「こんな時刻にすみません。どうしても聞いていただきたい、お話が……」

　初めて目にする殿下の寝室は、私の部屋の三倍ほども広かった。立派な机と書棚、テーブルセットにキャビネットが四つ。大きな暖炉には赤々と炎が揺れている。ベッドは部屋の中ほどにあり、広々として天てん蓋がいまでついていた。

　そのベッドの縁に腰かけている殿下が、私を見ている。白い寝間着の上に藍色のガウンを羽織った姿に、大人の男性の色気を感じて、心臓が大きく跳ねた。

　そのせいで、寝室に立ち入るなんて随分と大胆な行動を取っている気持ちにさせられ、急上昇した恥ずかしさに言いたい言葉を忘れそうになっていた。

　頬を赤らめて俯いた私を、殿下は優しい声で呼んでくれる。

「ステファニー、こっちに来い。俺に話があるんだろう？」

「は、はい」

　そうよ。恥ずかしがっている場合じゃないわ。私は殿下にお願いしたいことがあって、このドアを開けたのよ。

　ベッドへとゆっくりと近づいていき、座っている殿下の前で足を止めた。目を合わせるとまた恥ずかしさに襲われそうなので、自分の足元を見つめて用件を口にする。

「シャバネル卿のお見舞いに、私もお供させてください」

　シャバネル卿は殿下の大叔父で、七年前、アベル様の事故に気づき、殿下に知らせの早馬を出してくれた人だ。御歳七十五になるそうで、一昨年頃から肺の病を患っていたが、あと三日も持たないだろうと主治医に告げられたそうだ。

　その知らせが殿下のもとに届いたのは、今朝のこと。多忙を極める中でも見舞いに行くことを殿下は決めた。

　明日の日の出と共に出発すれば、シャバネル卿の屋敷には夕方に着く。一泊して、帰ってくるのは明後日あさっての夕方という、近くはない道のりだ。

　最初はクロードさんが止めていた。バルドン公爵との関係が最悪のときに、都を出るのは危険があると。それは、公爵が傭よう兵へいを使って、暗殺を仕掛けてくるかもしれないという恐ろしい予想だった。

　しかし殿下は言った。『不在を知られぬよう、こっそり出発すれば大丈夫だろう』と。

　七年前にアベル様を崖下から引き上げてくれたのはシャバネル卿だから、殿下は恩を感じていた。そこには〝行かない〟という選択肢はなく、〝どうしたら安全に見舞うことができるのか〟という話になっていた。

　連れていくのは腕の立つ青の騎士ふたりと、クロードさんだけ。たくさんの護衛を引き連れていけば目立ってしまい、バルドン公爵に気づかれる。少数精鋭で出かける方が安全であり、城も手薄にならずに済むという結論になった。

　だから私についても『お前は留守番だ』とはっきり言われたけれど、どうしても諦めきれずにこうして夜中に頼んでいるのだ。

「ダメだと言ったろう。明後日には帰るから、大人しく待っているんだ」

「お願いします！　殿下の身にもしもの事態があれば、私がお側でお守りしたいんです！」

　危険があるというなら、なおのこと、私も連れていってほしい。

　殿下の役に立ちたいという一心で、深々と頭を下げていた。

　小さな溜め息をついた殿下だが、『仕方ないな』とは言ってくれない。「お前に守られたくないと、前にも言ったはずだぞ」と、不愉快そうな声で言われてしまった。

　以前、執務室で愛を告げられたとき、私に守られるのではなく、殿下が私を守るのだと、確かに言われた記憶がある。あのときは嬉しく思ったけれど、今は役立たずの自分に悲しくなるだけ。

　お願いするのがダメなら……と、顔を上げた私は両手を握りしめ、強い口調で言った。

「私は青の騎士です。殿下の護衛をするために、こうして青の衣を着ているのです。ダメだと言われても、ついていきますから！」

　殿下は青い瞳を狭めて、私をじっと見据えていた。その目力と無言の迫力に気圧されまいと、私は強気な視線を正面からぶつけていた。

　どうか連れていってほしい。私だけ安全な場所で待っているなんて、そんなの嫌なの……。

「聞き分けのない奴だ」

　殿下は呆れたように呟くと、急に私の腕を掴んで引っ張る。突然の強い力に踏み止まることができず、私は「キャア！」と叫んでベッドに倒れ込んでしまった。

　慌てて起きようとしたら、体を反転させられ、仰向けに押し倒される。その上に、殿下が馬乗りになって……。

　言葉を失い、目を見開く私に、殿下は真顔で問いかける。

「青の衣を着ているから、俺を守ると言うのだな？」

「は、はい……」

「ならば脱がせてやろう。抵抗するなよ」

　殿下の右手が、私の襟元のボタンをひとつ、ふたつと外していく。

　じっとしているのは、抵抗するなという命令に従っているわけではなく、驚きのあまり自分がどうすべきか分からなくなっているからだ。

　私はこのまま脱がされて、殿下に抱かれるの？　嫁入り前だというのに、それはあんまりだ。私を愛してくれるなら、今はまだ無む垢くな体のままでいさせてほしい。

　殿下の行動に非難の気持ちが湧くけれど、どうしてだろう……嫌じゃない。もっと殿下と近づきたい。

　肌を触れ合わせ、抱きしめて独占してほしいという女の欲が、こんな自分の中にも存在していることに気づいた。

　ボタンを三つ目まで外された後に、唇が重なった。殿下の舌先が押し入るように口内に侵入し、私の舌と交わる。

　いつ息継ぎしていいのか分からない強引なキスに、次第に意識が霞がかっていく。

　酸欠で苦しくて、それなのに気持ちいいと感じるとは、不思議……。

　深く濃密なキスにうっとりと溺れていたら、いつの間にかすべてを脱がされ、一糸纏わぬ姿になっていた。殿下も上半身だけ肌を晒していて、首に下げられている金のロザリオが、ランプの明かりに照らされて輝いていた。

　唇が離れ、脳に酸素が供給されると、やっとそのことに気づいた私は慌てふためく。恥ずかしさがこみ上げ、自分の体を抱きしめるようにして大事な部分を隠す。

　すると、優しい声で命令される。

「隠すな。すべてを見せろ」

「で、でも……」

　手首を掴まれて、顔の横のベッドシーツに押さえつけられた。

　真上から私の胸元をじっと見ている殿下に、心臓が壊れてしまいそうなほど、高鳴っている。

　私の体は、殿下の目にどう映っているのか……それが気になって、極限の恥ずかしさの中でも、顔を逸らせずにいた。

　私の不安に気づいたのか、殿下は優しく微笑んで唇に軽いキスを落とすと、褒めてくれる。

「ステファニーは美しい。やっと色づき始めた果実のように初々しく、肌は上質のシルクのように滑らかだ。白くふっくらと丸みを帯びた乳房は、柔らかそうで……」

　殿下が私の胸に顔を埋めた。

「あっ……」

　銀色の髪が肌をくすぐり、金のロザリオがお腹に触れる。形のよい唇が円を描くように私の乳房を撫で、やがて頂を口に含められた。

　初めての感覚にゾクゾクと体を震わせたら、強く抱きしめられる。

　殿下の引きしまった筋肉質の体と、私の柔らかな体が直接、体温を分かち合い、ひとつに溶け合うようで気持ちいい……。

　優しい刺激に身悶えしながら、えも言われぬ幸福感に包まれていた。

　求められているのだと感じると嬉しくて……役立たずの悲しみが消えていく気がして……。




「ステファン様、朝です。そろそろ起きてください」

　ジャコブの声で目を開けると、部屋の中はすっかり明るく、いつもより寝坊したことを知る。覗き込むような体勢のジャコブと目を合わせていると、ぼんやりとした意識が徐々に形を成してきた。

　ここは私の部屋で、私は青の衣を着たままベッドの中にいる。

　昨夜は殿下の部屋へお願いしに行ったら、思いがけずに襲われてしまって……。

「寝間着に着替えずに寝たんですか？　皺になるからやめてください」

　ひと仕事増えたことに文句を言うジャコブが、私の体の上から毛布を剥ぎ取った。

「キャア！」と叫んだのは彼のせいではなく、昨夜の情事を思い出してしまったから。

　私は裸を殿下に見られて、触られて、それから……。

「ステファン様、どうしました!?」

「あ、ごめん。なんでもないの」

　ジャコブを驚かせてしまったことを謝り、赤い顔のままでベッドに身を起こした。

　脳裏に浮かんだ恥ずかしい光景を消そうとして、ふと思う。

　あれ？　大事な部分を触られて喘あえいだ記憶はあるけれど、その後はなにも覚えていない。快感の波に襲われて、頭が真っ白になった私は……気を失ってしまったの？

　じゃあ、青の衣を着せて、部屋に運んでくれたのは殿下？　そして私はもしかして、処女のままなのかな……。

　痛みも違和感もないのだから、きっとそうなのだろうと理解する。

　そのことに少しホッとしてから、一番大事な問題にハッと気づいた。

　ジャコブは私が昨夜、脱ぎ捨てた寝間着を拾い、「一度着たのに、なぜまた青の衣を」とブツブツ言っていた。そんな彼に駆け寄ると、私は両手で胸倉を掴んで強く揺さぶる。

「殿下は、今、どちらに!?」

「ス、ステファン様、苦しいです。殿下なら、とっくに出発されましたよ。日の出も待たずに」

　置いていかれた……。

　ジャコブから手を離した私は、ガックリと項垂れる。

　もしかして昨夜の殿下が、私にあんなことをした理由は、最初からこうして置いていくことを狙っていたからなの？

　そうに違いないと、昨夜の恥じらいや幸福感さえ、今は悔しく思う。

　目に見えて落ち込んだ私に、ジャコブは言う。

「青の衣を着て寝ていた理由は、早起きして連れていってもらおうとしていたためですか？」

「まぁ、そんなところ」

　本当は違うけれど、なにがなんでもついていこうとしていたことは事実。「殿下をお守りしたかったのに」と呟くと、彼は小さな溜め息をついてから、私を諭した。

「ステファン様が一緒ですと、殿下は余計に気を使わねばならないでしょう。殿下なら、なにかアクシデントがあれば、あなたを守ることを第一に考えてしまいそうですから。ついていかない方が殿下のためです」

「僕は足手まといってこと？」

「はっきり申し上げて、そうですね。邪魔になります。殿下はステファン様より遥かにお強いので、心配せずとも大丈夫ですよ」

　はっきり言いすぎよ……。

　邪魔だとまで言われては、さらに落ち込んでしまいそうだけど、殿下は強いから大丈夫だという言葉はありがたい。

　焦る気持ちが落ち着いて、心配する心がいくらか軽くなる気がしていた。

　なにかあっても、殿下なら切り抜けられる。バルドン公爵に気づかれないようにと、こっそり都を出たことでもあるし、きっと無事に帰ってきてくれるはず……。

　ジャコブが出ていって、私は皺の寄っていない洗濯したての青の衣に着替えようとする。

　上衣を脱いでいたら、初めて気づく。首から下げられている、金のロザリオに。

　昨夜、これが殿下の胸元に輝いていたのを覚えている。

　殿下からの贈り物？　こんな高価な物を……。

　驚いた後は、一度首から外してロザリオをじっくりと眺める。

　銀の鎖は単調なものではなく、水色の丸いトルコ石が等間隔に繋がれていた。金の十字のクロスは精緻な彫刻がされていて、真ん中に、モンテクレール家のシンボルの獅子が彫り込まれている。

　なんて、立派で美しいロザリオなの……。

　手の平に適度な重みを与えてくれて、ホッとするような不思議な心地よさもある。

　首にかけて胸元に戻すと、大切にされているという幸福感が染み込んでくるようだ。

　でも……もらうなら、殿下が帰ってきた後の方がよかった気がした。

　このロザリオに、殿下を守ってもらいたかったから……。




　リリィと朝食を取った後は、いつものように授業を受ける。

　午前の授業は論理学。昔の偉い人の哲学を聞かされても、ちっとも頭に入らずに、私は頬杖をつきながら、ぼんやりと窓の外を眺めていた。

　授業部屋から見えるのは、北側の景色。昨日の雪はもうやんでいて、木々の枝や城壁に、薄っすらと積もっているだけ。地面の雪は、行き交う人や荷車に踏まれ、茶色のどろどろした汚い土が見えていた。

　北門から荷車を引いてきた商売人や、大きな麻袋を担いで屋敷に出入りする下働きの使用人たち。その働く姿はいつもの光景で、そこには平和な日常があり、やはり私の危惧するような事態には至らないのだという気持ちにさせてくれる。

　殿下は今頃、どの辺りに馬を走らせているの？

　昨日、シャバネル卿の屋敷までの道のりを、地図を広げてたどってみた。山ひとつ越えた後に森を抜け、小麦畑が広がる広大な農地を進んだ先に屋敷がある、遠い道のりだ。

　同行者はクロードさんと、ジェフロアさんと、青の騎士団の副団長。四人がそれぞれに馬に乗り、一列に並んで山道を進む姿を想像していた。

　物思いに耽りつつ、北門に視線を留めていると、真っ黒な髪色の少年が駆け込んでくるのが見えた。ハミンだった。

　ハミンはまだこの屋敷で暮らしているが、十歳に成長したらここを出て、とある子爵の屋敷に住み込みで働くことが決まっていた。街の暮らしに馴染めるように、街の人がハミンを怖がらずに受け入れてくれるようにと、殿下はハミンにときどき外出するように話していた。城の近くでという制限をつけて。

　それで出かける機会の増えたハミンは、街でちゃんと同じ年頃の友達を作り、こんな寒空の下でも楽しく駆け回っているのだけど……。

　朝食を食べたばかりで、まだ午餐まではかなりの時間があるというのに、もうお腹が空いて帰ってきたの？　それとも友達と喧けん嘩かでもしたの？

　そう思って、ハミンを目で追っていた。

　北門から駆け込んできたハミンは、なにかを腕に抱いている。屋敷の北側の通用口に向かって走り、その姿はすぐに見えなくなった。

　なにを抱いていたのかと気になって、授業中だというのに立ち上がり、窓辺に寄る。すると案の定というべきか、教師に叱られた。

「ステファン殿、ご着席を。私の授業はつまらないと思っておいでですかな？」

「いえ、そんなことは……すみません。座ります」

　他のお坊ちゃんたちにクスクスと笑われて、席に座ろうとしたら、廊下に誰かの走る足音が聞こえて、その後にバタンと、ドアが勢いよく開けられた。

　何事かとみんなの視線が集まる中で、飛び込んできたのはハミンだった。

「ステファン様、鳩を助けて！」

　ハミンは泣きそうな顔で駆け寄ってきて、腕の中に抱いている灰色の鳩を私に見せた。

「怪我してるね」

　羽根の付け根のあたりに、なにかがぶつかってできたような傷があった。出血は止まっているが血に濡れた羽根が痛々しい。

　この鳩はどうしたのかと問うと、ハミンは黒い瞳からポロリと綺麗な涙をこぼした。

「モズに襲われていたから、助けようと思ったんだ。石を投げたらモズじゃなくて、鳩に当たっちゃって……」

　自分のせいで鳩が重傷だと泣くハミンを、かわいく思った。こうして私を頼ってくれることも嬉しい。

「鳩の手当てをしてきます」と教師に言うと、呆れたような顔をされたけれど、止められはしなかった。というより、授業の邪魔だから早く出ていってほしいのだろう。

　ハミンを連れて一旦屋敷を出ると、向かった先は青の騎士団の詰所。ここには救護室があり、日中は医者が常駐している。治療するなら、ここがベストだと思った。

　救護室のドアを叩いて中に入り、白髪頭の白衣の城医に事情を説明すると、苦笑いされた。

「今日、最初の患者は鳩ですか」

　それでも、診察台に鳩をのせて傷を消毒し、包帯を巻いてくれた。他に傷はないかと鳩を持ち上げてひっくり返した城医は、「おや？」と声をあげた。

「この鳩は、伝書鳩のようですな」

　鳩の帰省本能を利用して、くくりつけた手紙を決められた場所に運ばせるという伝書鳩の話は、本で読んだことがあった。でも実際に目にするのは初めて。

　急にこの鳩に対する興味が湧いてきた。

　一体誰が、この鳩を飛ばしたの？　この鳩は、どこに向けて飛んでいこうとしていたの？

　城医が鳩の細い足に結びつけられていた薄い紙を解いて、私に手渡してくれた。読んでいいものかと迷ったが、好奇心に勝てずに、その小さな紙をそっと開いてみた。

　そこには単語と数字と、記号のようなものがラテン語で書かれていた。

　一列目には『三、森、前、千』という単語。二列目は簡略した剣のような絵を丸で囲んだマークがふたつと、塗り潰した黒丸と、塗り潰さない白丸だ。それらは、『剣、白丸、黒丸、剣』の順番に並んでいた。

　隣から覗き込んだ城医が「はて、なんでしょうな？」と首をかしげている。

　私は二度三度と読み返して、ハッとした。

　この剣のマークは青の騎士を指し、黒丸は黒づくめの執事服を表しているのでは？　ということは残りの白丸は、殿下で……。

　これは馬に乗った一行の、並び順を表しているのだと気づく。

　じゃあ、一列目に書かれた単語と数字は、こういう意味かな。

『三時課の鐘が鳴ったとき、殿下の一行は、森に入る手前、千フィートの場所を通った』

　つまり、殿下を尾行して、居場所や状況を誰かに報告している者がいるということだ。その密偵を雇った誰かとは、まさか……。

　鳩を撫でているハミンの肩を掴んで、こっちに顔を向けさせると、早口で問いかけた。

「この鳩を拾ったのはどこ？　どっちから飛んできたの？」

　血相を変えた私に驚いているハミンだが、ちゃんと思い出して答えてくれる。

「えっと、殿下にダメって言われたけど、友達と遊んでたら、西側の大きなお屋敷の近くまで行っちゃって……。鳩は東の方から飛んできたよ」

「西側の大きな屋敷って、赤瓦の屋根の？」

「うん。目の前じゃないよ。ちょっと離れたところの、床屋さんの角のところ」

　西側の赤瓦の屋根の大きな屋敷は、バルドン公爵の屋敷だ。この鳩は殿下の後をつけている密偵から、公爵へと飛ばされたに違いない。

　夜明け前に、たった四人でこっそりと都を離れたというのに、最早気づかれるなんて……。これは前々から殿下を監視して、なにかのチャンスがあればと、狙っていたとしか思えない。

　脳裏に浮かんだのは、かつて聞いたバルドン公爵の言葉だ。

『操ることのできない駒はいらんのだよ、アミルカーレ……』

　エリーヌ嬢を妻に迎えないどころか、公爵に決別宣言を叩きつけて、現在と過去のふたつの罪を明るみにしようとしている殿下。公爵にとっては、もう殿下は用済みで、操れないのなら消してしまおうとしているのか……。

　青ざめる私は救護室を飛び出して通路を走り、団長室のドアを開けた。しかし、そこは無人。

　慌てて引き返すと、今度は闘技場に駆け込む。広い闘技場では、青の騎士たち二十名ほどが剣をぶつけ合ったり、体を鍛えたりと、訓練に励んでいた。その中に若手の騎士に稽古をつけているクレマン団長の姿もあった。

　私はすぐさま駆け寄って、真剣を交えるふたりの間に飛び込んだ。

「ステファン!?　なにをしている、危ないぞ。もう少しで斬るところで――」

「クレマン団長、大変です！　バルドン公爵が殿下のお命を狙っています！」

　表情を険しくするクレマン団長に伝書鳩の文を見せ、早口で意味を説明する。聞き終えた団長は、すぐに詰所内の全騎士四十名ほどを招集すると、いくつかの班に分け、殿下の一行を追うように指令を出した。

　しかし、その中に私は入れてもらえず……。

「僕も行かせてください！」と、掴みかかる勢いで訴えても、許してもらえない。

「ステファンは詰所で番をしていろ」

「なぜ僕だけ!?」

「殿下のご命令だ。今朝、出がけの際に、なにがあってもステファンだけは城から出すなと、きつく言われておる。命令に従うんだ」

　唇を噛みしめて俯く私に構わず、クレマン団長は騎士たちを周囲に集めると、地図を広げて追いかけるルートなどを指示していた。

　輪の外から、それを見つめる私の中には、沸々と怒りが沸き上がる。

　みんなして私を邪魔者扱いして……留守番なんて、そんな安全な命令に従わないわよ！

　ひとり闘技場を出た私は、仮眠室に置いてあった誰かの手袋とフード付きのマントを勝手に借りて身支度する。そして詰所の裏口から外に出た。

　そこにあるのは広い馬場と大きな厩きゅう舎しゃ。何十頭もの馬の中から、脚力と持久力のある栗毛の牡馬を選んで、手早く鞍や手綱をつける。馬を外に出してその背に飛び乗ると、馬の腹を強く蹴飛ばした。ひと声いななき、馬が勢いよく走り出す。

　驚いて道を開ける使用人や、出入りの商売人たち。止めようとしている門番を無視して、北門から抜け出した私は、そのまま城下街を出て、東へ延びる細道に馬を全力で走らせた。

　村をひとつ越えてしばらく進むと、東の山裾にたどり着く。葉を落とした木々を針のように尖らせた山は、都よりも雪を積もらせていた。

　この山を越える道はふたつ。緩やかな坂道がうねるように続く右側の遠回りの道と、山や羊ぎ飼いしか使わないような急勾配で細い左側の近道だ。地図上の距離では確か、三倍ほども違ったように思う。

　分かれ道で馬を止めた私は、雪の積もる地面を見つめていた。右側への道には、何頭かの馬の蹄ひづめの跡がある。それには、殿下の一行も含まれていることだろう。

　一方、左側の道は、誰にも踏みつけられていない真っさらな雪道が延びていた。

　追いつくには右から行ってはダメだ。左の険しい道を進むしかない。

　手綱を引いて、馬の鼻面を左に向けると、首のあたりをポンポンと優しく叩いてやって声をかけた。

「雪の急斜面は大変だけど、お前ならできる。頑張って。後で人参、たくさん食べさせてあげるからね」

　私の言葉が分かるかのように、馬はブルルと鼻息を荒くして、急斜面を頼もしく駆け上がる。振り落とされないようにバランスを取らなければならず、馬を操る私にも体力と技術と注意力を要する、かなりハードな山道だった。

　やっと山越えしたときには、太陽が高度を下げ始めていた。私も馬も息を切らせ、寒気の中に汗が湯気となり立ち昇っていく。

　森の入口までやってきて、もうひとっ走りすれば殿下の一行に追いつきそうだというのに、頑張りすぎた馬は走ることができなくなっていた。

　無茶をさせたことは百も承知なので、私は馬を降り、手綱を引いて歩き出す。

　立ち止まって休むという選択肢はない。少しでも殿下との距離を縮めなければと、気持ちが焦る。

　木々の生い茂る中に続く一本道は、右を見ても左を向いても、薄暗い深い森だった。冬の森には魔物が巣食っているような不気味な気配が漂っている気がした。

　急ぎたいのに急げない、もどかしさを感じて歩いていくと、急に馬が足を止めて、耳をピクリと右に動かした。

　私にはなにも聞こえないが、馬には聞こえているのだろう。森の奥で、なにかが起きている音が。

　雪に覆われた地面に目を凝らすと、馬が反応した森の奥へと分け入った痕跡が薄っすらと見て取れた。

　突然、道を外れた理由は、尾行されていることに気づいて、身を隠そうとしたからなの……？

　殿下までの距離は近いと理解すると共に、不安と焦りが急速に強まった。身を隠そうとしたけれど見つかって、今頃、戦闘になっているのでは……そんな恐ろしい予感に襲われていた。

「早く、行かないと」

　そう呟くと、馬が鼻先で私を小突いた。まるで〝乗れ〟と言うかのように。

　しばらくゆっくりと歩いていたため、馬の疲労もいくらか回復しているみたいで、私は再びその背に跨った。

　辺りを警戒しながら、森の中へと馬を進めていくと、すぐに嫌な予感が現実のものとなる。茶色の毛をした馬が二頭、血を流して倒れ、息絶えているのだ。その腹や首には矢が深々と突き刺さっている。

「これは……」

　城の馬なのは、見てすぐに分かった。青の騎士団の紋章の入った鞍をつけているから。

　倒れているのは殿下の黒毛の愛馬ではないが、これで襲われたことがはっきりして、私の焦りは最高潮に達した。

　馬たちをかわいそうに思うけれど、今は感傷に浸っている場合ではない。

「お願い、走って！」

　疲れている馬の腹を強く蹴飛ばして、木々の間を縫うように走らせ、殿下を捜した。

　すると大勢の男たちの唸るような雄お叫たけびと、剣のぶつかり合う金属音が聞こえてきた。その音の方に進むと、焦げ茶色の戦闘服に身を包んだ荒くれ者たちが、集団で殿下の一行を襲っている光景が目に飛び込んでくる。

　そこはポッカリと開けた場所になっていて、かつては炭焼き小屋だったと思われる朽くちかけた建物と、崩れた窯が奥に見えた。

　戦闘服の男たちは三十名ほど。血を流して倒れている者も十名ほどいる。

　青の騎士の副団長とジェフロアさんが前に出て、複数の男たちを一度に相手にしているけれど、いくら強者のふたりといえども手が回らずに、後ろにいる殿下とクロードさんにも、五人が襲いかかっていた。

　殿下は無事なようだけど、クロードさんの左腕からは大量の血が滴り落ち、雪の地面を赤く染めている。

　早く助けないと！

　手袋を外し、フード付きのマントも邪魔だとばかりに脱ぎ捨てると、私は馬を高く飛ばした。副団長とジェフロアさんの頭上を飛び越えて、着地したのは、殿下とクロードさんのすぐ横。戦闘のど真ん中に飛び込んだのだ。

「ステファニー!?」

　驚く殿下は私を本当の名で呼んでしまったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　殿下だけではなく、悪党たちも驚いて、一瞬だけ戦闘の手が止まっていた。

　注目が集まる中で、私が最初にしたことは、クロードさんを助けることだった。馬の背から手を伸ばしてクロードさんの右腕を掴むと、引っ張り上げようと力を振り絞る。

　クロードさんの左腕の出血を見れば、戦うどころじゃないのは瞭然。ふらついていたし、このままでは意識を失いかねない状況だ。

　私の思惑をすぐに理解した殿下は、下からクロードさんを押し上げてくれた。

「アミル、僕だけ逃げるわけにはいかない！」

「ダメだ。ステファニーと一緒に逃げてくれ。お前を死なせたくない。早く行け！」

　そのとき、戦闘服の男のひとりが、殿下の後ろに回り込んで斬りかかってきた。

「アミル、後ろ！」

　クロードさんの声に反応して殿下は素早く身を翻し、男の剣は殿下の濃紺のマントを斬り裂いただけだった。

　振り下ろされたその剣を蹴り上げて遠くに飛ばした殿下は、男のみぞおちを剣の柄で強く突く。男は呻くこともできずに地面に突っ伏し動かなくなったが、別の男がすぐに殿下に斬りかかった。

　殿下が戦っている間に私は、クロードさんに手綱を握らせて、早口で言った。

「クレマン団長率いる一団が、すぐそこまで来ていることと思います。でも森の中の一本道を直進してしまうかもしれないので、クロードさんはこの場所を知らせに行ってください」

　そう言うや否や飛び降りて、馬の尻を蹴飛ばした。驚いた馬が全力で走り出し、クロードさんの姿も木々に隠れてすぐに見えなくなった。

　剣を抜いた私に、男のひとりが斬りかかってくる。それを気合充分で受け止めようとしたのに、殿下が弾き返して、私を守るように左腕で抱き寄せた。

「なぜクロードと一緒に逃げなかった」

「助けに来たからです。逃げては意味がありません」

「……困った奴だ」

　話しながらも絶え間なく、剣のぶつかり合う音が響いている。私が剣を振るおうとしても、殿下はそれを許してくれず、私への攻撃をすべて受け止め弾き返して、自身への斬撃はスレスレのところで回避していた。

　これでは加勢ではなく、邪魔しに来たようなものだ。

　敵の剣の切っ先が、銀の髪を僅かに散らすのを見た私は、無理やり殿下の腕から抜け出して、背中合わせの体勢をとった。

「なにをやってる！　早くこっちに――」

「私にも戦わせてください！　絶対に死なないと誓いますから。もし誓いを破って死んだなら、牢にぶち込むなり、首を跳ねるなり、好きに処罰してください」

「言ってることが滅茶苦茶だぞ……」

　呆れる殿下だったが、戦いたいという私の意思を、やっと受け入れてくれる。

　というより、五人も六人もいっぺんに襲いかかる中で、私を守りながら戦い続けるのは無理があるというものだ。

「真正面の敵だけに集中しろ。受け損なうなよ。お前の横と背中は俺が守る。分かったな？」

「はい！」

　言われた通り、真正面から襲いくる敵の斬撃を受け止め、張り切って剣を振るう私。

　気持ちが高ぶるけれど、慎重に……。

　殿下の背中を守っているのだから、やられるわけにはいかないのだ。

　かつてないほどの力を発揮して戦う私の剣先は、相手の服を斬り裂いていく。殿下は横から襲ってきた男を薙ぎ払い、同時に正面から来る男を蹴り飛ばしていた。骨の砕ける鈍い音が聞こえ、敵はひとり、またひとりと、雪に伏す。

　ジェフロアさんと副団長も確実に相手の数を減らしていて、人数とは逆に戦闘力では、こっちが優勢のような気がしていた。

　勝てないことを悟ったのか、一味のリーダーと思われる髭面の男が、「引くぞ！」と悔しそうに声をあげた。

　一味が逃げ出そうとした、そのとき、ピーと聞き覚えのある笛の音が響いた。それは追跡対象者を見つけたことを知らせる青の騎士の笛。木立の奥から何十頭もの馬が現れて、散り散りに逃げていく悪党たちを、騎士団が追っていった。

　捕まるのは時間の問題で、もう安心ね……。

　ホッとして剣を鞘に戻して辺りを見回すと、倒れている敵兵は十五人ほどもいた。こちらの負傷者はクロードさんと、二頭の馬だけ。

　クロードさんは手当てをしてもらったかな？　かわいそうな二頭の馬は、後で弔とむらってあげないと……。

　そんなことを考えていたら、殿下に腕を強く引っ張られて、その広い胸の中に飛び込むこととなった。

　抱きしめてもらえるのは嬉しいけれど、近くにはジェフロアさんと副団長がいる。倒した男たちに息があるかどうかを確かめて回っていたふたりは、その手を止めて、驚いた顔をこっちに向けていた。私と目が合うと、ふたりして慌てたように目を逸らし、確認作業の続きに戻っていて……。

「殿下、あの、今はマズイのでは……」

　男色家疑惑が再燃するという意味で、注意したのに、私に回される腕は解けない。それどころか、さらに強く抱きしめられて、耳に安堵の息がかかった。

「正直言うと、助かった。お前が来なければ、クロードが危なかった。感謝する」

　感謝されるとは思っていなかったので、私の心に花が咲き、喜びのあまり調子に乗ってしまった。

「私は騎士ですから、当然です。これからも殿下のお側で、誰よりも活躍して見せます！」

　張り切って答えた私の言葉は、すぐに却下されることとなる。

　殿下は低い声で私を諌めた。

「それは許さん。二度とお前を戦闘に巻き込むものか。俺の命令を無視して駆けつけた罰として、騎士爵を剥奪する」

「ええっ!?」

「と言いたいが……お前を側に置く理由がなくなるのは困るな。これまで通りでいいが、今後は二度と命令に背かないと誓え」

　それは……誓えない。

　もし再びこのようなことがあれば、私は駆けつけずにはいられないだろう。

　誓えない私が笑ってごまかそうとしていたら、殿下に肩を掴まれて、厳しい目を向けられた。

「なぜ誓わない？」

「そ、それは……」

　答えに詰まる私は、殿下の手をやんわりと外して、逃げ出した。

「ジェフロアさん、僕も手伝います！」

「こら、ステファン、逃げるな！」

　ジェフロアさんのもとへ駆け出して、殿下から二馬身ほど離れた、そのとき……。私の耳にドサリと、なにかが落ちる音が聞こえた。

　木の枝に積もっていた雪が一度に落ちたような音で、大きなリスでもいるのかと、足を止めて視線を上げた。だけど、そこで見たのは、葉を落とした柏の木の上で弓を構える敵兵で……私は目を見開いた。

　今にも放たれようとしている矢の先は、殿下に向けられていて……。

　しまったと思った瞬間、私は反射的に踵を返すと、殿下に向けて走り出していた。

　血相を変えた私の様子で、殿下も異変に気づき、ハッとして柏の木を仰ぎ見た。それと同時に、「死ね！」と大きく叫ぶ男の声が聞こえて、矢が放たれたことを知る。

　殿下に体当たりをして回避したかったが、あとほんの少しの距離で間に合いそうもなく、とっさに私は地面を強く蹴って斜め上に跳び上がった。

　両手両足を広げ、体を捻って矢を受け止めようとする。できる限り当たる面積を広くして、殿下の盾となれるように……。

　胸に強い衝撃と痛みを感じた。

　心臓の位置に矢を受けた私は、死を覚悟する。でも、そこに悲壮感はなく、幸せにさえ思っていた。

　殿下に当たらなくてよかった。騎士として守れたことが、誇らしい……。

「ステファニーッ!!」

　ドサリと雪の上に落ちた私は、悲鳴のような殿下の叫び声を聞いた。

　雪に膝をついた殿下の腕に抱えられながら、二射目の矢を警戒して柏の木を睨みつける。しかし弓兵は、ジェフロアさんの投げた短剣を首に受け、木から落ちていた。

　それを確認してから、やっと私は殿下の顔を仰ぎ見る。美しい青い瞳には涙が溢れ、ポタリと私の頬に落ちてきた。

　殿下が泣く姿を見るのは初めてだ。いつも堂々としている殿下が、青ざめて動揺を隠せずにいる。私を支える手も微かに震えているようだ。

「ステファニー、死ぬな！　愛する者を二度までも失いたくない。頼むから生きてくれ。これは命令だ！」

「殿、下……」

　ごめんなさい……。その命令にも、私は背くことになりそうです……。

　矢が刺さっているのは心臓の位置なのだから、間もなく私は死ぬことだろう。でも、愛する人に看取られて逝けるなら怖くない。

　目を閉じて、心安らかに心臓が止まる瞬間を待っていたけれど……あれ？と様子がおかしいことにやっと気づいた。

　矢が当たった瞬間は結構な衝撃を感じたはずなのに、今はちっとも痛くない。心臓は規則正しく元気に動いているし、血も流れていないような……？

　パッと目を開けた私が急にムクリと身を起こすから、殿下をひどく驚かせてしまった。

　青の衣の襟のボタンをふたつ目まで外して、中を覗き込んだ私は、「あっ！」と声をあげる。矢は金のロザリオに刺さっていて、胸に巻いている白い布帯には、一滴の血も染みていないのだ。

　つまり矢が傷つけたのは、青の衣一枚と、十字架だけだったということで……。

　矢を引き抜くと、襟元から十字架を引っ張り出して、驚いている殿下に見せた。

「昨夜、殿下がくださったロザリオに助けられました。こんな小さな十字架に当たるなんて、奇跡ですね」

　笑顔で説明して、自分の無事を喜ぶ私に対し、殿下は放心したような顔をして、なぜか黙ったままだ。

　どうしたの？　もしかして、ここで命を落とした方が、感動的でよかった……？

　そんな心配が湧いて、「あの、殿下？」と呼びかけたら、ハッと我に返ったような殿下に、苦しいほどに抱きしめられた。

「馬鹿やろう……。もっと早く気づけ。地獄を見ただろう」

「す、すみません」

　大きな息を吐き出して、私の肩に顔を埋める殿下。その温かな涙が、青の衣を通して、私の肌にしっとりと伝わった。

　男泣きを嬉しく思う私だったが、殿下はすぐに涙を収めると、顔を上げて微笑んだ。

「そのロザリオはアベルのものなんだ。アベルがステファニーを助けてくれた」

　殿下は十字架を手の平にのせ、傷のついた獅子の彫刻をじっと見つめていた。そして「ありがとう」と呟いて手を離すと、自分の襟元からもうひとつのロザリオを引っ張り出した。それは、私の首にかけられているものと、まったく同じだった。

　目を瞬かせる私に、殿下は教えてくれる。

　モンテクレールの家紋の入ったこのロザリオは、殿下の亡き母君が職人に作らせて、三人の子供たちに贈ったもの。リリィの胸にも、いつも下げられているということだ。

　アベル様を亡くして以降、殿下は自分のロザリオは引き出しにしまい、弟君のものを身につけていた。それを昨夜、眠り込んだ私の首にかけ、自分の留守の間に私を守ってくれるようにと願かけしてくれたということだった。

　私の命を救ってくれたのは、アベル様のロザリオ……。

　それを知ると、偶然ではなく、不思議な力に守られた気がしてくる。

　アベル様はきっと、殿下を悲しませたくなかったのだろう。自分が死んでしまったことで、兄がずっと苦しみの中にいることを、天国で心配して見ていたのかもしれない。そう思うと、今も思い合う兄弟の絆に胸が熱くなる。

　それと同時に、私に対する殿下の愛情を強く感じた。

　大切なアベル様のロザリオを与えられるほどに、私は愛され、必要とされているのね……。剣で活躍できなくとも、私は邪魔でも役立たずでもないみたい……。

　笑えないほどに嬉しくて、涙を溢れさせる私の周囲には、徐々に人が多くなってきた。逃げた者たちを捕らえた青の騎士が次々と戻ってきたのだ。命令待ちというように、その視線が殿下に向いているのが分かる。

　涙を拭いて「みんな待ってますよ？」と伝えたら、膝立ちした殿下は口の端を吊り上げた。

「もう少し、待たせておく」

「え？」

　殿下は右手でマントを広げ、私をすっぽりと包み込んで隠した。それから私の顎先をつまみ、熱い口づけをくれる。

「愛してる」という、幸せな言葉もつけて……。










お妃様は跳ねっ返り




【大公殿下、お変わりありませんか？　こちらはすっかり雪がとけ、菜の花があちこちに――】

　ここはフォーレル家の二階の私の部屋。

　午餐の食事に呼ばれるまで、殿下に宛てて手紙をしたためている私だったが、二行しか書いていないというのにペンが止まってしまった。

　手紙なんか書いても、きっと返事は来ないのに……。

　簡素な机に頬杖をつき、正面にある窓から外をぼんやりと眺める。温かな春の日差しに、緑が喜んでいるようだ。

　ここから見えるのは、広い空と木や草花と、梢こずえでさえずる小鳥たちだけ。立派なブティックや、鐘楼がそびえる白亜の教会や、たくさんの家々の屋根がひしめく城下街は、遥か遠くにあり……。

　暗殺集団に殿下が襲われたのは、一年と少し前のことになる。あの事件後に、都の情勢も私の環境も、大きく様変わりした。

　バルドン公爵は、暗殺の件も知らぬ存ぜぬで切り抜けようとしていたが、そう上手くはいかなかった。所詮、金で雇われた暗殺集団なので、獄中で自害したバルドン家の執事のような忠誠心は持ち合わせていない。捕らえた者たちを締め上げれば、公爵に大金を渡されて依頼されたことを、あっさりと白状したそうだ。

　それに加えて、物的証拠もある。ハミンが保護した伝書鳩だ。

　傷が癒えて飛べるようになった鳩を空に放てば、まっすぐにバルドン家の鳩小屋に飛んで帰ったということだ。

　殿下の暗殺を企てたことが明らかになれば、利権のおこぼれをもらっていた他の貴族たちも庇いようがなく、公爵……いや、バルドンは、爵位剥奪の上、離れ小島にある塔の中に幽閉されることになった。都にあるバルドン家の屋敷と財産は没収となり、貿易会社は大公家が管理運営することが決まった。

　それによってバルドンがいなくとも、都の貴族や豪商たちはこれまで通りに富を得ることができそうで、不服を申し立てる者はいないという。

　ロドリグとエリーヌ嬢は、今は西の外れにあるバルドン家所有の小さな屋敷にひっそりとこもって暮らしている。それは殿下の温情だ。父親の悪事に気づいていても、加担はしていなかったということで、領地のすべては没収しなかった。細々と暮らしていけるだけの土地を残し、都への立ち入りを禁止するという処分にとどめた。

　邪視の件と、アベル様を事故に見せかけ殺害した罪は、結局明らかにできず残念な結果となったが、殿下はこれで区切りをつけて、前を向くと決めたようだ。

　バルドンを幽閉することで、仇かたきをとったという気持ちになれているなら、それでいいと私も思う。

　天国のアベル様だって、きっとそう思っているはず。僕のことはもういいから、兄上は前を向いて歩いてくださいと。

　あとは、自責の念の象徴のような、あの黒い棒タイを外してくれたら……。

　窓から見える水色の空に殿下の姿を思い描いたら、会いたくて堪らなくなり、胸に痛みを覚えた。

　レモン色のシンプルなドレス越しに握りしめたのは、金のロザリオ。

　これが手元にある限り、私と殿下の心は繋がっていると思っていたけれど、会えない日々が一年以上になると、自信はゼロに近い。増していくのは不安ばかりで……。

　暗殺騒ぎの後、すぐに私は実家に戻るように、殿下に命じられた。矢に倒れ、命を落とすと思わせたことがよほどこたえたらしく、『バルドンの件が片付き、都が安定するまで家に帰れ』と言われたのだ。

　教育を受ける義務があることを理由に、それを拒んだ私だが、代わりに兄のステファンが城に行くことになってしまった。

　私と殿下が恋仲だという事情は、照れくさいので両親に話していない。

　女だとバレたことは以前手紙で伝えてあり、お咎めなしの上に協力してくれるなんて、殿下はなんと情け深いお方なのかと、両親は深く感謝していた。その殿下が双子を入れ替えろというならと、両親が今度こそ兄を説得しようと息巻いたところで、ステファンが喜んで城に行くと言ったから驚いたそうだ。

　前は、怯えて泣いて、断固拒否を貫いていたステファンだったのに、意気揚々と出発する姿には呆れたものだ。リリィに恋をして、文通では満足できなくなり、会いたい気持ちが臆病さに勝ったというのは、微笑ましくもあるけれど……。

　ステファンから定期的に送られてくる手紙によると、双子の入れ替わりには気づかれず、上手くごまかせているみたい。

　暗殺の一件で怪我を負ったことにされ、騎士団からは退団することとなったそうだ。私としては不満だけど、ステファンに騎士が務まるはずはないので、仕方ない。

　嘘の怪我の理由を使って、剣術や乗馬の授業も見学しているそうだし、黙って座って勉強しているだけなら、私との違いはほとんどないだろう。

　入れ替わりに気づかれず、ホッとしつつも、私は傷ついていた。

　なんで誰も気づかないのよ……。半年ほどお世話をしてくれたジャコブにまで気づかれないなんて、寂しいわ……。

　今まで関わってきた人たちの私への認識は、所詮フォーレル家の跡取りという肩書に過ぎなかったのかと悲しくなる。

　あの城には、私の帰りを待ち望んでくれる人はいないのね。

　殿下もきっと……。

　別れの日に殿下は、私を抱きしめてこう言ってくれた。

『必ず迎えに行くから、大人しく待っていてくれ』

　だから私は頷いて、こうして実家に帰ってきている。『迎えに行く』という意味を考えると、喜んでさえいた。

　それなのに、一年以上が経過しても、殿下は迎えに来てくれない。三カ月ほど前からは、手紙を書いても返事すら来なくなった。

　いつか私を妃に考えていると言ってくれた言葉は、嘘だったの？

　それとも、側を離れたら、私への愛情は薄れて消えてしまったの？

　もしかして、どこかの美しい令嬢が殿下に言い寄ってきて、心変わりしたとか……。

　二行書いただけの手紙の上に、ポタリと涙が落ちてインクが滲み、汚れてしまった。ドレス越しに握りしめていたロザリオを離し、手の甲でグイと涙を拭くと、汚れた手紙をふたつに引き裂き、丸めて床に放り投げた。

　心変わりしたなら、そう言ってくれればいいのに。手紙さえよこさずに、放置したままなんて、そんなのひどいわ！

　ガタンと椅子を鳴らして立ち上がり、ドレスを脱ぎ捨てた。

　女らしくしていたら、殿下が迎えに来てくれるのではないかと、最近は男装をやめていた私。でも、よく考えれば、今女らしくしたところで殿下に見せる術はないのだから意味はない。

「馬鹿みたい……」

　そう呟いた私は、キャビネットから男物のブラウスと若草色のズボンを引っ張り出して着替えをした。

　姿見の前に立ち、ひとり頷く。

　うん、これが私らしいというものよ。

　腰に差したのは、実家で愛用していた剣。殿下に賜った剣は、ステファンの腰になければ、他の人たちになくしたと思われるから、泣く泣く手放すこととなった。

　次に背中まで伸びている金色の髪をひとつに束ね、ふと思う。

　そうだ、髪も切ってスッキリしようかな？

　左手で髪の束を掴み、右手で剣を引き抜こうとしたが、母の顔を思い出して切るのをやめた。

　女らしい格好をするようになった私を、母は泣くほど喜んだ。男装に戻ればガッカリさせることだろうけど、髪まで切ったら、寝込んでしまいそうな予感がして。

　髪は長いままでも、久し振りに男の格好をして帯剣すれば、ジメジメしていた心が、いくらか晴れやかになった。すると、部屋にこもって手紙を書こうとした気持ちは完全に消え失せ、体を動かしたくてウズウズしてくる。

　自室を出ると、階段を駆け下りて、廊下を裏口の方へと走っていく。

「お嬢様、ちょうどお食事ができたところで……まぁ、女らしくするのはやめたんですか!?」

　調理場から顔だけ出して、驚いたように言ったのは古参のメイドのニーナ。

「ちょっと運動してくる。食事は後で食べるから取っておいてね」

　駆ける足を止めずに答えて、私は調理場横の裏口から外へ飛び出した。

　手入れが行き届いているとは言えない我が家の裏庭は、その奥に広がる林と繋がっている。一応、鉄柵はあるものの、蔦つたが巻きついてその存在は分かりにくい。芝生はすっかり雑草に侵食され、タンポポや菜の花が咲き乱れて、野原みたいになっている。

　落ちぶれた田舎貴族らしい裏庭で、剣を振り回す私。仮想の敵と剣を交えて、楽しく戦っているのだ。

　心地よい汗が流れてくる頃、ふと異変に気づき、手を止めた。

　なんだが屋敷内が騒ついているような……。

　開け放した窓から、慌てたような父の声と、使用人たちのバタバタと走る足音が聞こえてくる。「ステファニー、どこ行ったのー！」と叫ぶ母の声も耳に届いた。

　さては、ニーナが告げ口したのね？　また私が男装して剣を振り回していると。

　以前は『元気なお嬢様が私は好きですよ』と言ってくれたニーナなのに、近頃は両親と一緒になって『そろそろ花嫁修行を』と言ってくる。

　十八歳になった私は結婚適齢期。心配してくれる気持ちは分かるけれど、味方がひとり減った気分でおもしろくない。

　止めていた手を動かして、空にヒュンヒュンと剣を唸らせる。

　花嫁修行したって、相手もいないのに……。

　今切りつけているのは、思い出たち。

　舞踏会で殿下とワルツを踊り、頬を染めていた自分を薙ぎ払う。

　不意打ちのキスに驚き、愛の言葉に嬉し涙を滲ませた自分には、鋭い突きを食らわせて。

　殿下の腕の中で、裸で喘いだあの夜の自分を、上からまっぷたつに斬り裂いた。

　すべていらない思い出だ。抱えていたら苦しくて、涙が止まらなくなってしまうもの……。

　殿下への恋心を断ち切ろうと、幸せな思い出を次々と斬り刻んでいく。

　殿下が私を必要としてくれないのなら、私だって……。

「殿下のことなんか、忘れてしまえばいいのよ！」

　左から右へと垂直に剣を振り、その勢いに乗って体を半回転させた。

　すると……。

　剣のぶつかり合う甲高い音が、裏庭に響く。誰かが私の剣を受け止めたのだ。

「相変わらずだな、ステファニー」

　笑いを含んだその声は、優しく、懐かしく、愛しくて……。

「殿、下……」

　半分だけ引き抜いた剣を、鞘に戻す殿下。

　私の剣は鞘に納められることなく、手から離れてポトリと地面に落ちた。

　諦めようとしていたところだったから、驚きのあまり、まだ喜ぶことができずにいた。

　金刺繍の施された藍色の上着に、黒いズボンとブーツ。美しい銀色の髪に、透き通るような青い瞳は、力強く輝いて……。

　一年と少し前に別れた日と、少しも違わぬ殿下が目の前に立っていた。

　本物だろうかと目を疑い、幻ではないかとさえ、怪しんでしまう。

　そっと手を伸ばして触れようとしたら、その手を引っ張られて、胸の中に飛び込むこととなった。

　強く抱きしめてもらって、やっと喜びが湧いてくる。

　迎えに来てくれた……。

　私への愛情は、まだ殿下の心にあると思っていいのよね……。

　溢れ出した涙は、頬を伝うことなく、殿下の胸元に染みていく。

　一年分の想いが溜まっていたはずなのに、言葉にならずに、むせび泣いていた。

　泣き続けるだけの私の髪に鼻先を埋める殿下は、なぜか「おい」と不愉快そうな声を出す。

「さっき、なんか言ってたな。俺のことなど忘れてしまえばいいと、聞こえたんだが、どういうことだ？」

「あ……」

　聞かれていたことに焦って、涙が急に止まる。腕の中から顔を上げると、サファイアのような瞳が、いたずらっぽく弧を描くのを見た。

「離れていても、俺は一日たりともお前を忘れたことはないぞ。もう一年会えなかったとしても同じだ。それなのにお前は、俺を忘れることができるのか？」

「……できません。もし迎えに来てくれなかったとしても、殿下のことは一生、忘れることはできません……」

　答えながら、また涙が溢れ出す。

　押し込める必要のなくなった愛しさが爆発して、苦しいほどに鼓動が高鳴る。胸は歓喜に震えていた。

　殿下の手が、私の頬を包み込むように優しく触れる。口角を上げた唇が涙をすくうように瞼に触れて、目を閉じた私は唇が触れ合う瞬間を待ちわびた。

　そのとき……クロードさんの、待ったの声を聞く。

「殿下、フォーレル伯爵と皆様が、困惑していらっしゃいます」

　ハッと目を開け、横目で屋敷の方を見ると、両親とうちの使用人五人が勢揃いして、目を白黒させていた。その横にはクロードさんとジャコブ、それにジェフロアさんの姿もあった。

　城からの一行は、我が家の者とは違い、嬉しそうな顔をしている。

　キスができなかった殿下は、小さく舌打ちして、私の頬から手を離した。それから私の腰に手を添えて、みんなの方へと歩みを促す。

　殿下との抱擁を見られた私は、恥ずかしくて家族の顔は見られない。それで、わざとクロードさんたちの方を向いていたが、ジャコブとジェフロアさんが微笑んでいることに戸惑っていた。

「あの、殿下、もしかして私の事情は……」

　殿下が答える前に、ジャコブの声を聞いた。

「ステファン様、いえ、今はステファニー様ですね。お久しぶりです。心配せずとも、すべて知っておりますのでご安心を」

　ジェフロアさんも笑って言う。

「私が気づいたのは、暗殺団との戦いの最中に、殿下があなたの本当の名を呼んでしまったからですが、ジャコブはとっくの昔に気づいていたそうですよ」

「えっ、とっくの昔って!?」

　驚いてジャコブを見ると、彼の頬に薄っすらと赤みが差し、苦笑いしていた。

「初めから女性のようだと思っておりましたが、確信したのは、殿下の寝室の続き間に移動となったときですね。仲のよすぎるおふたりに、ああ、やっぱりそういうことかと」

　ジャコブにつられて、私の頬も熱くなる。

　そんなに前から女と気づかれていたなんて……。しかも気づいた理由が、それとは。

　私と殿下が恋仲だということも、ジャコブは知っていたみたい。

　恥ずかしさをごまかしたくて、「気づいていたなら早く言ってよ」と文句を言えば、反対に痛いところをつかれた。

「いつ秘密を教えてくださるのかと、待っていたのは私の方です。結局、最後まで打ち明けてもらえずに、随分と寂しい気分になりました」

　非難めいたジャコブの言葉に、私は肩を竦める。そう言われたら……「ごめんね」と謝るしかない。

　私だってジャコブには話したかったのに、殿下がダメだと言うから、従うしかなかったのだけれど。

　ジャコブに責められて、恨めしげに殿下を見上げれば、「そんな昔の話はもういいだろ」と軽く流された。

「話すべきことは、これからのことだ」

　うちの屋敷の者は、総じてまだ驚きの中にいる。

　殿下は、目を瞬かせている父に向き直ると、有無を言わせぬ、堂々たる声で言った。

「フォーレル伯爵、先ほど申し込んだ通り、ステファニーは我が妃として城に迎えるつもりだ。異存はないな？」

　殿下が今日、我が家にやってきた目的は、結婚の正式な申し入れをするためだ。貴族の婚姻には、家長の同意は不可欠なのだから。

　こんな田舎に大公殿下がやってきただけでも驚きなのに、私なんかを妻にもらいたいと言われては、父も母も使用人たちも、度肝を抜かれたことだろう。

　そんな驚きの波は、今、やっと引きつつあるみたい。私と殿下の親しげな様子に、ようやく事実を飲み込めた様子。

　ところが、『異存はないな？』との殿下の問いかけに、両親はなぜか顔を見合わせ、困った顔をしている。喜ぶ素振りは少しも見られなかった。

「どうした？　なにか問題があるなら言ってくれ」と殿下が促すと、父が恐縮しながら申し出る。

「恥ずかしながら、うちの娘は、じゃじゃ馬なんてかわいいものではなく、暴れ馬なのです。とても大公妃が務まるとは思えません。思い直された方がよろしいかと……」

　まさかの反対に慌てる私。

　あれだけ『嫁のもらい手がない』だの、『嫁に行けるように淑やかにしなさい』だのとうるさかったのに、殿下のもとに嫁ぐのはダメなんて……。

「そんな……」と父に言い返そうとした私だが、殿下が声をあげて笑い出すから、反論の機会を失う。

「じゃじゃ馬ではなく暴れ馬か！　なるほどな」

「そうでございます。もう、ほとほと手を焼いておりまして。ご迷惑をおかけするのは、目に見えております。嫁いでからの返品となりましたら、ステファニーがかわいそうですし……」

　迷惑をかけて返品されるよりは、最初から断った方が私のためだと、父は親心として考えているみたい。暴れ馬という説明に殿下が納得して笑っているのを見て、父はホッとしたように頬を緩めていた。

　しかし殿下は、私の肩を抱き寄せて、見せつけるように頬に口づけた。

「ステファニーにかけられる迷惑なら、さぞや楽しいことだろう。暴れる馬ほど、手懐けたときの喜びは格別だ」

「し、しかし、殿下！」

「フォーレル伯爵、俺はこのままのステファニーを愛している。元気な娘に育ててくれたことを感謝しよう。一生涯、慈しみ、返すことはないと誓うから、どうか祝福してほしい」

　父も母も、もう反対はしなかった。この結婚の申し入れが、殿下の気まぐれではないと分かって、安心したようだ。

「お父様、お母様……」

　少し寂しそうな顔をした父は私を見て何度も頷いて、母はレースのハンカチが絞れそうなほどの涙を流して、私の結婚を喜んでくれた。たった五人の使用人たちも、手に手を取り合って小躍りしている。

「お嬢様、おめでとうございます！」

「大公殿下、ステファニー様、万歳！」

　みんな、私が生まれたときから側にいてくれた古参の使用人ばかり。大した給料も払えないフォーレル家を支えてくれる、家族と同じように大切な人たちだ。

　そんなみんなに祝福されて、頬を綻ばせていたら、殿下が意味ありげな咳払いをした。その意味を誰より早く理解したのは、やはりクロードさんで、殿下に代わって指示を出す。

「皆様、お喜びのところ申し訳ございませんが、お屋敷の中にお戻りください。殿下は我慢の限界のようです。ここからは、どうか、おふたりきりに」

　泣いたり喜んだり、ニヤニヤしていたりする面々が、裏口から屋敷の中に引き揚げていき、最後にクロードさんが「ごゆっくり」と言葉を残してドアを閉めた。

　急に静かになった裏庭に、強い春風が吹き抜ける。さっきは目茶苦茶に剣を振り回して暴れていたから、髪を結わえていたリボンが緩んでいたらしく、解けて風に飛ばされた。私の金色の髪も横になびき、殿下が指で梳いて整えてくれた。「伸びたな」と、クスリと笑われる。

「一年以上も放っとくんですもの、髪も伸びます」

「これでも色々と、急いだつもりだったが……待たされているお前にとっては、長い一年だったことだろうな。遅くなって、すまなかった」

　殿下が私を抱き寄せてくれて、私も広い背中にそっと腕を回した。

　銀の髪から香るバラの香りを嗅ぐと、待たされた間の切なさは薄れていき、代わりに感謝の気持ちがこみ上げる。

　急いでくれていたのね……。もしかして、最近の手紙に返事をくださらなかったのは、忙しさのあまりということなの？　返事を書く暇があるなら、早く私を迎えに行けるように動こうと。

　末端貴族の結婚とはわけが違うのだから、私を迎え入れるまでの準備は相当に大変だったのかもしれない。

　それに気づいて、腕の中で顔を上げた。文句を言ったことを謝ろうと思って「殿下」と呼びかけたら、「違うぞ」と優しい声で叱られた。

「え？」

　首をかしげる私をクスリと笑い、殿下は青い瞳を弓なりに細める。

「これからは夫婦となるのだから、名前で呼べ。俺の名は覚えているか？」

「アミルカーレ様……」

「アミルでいい。ステファニー・ド・モンテクレール、我が妃に永遠の愛を誓おう」

　唇が重なって、深く、強く、お互いを求め合う。

　これからはずっとお側にいられるのだと思うと、私の目からポロリ、嬉し涙がこぼれ落ちた。

　＊　＊　＊




　ここはモンテクレール大公国の城下街。南の大通りの中心は広場のようになっていて、そこに街のシンボルのような白亜の大聖堂が建っている。高い鐘楼の大きな鐘は、初夏の眩しい日差しを反射させ、青く澄み渡る空に、美しい鐘の音を響かせていた。

　今日はアミルカーレ・ド・モンテクレール大公殿下の婚礼の日。結婚しないことで男色家の噂もあった殿下が、ついにお妃様を迎えるのだ。

　聖堂からまっすぐに伸びる大通りには、馬車が一台通れるだけの道幅を残し、都中から民が集まっている。皆、お妃様の顔をまだ見たことがない。ひと目見てみたいと思う街人が大勢、押し寄せていた。

　聖堂の中では婚礼の儀が進行中だが、列席を許されているのは貴族や有力者のみ。一般庶民は中に入れてもらえない。

　聖堂の扉が開くのを、まだかまだかと待っている群衆の中には、老舗しにせの服の仕立屋の息子で、五歳のアベルもいた。

　婚礼の儀の後、殿下とお妃様は、馬車に乗って大通りをゆっくりと通る予定。聖堂のほど近くで、通り沿いの前から三列目という好位置を、アベルはキープしていた。

　しかし、それでも背丈の小さなアベルには、通りも聖堂も見えやしない。ピョンピョン飛び跳ねながら「見えないよ」と半ベソをかけば、隣に立つ祖父のダニエルが「しょうがないな」と彼を肩車して、その重みに嬉しそうに目尻に皺を寄せた。

「あ、見えた！」

　アベルが無邪気に喜んだとき、聖堂の重厚な両開きのドアが開けられた。ワッと歓声が湧き、辺りはうるさいほどになる。

　長く伸びる赤絨毯の上に、ゆっくりと姿を現したのは、待ちに待ったお妃様だった。藍色の燕尾服を華麗に着こなす殿下に手を引かれ、静々と淑やかに進む。そのお姿は、子供のアベルでも溜め息をつくほどに美しい。

　スカートが大きく膨らんだ純白のドレスに、レースのベールが長く後ろに伸びていた。豪華なティアラの輝きよりも、金色に波打つ髪が美しく、大きくてクリッと丸い瞳や、ふっくらと艶のある唇は、なんと愛らしいことか。

　殿下とお妃様は一度立ち止まると、笑顔で民に手を振り、歓声に応えてから、また歩き出した。

「おじいちゃん、綺麗だね！」とアベルが言えば、ダニエルは得意げに答える。

「そうじゃろう。うちが仕立てたドレスと燕尾服だ。よく目に焼きつけて、お前も大きくなったら、ああいう服を作れる職人になりなさい」

　ダニエルは老舗の仕立屋の三代目。目が弱り、針穴が見えなくなってしまったので、昨年の冬に引退し、今は息子が跡を継いでいる。今回の婚礼の衣装を手がけた息子を誇らしく思っていることが、その満足げな表情から見て取れた。

　ダニエルは大公家御用達の仕立屋として、城に呼ばれた過去を懐かしむ。

（アミルカーレ殿下のお召し物は、ほとんどわしが縫ったものだ。妹君のリリアーヌ様のドレスも仕立てたし、亡き弟君のアベル様の衣装も……）

　肩の上で無邪気な歓声をあげる孫の名前は、ダニエルがつけた。殿下の弟君の名前をもらった理由は、殿下を少しでも励ましたいとの思いからだった。

　今から八年ほど前のこと、弟君が亡くなり、殿下は大層苦しんだ。あのとき、殿下が邪視の子を使って、弟君を呪い殺したなどという噂が都に広まったのだ。

　誰もが眉をひそめてヒソヒソと非難する中で、ダニエルは噂を信じなかった。

　服を仕立てるために、城に通った月日は三十年ほど。赤ん坊の頃の兄弟の顔も知っている。幼い頃も成長してからも、大公家の兄弟の仲が非常によかったことを、ダニエルは知っていたのだ。そして、殿下が弟君の死を悲しみ、なかなか立ち直ることができずに、ずっと喪に服し続けていたことも……。

　弟君が亡くなってから、殿下のブラウスの襟を留めるのは、いつだって喪章のような黒い棒タイだった。心配したダニエルは、殿下の好きな藍色の棒タイを、特上のシルクで作り、献上したことがあったのだが……受け取ってくれても、一度も締めてもらえない。いつも黒い棒タイを締め、擦り切れたので同じものを新調したいと注文されるたびに、ダニエルは心を痛めていた。

（いつまでも悲しんでおられては、天国のアベル様も心配じゃろうに……）

　そんな頑なな殿下が今、襟に締めているのは、艶のある藍色の棒タイだった。かつて献上した、あの棒タイであることは、作った本人のダニエルならひと目で分かる。

　ダニエルは胸のつかえが取れた心持ちで、殿下を見つめていた。その年老いた瞳には、涙が浮かんでいる。

（よかったのう。やっと立ち直ることができたんじゃのう。これも、かわいらしいお妃様のお陰かのう……）

「あ、おじいちゃん、こっちに来た！」

　アベルが興奮して肩の上ではしゃぐから、ダニエルはよろけて焦り、懐古から抜け出した。

　殿下とお妃様は赤絨毯を歩き切り、今、馬車に乗ったところ。着飾った二頭の馬が引くのは、屋根のないパレード用の車だ。お妃様は奥に乗り、その隣に座る殿下はアベルたちのいる側。

　沿道からも建物の窓からも、街人たちが花びらをまくものだから、キラキラと眩しい光の中に、まるでカラフルな雨が降っているかのようだった。

　馬車はゆっくりと、アベルの前に差しかかる。「来たー、お妃様ー！」と叫ぶアベルの手には、手作りの小さなブーケが握られていた。今朝、野原の花を摘みに行き、小さな手でリボンを結んで、一生懸命に作ったものだった。

　アベルの父親は、タンポポの入ったブーケに『雑草をあげる気か』と顔をしかめていたけれど、ダニエルが孫を庇って息子をなだめた。

　殿下は情け深いお方だ。殿下の選んだ御令嬢なら、タンポポのブーケに怒ったりするまい、と。

　アベルはお妃様に呼びかけながら、ブーケを持つ手を懸命に振っていた。しかし、アベルの声は大きな歓声に紛れて届かず、お妃様は顔を逆側に向けている。

「おじいちゃん、馬車が行っちゃう！」

「アベル、暴れるな、落っこちるぞ！」

　アベルとダニエルがそれぞれに慌てる中、馬車はまさに目の前を通り過ぎようとしていた。

　ブーケを渡せずに終わるのかと思われたそのとき、「こら、アベル！」と叱るダニエルの声に、大公殿下の青い瞳がこちらを向いた。瞬時に事情を察してくれた殿下が、お妃様に声をかけてくれる。

　すると、美しいお妃様が、振り向いてくれて……。

「ほれ、アベル、今だ。投げなさい」

「うん！」

　小さな手が力いっぱいブーケを空に放つ。しかし、距離は届いているのだが狙いが悪かった。ブーケはお妃様の頭の、半馬身ほども後ろに落ちそうだ。これでは受け取ってもらえないだろう。

「ああっ！」とアベルが泣きそうな声をあげた直後、集まった民の誰もが目を疑った。純白のドレスを着て、淑女然としていたお妃様が、突然機敏に動いて跳び上がり、腕を伸ばして宙でブーケをキャッチしたからだ。

　馬車から落ちんばかりの体を慌てて捕まえたのは殿下で、「危ないだろ！」と叱る声が、ダニエルの耳にも届いていた。

　殿下の両腕に、しっかりと腰のあたりを抱えられているお妃様が、「ありがとう！」とタンポポのブーケを振って、アベルにお礼の声までかけてくれる。

　歓声に笑いが混ざっているのは、気のせいではない。ダニエルも「ほっほ」と笑い、目尻にたくさんの皺を寄せた。

「お妃様は随分と跳ねっ返りで、素晴らしく優しいお人のようじゃのう。さすがは殿下。よい御令嬢を選ばれた」

　通り過ぎていく馬車を見送りながら、ブーケを渡せたことに喜ぶ孫の足をさすり、ダニエルは心に思う。

（いつか、殿下ご夫妻のお子様の服を、アベルが仕立てることになるのかのう……）

　遠い未来に想いを馳せて、ダニエルの頬は緩む。

「お妃様、おめでとうございます！」

「大公殿下、お早くお世継ぎを！」

「モンテクレール大公国、万歳！」

　ダニエルの視界から馬車は消えてしまったが、肩の上の孫の目は、まだふたりを追っていた。

　アベルが無邪気に声をあげる。

「おじいちゃん、あのね。今、大公殿下がお妃様にキスしたよ！」
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幸せは、ここに




　婚礼の儀から三カ月ほど経った、秋の始まりのこと。

「おはようございます」という誰かの声を聞いて、夢の中から意識がゆっくりと浮上する。

　目を開けると、滑らかで張りのある、逞しい裸の胸がすぐ側にあった。バリトンボイスの艶のある声で「ステファニー」と名を呼ばれ、背中の素肌を撫でられて、やっとはっきりと目が覚めた。

「アミル様……」

　もう幾度となく抱かれているというのに、今朝も恥ずかしくて、頬が熱くなる。

　思わず胸元を隠したら、「夫の前で、なにを隠す必要がある？」と問いかけられ、腕を外された。

「今朝も、お前は美しい」

「あの、そんなにじっと見られると……」

　褒められる喜びよりも、羞恥心が勝り、目を泳がせて再び胸を隠した。

　すると、アミル様が私の体に乗り上がり、両手首を顔の横のシーツに押さえつけた。「隠すなと言っているだろう」と叱る、その声も顔も楽しそう。

　からかわれていることを自覚して、少し悔しくなる私。真っ赤な顔で頬を膨らませて見せると、彼は笑いながら、またからかってくる。

「こんなところに傷があるな。お前の真珠の肌に傷をつける不届き者は誰だ？」

　傷とは、右胸の膨らみの、赤紫色の痣あざのことみたい。それは昨夜、彼が唇で強く吸って、つけたものに違いない。

「私を傷つけることができるのは、アミル様しかおりません」

　その答えに、彼の口元には満足そうな笑みが広がり、青い瞳は艶めいた。

「俺は悪い男だな……」

　私の耳に口を寄せ、ゾクリとするほど色気のある声で囁いてから、彼は私を強く抱きしめ、唇を重ねた。

　蕩とろけるように甘いキスに身じろぎしたら……すぐ近くに、ジャコブの声を聞く。

「お取り込み中、申し訳ありませんが、朝です。カーテンを開けますよ」

　ハッとして両手で胸元を隠す私。アミル様は身を起こし、足元に追いやられていた毛布を掴んで、私の頭まですっぽりとかけてくれる。

　広いベッドは天蓋付きで、カーテンを閉めれば中が見えないようになっている。そのカーテンが開くと、毛布越しでも、朝の明るい光を感じた。

「殿下、おはようございます」

「おはよう。ステファニーは裸だ。俺が着替えた後にメイドをよこしてくれ」

「かしこまりました」

　アミル様はベッドから下りて、ジャコブの用意した服に着替えている。

「クロードは来ているか？」

「いえ、まだでございます。昨夜は遅くに帰られましたので、こちらへいらっしゃるのはいつもより遅いかと思われます。お急ぎの御用でしたら、執事長のお屋敷に使いを出しますが」

「いや、急ぎではない。午前中であれば構わない用事だ。家族でゆっくりと朝食を取ってから来ればいい」

　淡々と繰り広げられる主人と執事の会話を、私は毛布の中に丸まって聞きながら、心の中で文句を言う。

　まずはジャコブに対して。男の振りをしていたときと違うのだから、こっちがいいと言うまでカーテンを開けないでと言いたい。

　アミル様に対しても言いたいことがある。私が裸だと、わざわざ言わなくても、アミル様が裸でベッドから出てくれば、私も同じだと想像できると思う。目覚めてからのやり取りを、聞かれていたようでもあるし。

　それよりもなによりも、私がアミル様の寝室で寝起きしていること自体、普通じゃないのだけれど……。

　私に用意された部屋は、アミル様の寝室の斜め向かいで、リリィの部屋の隣。そこにベッドはあるのに、毎夜、寝るのはこのベッドだと命じられている。

　普通は、夫が妻の部屋に通ってきて、ことが済めば自分の部屋に戻って眠るもの。それが一般常識なのに、『いつものベッドで、朝までお前を抱いて寝たい。別にいいだろ』と言うから、朝はこんなふうに恥ずかしい思いをしなければならない。

　愛されていると実感させてくれるのは嬉しいけれど、私のご機嫌伺いにやってくる貴族には、『お盛んという噂が耳に入っておりますぞ。お世継ぎ誕生はもうすぐでしょうな』と言われるし……。

　そう、恥ずかしいことも問題だけど、それ以上に〝お世継ぎ〟という言葉が、私を苦しめる。

　まだ嫁いで三カ月ほどなのに、みんなして『お世継ぎ、お世継ぎ』って……はっきり言って、プレッシャーなのよ！

　毛布の中で、口には出さずに文句の言葉を並べていた間に、アミル様とジャコブは支度を終えて出ていき、代わりに侍女のマリーが入ってきた。

　マリーは、茶色い髪をしたかわいらしい顔立ちの女の子。私のひとつ歳下だけど、私より遥かにしっかりしていて、今のところ私がこれといった大きなミスをせずに大公妃を務めていられるのは、彼女のサポートがあるからに他ならない。

「お妃様、おはようございます。今朝のお召し物は、こちらでいかがでしょうか？」

　毛布から顔だけ出している私に、マリーが広げて見せてくれているのは、紅葉した銀杏いちょうの葉を思わせるような、落ち着いた黄色のドレス。

　普段着のドレスでも、丁寧に仕立てられたオーダーメイドの一級品で、身に余る贅沢だと感じながらもついボソリと本音を漏らした。

「ズボンがいいのに……」

「え？　申し訳ありません、聞き取れませんでした。もう一度――」

「ううん、なんでもない。それを着るわ。マリー、いつもありがとう」

　身支度を整えて、顔と手を洗った後は、食事の部屋へ。

　テーブルを囲むのは、私とアミル様とリリィ、そして兄のステファンの四人だ。

　ステファンは、リリィに愛想を尽かされることなく、まだ熱愛中。かつての私が座っていた席で、隣のリリィとキャッキャしながら朝食を口にしていて、その様子をリリィの向かいに座って見ている私は、こそばゆい思いがしていた。

　身内の恋愛模様を見るのは、恥ずかしいわね……。

　双子なのにステファンはそうは思わないらしく、リリィとの清らかな交際について、たまに私に話してくれる。

　同じ顔をしていても、中身は真逆な私たち。私よりステファンの方が、素直でかわいらしい性格をしていると、最近は感じるようになっていた。




　朝食が済むと、アミル様は執務室に向かう。妻として廊下でお見送りをしてから、私は自室に戻る……のではなく、大公妃としての仕事をするために、マリーと共に応接室へ。

　私へのご機嫌伺いと称して、面会に来る貴族や有力商人たちが、毎日三、四組ずついる。婚礼の儀で私の姿を目にしていても、ゆっくりと言葉を交わす機会はなかったから、私の人柄を探りに押し寄せてくるみたい。

　会う人会う人、大体言うことは同じで、まずはとにかく私を褒めまくる。そんなにお世辞をよく思いつけるよね、と感心するほどに。

　しかし、お世辞やおべっかの陰に、我が家を贔屓ひいきにしてほしいという思いが透けて見えるので、来客たちにいい印象を持つのは難しい。

　興味もないのに、女性貴族だけの音楽会やサロンパーティに誘われて、それをやんわりと断ることも大変だ。

　田舎貴族だったときには分からなかった、都会の上級貴族の苦労。それを今日も味わわなければならないのかと、憂鬱な気持ちで応接室の扉を開けた。




　空が茜色に染まる頃。本日最後の訪問者が、やっと帰っていった。

　応接室で紅茶を飲みながら話すので、お腹はチャプチャプ。自室に戻ってきた私は、長椅子に座り、刺繍の美しい柔らかなクッションにもたれかかった。

　心配そうに覗き込むのは、マリー。常に先々を読んで動いてくれる頼れる侍女は、私が言わなくても、望む言葉をかけてくれた。

「お妃様、今日は随分とお疲れになられたご様子ですね。晩餐のお時間が迫っておりますが、お部屋で軽いものになさいますか？」

「そうね。今日は肉も魚も食べたくない。果物くらいでいいわ……」

　肉類は大好物で、以前はおかわりしたいほどの食欲だったのに、最近は食べたくない。アミル様が心配するといけないから、無理やり飲み込んで残さないようにしているけれど。

　城の料理は美味しい。でも食欲が湧かないのは、運動不足のせいだと思う。

　毎日の面会で、精神的にはぐったり疲れているけれど、体は元気が余っている。心と体がアンバランスでなんとも気持ち悪かった。

　今までのように男装をして剣を振り回していられないのは、重々承知。私は大公妃で、女性貴族のお手本となるような淑女を装わなくては、アミル様に恥をかかせてしまう。私は変わらなければならないのだ。

　でも、一体いつになれば、私はこの生活に慣れることができるの……。

　マリーは私の食事の変更を伝えるために部屋を出ていったので、今は広い部屋にひとりきり。長椅子から離れて、火の入っていない暖炉の前に移動すると、私は腰の剣を引き抜いた。といっても、帯剣しているわけじゃなく、架空の剣を引き抜く振りをしただけ。

　目を閉じて、ここは青の騎士団の闘技場だと想像する。かつてのように、ジェフロアさんが稽古をつけてくれる場面を瞼の裏に思い描き、構えた剣を振り下ろした。

　しかし、喜びも興奮も湧いてこない。手応えゼロだから、当たり前よね……。

「ステファニー」

　急に名前を呼ばれ、驚いて目を開けて振り向くと、ドアに背を預けてアミル様が立っていた。

　入ってきたことに気づかなかったのは、想像することに集中していたせいではなく、きっと彼が気配を消していたためだろう。

　心配そうな目を向けられて、私はバツの悪い思いで目を逸らした。

　大公妃の生活に馴染めずにいるのは、私の力不足。アミル様に余計な心配をかけたくなかったので、彼の前ではできるだけ元気な素振りを見せ、常に笑顔でいるように努めていた。不満はいつも心の中だけで、決して誰にもぶつけないようにしている。

　以前、『剣が恋しいか？』と問われたときは、『いいえ』と首を横に振り、『今の生活になにも不満はありません』と、作り笑顔で本心を隠した。

　肩書だけではなく、大公妃に相応しい淑女にならないといけないの……。

「つらいんじゃないのか？　我慢せずに、俺に話してくれ」

　溜め息交じりの言葉を耳にして、視線を合わせられずに、私は俯く。

「つらいことなどありません。私は幸せで、我慢なんて……」

　心配をかけたくないと、なおも心を隠そうとしたら、足音が近づいてきて、黒いブーツの爪先が目の前で止まった。抱き寄せられて頬を熱くすると、「意地っ張りめ」と優しい声で非難された。それから腰に腕を回され、「行くぞ」と歩みを促される。

　晩餐に行くと言われたのだと、私は解釈していた。

　さっきマリーに、果物だけを自室でと頼んだけど、やっぱりみんなと一緒に食べようかな。アミル様を心配させたくないもの。

　自室を出て、食事の部屋へ……と思ったら、アミル様の寝室の前にクロードさんが立っていて、アミル様もそこで足を止めた。

「ご用意しました」

「ああ。急がせてすまなかったな」

　ふたりの会話を聞いて、首をかしげる私。

　食事の用意が整ったという会話ではないようだけど、これから一体なにがあるというの？

　クロードさんが寝室のドアを開けてくれて、私はアミル様に背を押されるようにして中に入った。

「私は人払いに立っております。それでは妃殿下、ごゆっくりお楽しみください」

「え？」とクロードさんの方に振り向いたが、パタンと閉じられたドアが見えただけだった。

「始めよう。まずはお前の着替えだな」

　いまだに状況を理解できずにいる私は、ベッドへと連れていかれる。

　もう寝かせられるのかと思ったが、そうでもなく、ベッドの上には懐かしくも見慣れた衣装が一着、広げられて置かれていた。

「青の衣……どういうことでしょう？」

　私のものなのは見て分かる。かつて着ていたそれを処分せずに、どこかに保管していてくれたみたい。

　でも私にはもう、青の衣に袖を通す資格はない。青の騎士ではないのだから。

　アミル様に振り向くと、その手には木刀が二本握られていて、また驚かされた。

「この部屋で暴れても、咎める者も眉をひそめる者もいない。相手をしてやるから、青の衣に着替えろ」

「で、でも……」

「先ほど、マリーに聞いた。大公妃としての務めを懸命にこなしているが、ストレスで食欲不振に陥ってると。なぜ俺に言わない？　俺はお前を苦しめるために妻にしたわけではない」

「アミル様……」

　私を想う彼の気持ちがひしひしと伝わって、涙腺が緩んだ。

　私の涙を親指で拭ってくれた彼は、諭すように語りかける。

「無理して変わろうとするな。公の場では相応しく振る舞う必要もあろうが、ここはお前の家だ。自分らしくいてくれ。いつもお前が元気でいられるように、できる限りのことはする」

「はい……ありがとうございます」

　溢れた涙を手の甲でグイと拭うと、私はドレスを脱ぎ捨て、下着の上に青の衣を身に纏う。

　久しぶりのこの感触。この服に憧れていた頃や、騎士としての訓練の日々。アミル様を守ろうと暗殺集団と戦ったときのことも思い出し、私は胸を熱くした。

　同時にワクワクと、剣を振るえる喜びと興奮に包まれる。さっきまでのクヨクヨしていた気持ちはいっぺんに吹き飛んで、曇り空が晴れた思いでいた。

　用意されていた髪紐で、髪をひとつに結わえたら、「準備できました！」と元気いっぱい、アミル様に声をかけた。

　私が着替えている間、背中を向けていた彼が振り向き、嬉しそうに瞳を細める。

「やはりステファニーは、その服が似合うな。さあ、かかってこい。今夜のデザートのアップルパイでも賭けるか？　俺にひと太刀でも浴びせられたら、お前の勝ちだ。ふたり分をやる」

　アップルパイは大好物。絶対にひと太刀、浴びせて見せるんだから！




　木刀のぶつかり合う音が消えたのは、それから一刻ほども過ぎたときだった。

　窓の外には星が瞬き、寝室にはランプの炎が揺れている。

　もう動けないし、腕が上がらない。悔しいわ……。

　私の剣はすべて弾かれ、アミル様に掠りもしなかった。

　床にお尻をつけて、荒い呼吸を繰り返していると、彼が片膝をついて私の前にしゃがんだ。

「腕が鈍ったんじゃないか？」

「アミル様が強すぎるんです」

「いつでもリベンジを受けつけよう。今日のところはお前の負けだな」

　楽しそうに笑う彼につられて笑って見せながら、床に落とした木刀を握り直していた。それをゆっくりと動かして、彼の膝下あたりにコツンと当てた。

　青い瞳が驚いたように見開かれ、私は吹き出しそうになるのをこらえていた。

「私が勝ったようですよ？　アップルパイ、ふたり分いただきます」

「ずるいぞ」

　ふたり分の大きな笑い声が寝室に響き渡る。

　ああ、こんなに楽しいのは久しぶりね……。

　清々しく心地よい疲れに、回復した食欲。晴れ晴れとした気持ちで、晩餐を楽しみにする私が戻っていた。




　夜も更けて、屋敷の中は静まり返っている。

　私はアミル様に抱かれて、彼のベッドの中にいた。

　部屋を照らすランプはひとつだけ。ベッドから少し離れた台の上にのせられたランプには、細められたオレンジ色の炎がチラチラと揺れている。天蓋から吊るされたベージュのカーテンは閉められて、私はカーテンに映る膨張した明るさを、ぼんやりとした頭で眺めていた。

　ついさっき、今夜、二度目の熱い飛沫しぶきを受け止めたところ。アミル様は私の裸の背中を抱きしめていて、僅かに乱れの残る彼の呼吸を耳元に聞いていた。

　今日は久しぶりに楽しく充実した一日だった……。

　幸せな心持ちで瞼を下ろすと、楽しかったことではなく、なぜか嫌なことが思い出されてしまう。

　今日、最後に面会した、中年の男性貴族は、帰り際にこう言った。

『お世継ぎの誕生を、心待ちにしております』

　早く身ごもれというような言葉は、その貴族だけではなく、会う人会う人、みんな言う。必ずといっていいほどに、似たような言葉をかけられる。

　まだ嫁いで三カ月ほどだから、焦る必要はない。そう思おうとしているけれど、あまりにも周囲の期待が大きすぎるから、最近はそのことで心が苦しい。

　大公妃の最も大切な務めは、なんといっても子を産むことだろう。早く身ごもりたい、大公妃としての務めを果たしたい……その焦りに眠気は去っていき、無意識に溜め息をついていた。

　すると後ろから伸びてきた手によって、体の向きが変えられて、殿下と顔を見合わせる。

「まだなにか悩んでいるのか？」

　再び心配そうな目で見られて、慌てて私は言い訳をする。

「悩んでいるわけじゃないんです。ただ、早く子供を授かりたくて……」

　世継ぎを求める声がプレッシャーであることを、重くならないよう、明るい調子で説明したら、彼はフッと笑った。安心を与えてくれようとするかのように、一度強く抱きしめて、体の距離を戻すと言った。

「ステファニーへの面会は、制限をかけよう。三日にひと組までだな」

「いいんですか？」

「ああ。お前を悩ませるだけの客など、来なくていい。今まで気づいてやれず、悪かった」

　髪を梳くように撫でてくれる手が気持ちいい。

　うっとりとしていると、その手は背中へと移動する。五指の先でゆっくりとお尻に向けて撫で下ろすから、私の肌はゾクリと粟立ち、甘い刺激に身じろぎした。

　今度は唇が重なり、胸に触れられ、先ほどまで繋がっていた場所を、また弄もてあそばれて……。

　三度目に突入しようとしている彼に、驚いていた。

　私が早く子供をと言ったから、それについても叶えてくれようとしているのだろう。

　体の芯が甘く疼き、私の体の準備が整うと、彼は私の上に乗り上がる。そしてゆっくりと侵入してきた。

　私の反応を確かめるかのように、じっと見下ろしている青い双眼。

　顔が熱いのは恥ずかしさだけではなく、彼の深い愛情に心が喜んでいるせいだ。

　アミル様は徐々に動きを速めながら、キスの雨を降らせて、合間に話しかけてきた。

「妻に我慢を強いる夫にさせるな」

「え？」

「不満に思うことがあれば、すぐに俺に話してくれ。何事においてもだ。ひとりで抱え込んで我慢するな。分かったか？」

「は、い……んっ」

　分かったような、理解しきれないような……。

　大切なことを言ってくれた気がして、よく考えて心に刻みつけたいところだけど、そんな余裕はない。繋がる部分から押し寄せる快感の波に、声を抑えるだけで精一杯だった。

　すると、コツンと額同士がぶつかった。動くスピードをやや緩めた彼が、艶めいた声で優しく叱る。

「我慢するなと言っているだろう」

　なんの我慢……？

　叱られた意味が分からずに目を瞬かせると、彼の瞳がいたずらっぽく幅を狭めた。

「声をあげぬよう、我慢しているんじゃないのか？　それも我慢するな。甘い声を聞かせてくれ」

　声も我慢しちゃいけないの!?　喘ぎ声を聞かれるのは、恥ずかしいのに……。

　驚きと羞恥の中で、ニヤリと吊り上がる口の端を見た。

　からかって楽しんでる……それに気づいて頬を膨らませたけど、効果はない。

「今度はなにが不満だ？　物足りないのか？　ならば、望み通り、もっと激しくしてやろう」

　そう言われた直後に、壊れそうなほどに愛され、快感が突き抜ける。

　彼の思惑通り、我慢しきれず、甘く喘ぐ夜となった。




　それからふた月が経ち、雪がチラチラと舞い降りる頃。

　暖炉に火が入り、暖かな自室で、私はベッドの上にいた。クッションに背中を預けて座り、白髪の城医の診察を受けている。

　最近、体調がすぐれない。それは、運動不足やストレスに苦しんでいたあのときとは別もの。眠気や倦けん怠たい感が一日中続き、食欲はあるのに、食べようとしたら急に吐き気に襲われたりするのだ。

　部屋の中には私と城医の他に、侍女のマリーがいる。診察の途中からアミル様も入ってきて、城医とは反対側の窓側のベッドサイドで付き添ってくれている。

　アミル様の表情には心配そうな様子はなく、あることへの期待が、引き結んだ口元に見て取れる。

　私も彼と同じ思いで、期待している。きっとアレだろうと。

　私の熱を測り、脈を取り、あちこちに触れながら問診した後に、城医は「どっこいしょ」と立ち上がり、目を細めてアミル様に言った。

「妃殿下にはご懐妊の兆候が見られます。誠におめでとう存じます」

　ドアの前に控えていたマリーが「キャア！」と、いつものしっかり者の彼女らしくない、素直な歓声をあげていた。私と目が合うと慌てたように会釈して、それからそっとドアを開けて出ていき、閉められた数秒後にドアの向こうにも大勢の歓声があがった。その中にはクロードさんやジャコブ、リリィにステファンの声も混ざっていることだろう。

「あいつらは、まったく。俺より先に喜ぶな」

　ドアを見て笑ったアミル様は、ベッドの縁に腰かけて、優しく私を抱き寄せた。

「ありがとう、ステファニー」

　やっとアミル様の子を身ごもれた……。

　プレッシャーから解放された思いで、息を吐き出したら、喜びがジワジワと広がっていく。

　初めて吐き気を感じたとき、きっとそうだろうと予想したけれど、城医に診てもらうまでは喜ばないようにしようとしていた。もし違っていたら、余計に落ち込んでしまいそうだから。

　それはきっとアミル様も同じで、今やっと私たちは、お互いを抱きしめ合って喜んだ。

　城医は気を利かせて、「後ほど参ります」と一旦部屋を出ていく。

　それをベッドの上から見送って、ふたりきりになると顔を見合わせて微笑み合った。

「男の子だといいですね」と私が言えば、「女もかわいいぞ」と彼は言う。

「ステファニーに似た跳ねっ返りの女の子なら、なおのことかわいいだろう」

「でも、跡継ぎが……」

　女の子も欲しいと思うけれど、男子しか爵位を継承できないから、やはりこの子が男であってほしいと私は願う。

　アミル様はフッと笑って、私のお腹に手を当てた。

「この子が女なら、また作るまでだ。次も女なら、また作ろう。家族は多い方がいい。子供は十人いてもいいな」

「私、十回出産するんですか!?」

「ステファニーは双子だから、子も双子かもしれないぞ。そうすれば五回の出産で十人だ」

　呆気に取られてしまったけれど、明るく笑い声をあげるアミル様があまりにも楽しそうだから、私も笑って頷いた。

　十人は無理かもしれないけど、できるだけたくさん産みたい。

　私が嫁ぐまで、モンテクレールの名を持つ人はアミル様とリリィのたったふたりだった。それが私を入れて三人になり、この子が生まれたら四人になる。

　五人、六人と子供を増やして、大きな家族を作ろう。国のため、民のため、アミル様のため、そして彼を誰より愛している私自身のために。

「アミル様、愛しております」

　私から進んで愛を口にするのは初めてのこと。今までは恥ずかしがって、言いにくかったその言葉が、なぜか今は、すんなりと口をついて出た。

　片眉を上げて少し驚いている様子の彼は、それから柔らかく微笑んで、私を優しく包むように抱きしめてくれた。

「きっと俺の方が愛が深い。お前なしでは生きられぬほどに愛している。我が妃、ステファニー、これから先もずっと共に……」

　ああ、私は幸せね……。幸せすぎると、涙が溢れてくるものなのね……。

　窓の外に目を遣ると、中庭の水を止めた噴水に、チラチラと雪が舞い降りる様が見える。分厚い雪雲の切れ間に、太陽が顔を出し、部屋の中には明るい光の帯が差し込んできた。

　まるで私たち家族を祝福してくれるかのような、神聖で温かみのある光。

　それを浴びながら、私たちは引き合うように唇を重ねるのだった。
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あとがき




　この作品をお手に取ってくださった皆様に、深く感謝申し上げます。

　男装の伯爵令嬢と大公殿下の恋は、いかがでしたでしょうか？

　私は普段、オフィスラブを中心に活動していまして、ファンタジーは初挑戦でした。難しそうな印象を持って書き始めましたが、やはり随分と迷い、悩みながらの執筆となりました。それでも新しいジャンルへの挑戦は、楽しい時間でもありました。

　中世ヨーロッパについて調べ始めると、おもしろくて興味が尽きず、書くことをそっちのけで資料を読み漁ったり。妄想世界にどっぷりはまって、時間を浪費したりしておりました。

　書きたいストーリーが次々と浮かんで、登場人物も多くなり、まとめるのは大変だけど、楽しんで書くことができる。それがファンタジーなのだなという感想を持っています。

　華やかな貴族の世界に、憧れます。タイムスリップして、舞踏会や晩餐会を覗いてみたくなります。

　煌びやかなドレスを着て、豪華な料理を優雅に食し……でも、私に貴族的な雰囲気は皆無なので、宴に参加させてもらえたとしても、招待客ではなく使用人のような気がします。

　今作の執筆は新鮮で楽しい時間でした。機会がありましたら、二作目のファンタジーに挑戦してみたいと思っております。




　最後に、今作の編集を担当してくださった鶴嶋様、妹尾様、倉持様、アドバイスとご指導の数々に感謝いたします。文庫化にご尽力くださった多くの関係者様にも、厚くお礼申し上げます。

　カバーイラストを描いてくださっためろ見沢様、ステファニーとアミルは私の想像を超えて素敵で美しく、感謝でいっぱいです。

　そして、この文庫をお買い求めくださった皆様、サイトでの公開中に温かい感想をお寄せくださった読者様、本当にありがとうございました。

　いつの日にか、またベリーズ文庫で皆様にお目にかかれますように……。





藍あい里さとまめ　
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